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は じ め に 


ハー ド デ ィ スク 活用 の 時 代 


最近 、 ア メリ カ の 有力 な パソ コン 業界 誌 の 編集 長 が 担当 コラ ム で ハッ と する よう な 
こと を 書い て いた 。 そ の 要旨 は つぎ の よう な も の 。 


「 パ ソコ ン を いろ いろ な こと に 使っ て 、 理 解す る た め に 勉強 し て 、 設 定 な ど に 苦労 し 
て 時 間 を ロス する 。 そ れ が 大 事 。 そ れ が 成功 へ の 道 だ 。 

アメ リカ 人 は そう し て 今 の パソ コン 市 場 を 築き ち も げ た の だ 。 そ し て 、 こ の 成功 の 秘 
密 を 日 本 人 に は 教 を な いよ うに し よう 」 


日 本 人 に 対す る 態度 に は きび し いも の が ある が 、 パ ソコ ン の 接し 方 に は まっ た く 同 
感 だ 。 パ ソコ ン は 不都合 が ある に も か か わら ず 、 少 し で も 効率 が よく な り 、 生 産 性 が 
上 が る の な ら 、 ど ん どん 活用 する の が よい と 思う 。 ハ ー ド ディ スク に 関し て も そう だ 。 

と この と ころ ハー ド デ ィ スク 装置 市 場 が 急速 に 拡大 し て お り 、 活 発 な 動き を 見 せ て い 
る 。 ハ ー ド ディ スク の 技術 開発 が 進み 、 新 製品 が 続々 と 登場 し て いる か ら だ が 、 つ ぎ 
の よう な 顕著 な 傾向 が 見 られ る 。 


① 大 容量 化 
② 低 価格 化 

③ 小 型 ・ 軽 量化 
⑭ 高 速 化 


ユー ザー に と っ て は まこ と に 好ま し い 状 況 で あり 、 今 や パソ コン を 使い こなす に は 
ハー ド デ ィ スク を うま く 活 用 する こと が 大 き な 「 鍵 ] に な っ て いる 。 そ の た め に は 、 
いろ いろ な 知識 と ノウ ハウ を 学び 、 テ クニ ッ ク を 身 に つけ な けれ ば な ら な い 。 勉強 し 
て 苦労 し て 成功 し た いも の だ 。 
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本 書 の 内 容 と 特徴 


そこ で 本 書 で は 、 ハ ー ド ディ スク を 活用 する た め の 実 用 的 な こと が ら を 全面 的 に 押 
し 出し 、 基礎 か ら 応 用 まで を 解説 し て いる 。 内 容 は 、 大 きく 3 部 に わか れ て いる 。 


第 1 部 これ だ け は 知っ て お こう 
第 2 部 使う 準備 は こう し よう 
第 3 部 こう し て 活用 し よう 


解説 に あたっ て は 、 や さ し く わか りや すい よう に 努め て お り 、 特 に つぎ の よう な 特 
微 を も た せ て いる 。 


・ ハ ー ド ディ スク に 関す る すべ て を これ 1 冊 に まとめ た 

・ ハ ー ド ディ スク に 関す る 実用 情報 を 盛り 込ん だ 

・ ハ ー ド ディ スク 活用 の ノウ ハウ と ヒン ト を 数 多く 紹介 し た 
・ 説 明 に 際 し て 豊富 な 操作 画面 や 操作 例 、 イ ラス ト を つけ た 


また 、 本 書 で は ハー ド デ ィ スク に 関し て 必要 な MS-DOS の 知識 を すべ て 解説 し て い 
る の で 、 ハー ド デ ィ スク を 通じ て MS-DOS を 追求 し 、 そ の 機能 を 最大 限 に ひき だ すこ 
と が で きる 。 これ まで 、 わか り ず ら か っ た MS-DOS で の 環境 設定 の し か た な ど を 徹底 
的 に や さ し く 解説 し 、 ど う 応 用 する か に つい て か な り の ペー ジ を さい て いる 。 


本 書 の 読者 対象 


本 書 は 、 主 に ビジ ネス ソフ ト を は じ め 各 種 市 販 ソ フト を 利用 する 方 を 中 心 と し て 、 
つぎ の よう な 方 を 読者 対象 と し て いる 。 


・ ハ ー ド ディ スク を 初め て 使う 方 

・ ハ ー ド ディ スク の 初級 中 級 者 

・ ハ ー ド ディ スク を さら に 活用 し た い 上 級 者 
・MS-DOS の 階層 ディ レク トリ を 理解 し た い 方 
・MS-DOS の 環境 設定 の し か た を 理解 し た い 方 
・MS-DOS の バッ チ フ ァイル を 活用 し た い 方 

・EMS メ モリ な ど 拡 張 メ モリ を 活用 し た い 方 
・RAM デ ィ ス ク と キャ ッシュ ディ スク を 活用 し た い 方 
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本 書 の 対象 機種 と OS 


本 書 は 、 ハー ド デ ィ スク が 使え る パソ コン ・ シ ステ ム で あれ ば 、 ど ん な も の で も 活 
用 で きる 。 基 本 的 に は 


・PC-9800 シ リー ズ + ハ ー ド ディ スク 
・MS-DOS バ ー ジ ョ ン 3.3/5.0 ( 十 Windows3.1) 


と いう シス テム を 例 に し て 解 記 し て いる が 、 ハ ー ド ディ スク が 使え MS-DOS を OS と 
し て いる パソ コン で あれ ば 機種 は 問わ な い 。98 ユ ー ザ ー で あれ ば 、 こ の 本 の 内 容 が 
120% 活 用 で きる し 、 そ の 他 の 機種 の し スー ザー で も 、 こ の 本 を 100% に 限り な く 近 く 活 
用 で きる だ ろう 。 


本 書 の 読み 方 


本 書 は 、 ハ ー ド ディ スク の 初心 者 か ら 上 級 者 まで を 対象 と し て お り 、 つ ぎの よう な 
読み 方 を 勧め る 。 


第 1 部 これ だ け は 知っ て お こう 

は じ め て ハー ド デ ィ スク に 接する 読者 向け 。 こ こ で は 、 ハ ー ド ディ スク と は いっ た 
い ど うい っ た も の で 、 ど うい う 機 能 や 種類 、 利 点 が ある の か 、 ハ ー ド ディ スク を 使う 
と き の 注 意 点 な ど に つい て 説明 し て いる 。 ハ ー ド ディ スク の 概要 が 身 に つき 、 こ れ か 
ら ハ ー ド ディ スク を 購入 し た い 読 者 へ の ガイ ド に も な る 。 


第 2 部 使う 準備 は こう し よう 

ハー ド デ ィ スク を 使う 準備 を し た い 読 者 の た め 。 も う 1 度 準備 を し な お し た い 読 者 
に も 参考 に な る 。 こ こ で は 、 ハ ー ド ディ スク の 接続 ・ フ ォ ー マ ッ ト ・ 領 域 確保 の 方 法 、 
ハー ド デ ィ スク に 欠か せな い フ ァイル 整理 の し か た 、 人 快適 な 操作 環境 の 作り 方 、 バ ッ 
チ フ ァイル の 作り 方 な ど に つい て 学ぶ 。 
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第 3 部 こう し て 活用 し よう 

初心 者 、 中 級 者 、 上 級 者 を 対象 と し て 、 実 用 的 な ハー ド デ ィ スク の 活用 例 を 用 途 別 
に わけ て 数 々 紹介 し て いる 。 MS-DOS3.3 プ 5.0 と Windows3 .1 の イン スト ー ル 、 日 本 
語 FEP、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 効果 的 な 組み 込み 方 と 起動 の し か た 、EMS メ モリ 
な ど 拡 張 メ モリ の 活用 法 、RAM デ ィ ス ク と キャ ッシュ ディ スク の 活用 法 、 フ ァイル の 
バッ クア ッ プ の と りか た 、 デ ィ ス ク の 効率 の よい 使い 方 に つい て 解説 する 。 


この よう に 、 初 めか ら 順 次 読み すす ん で いけ ば 、 ス ムー ズ に ハー ド デ ィ スク の こと 
が 理解 で き 、 活 用 で きる よう に な っ て いる 。 が 、 各 部 が 独立 し て お り 、 読 みた いと こ 
ろ が どこ で ある か が すぐ に わか る よう な 構成 に な っ て いる の で 、 読 者 の 興味 と 必要 に 
応じ て 読む と よい 。 

最後 に 、 本 書 に より 、 ハ ー ド ディ スク を 使い こなす 楽し さ を 満 喫 さ れ 、 日 々 の パソ 
コン 操作 が 快適 か つ 効 率 よく 運ぶ よう に 願っ て いる 。 


1993 年 浅 春の 候 
藤田 英 時 
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EE 
こ ご れ だ け は 
IE すこ ap 


EEIUKeiE 叶 ハー ド デ ィ スク を 使い 始め る 前 に 
知っ て お きた いこ と が ら に つい て 説明 する 。 

人 ハード ディ スク と は どん な も の か 、 

ご どう いう 用 語 を 使い 、 ご ん な 機能 が ある の か 、 

ご どん な 種類 が ある の か 、 使 うと き に 注意 する こと は 
何かと いっ た こと を 知っ て お こう 。 


EE 


ACE と アァ ン / コ ト * 





この 章 で は 、 ハ ー ド ディ スク と は 一 体 ど ん な も の か 、 

その 概要 、 利 点 、 性 能 お よび 付加 機能 こつ いて 解説 する 。 
これ か ら ハ ー ド ディ スク を 使う 方 に と っ て は 、 

使う 前 の 予備 知識 と な り 、 す で に お 使い の 方 は 、 

さら に 知識 を 増やす こと に な り 、 

ハー ド デ ィ スク を 物色 中 の 方 に と っ て は 、 

その カタ ログ を 見 る と き に 、 内 容 や 性 能 が わか り 、 
選択 する 目 が 養 わ れる だ ろう 。 





ハー ド デ ィ スク を 簡単 に 説明 し よう 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク と 同じ く 、 プ ログ ラム や デー タ を 記憶 する 装置 の 1 種 。 

・ デ ィ ス ク の 部 分 が アル ミニ ュ ウ ム 合 金 版 で 、 固 い 円 盤 状 に な っ て いる た め ハ ー ド ( 固 
い ) ディ スク と いう 。 

・ デ ィ ス ク の 部 分 は 、 装 置 の 中 に 固定 され て いる た め 固 定 デ ィ ス ク と も いう (が 、 デ 
ィ ス ク を 取り 替え を られ る も の も ある ) 

・ 耐 久 性 に 優れ 、 大 容量 の 記録 が 可能 。1M バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 80 倍 か ら 
600 倍 、1200 倍 くら い の 容量 が ある 。 

・ 読 み 書き が 非常 に 高速 で 、 そ の 際 の 音 が ほとん ど し な い 。 実際 の 読み 書き で は 、 フ 
ロッ ピー ディ スク の 20^30 倍 。 


20 一 一 一 第 1 部 @ こ れ だ け は 知っ て お こう 


ハー ド デ ィ スク の 人 外 銀 











220M バ イト の 大 容量 ・ 高 速 タイ プ Estate220 
(日 本 テク サ ) 


ハー ド デ ィ スク の 構造 






読み 書き ヘッ ド 






肝 み 書き ヘッ ド ティ スク 


(アル ミ 等 の 金属 製 ) 


第 1 章 @ ハ ー ド ディ スク と は 一 一 2 1 


つぎ に ハー ド デ ィ スク の 構造 と 注意 点 を 簡単 に 説明 する 。 


・ デ ィ ス ク は 回 転 軸 上 に 数 枚 付い て お り 、 そ れ ぞ れ の 面 に 専用 の 読み 書き ヘッ ド が 備 
わっ て いる 。 

・ デ ィ ス ク は 、 毎 分 3600 て 4500 回 転 と いう フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 10 数 倍 の 速 さ で 回 転 
し て お り 、 ヘ ッ ド は ディ スク の 巻き 起こ す 風 に よっ て わずか に 浮き 上 が っ て 、 読 み 
書き する 。 

・ ヘ ッ ド と ディ スク の 間 は 、0.2--0.5 ミ クロ ン で タバ コ の 煙 よ り も 小さ い (その た 
め 、 ハ ー ド ディ スク は ゴミ や ホコ リ に 弱い 、 も ちろ ん タバ コ の 煙 に も 、 ま た 衝撃 に 
も 弱い の で ショ ッ ク を 与え な い )。 

万 一 ヘッ ド が ディ スク の 表面 に 触れ る と 、 そ こ が キ ズ つ き 、 デ ー タ の 読み 書き が で 
き な く な る (読み 書き 中 に 揺らし た り 、 停 電 し た り 、 電 源 を 誤っ て 切っ た 場合 な 
ぎ )。 

・ 読 み 書き し な いと き は 、 ヘ ッ ド は 安全 な 位置 (退避 ゾ ツーン) に ある 。 こ の と きま 以外 
は 、 ハ ー ド ディ スク の 電源 を 切っ て は いけ な い 。 

・ た いて い の ハ ー ド ディ スク で は 、 電 源 を 切る と ヘッ ド が 自動 的 に 安全 な 位置 に 戻る 
が 、 そ う で な いも の は 電源 を 切る 前 に |STOP| キ ー を 押す 必要 が ある (25、50 ペ ー ジ 
参照 )。 


読み 書き ヘッ ド と ディ スク の 間 








ディ スク ヘッ ド 





チリ の 粒子 


タバ コ の 和 煙 人 間 の 指紋 


ディ スク の 表面 





0.2 一 0.5 ミ クロ ン 
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ハー ド デ ィ スク に は 独特 の 用 語 が 使わ れる 。 こ こ で は ハー ド デ ィ スク を 選ぶ と き や 
使い に な す と き の た め に 基本 的 な 用 語 を マス ター し て お きた い 。 


平均 アク セス 時 間 


ハー ド デ ィ スク の 読み 書き の 速 さ を 示す 単位 。 平 均 ア クセ スタ イム や 平均 シー クタ 
イム と も いう 。ms (ミリ セカ ンド ) と いう 単位 (1000 分 の 1 秒 ) で 表わす 。 こ の 数 が 
少な い ほ ど 、 速度 が 速い 。 高速 で 10ms、 中 速 で 20ms く らい 。 これ か ら ハ ー ド ディ スク 
を 買う (買い 換え る ) な ら 10ms く らい か 、 そ れ 以 下 の も の を 選ば ぼう 。 

平均 アク セス 時 間 は 、 普 通 ハ ー ド ディ スク の 読み 書き を する ヘッ ド が ディ スク を 移 
動 す る 速 さ を 平均 値 で 表わし た も の 。 メ ー カ ー に よっ て 測定 の 基準 が 異な る た め A 社 
の 10ms と B 社 の 10ms で は 同じ と は 限ら な い 。 十 一 20% く らい の 差 が ある こと を 承知 
し て お こう 。 








@ 平 均 アク セス 時 間 の 
(ヘッ ド の 移動 速度 の 平均 値 ) ノン 


平均 アク セス 時 間 
(ヘッ ド の 移動 の 速 
さ の 平均 値 ) 
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ヘッ ドク フラ ッシュ 

ハー ド デ ィ スク の 読み 書き を する ヘッ ド が ディ スク 面 に 接触 し 、 そ の 箇所 の デー タ 
が 読め な く な る こと 。 文字 どおり head crash (ヘッ ド が 衝突 ・ 破 壊 ) する こと 。 ハー 
ド デ ィ スク の ヘッ ド は 、 動 作 中 に は ディ スク 面 か ら 浮 き 上 が っ て いる が 、 そ こ で 本 体 
また は ハー ド デ ィ スク の 電源 を 切る と 、 ヘ ッ ド が ディ スク 面 に 接触 し デー タ を 破壊 し 
た り 、 デ ィ ス ク 面 を 傷つけ る こと に な る 。 最悪 の 場合 に は ハー ド デ ィ スク 全体 が 読み 
書き 不能 に な る こと も ある 。 こ れ は レコ ー ド プレ ー ヤ で レコ ー ド を 演奏 中 に 電源 を 切 
る よう な も の で 、 ピ ッ ク ア ッ プ が その まま レコ ー ド 面 に 残っ て いる 状態 を 思い 浮か べ 
る と よい 。 

ヘッ ドク ラッ シュ は 読み 書き 中 に ハー ド デ ィ スク を 揺らす な どの 衝撃 を 与え た り 、 
ヘッ ド を ディ スク 外 の 安全 な 位置 (退避 ゾー ン ) に 移動 し な いで ハー ド デ ィ スク を 運 
ん だ りす る と き に お きる 。 ヘ ッ ド クラ ッシュ を 防ぐ に は 、 つ ぎ に 解 説 す る シッ ピン グ 
を 行う 。 





ヘッ ドク ラッ シュ 


浮上 し て いる ヘッ ド 
ディ スク 面 (回 転 中 ) 


電源 ON 


し / 


接触 し て し まう 
ディ スク 面 (停止) 
す 


電源 OFF 
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シッ ピン グ ノ リ トラ クト ノア ン ロ ー ド 


ーー ンー パパ ーー バーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
ハー ド デ ィ スク の 読み 書き を する ヘッ ド を ディ スク 外 の 安全 な 位置 に 移動 する こと 。 


シッ ピン グ ノ リ トラ クト ノア ン ロ ー ド の いずれ の 用 語 も 使う 。 ハ ー ド ディ スク の 電源 
を 切る と き に は ヘッ ド を ディ スク 内 の 安全 な 場所 (外周 部 に あり 退避 ゾー ン ま た は シ 
ッ ピ ング ゾー ン と いう ) へ 移動 きせ る 必要 が ある が 、 こ の 移動 させ る 操作 を いう 。 レ 
コー ド プ レー ヤ で いえ ば ピッ クア ッ プ を アー ムレ スト に 戻す よう な も の 。 

ハー ド デ ィ スク の 電源 を 切る と 自動 的 に シッ ピン グ す る も の も ある が 、 普 通 は 
キー を 押す こと に より シッ ピン グ す る 。 シ ッ ピ ング (shipping) は ハー ド デ ィ ス 
ク を | 輸送 する | と き に ヘッ ド を 置く 位置 か らき て いる 。 リ トラ クト (retract) は 「 引 
っ 込ま せる | と いう こと か ら ヘ ッ ド を ディ スク 外 に 置く と いう こと 、 ア ン ロ ー ド (un- 
1oad) は 船 な どか ら 「 荷 を 揚げ る ] こと か ら や は り ヘ ッ ド を 持ち 上 げ て ディ スク の 外 
に 置く こと 。 


⑯ シ ッ ピ ング 
二 ヘッ ド が ディ スク 
(退避 ゾー ン ) 
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バッ クア ッ プ 

ハー ド デ ィ スク の プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や カセ ッ ト テ ー プ に と 
る こと 。 つ まり は ハー ド デ ィ スク に ある ファ イル の コピ ー を 別 な メス ディア に と る こと 。 
ハー ド デ ィ スク の プロ グラ ム や デー タ が 万 一 壊れ た と き の た め の 予 防 策 。 バッ クア ッ 
プ (backup) と は 「 予 備 ] と いう 意味 で 、 予備 ファ イル を 作る こと と 考え る と よい 。 





バッ クア ッ プ 


ロリー スク の 
ルッ タ ア ッ プ 


ハー ド デ ィ スク フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど に コピ ー 





SCSI (スカ ジー) と SASI (サシ ー) 


SCSI は ハー ド デ ィ スク 本 体 と パソ コン 本 体 を つなぐ 部 分 の 接続 規格 。Small Com- 
puter System Interface の 頭 文 字 と っ た も の で 、 パ ソコ ン の よう な 小型 の コン ピュ 
ー タ と 周辺 機器 と を 接続 する た め の イ ンタ ー フ ェ イ ス 規 格 。 SCSI は 、 ア メリ カ の 大 手 
磁気 ディ スク メー カー で ある シュ ガー ト 社 が 決め た 磁気 ディ スク 用 の 規格 SASI 
(Shugart Associates System Interface) を 拡張 し 、 汎用 性 を も た せ た も の で 、1986 
年 に ANSI (アン シー : American National Standards Institute : 米国 規格 協会 ) 
で 制定 され た 。 こ の 拡張 により 、SCSI は ハー ド デ ィ スク の みな ら ず 、 CD-ROM ド ラ 
イブ 、 光 磁気 (MO) ディ スク 、 レ ー ザ ー プ リン タ な ども 接続 で きる 。 

TC-9800 シ リー ズ 用 の 場合 、SASI で は 40M バ イト の ハー ド デ ィ スク が 最高 2 台 ま 
で し か 使え ない が 、SCSI で は MS-DOS3 .3D で 最大 300M バ イト 、MS-DOS5. 0 で 最大 
2048M (2G) バイ ト の ハー ド デ ィ スク を 4 台 ま で 使え る し 、 デ ー タ の 読み 書き も 高 
速 。 こ れ か ら ハ ー ド ディ スク を 買う (買い 換え る ) な ら SCSI の も の を 選 ぼ う (SASI 
より も や や 値段 も 高い が 、 そ れ な り の 価値 は ある )。 
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IDE (アイ ィ デ ィ イ ー) イン ター フェ イス 


TTPーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 

98NOTE や 98MATE、 98FELLOW の 内 蔵 専用 の ハー ド デ ィ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ 
ス に は IDE イ ンタ ー フ ェ イ ス が 採用 され て いる 。 

IDE と は Integrated Drive Electronics の 略 で 、IBM PC/AT 互 換 機 の 標準 仕様 の 
ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス で 、 ハ ー ド ディ スク と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 共用 する イ 
ンタ ー フ ェ イ ス 。 SASI イ ンタ ー フ ェ イ ス を 改良 し 簡略 化し た 規格 。 価格 が 安い 、 読み 
書き の 速度 は 一 般 の SCSI ハ ー ド ディ スク より も 速い と いう 特徴 が ある 。 

DOS/V パ ソコ ン で は 1 枚 の イン ター フェ イス ボー ド で 、 フ ロッ ピー ディ スク 2 台 
と ハー ド デ ィ スク 2 台 ま で が 接続 で き る 。 3 台 目 以降 の ハー ド デ ィ スク は SCSI イ ンタ 
ー フ ェ イ ス ボ ー ド を 利用 する 。 

98NOTE や 98MATE な ど で は 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド と いう も の は な く パ ソコ 
ン 本 体 に 内 蔵 き れ て お り 、1 台 し か 内 蔵 で き な い 。2 台 目 以降 は SCSI ハ ー ド デ ィ スク 
を 接続 する 。 フ ァイル ・ コ ピー の 速度 は 従来 の ハー ド デ ィ スク 内 蔵 機種 に 比べ る と 約 
2 < 3 倍 ほ ど 速 く な っ て いる 。 

な お 、IDE イ ンタ ー フ ェ イ ス は MS-DOS か ら は SASI の ハー ド デ ィ スク と し て 認 識 
され る 。98NOTE な ど で は 120M バ イト の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク が 発売 され て いる が 、 そ 
れ は 特別 な (フォ ー マ ッ ト が ほど こさ れ て お り 、SASI と し て 認識 され て も 40M バ イト 
以上 の 領域 に クセ ス で きる よう に な っ て いる 。 また 、 SCSI と IDE は ファ イ ル 読 み 書 
き の セ クタ と クラ スタ の 容量 は 同じ に な っ て いる 。 

MS-DOS5.0A で は つぎ の よう に 利用 で きる (507 ペ ー ジ 参照 ) 。 


SASI、SCSI、IDE の 比較 









| 40M | 128M ご 2048M 128M て 2048M 


1024B 256 ノ 512 ノ 1024 256 ノ 512 ン 1024 
| 2<lek | 2/4 ノ 8 ノ !I6 ノ 32K| 2/4 ン 8 ノン 16 ノ 32K 


IDE 
2 (98 で は 1! ) 
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SASI、SCSI、IDE で の ハー ド デ ィ スク の 接続 台数 





SCSI/IDE は MS-DOS3.3 で 最大 300M バ イト を 4 台 ま で 
MS-DOS5.0 で 最大 2G (2048M) バイ ト を 4 台 まで 





標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ ト 

PC-9800 シ リー ズ の MS-DOS で は 、20M バ イト まで の ハー ド デ ィ スク し か 管理 で 
き な い フォ ー マ ッ ト の 方 法 を 標準 フォ ー マ ッ ト と いう 。 こ れ は MS-DOS2 .11 で の フォ 
ー マ ッ ト で 古い 形式 。 今 や も う 使 わな いし 、 た いて い の ハ ー ド ディ スク で は 使え な い 。 

MS-DOS3 .3C/D で は 、1 領域 最高 128K バ イト まで 管理 が で き 、 領 域 を 最高 16 個 ま 
で 分 割 し て 使用 する こと が で きる (MS-DOS5.0 で は 1 領域 最高 2048M バ イト す な わ 
ち 2G バ イト と 膨大 )。 これ を 拡張 フォ ー マ ッ ト と いい 、 一 般 に 使わ れ て いる フォ ー マ ッ 
ト 形 式 。 

他 の メー カー の MS-DOS で も 、 そ うし た フォ ー マ ッ ト 形 式 を 採用 し て いる 。 分 割 し 
た 領域 に 、 それ ぞ れ MS-DOS の シス テム を 入れ て お け ば 、 領 域 を 切り 替え て 起動 する 
こと が で きる 。 ま た 、 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト で 領域 を 分 割 す る こと に より 、 1 つの ファ イ 
ル を 記録 する た め の 単位 も 小さ く な り 、 デ ィ ス ク 領 域 を 効率 よく 使う こと も で きる よ 
うに な る 。 
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デー タ 転 送 方 式 と 速度 


ーーーーーーーーーーーーーーーーー… 一 
パソ コン 本 体 と ハー ド デ ィ スク と の 間 で デー タ を や り 取 りす る 場合 、 デ ー タ の 流れ 
は つぎ の よう に 3 つの 部 分 に わか れ て いる 。 


① 本 体 と ハー ド デ ィ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス の 間 

パソ コン 本 体 の メモ リ と ハー ド デ ィ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス (SCSI で は イン ター フ 
ェ イ ス 内 の SCSI【 コ ント ロー ラ と の 間 の デー タ 転 送 )。 バ スマ スタ 転送 方 式 (後述 ) な ど 
高速 転送 方 式 は この 部 分 の 転送 速度 を 改善 し た も の 。 


② ハ ー ド ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス と ハー ド デ ィ スク の 間 
SCSI で は イン ター フェ イス 内 の SCSI コ ント ロー ラ と ハー ド デ ィ スク 内 の SCSI コ 
ント ロー ラ と の 間 の デー タ 転 送 。SCSI で は 1 秒間 に 1.5M バ イト (非同期 モー ド ) か 
ら 5M バ イト (同期 モー ド )。 
ハー ド デ ィ スク ・ コ ント ロー ラ と ディ スク その も の の 間 
書き 込み の 場合 は ディ スク に 磁気 記録 、 読 み 出し の 場合 は 磁気 記憶 され た も の を 電 
子 デ ー タ と する 。 デ ー タ 転送 速度 は 1 秒間 で 1.2-2.5M バ イト 。 


⑯ パ ソコ ン 本 体 と ハバ ハードディスク 間 の デー タ の 流れ 


ハー ド デ ィ スク 
と 攻 夫 の ン コン トロ ー ラ 
p メー フク ニー フ @ 
の 人 グ ぞ 
ハー ド デ ィ スク 
還 イン ター フェ イス ポー ド 


パソ コン 本 体 





ディ スク 
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高速 転送 方 式 


PC-9800 シ リー ズ で は 、 つ ぎの よう な デー タ 転 送 方 式 が ある 。 





①DMA 転 送 方 式 

DMA( デ ィ エ ム エ ィ ) と は Direct Memory Access の 略 で CPU を 介さ な いで 、DMA 
コン トロ ー ラ が 直接 デー タ の や り 取 り を する 。 1 バイト 単位 で や り 取 り し 、 し か も そ 
の 1 バイ ト ご と に バス (デー タ 転 送 路 ) の 占有 権 を 獲得 する 必要 が ある の で 効率 が 悪 
い 。 1 秒間 に 250--300K バ イト くら い 。 


②1/O 転 送 方 式 

1I/O (アイ オウ ) と は Input/Output の 略 で CPU が I/O ポ ー ト (入出 力 ポ ー ト ) を 介 
し て デー タ の や り 取 り を する 。 数 100 バ イト の デー タ を まとめ て いっ き に 転送 する の 
で 効率 が よい 。 1 秒間 に 700K バ イ ト て 1M バ イト くら い 。 


⑬ バ スマ スタ 転送 方 式 

イン ター フェ イス ボー ド 内 に 専用 の DMA コ ント ロー ラ を 設け て 2 バイ ト 単 位 で 
DMA 転 送 す る 。 さ ら に 複数 バイ ト を 連続 し て 転送 する の で 、 非常 に 高速 。1 秒間 で 5 
M バ イト くら い 。 最 新 の ハー ド デ ィ スク は この 方 式 を 採用 し て いる 。 ま た 、 従 来 の ハ 
ー ド ディ スク で も 、 こ の 方 式 の イン ター フェ イス ボー ド を 使え ば 転送 速度 を アッ プ で 
きる 。 
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⑮ ハ ー ド ディ スク の 3 つの 転送 方 式 


①DMA 転 送 方 式 
_ パイ ト 単 位 の 転送 
| ”250 一 300K/ 秒 
SE ア 
SCSI す ー ュー ーー を 
コン トロ ー ラ 
SCSI ハー ド デ ィ スク 





コン トロ ー ラ の ド D 受 





























バ ソ コン 本 体 ET か ラ た の 2 ハードディスク 
@!0O 転 送 方 式 。 
の 
*ー* バッ ラウ アァ ーー ーー を ロ 
数 100 バ イト を いっ き に 転送 
ie ー 250 一 300K/ 秒 
SCSI ハー ド デ ィ スク こ 
コン トロ ー ラ コン トロ ー ラ デイ スク 
し ーー 人 Ei 9 0 
パソ コン 本 体 ハー ド デ ィ スク イン ター フェ イス ハー ド デ ィ スク 
③ バ スマ スタ 転送 方 式 
と yr 
| ceu | 
ーー の oe 
SCSI ハー ド デ ィ スク 
コン トロ ー ラ コン トロ ー ラ = デイスク 
| 語 時 ie 
パソ コン 本 体 ハー ド デ ィ スク イン ター フェ イス ハー ド デ ィ スク 
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ハー ド デ ィ スク の 利点 


ハー ド デ ィ スク の 特徴 は 、 な ん と いっ て も 大 容量 と 高速 性 で 、 ハ ー ド ディ スク を 使 
う 利 点 と し て 、 つ ぎの よう な こと が 考え られ る 。 


・ 全 般 的 に 、 プ ログ ラム の 起動 や デー タ の 読み 書き が 速く アッ と いう 間 で 、 イ ライ ラ 
する こと が な い 。 

・ 読 み 込 み が 速 いた め 、 プ ログ ラム が いく つ に も わか れ て いる ソフ ト を 実行 する の に 
よい 。 

・ プ ログ ラム ・ サ イズ の 大 きい ソフ ト を 実行 する の に よい 。 

・ い ろ い ろ な ソフ ト や デー タ を まとめ て 記録 ・ 利 用 で きる 。 

・ ワ ー プ ロ ソ フト で は 、 何 万 語 と いう 大 き な 辞 書 が も て 、 変 換 速 度 が 高速 。 

・ 大 量 の デー タ の 検索 ・ 並 べ 替 え に 適 し て いる 。 

・ 大 容量 の デー タベース 構築 ・ 利 用 に 適し て いる 。 
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ハー ド デ ィ スク の 欠点 
いい こと ずく め の ハ ー ド ディ スク だ が 、 欠 点 も ある 。 それは 
クラ ッシュ (破壊 ) 


する こと だ 。 突然 に な ん ら か の 原因 で ハー ド デ ィ スク が 動か な く な り 、 そ れ 全 体 ま た 
は 1 部 の ファ イル が まっ た く 読 み 出せ な く な る こと が ある 。 

最近 の の ハードディスク は 性 能 が よい の で 、 ク ラッ シュ する こと は ほとん ど な い と い 
っ て いい が 、 ま っ た く な いと は いい きれ な い 。 原因 は 、 ハ ー ド ディ スク の 不良 、 故障 、 
読み 書き 中 の 電源 オフ 、 人 為 的 ミス な ど が 考え られ る が 、 大 量 の ファ イル が 入っ て い 
る だ け に 恐怖 。 そ の た め に ハー ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ は 必ず と っ て お く こ と が 肝 
心 (452 ペ ー ジ 参照 )。 
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ハー ド デ ィ スク は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 比べ トラ ッ ク 和 度 は 数 10 全 、 記録 密度 は 
数 倍 も ある 。 その ディ スク が 28 枚 入っ て いる の で 記憶 容量 は 80 倍 か ら 600 倍 、1200 
倍 に も な る 。 

容量 に 関し て は 少し 前 まで は 80M バ イト くら い が 主 流 だ っ た が 、 今 で は 100M バ イ 
ト を 超え て 200M バ イト くら いま で に 移行 し よう と し て いる 。 さ ら に 600M バ イト や 
1200M バ イト も の 大 容量 ハー ド デ ィ スク も 登場 し て いる 。 これ は MS-DOS5.0 や Win- 
dows3 .0 な ど OS (基本 ソフ ト ) や アプ リケーション な ど が 高 機能 化し 肥大 化し た た め 
と 、 ユ ー ザ ー の デー タ が か な り 蓄 積 さ ん て きた た め だ 。 





か ら 20 万 貼 く らい = 了 

大 容量 と な っ て も 価格 は 下がっ て き て いる 。120M バ イト で 5 万 円 を 切る も の も あ 

る し 、240M バ イト で も 10 万 円 前 後 く らい ぃ で 安い ぃ 。 この 低 価 格 化 が ハー ド デ ィ スク 市 場 
成長 に 拍車 を か け て いる 。 
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直径 2.5 イ ンチ 上 


容量 は 増え て も サイ ズ は 小型 に な り 、 重 さ は 軽く な っ て いる 。 デ ィ ス ク の 直径 は 5 
イン チ か ら 3.5 イ ンチ へ と 移行 し 、 今 や 主流 。 さ きら に ノー ト ・ パ ソコ ン の 普及 も あっ 
て 、 そ れ 用 は 2.5 イ ンチ が 標準 。 そ れ も 200M バ イト の も の 登場 し て いる 。 さ ら に 1. 
8 イン チ か ら 1.3 イ ンチ へ と 小型 化 が 進ん で いる 。 






25ms 0 (9 | 
ハー ド デ ィ スク の 読み 書き の 速 さ を 知る に は 、 メ ー カ ー が パン フレ ッ ト な ど に 公表 
し て いる 平均 アク セス 時 間 を 見 る 。 こ れ は ms (millisecond: ミリ セカ ンド で 1/1000 
秒 ) で 表わさ れ て いる 。 

ハー ド デ ィ スク は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 比べ ディ スク の 回 転 数 が 10 数 倍 以 上 ある 
た め 、 読 み 書き の 速度 は 実用 レベ ル で 20--30 倍 に も な る 。 平均 アク セス 時 間 は 機種 に 
よっ て 異な る が 10ms か ら (0.01 秒 ) 、25ms (0.025 秒 ) くら い の 間 だ 。 

読み 書き の 速度 も 一 段 と 高速 化し て き て いる 。 そ の 理由 は 、 デ ィ ス ク の 回 転 数 が 毎 
分 3600 回 転 か ら 4500 回 転 に 上 が っ た こと と 、 デー タ の 転送 方 式 と し て バス マス タ 方 式 
と いう 高速 で 16 ビ ッ ト 単 位 の も の が 採用 され て いる 点 が あげ られ る (30 ペ ー ジ 参 
照 )。 
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ハー ド デ ィ スク の 基本 的 な 性 能 は 、 前 述 の か と お り だ が 、 機 種 に よっ て は これ ら に 加 
えて 、 い くつ か の 機能 が つい て いる 。 こ れ を 説明 の 便宜 上 、 付 加 機能 と 呼ぶ こと に す 
る が 、 つ ぎの よう な も の が ある 。 


* 放 ヤ ッシュ メモ やり 

・ ト ラッ ク 先 読み バッ ファ 
・ ヘ ッ ド 自動 退避 

・ ス トリ ー マ ー 内 蔵 


キャ ッシュ メモ リ 

ハー ド デ ィ スク か ら 読 み 出 し た 内 容 を ハー ド デ ィ スク 内 の メモ リ (キャ ッシュ メモ 
リ ) に 転送 し て お き 、 同 じ 内 容 が ハー ド デ ィ スク か ら 読 み 出さ れる と き に 、 そ の メモ 
リ か ら 読 み 出す こと に より 、 読 み 出 し の 高速 化 が 図ら れる 。 ハ ー ド ディ スク の 内 部 に 
キャ ッシュ メモ リ を 64K か ら 256K バ イト くら いも っ て いる 機種 も ある 。 今や ほとん ど 
の 機種 が キャ ッシュ メモ リ を 内 蔵 し て お り 、 内 蔵 し て いな い 機種 の ほう が めずらし い 。 

キャ ッシュ メモ リ 付 き の ハ ー ド ディ スク と そう で な い 機 種 に は 、 や や 速度 に 違い が 
ある が 、 キ ャ ッシュ メモ リ が 64K バ イト と の も の と 256K バ イト の も の を 比べ て も 大 差 
は な い 。 そ れ よ り 、 増 設 メ モリ を キャ ッシュ ディ スク と し て 利用 する 方 が 、 か な り 読 
み 出 す 速 度 を アッ プ で きる (436 ペ ー ジ 参照 )。 

な お 、 キ ャ ッシュ (cache) と は フラ ンス 語 で 「 隠 す 」 と いう 意味 。 ハ ー ド ディ スク 
か ら 読 み 出 し た 内 容 を メモ リ に 隠し 持っ て ぃ る 状態 を 思う と よい 。 
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トラ ッ ク 先 読み バッ ファ 

ハー ド デ ィ スク の デー タ が 書か れ て いる 箇所 の 複数 の トラ ッ ク を あら か じ め 読 ん で 、 
ハー ド デ ィ スク 内 の メモ リ (バッ ファ ) に 置い て お き デ ィ ス ク の 読み 出し 速度 を 速め 
る も の 。 こ うい う 機 能 を も っ た ハー ド デ ィ スク も ある 。 

な お 、 バ ッ フ ァ (butffer) と は 車 の バン パー (緩衝 器 ) の こと 。 バン パー で 車 同士 が 
軽く ぶつ か っ て も ショ ッ ク が 緩和 され る よう に 、 バ ッ フ ァ も CPU と ハー ド デ ィ スク の 
処理 速度 の 違い を 緩和 させ る 働き を する 。 CPU の 速度 が ハー ド デ ィ スク より も だ ん ぜ 
ん 速い の で 、 ハ ー ド ディ スク の 内 容 を 一 度 バ ッ フ ァ に た めこ ん で 、 そ こ か ら 読 み 出せ 
ば 速度 の 違い が 緩和 され る 。 








ヘッ ド 自 動 退 避 

読み 書き を する ヘッ ド を ディ スク 外 の 安全 な 位置 に 自動 的 に 退避 させ る 機能 (オー 
トシ ッ ピ ング 、 オート リト ラク ト 、 パ ー キ ング ファ ンク ショ ン な ど と いう )。 今や た い 
て い の ハ ー ド ディ スク に は この 機能 が ある が 、PC-9801RA な ど 古 い 機 種 の 本 体内 蔵 
型 に は な い 。 そ の た め 電 源 を 切る と き に は ISTOP| キ ー を 押す 必要 が ある (25、50 ペ ー 
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スト ドリ ー マ ー 

ハー ド デ ィ スク の プロ グラ ム や デー タ を カセ ッ ト テ ー プ に バッ クア ッ プ する た め の 
磁気 テー プ 記 録 装置 で 、 1 本 の カセ ッ ト テ ー プ に ハー ド デ ィ スク の 全容 量 を 記録 で き 
る 。 安全 の た め に 大 切な プロ グラ ム や デー タ の コピ ー を 取っ て お ける 。10M バ イト を 
約 2 分間 (120M バ イト を 約 1 時 間 ) で バッ クア ッ プ する 。 ス トリ ー マ ー を 内 蔵 し た ハ 
ー ド ディ スク も ある が 、 あ まり 一 般 的 で は な い 。 ハ ー ド ディ スク と は 別に スト リー マ 
ー を つけ る の が 普通 だ 。 

な お 、 ス トリ ー マ ー (streamer) と は 「 流 れる も の 」 や 汽船 出発 の 際 な ど に 用 いる 
「 テ ー プ | の 意味 が ある 。 ハ ー ド ディ スク の デー タ を 流れ る よう に 順次 テー プ に 
する も の と 理解 する と 覚え や すい 。 





スト リー マー 「 安 心 館 ] ( 緑 電子 ) 





また 、 ほ と ん どの ハー ド デ ィ スク に は 、 フ ォ ー マ ッ ト と 領域 確保 を スピ ー デ ィ に 行 
な う ユ ー テ ィ リ ティ や 、 ア プリ ケー ショ ン を メニ ュー 選択 で 実行 する ユー ティ リティ 
や 、 ハ ー ド ディ スク を 効率 よく 使う ユー ティ リティ ソフ ト な ど が つい て いる (552 ペ ー 
ジ 参 照 )。 
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E ア イコ 


ハー ド デ ィ スク の 
キミ 【 つ じ ち っ 





人 ハード ディ スク に は 、 い ろ い ろ な 種類 が ある 。 
自分 の シス テム に あわ せ た も の を 選ぶ た め に 、 
この 童 で は ハー ド デ ィ スク の 種類 に つい て 説明 する 。 


PC-9800 シ リー ズ を 例 に する と 、 
次 の よう な タイ プ の ハー ド デ ィ スク が ある 。 


⑩ 外 付け 型 

@ 本 体内 蔵 型 

⑧ 本 体 前 面 ( ブ ファイ ルス ロッ ト ) 内 蔵 型 
@ 拡 張 スロ ッ ト 内 蔵 弄 

⑥ カ ー ト リッ ジ 型 

98NOTE 内 蔵 型 


これ か ら 、 そ れ ぞ れ の タイ プ に つい て 説明 する と と も に 、 
その 長所 と 短所 を 述べ る 。 
読者 の 好み と ニー ズ に あわ せ て 選ぶ と よい 。 


拉 外 付 け 型 


独立 し た ハー ド デ ィ スク を ケー ブル と イン ター フェ イス ボー ド で 本 体 に 接続 する タ 
イプ 。 本 体 の 外 に 付け る の で 「 外 付け 」 と いう 。 最も 一 般 的 な も の 。 


・ パ ソコ ン 本 体 を 変え て も 、 そ の まま 接続 を 変え る だ け で 使え る 
・ 高 機能 な も の が 多い 

・ 価格 が 比較 的 安い 

・ 機 種 と 種類 が 最も 多い 

・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド を 新型 高速 の も の と 取り 替え られ る 
・ 大 容量 の も の も ある 

・ 使 わか いと き は ハー ド デ ィ スク の 電源 を OFF に し て お ける 


・ 設 置場 所 を と る 
・ パ ソコ ン 本 体 と ケー ブル で 接続 し な けれ ば な ら な い 
・ 別 に 電源 を と り 、 電 源 の ON/OFF を する 必要 が ある 
(パソ コン 本 体 か ら 電源 を と っ て ON に し て お け ば 問題 は な い ) 
・ 拡 張 ス ロッ ト を 1 つ 占 有する 
@ 外 付け 型 





Corsair LHD-B120H (ロジ テッ ク ) 
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本 体内 蔵 型 


パソ コン 本 体内 に ハー ド デ ィ スク が あら か じ め 内 蔵 き れ て いる タイ プ 。 ま た は 内 蔵 
スペ ー ス が ある の で 、 そ こ に 内 蔵 す る タイ ブ 。 


長 所 
・ 場 所 を と ら な い 
・ 接 続 ケ ー ブ ル な ど が 外 に で な く て すっ きり する 
・ 拡 張 ス ロッ ト を 占有 し な い 
・ パ ソコ ン 本 体 と 同時 に 電源 の ON/OFF が で きる 
・ よ り 高 速 な 読み 書き が で きる 


短 所 
・ 機 種 選択 の 幅 が せま い 
・ 同 じ ビシ リー ズ の パソ コン で な いと 使え な い 
(パソ コン 本 体 を 新 機種 と 換え る と き に は 同時 に 変え る 必要 が ある ) 
・ ハ ー ド ディ スク だ け 電 源 を 切る こと が で き な い 


⑯ 本 体内 蔵 型 





INTER-A (アイ シー エム ) 
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本 体 前 面 ( フ ァイル スロ ッ ト ) 
内 蔵 型 


PC-9801FA、FS、FX シ リー ズ や 98MATE に は 本 体 前 面 パ ネル に ファ イル スロ ッ 
ト が つい て お り 、 そ こ に 装着 する タイ プ 。 


長 所 
・ 場 所 を と ら な い 
・ 装着 が 簡単 
・ 接 続 ケ ー プ ブル な ど が 外 に で な く て すっ きり する 
・ 拡 張 ス ロッ ト を 占有 し な い 
・ パ ソコ ン 本 体 と 同時 に 電源 の ON/OFF が で きる 
・ ア ダ プ タ を 使え ば 外 付 け タ イプ と し て も 使え る 


・ 機 種 選 択 の 幅 が せま い (新型 の た め ) 
・ ハ ー ド ディ スク だ け 電 源 を 切る こと が で き な い 


⑳ 本 体 前 面 (ファ イル スロ ッ ト ) 内 蔵 型 





LHD-S240HF (ロジ テッ ク ) 


42 一 一 一 第 1 部 ⑳ こ れ だ け は 知っ て お こう 








頃 拡張 スロ ッ ト 内 蔵 型 


パソ コン 本 体内 で は な く 、 拡 張 ス ロッ ト に 内 蔵 す る タイ プ 。 拡張 ボー ド 上 に ハー ド 
ディ スク 自体 が の っ て いる の で 、 そ の まま 拡張 スロ ッ ト に 差し て 使う 。 





・ 場 所 を と ら な い 
・ 接 続 ケ ー ブ プル な ど が 外 に で な く て すっ きり する 
・ パ ソコ ン 本 体 と 同時 に 電源 の ON/OFF が で きる 
・ パ ソコ ン 本 体 を 変え て も 使え る 
・ 読 み 書 き の 音 が ほとん ど せ ず 静 か 





/ 
・ 機 種 選 択 の 幅 が せま い 
・ 拡 張 ス ロッ ト を 1 つ 占 有する 
・ ア クセ スラ ンプ が つか な い の て 読み 書き の チェ ッ ク が で き な い 
(ユー ティ リティ ソフ ト て 画面 に 表示 する も の が ある ) 


@ 拡 張 スロ ッ ト 内 蔵 弄 





SR シリ ー ズ (キャ ラベ ル デ ー タ シス テム ) 
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カー トリ ッ ジ 型 





ハー ド デ ィ スク の ディ スク ドラ イブ 部 分 また は ディ スク その も の だ け を カー トリ ッ 
ジ 化 し て 取り 外せ る よう に し た タイ プ 。 そ の 中 身 を ハー ド デ ィ スク ・ パ ッ ク と いう こ 
と も ある 。 


・ 複 数 の パソ コン で 使え る 

・ 場 所 を 変え て 使え る (会 社 と 自宅 な ど ) 

・1 台 の パソ コン で ハー ド デ ィ スク を 大 勢 で 使え る 
・ 大 量 の デー タ を 持ち 運び で き 、 受 け 渡 し で きる 


・ 装 置 全体 が 比較 的 高価 に な る (ディ スク を 増やし た り ) 
・ 機 種 選択 の 幅 が せま い 

・ 持 ち 運 ぶ と デー タ が 破壊 する 可能 性 も ある 

・ デ ィ ス ク の 枚数 が 増え る と 管理 が 面倒 

・ 拡 張 ス ロッ ト を 1 つ 占 有する 


カー トリ ッ ジ 型 





SyQuest SQB8W (イン ター マー トシ ステ ムズ ) 
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98NOTE 内 蔵 型 


98NOTE の ハー ド デ ィ スク ・ ス ロッ ト に 内 蔵 す る タイ プ 。 


長 所 
・ 軽 量 / 小 型 で 音 が 静か 
・ 容 量 は 80-200M バ イト クラ ス が あり 実用 上 は 十分 
・ 読 み 書き が 速い (最新 の SCSI ハ ー ド ディ スク に 匹 瑞 ) 
・ ア ダ プ タ を 使え ば 拡張 スロ ッ ト タ イプ また は 外 付け タイ プ と し て も 使え る 


・98NOTE の 機種 に よっ て は 40 や 80M バ イト し か 使え な いも の が ある 

・98NOTE の 対応 機種 に よっ て 、 ハ ー ド ディ スク の 形状 が 異な る の て 互換 性 が な い 
も の が ある 

・ 増 設 す る こと が で き な い 
(容量 が 足ら な く な っ た ら 、 よ り 大 きい も の と 取り 替え る 必要 が ある が 、 ユ ー テ 
ィ リ ティ ソフ ト で ディ スク 容量 を 増やす 手 も あ る ) 


⑯98NOTE 内 蔵 型 





AV-125SE (キャ ラベ ル デー タ シ ス テム ) 
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ハー ド デ ィ スク 選定 の ポイ ント 


ハー ド デ ィ スク を 選定 する と き の ポ イン ト は 、 つ ぎの 5 点 だ 。 








まず 、 各 種 あ る タイ プ の な か か ら 自 分 の シス テム に あわ せ て 最適 な も の を 長所 ・ 短 
所 を 考慮 に 入れ て 選択 する と よい 。 

自分 で 必要 と する 容量 の 1 つ 上 の ラン ク を 求め る の が よい 。 は じ め は 、 十 分 間 に 合 
うと 思っ て いて も 、 結 構 容量 が 必要 と な る も の だ 。 

容量 を 決め た ら 、 どの 程度 の 価格 な らい いか を 考え る 。 た と えば 120M バ イト で 5 万 
円 以下 と いう よう に 。 そ し て 平均 アク セス 時 間 は 何 ms か を 調べ よう 。 

つぎ に 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド は 付属 し て いる か 、 デ ー タ 転送 方 式 は 何 か 、 キ ャ 
ッシュ メモ リ は どれ だ け あ る か 、 ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト は つい て いる か と いっ た 点 も 
考慮 し て 価格 と 照ら し 合わ せ て 決め る と よい 。 
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[第 3 章 | 


使用 上 の 注意 点 





ハー ド デ ィ スク は 、 大 容量 で 読み 書き も 速く 便利 だ が 、 
使用 上 の 不 注意 で 、 そ の 中 の 大 切な プロ グラ ム や デー タ が 
一 瞬 に し て 消え て し まう こと が ある 。 

この 章 で は ハー ド デ ィ スク 使用 上 の 注意 事項 を あげ る の で 、 
使う こき に は いつ も 頭 に 入れ て お きた い 。 


運ぶ と き や 使 用 中 は 振動 や 衝撃 を 避け る 


ハー ド デ ィ スク は 、 そ の 構造 上 、 振 動 や 衝撃 に 弱い た め 、 輸 送 ・ 運 搬 の と き は 必ず 
ヘッ ド を シッ ピン グ を し て お く 。 ま た 、 使 用 中 は ハー ド デ ィ スク に 振動 を 与え を な いこ 
と 。 さ も な いと 振動 や 衝撃 に より 、 ヘ ッ ド が 磁性 体 膜 を た た いて キズ を つけ 、 読 み 書 
き が 不能 に な る 。 





電源 は 独立 し た コン セン ト か ら と る 


ハー ド デ ィ スク の 電源 は な る べく な ら 独 立 し た コン セン ト か ら と ろう 。 パ ソコ ン 本 
体 の 背 に た に ある コン セン ト は よい が 、 コ ピー 機 や 冷蔵 庫 な ど モ ー タ ー を も つつ 機械 と 同一 
の コン セン ト か ら 電 源 を と っ て は いけ な い 。 そ れ ら の 機器 で は モー ター が 動き だ し た 
と き に 電圧 を 下げ た り 、 ノ イズ を 発生 し た り し て ハー ド デ ィ スク が 暴走 する (スト ッ 
プ す る ) こと が ある 。 

ちな み に パ ソコ ン 本 体 も 、 独 立 し た コン セン ト か ら と る べき で 、 本 体 に 内 蔵 さ れ て 
いる ハー ド デ ィ スク の こと を 考え る と な お さら の こと 。 プ リン タ も ノイ ズ を 発生 させ 
る こと が ある の で 、 別 電源 か ら と る 。 








電源 ON は まっ さき に 


外 付け の ハー ド デ ィ スク の 電源 は まっ さき に 入れ 、 周 辺 機器 、 パ ソコ ン 本 体 と いう 
順序 で 電源 を 入れ ん る 。 こ れ は 、 ハ ー ド ディ スク の ディ スク の 回 転 を 安定 させ 、 パ ソコ 
ン に ハー ド デ ィ スク が 使え る こと を 知ら せる た め 。 ハ ー ド ディ スク の 回 転 ま で に は 、 
ハー ド デ ィ スク に より 数 秒 か ら 数 10 秒 か か る 。 ハ ー ド ディ スク 回 転 音 が 一 定 に な っ た 
ら パ ソコ ン 本 体 の 電源 を 入れ て よい (これ は 回 転 音 を 聞い て いれ ば わか る )。 





48 一 一 一 第 1 部 ⑳ こ れ だ け は 知っ て お こう 


設置 と 利用 環境 に 注意 


高温 や 多湿 の 場所 、 長 時 間 直 射 日 光 が 当 た る 場所 は 避け る 。 温度 変化 が 激しい と 誤 
動作 する 場合 が ある 。 ハ ー ド ディ スク の 通風 赴 は ふさ が な い 。 過 熱し て 故障 の 原因 に 
な る 。 ラ ジオ や テレ ビ な ど 近 く で は ノイ ズ を 受け る こと が ある の で 使用 し な い 。 衝撃 
や 振動 の ある よう な と ころ で は 使用 し な い 。 

地震 を 感じ た ら 、 す ぐ 作 業 中 の デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス クベ に 保存 し て [STOP| キ ー 
を 押し て ハー ド デ ィ スク の 電源 を 切る こと 。 





禁煙 室 を 確保 する 


今 、 嫌煙 権 が さら に 活発 に 主張 され て いる が 、 ハ ー ド ディ スク も その 構造 上 、 タ バ 
コ な どの 煙 を 嫌う 。 そ れ は 、 ハ ー ド ディ スク の ヘッ ド と ディ スク の 間 は 、 タ バ コ の 煙 
より も 薄い 空気 の 層 だ か ら で 、 読 み 書き の と き に 誤動作 する お それ が ある た め 。 も っ 
と も ハー ド デ ィ スク に は フィ ル タ が つい て いる の で 、 煙 を 吹き 掛け な い 限り 大 丈夫 だ 
が 、 煙 の た た な い 部 屋 で 使う の が よい 。 





万 ー に 備え て 予備 ファ イル (バッ クア ッ プ ) を 作っ て お く 


ハー ド デ ィ スク が 万 一 読め な く な っ た 場合 に 備え て 、 予備 ファ イル (バッ クア ッ プ ) 
を 作る 。 バ バックアップ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 ス トリ ー マ ー、 別 な が ハードディスク 、 
光 磁 気 (MO) ディ スク に 作る 。 
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機種 に よっ て は 電源 を 切る と き |STOP| キ ー を 押す 


パソ コン 本 体 ま た は ハー ド デ ィ スク の 電源 を 切る と き は 、 ハ ー ド ディ スク の 機種 に 
よっ て は 、 ヘ ッ ド を ディ スク 内 の 安全 な 場所 (外周 部 に あり 退避 ヴー ン ま た は シッ ピ 
ング ゾー ン と いう ) へ 移動 させ る 必要 が ある 。 こ の 操作 は 、|STOP| キ ー を 押す こと で で 
きる 。 安 全 と 確認 の た め に |[STOP| キ ー を 2 、 3 度 押す 習 企 を つけ る と よい 。 


STOP キ ー を 押し て 電源 を 切る 


A:\> C |STOP| キ ー を 押す 


A:\> 








最近 の ハー ド デ ィ スク は 性 能 が 良く な っ て き て いる の で [STOP| キ ー を 押さ ず に 電源 
を 切っ て も 、 デ ィ ス ク 面 を 傷つけ る こと は な い 。 こ れ は ハー ド デ ィ スク を 動か さ ず に 
使っ て いる と きのこ と で 、 ハ ー ド ディ スク を 運ぶ 必要 が ある と き に は 、 や は り [SToP| キ 
ー を 押し て ヘッ ド を 退避 ゾー ン へ 移動 させ て お く 。 

ハー ド デ ィ スク の 機種 に よっ て は 、 あ る 一 定 の 時 間 ア クセ ス が な か っ た り 、 電 源 を 
切る と ヘッ ド が 自動 的 に 退避 ゾー ン へ 移動 する も の も ある が こう し た 機種 で は |STOP| 
キー を 押す 必要 は も ちろ ん な い 。 な お 、 電 源 を 切ら ず に パソ コン 本 体 の リセ ッ ト を か 
ける と き は [STOP| キ ー を 押す 必要 は な い 。 


再び 電源 を 入れ る と き は 数 秒 た っ て 


電源 を OFF に し た 場合 、5 秒 以上 た 上 っ て か ら 「ON」 に する 。 ハ ー ド ディ スク に 負担 
を か け な い た めで 機器 の 電圧 が 完全 に 下がり 、 再 び 電 源 を 入れ ん た と き に ちゃ ん と 起動 
させ る た め 。 
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ハード ディ スク 使用 上 の 注意 















島 通 風 孔 は ふさ が な い ! 
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起動 か ら 終 了 ま で の 手順 


ハー ド デ ィ スク 使 用 上 の 注意 事項 を ふま えて 起動 と 終了 の さい に 、 つ ぎの 順序 に し 
た が っ て 操作 を し な けれ ば な ら な い 。 


起動 

・ 外 付け ハー ド デ ィ スク の 場合 は 、 ま ず 1 番 に ハー ド デ ィ スク の 電源 を 入れ る 

・ ハ ー ド ディ スク の 回 転 が 安 定 し た ら 本 体 の 電源 を 入れ る (本 体 の 電源 を 先 に 入れ る 
と 、 ハ ー ド ディ スク は 起動 し な い ) 

・ ハ ー ド ディ スク 内 蔵 型 は この 限り で は な い 


・ 読 み 書き 中 を 示す アク セス ラン プ が つい て いる と き は 、 ぜ っ た い 電 源 を 切ら な い 
・MS-DOS の 操作 中 、 や た ら と ISTOP| キ ー を 押さ な い (ヘッ ド の シッ ピン グ が 行わ れ 
る )。 コ マン ド を キャ ン セ ル す る に は [CTRL|+ [Cc] を 使う 


・MS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 に する 
・ ア クセ スラ ンプ が 消え て いる こと を 確認 する 
・ そ し て 、 |SToP| キ ー を 押す (ヘッ ド の シッ ピン グ を 行う )。 [CTRL|+ [Cc] で は シッ ピン 
グ し な い 。 こ れ が 不要 の 機種 の ほう が 多い 
・ ハ ー ド ディ スク の 電源 を 切る 
・ 本 体 の 電源 を 切る 
(本 体 の 電源 を 先 に 切る と 、 ハ ー ド ディ スク へ の 制御 が な く な り ヘ ッ ド が ディ スク 
面 を 傷つけ る こと も ある ) 
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ハー ド デ ィ スク の 起動 か ら 終 了 ま で の 手順 


避 
加 


① ハ ー ド ディ スク の スイ ッ チ を 入れ る 

⑤ そ の 他 の 周辺 機器 の スイ ッ チ を 入れ る 

③ 人 ハード ディ スク の 回 転 が 安 定 する まで 待つ 

④ パ ソコ ン の スイ ッ チ を 入れ る 

⑥ 必 要 な ら フ ロッ ピー ディ スク を 入れ る 
租 ハ ー ド ディ スク 起動 


人 作業 
介 人 ハード ディ スク の 使用 終了 


蔽 
半 


① パ ソコ ン の |STOP| キ ー を 押す 


⑤ 人 ハードディスク の 電源 を 切る 


1 


③ フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出す 
き 


(④ パ ソコ ン の 電源 を 切る 
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第 4 章 


ハード ディ スク 
活用 の ポイ ント 





ハー ド デ ィ スク を 活用 する ポイ ント を 次 に あげ る 。 


⑱ イ ンス トー ル と ファ イル の 整理 
@ デ ー タ の 保存 

バッ クア ッ プ の 作成 
⑳EMS メ モリ の 活用 

キャ ッシュ ディ スク の 活用 
RAM デ ィ ス ク の 活用 

@ コ ユー ティ リティ の 活用 


イン スト ー ル と ファ イル の 整理 


ハー ド デ ィ スク に プロ グラ ム や デー タフ ァイル を 効率 よく イン スト ー ル する に は 、 
その 構想 を 前 も っ て 立て る と よい 。 ド ライ ブ の 割り 当て は どう する か 、 プ ログ ラム と 
デー タ は 別々 の ドラ イブ に 入れ る 、 作 業 用 の ファ イル は どこ に 作る と いっ た こと を 考 
えて イン スト ー ル し よう 。 

そし て 、 フ ァイル が ご ちゃ ご ちゃ に な ら な いよ うに 関連 ファ イル を まとめ て イン ス 
トー ル し た り 、 不要 な ファ イル を 削除 し た りす る と よい 。 


デー タ の 保存 


デー タ の 保存 は 一 番 大 切な 点 だ 。 

安全 を 考え て 常に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク だ け に 保存 する と か 、 ハ ー ド ディ スク と フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の 両方 に 保存 する と いっ た 方 法 を と る と よい 。 ハ ー ド ディ スク だ け に 
保存 する な ら 、 そ の ドラ イブ を 決め て お き 一 日 の 作業 が 終わ っ た ら 必 ず バ ッ ク ア ッ プ 
を と る 習慣 を つけ て お こう 。 


バッ クア ッ プ の 作成 
eo 
ハー ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ は 必ず と っ て お く 。 そ の 理由 は ハー ド デ ィ スク は 精 
密 な 機器 で 、 そ の 内 容 が 壊れ る 、 使 う 人 の 操作 ミス で ファ イル を 壊す 、 プ ログ ラム に 
バグ が あっ て 暴走 する と ファ イル が 壊れ る と いっ た こと が ある か ら だ 。 
バッ クア ッ プ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 別 の ハー ド デ ィ スク 、 ス トリ ー マ ー、 交 磁気 
(MO) ディ スク な ど に と る 。 


但 ハ ー ド ディ スク を 使っ た バッ クア ッ プ 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の バッ クア ッ プ で は 、 ハ ー ド ディ スク 全体 の 内 容 を 数 枚 の デ 
ィ ス ク に わけ て 予備 を と っ た り 、 サ プ デ ィ レ クト リ 内 の ファ イル の 予備 を と っ た り 、 
必要 な ファ イル だ け を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー し た りす る 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク へ の バッ クア ッ プ 

ハー ド デ ィ スク で は 、 同 じ フ ァイル を 別 な ファ イル 名 で 保存 し て お いた り 、 一 方 の 
ドラ イブ で 大 切な ファ イル だ け を も う 一 方 の ドラ イブ に 複写 し て お く と いっ た 予備 作 
成 が で きる 。 
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短 ス トリ ー マ ー を 使っ た バッ クア ッ プ 

スト リー マー は 、 カ セッ ト テ ー プ ・ レ コー ダ の よう な も の で 、 ハ ー ド ディ スク の 内 
容 を テー プ に 記録 する 機器 。 こ れ で 、 ハ ー ド ディ スク の ファ イル 全体 を 数 10 分 の 時 間 
で バッ クア ッ プ する こと が で きる 。 


介 光 磁気 ディ スク を 使っ た バッ クア ッ プ 
光 磁 気 (MO) ディ スク は 音楽 用 の CD と 同じ メデ ィ ア に 記録 する も の 、 最 近 その ド 
ライ ブ が 安く な っ て き て いる 。 


バッ クア ッ プ を と る 必要 が な い フ ァイル は 、 ア プリ ケー ショ ン の オリ ジ ナ ルディ ス 
ク な ど に ある ファ イル で OS の シス テム ファ イル 、 コ マン ド フ ァイル 、 市 販 ソ フト な 
どら 

バッ クア ッ プ を と る 必要 が ある ファ イル は 、 日 々 の 作業 で 新た に 作ら れる ファ イル 
や や 更新 され る ファ イル で 、 ワ ー プ ロ ソ フ ト や 日 本 語 FEP の 辞書 、 文書 ファ イル 、 表 計 
算 フ ァイル 、 デ ー タ ベー ス フ ァ イル 、 業 務 上 作成 し た ファ イル な ど 。 

バッ クア ッ プ は 毎日 と る の が よい 。 

その 手順 は 


・ オール バッ クア ッ プ を と る 
<・ グ ルー プ 分 けし た ファ イル 群 の バッ クア ッ プ を と る 
。 あと は 毎日 、 更 新 し た ファ イル だ け を バッ クア ッ プ する 


と いう よう に すれ ば 効率 的 。 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーTOOOoOoOoOoOooooo 
EMS メ モリ の 活用 

拡張 メモ リ の 1 つ で ある EMS メ モリ を 使う と 、 ア プリ ケー ショ ン の 作業 領域 と し て 
利用 で き ハ ー ド ディ スク を 作業 ドラ イブ と し て 使う より も より 高速 な 処理 が で きる 。 
ハー ド デ ィ スク の 負担 を 軽減 で きる 。 


キャ ッシュ ディ スク の 活用 


比較 的 大 き な プ ログ ラム を た び た び 起動 する と き 、 ハ ー ド ディ スク か ら メ モリ に 読 
み 込 ん で 起動 する まで の 時 間 が 遅い と 感じ も る も の 。 そん な と き は 、 ま よわ ず 2M バ イト 
くら い の キ ャ ッシュ ディ スク を 使う と よい 。 す る と ハー ド デ ィ スク か ら 読 み 出 し た 内 
容 を 特別 の メモ リ (キャ ッシュ メモ リ ) に 転送 し て お き 、 同 じ 内 容 が ハー ド デ ィ スク 
か ら 読 み 出 され る と き に 、 キ ャ ッシュ メモ リ か ら 読 み 出す と と に より 、 読 み 出 し の 高 
速 化 が 図ら れる 。 1 度目 の 起動 は 普通 の 速 さだ が 2 度目 か ら は 、 キ ャ ッシュ メモ リ か 
ら 読み 出さ れる の で 起動 は アッ と いう 間 。 


RAM デ ィ ス ク の 活用 


日 本 語 FEP の 辞書 ファ イル な ど を 高速 に 読み 出し た い 場合 は 、、RAM デ ィ ス ク を 確 
保 し て 、 そ こ に コピ ー し て 使う と よい 。 ま た 、 ア プリ ケー ショ ン の 作業 ドラ イブ と し 
て 使っ た な り 、 ア プリ ケー ショ ン を コピ ー し て 使う と 処理 速度 が 一 段 と 速く な る 。 


ユー ティ リティ の 活用 

最近 は ハー ド デ ィ スク の ユー ティ リティ が 各種 発売 さん て いる の で 、 メニ ュー 作成 、 
ファ イル 整理 、 フ ァイル 圧縮 、 バ パック アッ プ な ど が 簡単 に で きる 。 そ う し た も の を 活 
用 する の も ハー ド デ ィ スク を うま く 使 う コ ツ だ 。 


以上 、 ざ っ と ポイ ント を 説明 し た が 、 こ れ か ら 具 体 例 を あげ て 詳し く 解 説 し て いく 。 
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[第 2 部 」 
使う 準備 は 
こう し よう 





ハー ド デ ィ スク に アプ リケーション ソフ ト な ど を 

組み 込ん で 実際 に 使う 前 に 、 

準備 し な けれ ば いけ な いこ と が いろ いろ ある 。 

この 部 で は ハー ド デ ィ スク の 接続 の し か た か ら 、 

フォ ー マ ッ ト の し か た 、 フ ァイル の 整理 法 、 

化 さ Bk2SE363 だ が: の 76 ヨ 2 時 A や と クタ 2 9) の コグ 5 に さき 23:: お 7 に っ 
特に フォ ー マ ッ ト と 領域 確 保 の し か た や 

環境 設定 に つい て は 重要 な 点 が 把握 で きる よう に 説明 し て いる 。 


EE 


まだ コ 上 とこ ス ー 





まず 用 意 す る も の と し て は 、 

ハー ドウ ェ ア で は ハー ド デ ィ スク その も の や 
イン ター フェ イス ボー ド 、 ケ ー ブ ル 類 な ど 、 

ソフ トウ ェ ア で は OS (基本 ソフ ト ) 。 

この 章 で は 、 い ろ い ろ な 形態 の ハー ド デ ィ スク の 
接続 の し か た と MS-DOS に よる 

フォ ー マ ッ ト と 領域 確 介 の し か た を 説明 する 。 





ここ で は ハー ド デ ィ スク を パソ コン に 接続 する 手順 を 説明 する 。 つ ぎの 6 つの 場合 
に つい て 述べ る 。 


① デ スク トッ プ ・ パ ソコ ン に 外 付け する 場合 

(《② デ スク トッ プ ・ パ ソコ ン の 本 体 に 内 蔵 する 場合 

③ デ スク トッ プ ・ パ ソコ ン の 前 面 ス ロッ ト に 内 蔵 する 場合 
(《 デス クト ッ プ ・ パ ソコ ン の 拡張 スロ ッ ト に 装着 する 場合 
ノー ト ・ パ ソコ ン (98NOTE) に 内 蔵 する 場合 
⑯' デ スク トッ プ ・ パ ソコ ン て で 増設 する 場合 


前 準備 


ハー ド デ ィ スク を 接続 する 前 に 、 つ ぎの 設定 を 確認 し て お こう 。 
① パ ソコ ン 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 


② 拡 張 ス ロッ ト の 選択 
SCSI イ ンター フェ イス ボー ド の 設定 
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パソ コン 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 


PC-9800 シ リー ズ 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ を 、 つ ぎの よう に 設定 する 。 


・SW2-5 は ON に する 
・SW2-6 は OFF に する 


パソ コン 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 


DD0WUI 


SW2 


OFF 
ON 





SW2-5 を ON に する と 、 メ モリ スイ ッ チ の 設定 が 記憶 され る よう に な り 、 ハ ー ド デ 
ィ ス ク か ら の 起動 設定 な ど が で きる よう に な る 。 こ れ は た いて い ON に な っ て いる は 
ず 。 

SW2-6 を OFF に する と 、 本 体 に ハー ド デ ィ スク を 接続 し て 使え を る よう に な る 。 ON 
で は 内 蔵 お よび 拡張 用 (2 台 目 ) の ハー ド デ ィ スク が 切り 離さ れ て 使え を な く な る 。 


拡張 スロ ッ ト の 選択 


PC-9800 シ リー ズ で は 本 体 の 背面 に 普通 4 つの 拡張 スロ ッ ト が あり 、 そ の どれ か に 
ハー ド デ ィ スク の イン ター フェ イス ボー ド を 差し 込む の だ が 、 た いて い の 機 種 で は ど 
れ で も いい 。 が 、 古い 機種 あや ハー ド デ ィ スク に よっ て は 、 拡 張 ス ロッ ト を 選ぶ も の が 
ある (それ は ハー ド デ ィ スク の マニ ュ ア ル を 参照 の こと )。 

最近 の 機種 で は どこ で も よい が 、 最 下段 の スロ ッ ト (通常 #4 ) を 使う の が 、 他 の ボ 
ー ド を 差し た と き に ケー ブル な ど が 邪魔 に な ら な い の で よい 。 拡張 スロ ッ ト 内 蔵 型 の 
ハー ド デ ィ スク で も メー カー は そう する よう に 推奨 し て いる 。 
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SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド の 設定 

SCSI ハ ー ド ディ スク の イン ター フェ イス ボー ド に は スイ ッ チ が いく つか つい て い 
る 。 1 台 目 の ハー ド デ ィ スク を 接続 する と き に は 、 出 荷 時 に 標準 的 な 設定 が な され て 
いる の で 設定 は 不要 だ 。 

し か し 、SASI の ハー ド デ ィ スク と と も に 使う 場合 や 2 台 目 の SCSI ハ ー ド ディ スク 
を 接続 する 場合 、 他 の ボー ド と 併用 する と き な ど に は 設定 する 必要 が ある 。 

イン ター フェ イス ボー ド は 1 度 パ ソコ ン に 装着 する と 、 取 り は ず す の が 面倒 に な る 
の で 、 設 定 が 必要 な ら 今 ここ で や っ て お きた い 。 

イン ター フェ イス ボー ド は 、 つ ぎの よう な 場合 に 設定 する 必要 が ある 。 


・ と に か く ハ ー ド ディ スク が 起動 し な い 

・SASI ハ ー ド ディ スク に SCSI ハ ー ド ディ スク を 道 加 す る 
・ サ ウン ド ボ ー ド な ど 他 の ボー ド を 使っ て いる 

・2 台 目 の SCSI ハ ー ド ディ スク を 接続 する 

・CD-ROM ド ライ プ ブ を 接続 する 

・ 光 磁気 (MO) ディ スク ドラ イブ を 接続 する 


SCSI ハ ー ド ディ スク の イン ター フェ イス ボー ド に は 次 ペー ジ の 図 の よう な スイ ッ 
チ が ある 。 
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SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド の スイ ッ チ 








SCSI-ID 割り 込み _DMA ロー カル メモ リ バ パソ コン 
レベ ル チャ ン ネ ル アド レス 機 種 


SW1 と SW2 の グル ー プ に わか れ て お り 、 それぞれ 8 つの スイ ッ チ が ある 。 これ ら を 
ON/OFF す る こと に より 、 つ ぎの 5 つの 設定 が で きる 。 


① パ ソコ ン 本 体 の 機種 (SW2 の 6 と 7 ) 


②SCSH-ID (SW1 の 1-3) 
③⑬③ 割 り 込 み レ ベル (SW1 の 4-6) 
④DMA チ ャ ン ネ ル (SW1 の 7 と 8) 


ロー カル メモ リア ドレ ス (SW2 の 1-3) 


ここ で は 具体 的 な 設定 法 を 示す た め に 、 ロ ジテ ッ ク 株 式 会 社 の ハー ド デ ィ スク Cor- 
sair (コル セア ) の イン ター フェ イス ボー ド を 例 に し て いる 。 が 、 ど の メー カー の も の 
で も 設定 法 は パソ コン 本 体 の 機種 を 除い て は 同じ だ 。 
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ハー ド デ ィ スク に よっ て は 、 パ ソコ ン 本 体 の 機種 を 設定 する 必要 が な いも の も ある 

が 、 設 定 す る に し て も これ は 簡単 。 工 場 出荷 時 に あら か じ め 標 準 機種 の 設定 に な っ て 
いる の で 、 自 分 の 機種 の 設定 に な っ て いる か を 確認 すれ ば よい 。 ま た 、 違 っ て いて も 
自分 の 機種 に あわ せ て ディ ッ プ スイ ッ チ を 設定 すれ ば よい 。 


SCSI-ID (アイ ディ ) と は 、SCSI 機 器 の [認識 番号 ] (IDentification number) ま 
た は 「 装 置 番 号 」 の こと 。SCSI 機 器 の ID 番号 や ID ナン バー と いう 場合 も ある 。 

SCSI で は 複数 の 機器 が 同一 の イン ター フェ イス ボー ド に 接続 し て 使え る た め 、 機 器 
を 区 別 する 番号 が 必要 と な る が 、 そ の 番号 が SCSI-ID だ 。 

SCSI-ID は 0 か ら 7 まで 8 つの 番号 が あり 、 普 通 


SCSI イ ンター フェイ ス ボ ー ド が 7 番 


を 使う こと に な っ て いる (出荷 時 に 7 に 設定 され て いる )。 インター フェイ ス ボ ー ド も 
SCSI 機 器 の 1 つと 見 な し て いる わけ だ 。 その た め 、 ID は 0 か ら 6 まで が 有効 で 、 実際 
に は 7 台 の 機器 が 接続 で きる こと に な る (SCSI で は 8 台 ま で が 接続 で き る と いわ れ て 
いる )。 


イン ター フェ イス ボー ド の ID は 7 番 


or 上 朋 


1 2 3 
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SCSI の 場合 は つぎ の 図 の よう に 、 じ ゅ ずつ な ぎ (デイ ジー チェ ー ン ) で 増設 で き 
る 。 その た め 、 SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド は 機器 ご と に も つつ 必要 が な く 1 つ だ け で 
よい 。 拡張 スロ ッ ト を ムダ に せ ず 、 し か も 安価 に 接続 で きる こと に な る 。 


SCSI 機 器 の 接続 


SCSI ハ ー ド ディ スク イン ター フェ イス が 夫 1 和 
(ID0) 


ハー ド デ ィ スク 2 人 台 目 光 磁 気 デ ィ ス ク 
(ID1) 








SCS-ID は 0, 1, 
2 と 順番 に 設定 する 





フラ 
トーー ケー プル は 伸ばし た 状態 で 6m 以 内 ーーーー 最後 の SCSI 機 器 に 付け る 


介 SCSI ボ ー ド の ID の も う 3 1 つの 機能 
また 、SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド の ID に は 


同時 に 接続 する 機器 の ID の 上 限 を 規定 する 機能 


も ある 。 
SCSI イ ンター フェ イス ボー ド の ID は 通常 は 出荷 時 に 7 に 割り 当て て ある 。 こ れ は 
同時 に 機器 を 7 台 ま で 接続 で きる こと を 意味 する 。 そ こ で 


ボー ド の ID を 2 
に する と 、 機 器 は 同時 に 2 台 ま で し か 接続 で き な い 。 機器 の ID に は 0 と 1 を 割り 当 


て 、 2 台 が 使え を る こと に な る 。 こ うい うふ うに する の は 
起動 時 間 を 短縮 する 
た め だ 。 
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SCSI ハ ー ド ディ スク な ど SCSI 機 器 の 起動 は 一 般 に 遅い 。 インター フェイ ス ボ ー ド 
の ID が 7 に な っ て いる と 、MS-DOS 起 動 時 に SCST 機 器 の 接続 チェ ッ ク を 7 台 ま で す 
る と いう こと に な る 。 

それ で は 起動 に 時 間 が か か りす ぎる の で 


接続 機器 の ID の 最大 値 十 1 
に 設定 する と 、 そ れ 以 上 の 機器 の 接続 チェ ッ ク を し な い の で 起動 が 速く な る 。 た と え 
ば 


ハー ド デ ィ スク 1 台 目 を 0 
ハー ド デ ィ スク 2 人 台 目 を 1 と し た ら 
SCSI ボ ー ド の ID を 2 


に する よい 。 し か し 、 さ ら に 増設 する と き は 、 そ の 値 を 増やさ な いと 機器 が 認識 され 
な く な る の で 要 注 意 。 な お 、 ハー ド デ ィ スク に よっ て は イン ター フェ イス ボー ド の ID 
を 変え て も 、 起 動 時 間 は あま りか わら な いも の も ある 。 


SCSI ボ ー ド ID の 設定 。 SW1-1、 2 、3 (2 の 場合 ) 


or| 胃 則 


1 2 3 


68 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


割り 込み レベ ル と は 、 各 周辺 機器 を ソフ トウ ェ ア の 割り 込み 処理 で 動か す が 、 そ の 
と き に 割り 振ら れる 番号 。 ア セン ブラ の 記述 で は 「INT 番号 ] の 番号 で 、 使 える の は 
0 、1、2、3、5、6 だ が 


3 SASI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド て 使用 
5 サウ ンド ボー ド て 使用 
6 マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス て 使用 


と な っ て いる の で 、 こ れ ら の 機器 を 同時 に 使用 し て いる と き に は 、 そ れ ら の 番号 と 違 
う も の を 設定 する 。 

SCSI ハ ー ド ディ スク は 出荷 時 に 3 が 設定 され て いる の で 、SASI ハ ー ド ディ スク と 
併用 する な ら 、 他 の 番号 に 変更 する 。 

また 、 FM 音源 ボー ト や RAM ボ ー ド な ど 他 の ボー ド を 併用 する 場合 に は 、 そ れ ら の 
番号 を 重 む な ら な いよ うに する 。 他 で めった に 使わ れ て いな い 2 に 設定 する と よい 。 


割り 込み レベ ル の 設定 。 SW1-4、5、6 (2 の 場合 ) 
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DMA と は 、 ハ ー ド ディ スク な ど が 直接 メモ リ に アク セス (Direct Memory Access) 
する し くみ で 、CPU を 介さ な い の で 高速 に な る 。DMA チ ャ ン ネ ル と は ディ スク 装置 に 
割り 当て られ る 番号 で 、 使 用 で きる も の は 、 0 、2 、3 だ が 


0 SASI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド て 使用 
2 _1M バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク て で 使用 
3 640K バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク て で 使用 


と な っ て いる 。 
普通 は 640K バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 使わ な い の で 、 3 に 設定 する の が よい 。 


⑱DMA チ ャ ン ネ ル の 設定 。 SW1-7、8 (3 の 場合 ) 


cr 用 


7 8 


70 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


ロー カル メモ リア ドレ ス と は 、SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド 上 の ROM BIOS ( 基 

本 入出 力 プ ログ ラム ) が 使う アド レス 。 そ れ が パソ コン 本 体 の 拡張 ROM エ リア に 割り 

付け られ る 。 サ ウン ド ボ ー ド や EMS の ペー ジフ レー ム な ども この エリ ア に 割り 付け ら 

れる 。 他 の ボー ド と 併用 する と き に は 、 そ の ボー ド の アド レス と 重 な ら な いよ うに す 
。 普 通 は 、DC000- て DCFFF に な っ て お り 変 更 する 必要 は あま りな い 。 


ロー カル メモ リア ドレ ス の 設定 。 SW2-1、2 、3、 4 、5 (DC000-DCFFF の 場合 ) 


ON 
OFF 
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デベ アン ドップ ・ バ パリ ソリ コン に 
外 付け する 


ここ で は ハー ド デ ィ スク と し て Estate220 (日 本 テク サ 株 式 会 社 の 220M バ イト の 高 
速 タイ プ ・ ハ ー ド ディ スク ) を 例 に し て いる が 、 外 付け の ハー ド デ ィ スク を 接続 する 
場合 の 一 般 的 な 方 法 な の で 、 そ の 他 の 機種 や ハー ド デ ィ スク の 場合 で も 同じ と 考え て 
よい 。 

外 付け の ハー ド デ ィ スク を 接続 する と き は 、 パ ソコ ン 本 体 と ヘ ハードディスク を つ な 
ぐ イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド を 本 体 の 拡張 スロ ッ ト に 差し 込み 、 専 用 ケー ブル を と りつ 
ける 。 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド や ケー ブル は 、 普 通 ハ ー ド ディ スク に 付属 し て いる が 、 
機種 に よっ て は 別売 に な っ て いる も の も ある の で 確認 が 必要 。 

Estate220 は 、3.5 イ ンチ の ハー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ を 内 蔵 し 、 平均 アク セス 時 間 
16ms、220M バ イト と 高速 ・ 大 容量 で 、 容 量 を 自由 に 分 割 し て 使う こと が で きる 。 ま 
た 、 拡 張 用 コネ クタ が あり 、 拡 張 用 の ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト を さら に 増設 する こ 
と が で きる 。 


ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト 








Estate220 (日 本 テク サ ) 


72 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


まず 用 意 す る も の は 、 つ ぎの と お り 。 


・ ハ ー ド ディ スク ・ ユ ニッ ト 

・ ハ ー ド ディ スク 用 イン ター フェ イス ボー ド 
・ ハ ー ド ディ スク 用 イン ター フェ イス ケー ブル 
・ タ ー ミ ネー タ (終端 抵抗 ) 

・ プ ラス の ドラ イ バ 


用意 する も の 


SCSI イ ンター フェイ ス ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト 





イン ター フェ イス ケー プル 


ユニ ッ ト 前 面 ・ 育 面 


パワ ー ラ ンプ 
アク セス ラン プ 


電源 スイ ッ チ 


ID 番号 選択 スイ ッ チ 
SCSI の IN 


SCSI の OUT 
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ハー ド デ ィ スク 用 イン ター フェ イス ボー ド 






記 一 金 メッ キ 端 子 


SW6 SW2 SW1 SW3 SW4 
JP1,3 が 下記 の 設定 で ある こと を 確認 する 
JP3 JP1 SW3 SW4 
ON ON 


大明 ||| 


OFF OFF 





ショ ー ト プラ グ 


SWf1 


1 2 3 4 5 


al 因 呈 | る 





つぎ に 、 取 り 付 け 方 の 概要 を 述べ る 。 


① イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド の ディ ッ プ スイ ッ チ を 設定 する 
(出荷 時 設定 以外 の 場合 ) 

(② イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド を パソ コン 本 体 の 拡張 スロ ッ ト に 装着 する 
(ボー ド が 装着 済み で な く 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク が な い 場 合 ) 

⑬ イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー プ ル を 接続 する 

(《④ タ ー ミ ネー タ (終端 抵抗 ) を 接続 する 
(これ が 最後 の 機器 の 場合 の み ) 


Z4 一 一 第 2 部 ⑯⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


Estate220 の 工場 出荷 時 の 設定 は 、 つ ぎの よう に な っ て いる 。 


・ 機 種 : PC-9801UX/VX/RX/RA 
: EX/ES/RS/DX/DS/DA 
: CS/FX/FS/FA 
: PC-98HS model 8 
・SCSHID 7 
・ 割 り 込 み レ ベル al 
・DMA チ ャ ン ネ ル 遇 KS) 
・ ロ ー カ ル メ モリ アド レス : DC000-DCFFF 
・SCSI 機 器 ID 番 号 1 
読者 の シス テム が SASI ま た は IDE イ ンタ ー フ ェ イ ス の ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て 
いる か 、 SCSI の ハー ド デ ィ スク は まっ た く 使 っ て いな いと いう 場合 な ら 、 工 場 出荷 時 
の 設定 の まま で よい 。 そ う で な い 場 合 は 64 ペ ー ジ を 参照 し て イン ター フェ イス ボー ド 
の スイ ッ チ を 設定 する 。 














⑱ ス イッ チ の 設定 例 (工場 出荷 時 の 設定 ) 





SW5 SW2 SW1 
1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 
SCSI ID ロー カル メモ リア ドレ ス 割り 込み DMA 
(7) (DC000-DCFFF) レベ ル チャン ネル 


(⑪) (3) 
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イン ター フェ イス ボー ド の 設定 を 確認 し た ら 、 パ ソコ ン 本 体 の 拡張 スロ ッ ト に 装着 
する 。 こ の と き 、 本 体 な ど 機 器 の 電源 は か な ら ず 切っ て お く こ と 。 

な お 、 つ き ぎの 機種 で は 、 そ の 右側 に 示す 拡張 スロ ッ ト に ボー ド を 装着 する 必要 が あ 
る の て で て 要 注意 。 


PC-980| VXO0、2、4 





また 、 つ き ぎの 機種 で は 右側 に 示す 拡張 スロ ッ ト に 装着 し て いる 場合 、 インター フェ 
イス ボー ド の DMA チ ャ ン ネ ル の 設定 を 0 また は 1 に する 必要 が ある 。 






PC-9801IE 
PC-980IFI、2/VF 
PC-980IVM0、2、4 






76 一 一 第 2 部 ⑯⑱ 使 う 準備 は よこ うし よう 


インター フェイ ス ボ ー ド の 装 六 





2 本 の ネジ を 外す 





イン ター フェ イス ボー ド 
(部 品 面 ) 


第 1 章 ⑳ ま すず 準備 する こと - 一 一 一 ZZ 


本 体育 面 


イン ター フェ イス ボー ド 


上 ーー 一 や と 
/ 
Z / 
/ ク 
/ / 
Pa / 
2 本 の ネジ で 固定 する 


イン ター フェ イス ケー ブル で 、 パ ソコ ン 本 体 に 装着 され た イン ター フェ イス ボー ド 
と ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト を 接続 する 。 


イン ター フェ イス ケー ブル プター ミネ ー タ の 接続 


接続 用 コネ クタ 





ター ミネ ー タ (終端 抵抗 : ハー ド デ ィ スク に 添付 ) 


イン ター フェ イス ケー ブル 


ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト の 背面 の OUT の コネ クタ に ター ミネ ー タ (終端 抵抗 ) を 
接続 する 。 こ れ は 2 台 以 上 の SCSI 機 器 を 接続 し た と き に 最後 の 機器 に つけ る も の だ 
が 、 1 台 目 だ け で も つけ て お く (97 ペ ー ジ 参照 ) 。 


78 一 一 一 第 2 部 使う 準備 は こう し よう 


デス ント ッ プ ・ パソ コン だ 
内 蔵 す る 


本 体内 蔵 型 の ハー ド デ ィ スク は 、 ハ ー ド ディ スク ・ ユ ニッ ト 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ 
ー ド な どす べ て が 一 体 に な っ て いる の で 、 パ ソコ ン 本 体 の カバ ー を 取り は ず し て 装着 
する だ け で よい 。 


本 体 が 旧型 の 場合 


用 意 す る も の は 


ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト 
プラ ス の ドラ イ バ 


だ け で よい 。 
装着 の 手順 は つぎ の と お り 。 


① 本 体 の 電源 が ON の と き は OFF に する 

②⑦ 本 体 の 電源 ケー ブル を 抜き 取る 

③⑬ 本 体側 面 の ネジ 4 本 を は ず す 

④ 本 体育 面 の ネジ 3 本 を ゆる め る 

カバ ー を 取り は ず す 

ハー ド デ ィ スク 取り 付け 部 カバ ー (ダミ ー カ バー) を 取り 去る 
⑦ ハ ー ド ディ スク 取り 付け ネジ を 取り は ず す 

⑧ ハ ー ド ディ スク を その ツメ を 本 体 の ミゾ に あわ せ て 押し 込む 
⑲⑨ 電 源 プ ラグ を 電源 供給 ソケット に 差し 込む 

⑩ ネ ジ で ハー ド デ ィ スク を 固定 する (3 カ所 ) 

⑪ カ バー を 取り つけ 、 ネ ジ 4 本 を 取り つけ 、 ネ ジ 3 本 を 締め つけ る 
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本 体側 面 の ネジ 4 本 を は ず し 背面 の ネジ 3 本 を ゆる め る 





⑮ カ バー を 取り は ず す 





80 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


ハー ド デ ィ スク 取り 付け 部 カバ ー を 取り 去り 、 ハ ー ド ディ スク 取り 付け ネジ を 取り は ず す 


ーーーー ハ ー ド ディ スク 取付 部 カバ ー 





ュー ジ 








/ / 





81 


第 1 章 ⑳ ま ず 準 備 す る こと 


ハー ド デ ィ スク を その ツメ を 本 体 の ミゾ に あわ せ て 押し 込み 、 電 源 プ ラグ を 電源 供給 ソケット 
に 差し 込む 。 あ と は カバ ー を も と どおり に つけ る 。 





82 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 





本 体 が 新型 の 場合 (PC9801 FA や 98MATE な ど ) 


PC9801 FA や 98MATE な ど 新 型 に 属す る 機種 の 場合 は 、、 フ ロン トマ スク を は ず し 
て 、 右 側 の 内 蔵 ス ペー ス に 装着 すれ ば いい の で 簡単 だ 。 
装着 の 手順 は つぎ の と お り 。 


① 本 体 の 電源 が ON の と き は OFF に する 

② 本 体 の 電源 ケー ブル 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウス な ど を 抜き 取る 

③ 本 体 の フロ ント マス ク ・ ロ ッ ク ボ タン を 左右 同時 に や や 強め に 押し フロ ント マス ク 
を は ず す 

(《④ ハ ー ド ディ スク を 挿入 する 

フロ ント マス ク を も と どおり に 取り つけ る 

⑯ パ ソコ ン 背 面 の ハー ド デ ィ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ ス ロッ ト の カバ ー の 止め ネジ 
を は ず す 

(⑦ カ バー を 取り は ず す (カバ ー は 保管 し て お く 〈 ) 

イン ター フェ イス ボー ド を 挿入 する 

⑨ 止 め ネ ジ で イン ター フェ イス ボー ド を 固定 する 

⑩ タ ー ミ ネー タ を 取り つけ る 


第 1 章 @⑳ ま す 準 備 す る こと 
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フロ ント マス ク を 取り は ず す 





両 サ イド の ロッ クボ タン を 押し な が ら は すず す 


⑮ ハ ー ド ディ スク を 挿入 する 


いい 
取 
1 
S 
屋 
玖 
FN 
IN 
レ 
2 
へ 
ロ 
h 





第 2 部 使う 準備 は こう し よう 
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フロ ント マス ク を 取り つけ る 





イン ター フェ イス ボー ド を 取り つけ る 
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第 1 章 @ ま ず 準 備 す る こと 





最後 に ター ミネ ー タ を 取り つけ る 
増設 する 場合 は ここ に SCSI ケ ー ブ ル を 接続 する 


86 一 一 第 2 部 ⑯ 使 う 準備 は こう し よう 


デス クト ッ プ ・ パ ソコ ン の 
前 面 ス ロッ ト に 内 蔵 す る 


本 体 前 面 内 蔵 型 の ハー ド デ ィ スク は 、98FA や 98MATE な ど 新 型 に 属す る 機種 に 対 
応 し た も の で 、 フ ロン トマ スク を は ず し て スロ ッ ト に 装着 すれ ば いい の で 簡単 だ 。 
用 意 す る も の は 


ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト 
プラ ス の ドラ イ バ 


だ け で よい 。 
装着 の 手順 は つぎ の と お り 。 


① 本 体 の 電源 が ON の と き は OFF に する 

②⑦ 本 体 の 電源 ケー ブル 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウス な ど を 抜き 取る 

⑬ 本 体 の フロ ント マス ク ・ ロ ッ ク ボ タン を 左右 同時 に や や 強め に 押し フロ ント マス ク 
を は ず す 

(ファ イル スロ ッ ト の カバ ー に つい て いる ネジ 2 本 を は ず し て カバ ー を 取り は ず す 

⑮ フ ァイル スロ ッ ト の 側面 の ミ ※ プ に ハー ド デ ィ スク の ガー ドレ ー ル を あわ せ て 差し 込 
む (ガチ ャ と いう 感触 が ある まで ) 

フロ ント マス ク に つい て いる ファ イル スロ ッ ト ・ カ バー を 内 側 に た か か っ て いる フッ 
ク を は ず し て 外側 に 取り は ず す 

〈⑰⑦ フ ロン トマ スク を も と どおり に 取り つけ る 


第 1 章 ⑳ ま ず 準 備 す る こと 一 一 一 8Z 


⑮ フ ロン トマ スク を 取り は ず す 





88 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


⑱⑮ ハ ー ド ディ スク を 挿入 する 





ファ イル スロ ッ ト カ バー を 外側 に 取り は ず す 
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⑮ フ ロン トマ スク を 取り つけ る 





第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 
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デス クト ッ プ ・ パ ソコ ン の 
拡張 スロ ッ ト に 装着 する 


カー ド 型 も ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト と イン ター フェ イス ボー ド な どす べ て が 一 体 
に な っ て いる 。 パ ソコ ン 本 体 の 拡張 スロ ッ ト に 装着 する の で 、 本 体内 蔵 型 よ り 簡 単 。 
用 意 す る も の は 


ハー ド デ ィ スク ・ ユ ニッ ト 
プラ ス の ドラ イ バ 


だ け で よい 。 
装着 の 手順 は つぎ の と お り 。 


① 本 体 の 電源 が ON の と き は OFF に する 

② 本 体 の 電源 ケー ブル を 抜き 取る 

③ 本 体 背面 の 拡張 スロ ッ ト カ バー を は ず す 

④ ハ ー ド ディ スク を 拡張 スロ ッ ト に 「 カ チン 」 と 差し 込む 
⑤2 本 の ネジ で ハー ド デ ィ スク を 固定 する 


⑱ 本 体育 面 の 拡張 スロ ッ ト カ バー を は ず す 


拡張 スロ ッ ト カ バー 





痢 ーー 2 本 の ネジ を 外す ーーー* 8 
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⑱ ハ ー ド ディ スク を 拡張 スロ ッ ト に 「 カ チン 」 と 差し 込む 





92 一 一 一 第 2 部 ⑯ 使 う 準備 は こう し よう 


ノー ト ・ パ ソコ ン (98NOTE) 
に 内 蔵 す る 


98NOTE に は ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 す る 専用 スロ ッ ト が 用 意 さ れ て いる の で 、 そ こ 
に 装着 すれ ば いい 。 こ れ は 簡単 に で きる 。 
装着 の 手順 は つぎ の と お り 。 





①⑪RAM ド ライ ブ に 大 切な ファ イル が ある 場合 は 、 そ れ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー 
する 

② 本 体 の 電源 を OFF に する 
(ハー ド デ ィ スク の 機種 に よっ て は 認識 させ る た め に 98NOTE の バッ クア ッ プ メモ 
リ ・ ス イッ チ を OFF に する ) 

⑬AC ア ダ プ タ を 取り は ず す 

④⑰ ハ ー ド ディ スク ・ ス ロッ ト の カバ ー を 本 体 後方 に スラ イド させ 取り は ず す 

⑮ ハ ー ド ディ スク を 注意 ラベ ル の ほ う を 上 に し て 静か に スロ ッ ト に 差し 込む (ハー ド 
ディ スク の 背 と 本 体 の 側面 が 同 面 に な る まで ) 

ハー ド デ ィ スク を 付属 の ネジ 2 本 で 固定 する (ネジ 止め 部 分 は プラ スチ ッ ク な の で 
強く 締め すぎ な い ) 

⑦ レ バー を ハー ド デ ィ スク の 背 に 収納 する 

⑧ カ バー を 本 体 後方 か ら ス ライ ド さ せ て 本 体 に 取り つけ る 
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⑱ ハ ー ド ディ スク ・ ス ロッ ト の カバ ー を 本 体 後方 に スラ イド させ 取り は ず す 





⑱ ハ ー ド ディ スク を 注意 ラベ ル の ほう を 上 に し て 静か に スロ ッ ト に 差し 込む (ハー ド デ ィ スク の 
育 と 本 体 の 側面 が 同 面 に な る まで ) 





固定 ディ スク 





押し 込み 位置 
や 1 





2 
ハー ド デ ィ スク を 付属 の ネジ 2 本 で 固定 する 。 そ し て レバ ー を ハー ド デ ィ スク の a 
に 収納 する 。 最 後に カバ ー を 本 体 後方 か ら ス ライ ド さ せ て 本 体 に 取り つけ る 。 


94 一 一 一 第 2 部 ⑯⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


メス ウド トッ ピ ・ パ ソコ ン に 
ハー ド デ ィ スク を 増設 する 


ハー ド デ ィ スク を 増設 する 場合 、 す で に ある ハー ド デ ィ スク の イン ター フェ イス が 
つぎ の うち どれ で ある か を 確認 する 必要 が ある 。 


・SASI 
・IDE (98MATE、 98FELLOW な ど ) 
・SCSI 


SASI と IDE で は 最高 2 台 ま で し か 使え な い ( 1 台 あ れ ば 、 も う 1 台 ま で )。 が 、 さ ら 
に SCSI ハ ー ド ディ スク な ら 、SCSI イ ンター フェ イス ボー ド を 使っ て 増設 する こと が 
で きる (その 要領 は 64 ペ ー ジ の と お り )。 

SCSI ハ ー ド ディ スク が あっ て 、 さ ら に SCSI ハ ー ド ディ スク を 増設 する 場合 は 、 つ ぎ 
の 図 の よう に 、 じ ゅ ずつ な ぎ (デイ ジー チェ ー ン ) で 最高 4 台 ま で 増設 で きる 。 そ の 
た め 、SCSI イ ンター フェ イス ボー ド は 1 つ だ け で よい 。 


⑳SCSI で の 増設 






ID 番号 =0 ID 番号 1 ID 番号 = 2 
NE NE 


パソ コン 本 体 か ら 一 番 
遠く な る SCSI 機 器 


ター ミネ ー タ (終端 抵抗) 
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接続 は イン ター フェ イス ・ ケ ー ブ ル を 使う 。 1 台 目 の ハー ド デ ィ スク の SCSI コ ネ ク 
タ の OUT を 2 台 目 の ハー ド デ ィ スク の SCSI コ ネ ク タ の IN に つなぐ 。 

SCSI の 場合 は 、 こ うい うふ うに し て ハー ド デ ィ スク 、 光 磁気 (MO) ディ スク 、 カ 
セッ トス トリ ー マ 、CD-ROM ド ライ ブ な どの SCSTI 機 器 が 7 台 ま で 接続 で きる 。 た だ 
し PC-9800 シ リー ズ の 場合 は ハー ド デ ィ スク は 最大 4 如 ま で 、MO デ ィ ス ク は 最大 2 
台 ま で と いう 制限 が ある 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク メー カー の ボー ド に よっ て は 、 つ ぎ 
の よう に 合計 で 5 台 ま で と いっ た 制限 が ある 。 


@ 接 続 可 能 機器 と その 台数 (制限 が ある 場合 ) 






全 ド 5 イグ 

CD-ROM ド ライ ブ 
光 磁 気 デ イィ スク ドラ イブ 
カセ ッ ト | ス ドリ ー マ 






ー| po | 一 | 
昌 





96 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


SCSI 機 器 接続 の 注意 点 


SCSI 機 器 を 接続 する と き に 注意 する 点 は つぎ の 4 つ 。 


① ケ ー ブ ル の 最大 の 長 さ は 6m ま で 

②SCS- に ID を 0 か ら 1 、2 と 順に 設定 する 

③⑬ 最 後 の 機器 に は 必ず ター ミネ ー タ (終端 抵抗 ) を 接続 する 
(④ 接 続 機器 の 互換 性 を チェ ッ ク す る 


ケー ブル は 伸ばし た 状態 で 合計 の 長き が SCSI 規 格 で 6m 以 内 と な っ て いる の で 、 そ 
れ を 超え な いよ うに する 。 全長 を 長く する と ノイ ズ な どの 悪 影響 を 受け る か ら だ が 、 
これ は そう 問題 に な ら な い だ ろ う 。 

SCSI-ID は 、 た と えば つぎ の よう に 設定 する 。 











SCSI ハ ー ド ディ Eo | 台 目 

SCSI ハ ー ド ディ スク 2 台 有 目 
CD-ROM ド ライ ブ 
光 磁 気 デ ィ ス ク ド ラ イブ 
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機器 の 表 や 裏側 に つぎ の 図 の よう な ID 番号 スイ ッ チ が ある の で 、 指 や 小さ な ドラ イ 
バー で 番号 を 設定 する (イン ター フェ イス ボー ド に よっ て は ディ ッ プ スイ ッ チ で 設定 
する も の も ある )。 


ID 番号 スイ ッ チ 





指 で 回 す タ イプ ドラ イ バ ー で 回 す タ イプ 


そし て 最後 の 機器 に は か な ら ず ター ミネ ー タ (終端 抵抗 ) を SCSI コ ネ ク タ OUT に 接 
続 す る こと 。 タ ー ミ ネー タ は これ 以上 SCSI 機 器 が 接続 きれ て いな いこ と を 示す 部 品 
で 、 SCSI バ ス 上 の 信号 を 安定 させ 、 正常 な デー タ 転 送 を 行う た め に 必要 。 機器 に よっ 
て は 、 デ ィ ッ プス イッ チ で ター ミネ ー タ の 設定 を する も の も ある の で 、 そ の マニ ュ ア 
ル を 参照 の こと 。 

最後 に 異な る メー カー の SCSI 機 器 を 接続 する と 互換 性 が な く 、 つ ぎの よう な トラ ブ 
ル が 生じ る こと が ある の で 注意 し よう 。 


・ 本 体 の メモ リ チ ェ ッ ク 後 に ビー プ 音 が な り 続 ける 
・ 本 体 の メモ リ チ ェ ッ ク 後 に な に も いわ ず 起 動 し な い 
・MS-DOS 起 動 後に ハン グ ア ッ プ す る 
・MS-DOS が 起動 し て も 機器 と し て 認識 され な い 


98 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


これ は ハー ド デ ィ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド が NEC 純 正 ま た は 100% 盛 換 か 、 イ 
ンタ ー フ ェ イ ス の 相性 と いっ た 間 題 な の で 、 異 な っ た メー カー の 機器 を 接続 する と き 
に は 販売 点 で 相談 し た り 、 雑 誌 の 接続 テス ト 結 果 な ど を 参照 する と よい 。 

その 他 、 増 設 の 問題 は あま りな いと 思う が 、 本 体内 蔵 型 と カー ド 型 を 同時 に 使い た 
いと き は つぎ の 点 を 承知 し て お こう 。 


・SASI の 本 体内 蔵 型 と SCSI の カー ド 型 は 同時 に 使え る 
・SCSI の 本 体内 蔵 型 と SCSI の カー ド 型 は 同時 に 使え な い 


前 者 の 場合 は 、SASI と SCSI の イン ター フェ イス は 同時 に 使え を る の で 問題 が な い 。 
後者 の 場合 は 、 SCSI イ ンター フェ イス ボー ド を 2 つ 同 時 に 使う こと に な る の で 、 それ 
は で き な い 。 ちな み に 、PC-9801FA な ど 本 体 前 面 に スロ ッ ト が ある 機種 ご は つぎ の 図 
の よう に 、SCSI で 本 体内 蔵 型 と 前 面 スロ ッ ト 型 と を 同時 に 使う こと が で きる 。 


前 面 ス ロッ ト が ある 機種 ご は SCSI で 本 体内 蔵 型 と 前 面 ス ロッ ト 型 と を 同時 に 使う こと が で きる 


内 蔵 型 ハー ド デ ィ スク 用 スロ ッ ト 
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98FELLOW と 98MATE で 
ハー ド デ ィ スク を 増設 する 


98FELLOW と 98MATE で は 
IDE イ ンタ ー フ ェ イ ス の ハー ド デ ィ スク は 1 台 


し か 内 蔵 で き な い 。 

2 台 以 上 を 接続 する に は 、SCSI ハ ー ド ディ スク を 選ぶ (IDE と SASI は 割り 込み レベ 
ル が 同じ で 、 変 更 で き な い た め 併用 で き な い )。 

98FELLOW で は 、2 台 目 以降 は 拡張 スロ ッ ト に SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド を さ 
し て 接続 する 。 

98MATE で は 、IDE 以 外 に SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス 用 の コネ クタ を 備え て いる の で 、 
そこ に SCSI イ ンター フェ イス ボー ド を さして 2 台 目 以降 を 接続 する (拡張 スロ ッ ト を 
使わ な いで すむ )。 ま た 、 フ ァイル スロ ッ ト に も SCSI の 信号 が で る の で 、 3 台 目 の SCSI 
ハー ド デ ィ スク や CD-ROM ド ライ ブ 、MO デ ィ ス ク な ど を 収納 する こと が で きる 。 


⑳98FELLOW と 98MATE で の 増設 





ター ミネ ー タ (終端 抵抗 


100 一 一 一 第 2 部 使う 準備 は こう し よう 





ハー ド デ ィ スク を 
使う まで の 流れ 





ハー ド デ ィ スク を 接続 後 、 そ れ を 使え を る よう に する まで に は 、 大 きく 7 つの ステ ッ 
プ に わか れる 。 ま ず は 、 そ の 流れ を 把握 し て お こう 。 


①MS-DOS を 起動 する 
(⑦ ハ ー ド ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る 
③⑬ 使 用 領域 を 確保 する 
( 1 つの 領域 が 1 つの ドラ イブ に な る ) 
(《④ リ セッ ト し て 、MS-DOS を 再起 動 す る 
(これ で ハー ド デ ィ スク が 読み 書き で きる よう に な る ) 
ハー ド デ ィ スク に 最低 限 必要 か ファ イル を コピ ー す る 
(ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 す る た め の フ ァイル な ど ) 
(ハードディスク か ら 起 動 す る よう に 設定 する 
⑦ リ セッ ト す る と ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 す る 


ハー ド デ ィ スク を 初め て 使う と き に は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 同じ よう に MS-DOS 
の フォ ー マ ッ トコ マン ド を 使っ て フォ ー マ ッ ト を し な く て は な ら な い 。 そ れ に 加え て 、 
ハー ド デ ィ スク だ け に 必要 な 準備 を する 必要 が ある 。 そ れ が ③ と ④ だ 。 以 下 こ れ ら に 
つい て 、 説 明 し よう 。 
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間 半 訪 域 催 保 は こう 理解 する 


ハー ド デ ィ スク は 、 フ ォ ー マ ッ ト し た だ け で は 使う こと が で き な い 。 フ ォ ー マ ッ ト 
し た あと 


領域 確保 


と いう 作業 が 必要 だ 。 
フォ ー マ ッ ト に は 2 種類 が ある 。 


① 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 
記録 密度 に 関係 し 、 デ ィ ス ク の 物理 的 な 位置 に ファ イル を 読み 書き する 区 分 け を す 
る フォ ー マ ッ ke 土地 で いえ ば 区 画 わ け の よう な も の 。 


② 論 理 フ ォ ー マ ッ ト 

区 分 けし た 箇所 の どこ に ファ イル を 書き 込む か 、 ど こ に ファ イル が 書か れ て いて 、 
どこ が 空い て いる か な ど 、 デ ィ ス ク の 読み 書き の 管理 が で きる よう に する フォ ー マ ッ 
ド 。 


論理 フォ ー マ ッ ト が 領域 確保 の こと だ 。 ハ ー ド ディ スク で は 、 デ ィ ス ク 全 体 を 1 つ 
の OS で 使う こと も で きる し 、 い くつ か の 異な っ た OS を わけ て 使う こと も で きる 。 つ ま 
り ハ ー ド ディ スク で は 、OS を 混在 させ て 使う こと が で きる の だ 。 

この 点 が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 根本 的 に 違う 。MS-DOS の 他 に どの OS を 使う か は 、 
どの プロ グラ ム を ハー ド デ ィ スク に 入れ て 使う か に よる 。 た と えば MS-DOS 用 の プロ 
グラ ム と BASIC 用 の プロ グラ ム を 使い た いと き は 、 ど ちら か の 0S で フォ ー マ ッ ト し 
それ ぞ れ の OS で 使用 領域 を 確保 する 必要 が ある 。 


ヽ 
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この 領域 を パー ティ ショ ン (partition) と いう 。partition と は 「 仕 切り 」 の こと 
で 、 大 き な 部 屋 を いく つか の スペ ー ス で 区 切り た いと き に 仕切 り を 立て る よう に 、 ハ 


ー ド ディ スク も パー ティ ショ ン で いく つか の 区 画 に 分 ける の で ある 。 


⑯ パ ー テ ィ シ ョ ン で 領域 を 区 切っ た 様子 
他 の OS の 領域 


MS-DOS 領 域 





パー ティ ショ ン 


(仕切 り ) 


OS は MS-DOS だ け で 他 に 使わ な いな ら 、 MS-DOS だ け の 領域 を 確保 すれ ば も ちろ 
ん OK。 要 は 、 領 域 を 必ず 確保 し な けれ ば な ら な いと いう こと だ 。 そう し な いと その OS 
で ファ イル の 読み 書き が で き な い 。 な お 、 すでに MS-DOS で 確保 され て いる 領域 を 無 
効 に する こと を 領域 開放 と いう 。 こ れ は フォ ー マ ッ トコ マン ド で 行え る が 、 領 域 を 開 
放す る と 、 そ れ だ け 領 域 が 空く こと に な る 。 が 、 そ の 領域 に あっ た ファ イル は すべ て 
使 を な く な る の て 要 注 意 。 領域 開放 は 、 他 の OS を 使い た いと き 、 領域 を 確保 し な お す 
と き な ど に 行う 。 

MS-DOS で ハー ド デ ィ スク を フォ ー マ ッ ト し 、 領 域 を 確保 し た あと は 、 自 動 的 に 
MS-DOS の 領域 (ドラ イブ ) と し て 使え る 状態 に な る 。 そ れ を アク ティ ブ と いう 。 ま 
た 、 使 えな いよ うに する こと も で き 、 使 えな い 状 態 を スリ ー プ と いう 。 

ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ トコ マン ド で アク ティ ブ と スリ ー プ を 選択 する こと が 
で きる 。 確保 し た 領域 は 必ず アク ティ ブ の 状態 で な いと 使え な い 。 
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ちな み に ア クティ ブ と は active (活動 中 の こと で 、MS-DOS の ドラ イブ と し て 活 
動 さ せる (使え る 状態 に する ) こと で 、 ス リー プ と は sleep (眠ら せ て お く ) で 領域 は 
確保 され て いる が 使え な い 状態 : す る こと 。 ス リー プ は 、 一 時 その 領域 また は ドラ イ 
プ の 電源 を 切っ て お く よ う な も の で 、 ス リー プ の 状態 で は その 領域 また は ドラ イブ が 
接続 きれ て いな いと みな され る 。 


領域 の アク ティ ブ と スリ ー プ 
アク ティ プ ブ (活動) 
使え る 


スリ ー プ (眠る ) 
使え な い 
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ドラ イブ の 割り 当て の 決定 


領域 確保 の つぎ は 、 ハ ー ド ディ スク に MS-DOS と ソフ ト を イン スト ー ル する ドラ イ 
ブ の 割り 当て を 心得 て お きた い 。 
ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ は 2 つが 望ま し く 、 つ ぎの よう に 使い わけ る と よい 。 


人 @ 下 ライブ 1 : MS-DOS ノ Windows シ ステ ム と プロ グラ ム 用 





外部 コマ ンド 、 バ ッ チ ファ イル 
日 本 語 FEP、 辞 書 フ ァイル 
アプ リケーション 、 ユ ー テ ィ リ ティ 、 フ リー ウェ ア 、 体 験 ソフ ト な ど 





偽 ド ライ ブ 2 : デー タフ ァイル 用 





アプ リケーション な ど で 作 られ る デー タ 
作業 ファ イル 、 一 時 ファ イル 、 試 し ファ イル な ど 








これ は ハー ド デ ィ スク が 1 台 の 場合 は 領域 を 2 つ に 分 割 す まれ ば よい し 、 ハ ー ド ディ 
スク が 2 台 あ る 場合 は 、 そ れ ぞ れ 1 台 ず つ を 割り 当て れ ば よい 。 
具体 例 を あげ よう 。210M バ イト の ハー ド デ ィ スク が 1 台 あ る 場合 で は 


ドラ イブ A : 128M バ イト 
ドラ イブ B : 82M バ イト 


と いう よう に 分 割 す る と よい 。 

こう し た の は 、 ア プリ ケー ショ ン や ユー ティ リティ が 増え た 場合 に 無理 な く イ ンス 
トー ル で きる よう に 、 ま た デー タ は デー タベース な どか な り 大 き な フ ァイル も 保存 で 
きる よう に と 考え た た め ( な お 、 MS-DOS3.3 で は 1 領域 最大 128M バ イト まで と いう 
制限 も ある 。MS-DOS5 .0 で は 事実 上 無限 ) 。 
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容量 の 比率 は 読者 の ニー ズ に あわ せ て 決め る と よい 。Windows と その アプ リ ケ ー シ 
ョ ン を 多く 使う な ら 、 ド ライ ブ A の 容量 を も っ と 確保 し て も いい し 、 デ ー タ は ほとん ど 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど 他 の 媒体 に 保存 する と いう な ら ド ライ ブ B は も っ と 少な くし 
て も よい 。 

ドラ イブ を 2 つ に する 理由 を あげ よう 。 


⑱ プ ログ ラム と デー タ の 管理 が し や すい 

ドラ イブ A は プロ グラ ム 、 ド ライ ブ B は デー タ と 明確 に 区 別 で きる 。 そ し て プロ グ 
ラム も デー タ も サブ ディ レク トリ ご と に わけ て 格納 する と みや すく 、 わ か りや すい 。 
デー タ は 保存 も 簡単 。 ドラ イブ が 4 つも 5 つも に な る と 、 ど の ドラ イブ に どん な も の 
を 入れ た か が わか り に くく な る し 、 ド ライ ブ の 管理 が 大 変 。 最 高 で も 3 ドラ イブ に と 
ど め る の が よい 。 


@ バ パック アッ プ が し や すい 

プロ グラ ム 用 の ドラ イブ は ほとん ど バ ッ ク ア ッ プ し な く て いい 。 バッ クア ッ プ は 新 
し い プ ログ ラム を イン スト ー ル し た と きだ け で すむ 。 

ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT も 簡単 に 
バッ クア ッ プ で きる 。 デ ー タ 用 の ドラ イブ は サブ ディ レク トリ 単位 で バッ クア ッ プ で 
きる 。 


人 @ 読 み 書き の 速度 が 遅く な ら な い 

古い ファ イル を 消し て 新しい ファ イル を 作る と 、 フ ァイル の 配置 が 分 散 さ れ 、 読 み 
書き の 速度 が 遅く な る 。 が 、 ド ライ ブ A で は ファ イル の 削除 、 新 規 作成 が ほとん ど な い 
の で 、 そ うい うこ と は な い 。 ドラ イブ B で も 、 デー タ が 新規 に 追加 され る こと が 多い の 
で 、 た いし た 問題 に は な ら な い 。 


106 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


フォ ー マ ッ ト の メニ ュー 項目 
の 意味 と 使い 方 


NEC の MS-DOS で ハー ド デ ィ スク を フォ ー マ ッ ト す る さい に 、 知 っ て お きだ た い メ 
ニュ ー 項 目 の 意味 と 使い 方 、 お よび 留意 点 を あげ よう 。 フ ォ ー マ ッ ト す る 前 の 予備 知 
識 と な り 、 ま た フォ ー マ ッ ト す る 際 の 参考 に な ろう 。 

ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ トコ マン ド は 、 つ ぎの よう に し て 起動 する 。 





A:\>FORMAT 回 


する と 、 つ ぎの よう な フォ ー マ ッ トコ マン ド の メニ ュー が 表示 され る の で 、 固 定 デ 
ィ ス ク を 選択 する 。 


フォー マツ トコ マン ド の メニ ュー 


FORMAT コ マン ド Uer. 5.99 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 名 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 

回 王 デア ィ スウ 
3 はら 2 イ 102 チッ 5 ベジ 


1 
N で きま す ) 
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また は 、 つ ぎの よう に する と 直接 起動 で きる 。 
A:\>FORMAT /H 回 
ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ トメ ニュ ー 画 面 


FORMAT コ マン ド 


5.99 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 - 


装置 番号 1 

フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 

ピップ 6 時 
領域 確保 

領域 衣 放 

初期 化 

状態 変更 

終 了 


NT 


接続 状況 
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1 台 目 、 2 台 目 な ど フ ォ ー マ ッ ト コ マン ド の 対象 と な る ハー ド デ ィ スク を 選択 する 。 
た と えば SASI と SCSI を 接続 し て いる 場合 は 、 SASI が 1 、 SCSI が 2 と な り 、 SCSI が 
2 台 な ら 0 と 1 と な る 。 装置 その も の の 番号 で あっ て 、 1 台 の 領域 を 分 割 し た と き の 
番号 で は な い の で 間違え な いこ と 。 1 台 の と き は 「 1 | し か 選択 で き な い 。 


装置 番号 の 選択 


FORMAT コ マン ド Uer. 5.9 
ーーーーーーー ニ ーーー ニ ーー ニー ニー ニーー ニ ニニ ニー ニー 一 COp り rigtta(⑯) NECECODBoRationst98SP1S9 補 3 


= | 笑 "中 一 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 


接続 状況 


1: SCSI 固 定 ィ スク Hg 
2: SCSI 固 定 ディ ス 2 H1 





[標準 フォ ー マ ッ ト 」 か 「 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト 」| か を 選択 する 。 が 、 今 の ハー ド デ ィ ス 
ク で は 拡張 フォ ー マ ッ ト が 自動 的 に 選ば れる の で 、 読 者 は 選択 で き な い 。 SASI で 40M 
バイ ト 以 上 の ハー ド デ ィ スク や SCSI ハ ー ド ディ スク で は 拡張 フォ ー マ ッ ト に 固定 さ 
れ て お り 、 標準 フ ォ ー マ ッ ト を 選ぶ こと は で き な い 。 も は や 標準 フォ ー マ ッ ト は MS- 
DOS2 .11 全 盛 で 20M バ イト の ハー ド デ ィ スク が 主流 だ っ た ころ の 名 残 で 今や 使わ な 
いし 使え な い 。 


第 1 章 @ ま ず 準 備 す る こと 一 一 一 109 


マッ プ と は map つ まり 地図 の こと で ハー ド デ ィ スク の 様子 は どう な っ て いる か を 
調べ る も の 。 初期 化 や 領域 確保 を すま せ た あ と に 使い 、 ハ ー ド ディ スク の 使用 状況 を 


示す 。 


・ 現 在 の 装置 番号 

・ フ ォ ー マ ッ ト 形 式 

・MS-DOS に 割り 当て られ て いる 領域 の 大 き さ 

・ 状 態 (アク ティ ブ プ か スリ ー プ か ) 

・ 領 域 が 起動 可能 か どう か 

・ 他 の OS に 割り 当て られ て いる 領域 の 大 き さ (も し あれ ば ) 


MS-DOS5.0 で フォ ー マ ッ ト し た ハー ド デ ィ スク を MS-DOS3.3 の フォ ー マ ッ ト ・ 
コマ ンド で マッ プ を 選ぶ と 「 他 の 0S」 と な り 、 認 識 さ れ な い の で 要 注 意 。 


マッ プ の 画面 


FORMAT コ マン ド Uer. 5.99 
ーーーーー デ デバ ーーー テ ーーーーーー デ テテ 6GBVright (GC) NEC CORporatioii1983351991 は 


装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
) FROW T0G リ > が の) サ 信 "BOOT 


991 て 1289 128 当 
1281 て 。 2199 982 ロ 


リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 
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MS-DOS で 使用 する 領域 を M バ イト 数 で 確保 する 。 も し DISK-BASIC な ど 他 の OS 
を 使い た いな ら 、 その 領域 を 空け て お いて その OS を 起動 し た 後 、 を その フォ ー マ ッ トコ 


マン ド で 確保 する 。 


@ 領 域 確 保 の メニ ュー 画面 


FORMAT コ マン ド 


装置 番号 

フォ ー マ ッ ト 形 式 
確保 容量 

先頭 シリンダ 
ジス テム 
ボリュー ムラ ベル 


記 は ^ 了 る いい 準備 は 


いい え 
4 いき 才 す と 名 を 


重 0 バイ 


止 し 、 





5.99 
Copuright (C) NEC Corporation 1983,1991 - 


3 
拡張 フォ ー マ ッ ト 
124 MB 

g991 

転送 する 

HDD_2 


ろ し いで すか 
し な 
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人 @ 確 保 容量 

ハー ド デ ィ スク 全体 を 1 つの 領域 と し て 確保 する と き に は 、 何 も 入力 せ ず に た だ リ 
ター ン キ ー を 押す 。 自動 的 に すべ て の 領域 を 確保 し て くれ る 。 ハ ー ド ディ スク が 200M 
バイ ト あ る か ら と いっ て 200 と 入力 し て は いけ な い 。 実際 の 容量 は も っ と 多い の で 余 
り が で る か ら だ 。 同 様 の 理由 か ら 、 領 域 を 120M 十 80M バ イト な ど と 2 つ に 分 割 す る と 
き に は 、 は じ め の 確保 の と き に 120 と 入力 し て 、 つぎ の 確保 の と き に は た だ リタ ー ン キ 
ー を 押す だ け で よい 。 

な お 、 ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 し た 場合 、 各 領域 の ドラ イブ 名 は シリ ンダ 番号 の 若 
い 順 か ら A: B: C: D: と な る 。SASI と SCSI を 接続 し て いる と き に は SASI が A: B.、 
SCSI が C: D: と いう よう に な る 。 残 念 な が ら SCSI の ほう を A: B: と し て 起動 する こと 
は で き な い 。SASI の ほう が 優先 さき れる か ら だ 。 


久 先 頭 シ リン ダ 

シリ ンダ と は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で いう トラ ッ ク の こと 。 い わ ば 円 周 に 番号 が つけ 
られ て お り 、 先 頭 シ リン ダ と は その どこ か ら 領 域 を 確保 する か と いう こと 。 は じ め は 
0001 と な っ て いる が 、 こ れ は 一 番 は じ め の 円 周 で 、 変 更 し な いで よい し 、 変更 し な い 
も の 。 領域 を 2 つ 以 上 確保 する と き で も 表示 され た 番号 の まま で よい 。 領域 を M バ イ 
ト で 指定 すれ ば 自動 的 に シリ ンダ の 番号 が 計算 され る 。 


⑱ シ ステ ム 

シス テム と は MS-DOS を 起動 する シス テム の こと 。 確保 し た 領域 か ら MS-DOS を 
起動 し た い 場 合 に は 、 シ ステ ム を 「 転 送 す る 」 を 選ぶ 。 固 定 デ ィ ス ク 起動 メニ ュー プ 
ログ ラム 、MS-DOS の シス テム ファ イル (IO.SYS、MSDOS.SYS) と COMMAND. 
COM が コピ ー さ れる 。 2 つ 目 の 領域 な どか ら も MS-DOS を 起動 し た い 場 合 も そう す 
る 。 が 、 シ ステ ム を 転送 する と 、 約 100K バ イト 領域 が せま く な る の で デー タ 専 用 の 領 
域 な ら ば 転送 し な い ほ う が よ い 。 
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倫 ボ リュ ー ム ラベ ル 

ボリ ュー ムラ ベル と は 、 領 域 に つけ る 名 前 の こと 。 本 で いえ ば 1 巻 目 が 「 入 門 編 」、 
2 巻 目 が 「 応 用 編 」 と いっ た 具合 。 ボ リュ ー ム (volume) と は 1 巻 、 2 巻 と いっ た 状 
の こと で 、 ラ ベル (label) と は 符号 の こと 。 

ボリ ュー ムラ ベル は DIR を 実行 し た と き に 表示 され る の で 、 必 ずつ け て お いた ほう 
が よい 。 と くに ハー ド デ ィ スク の 領域 を 分 割 し て いる と か 、 2 台 使っ て いる と き に は 
そう だ 。 つ け か た は 








HDD_1、HDD 2 
DR_1、DR 2 
DR_A、DR _B 
SASI、SCSI 











と いっ た よう に 、 ど れ が 領域 の 1 番目 か 2 番目 か 、 ど れ が SASI か SCSI か な ど が すぐ 
に わか る よう に つけ る 。 


人 実行 
これ まで 設定 し た と お り に 領域 を 確保 する 。 
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すでに MS-DOS で 確保 され て いる 領域 を 解放 する 。 領域 を 解放 する と 、 そ の デー タ 
は すべ て 消え る の で 要 注 意 。 こ れ を 選ぶ まえ に 、 も う 1 度 消し て は いけ な い フ ァイル 
が な いか どう か を 確認 する こと (私 に は 2 度 ほど 大 切な ファ イル を 消し て し まっ た 苦 


い 経 験 が ある )。 


ある 領域 の 状態 が お か し いと き な ど 、1 度 領域 を 解放 し て 確保 し 直す と よい 。 ま た 、 
MS-DOS の シス テム を バー ジョ ン ア ッ プ する と き や MS-DOS の 領域 を 他 の OS で 使 


いた いと き な ど に 解放 する 。 


@ 領 域 解放 画面 


FORMAT コ マン ド 


装置 番号 
フォ ー マ ッ ト 形 式 


Uer. 5.99 
Copuright (C) NEC Corporation 1983,1991 一 


1 
拡張 フォーマット 


シス テム 名 状 熊 FRON T0@ り > が") サ 信 "BOOT 


「⑮-DOS 5.99 P 後 25/ 


8C キ を 折 す と 





1281 て 2199 982 ロ 
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ハー ド デ ィ スク 全体 を フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) する 。 ハード ディ スク を は じ め て 使 
うと き に は これ を 選ぶ 。 ま た 再 フ ォ ー マ ッ ト す る 必要 が 生じ た と き に も 選ぶ 。 す で に 
記録 きれ て いる 内 容 は 、 す べ て 消え る の で 、 こ れ を 選ぶ と き は 要 注 意 。 ま た 、 領 域 が 
いく つか に わか れ て いて も 、 領 域 に 関係 な く ハ ー ド ディ スク 全体 が 初期 化 さ れる 。 

ハー ド デ ィ スク に よっ て は 物理 セク タ (記憶 の 最低 単位 ) の バイ ト 数 を 256 か 512 の 
どちら か に 選択 で きる が 、512 バ イト の ほう が ハー ド デ ィ スク 全体 の 記憶 容量 が 増え 、 
読み 書き も 速く な る 。 


@ 初 期 化 画面 


FORMAT コ マン ド Uer. 5.99 
ーー ニー デーmm ーー ーー mw aeoPVPigbE (CU NBGICoFDOhatIOhI983,1991 ニ 
装置 番号 3 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
シス テム 名 状 熊 FROt T0G り > が ) 9 人 BOOT 
未 使用 領域 9991 … 1379 124 


セク タ 長 を 指定 し て くだ さい 
3 止 し 、 前 画面 に 戻る こと と が で きま す ) 
256 パト 加計 栖 衣 


きり 半 人 と 和 を 中 し 、 前 箇 面 た 戻 る と と が で きま す ) 


男 証 間 いい え 


装置 を 初期 化 中 で す 





装置 の 初期 化 を 終了 し まし た どれ か キー を 押し て くだ さい 
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確保 し た 領域 の つぎ の 状態 を 変更 する 。 


・ シ ステ ム 名 
・ 状 態 (アク ティ ブ プ と スリ ー プ ) 
・ 起 動 (BOOT) 


状態 変更 画面 


FORMAT コ マン ド 5.M 
Copuright (C) NEC Corporation 1983,1991 一 


装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
ばん て ! TO0@9> が ) 9 信 BOOT 


1289 128 Pa 
2199 982 ロ 


態 の 変更 を 行い 
し 、 前 画 に 戻る こと が で きま す ) 





領域 を 確保 する と 自動 的 に 「 ア クティ ブ ] に 設定 され る 。 1 台 の ハー ド デ ィ スク は 
SASI で は 最大 8 個 ま で 、SCSI で は 最大 16 個 まで 領域 を 確保 で きる 。 が 、 同 時 に 利用 
で きる の は 4 個 ま で な の で 、 4 個 以上 領域 を 確保 し た 場合 は 、 ど れ か を 「 ス リー プ ] 
に し て お く 必 要 が ある 。 し か し 、 普 通 は 1 台 の ハー ド デ ィ スク を 2 個 か 3 個 ぐ らい の 
領域 に 分 割 す れ ば よい (ドラ イブ 管理 が 面倒 に な る た め )。 

領域 確保 の と き に 「 シ ステ ム を 転送 する | を 選択 し た な ら 、BOOT は 「 可 」 に 自動 
的 に 設定 され る 。 シ ステ ム 名 は 自由 に 好き な 名 前 を つけ られ る が 、 普通 は その まま に 
し て お く 。MS-DOS の バー ジョ ン を は っ きり させ た いな ら 、「MS-DOS 3.3D] な ど 
と し て も よい 。 ま た 市 販 ソ フト を 起動 し わけ た いな ら 「 一 太郎 」、「Lotus1-2-3] な ど 
と 書い て も よい (固定 ディ スク 起動 メニ ュー が 表示 され た と き に それ ら の 名 前 が 表示 
され る )。 
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ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ トコ マン ド を 終了 する 。 
実際 の 操作 は カー ソル キー で 項目 を 選択 し リタ ー ン キー を 押す だ け で よい の で 簡単 
だ 。 フ ォ ー マ ッ ト の メニ ュー で は 、 つ ぎの 順序 で 進め る と よい 。 


① 「 装 置 番号 ) で ハー ド デ ィ スク を 選択 する 

② 「 初 期 化 で ハー ド デ ィ スク 全体 を フォ ー マ ッ ト す る 
③ 「 領 域 確保 ] で 領域 を 確保 する 

《⑭「 マ ッ プ | で ハー ド デ ィ スク の 使用 状況 を 確認 する 
⑤「 終 了 ] で フォ ー マ ッ トコ マン ド を 終了 する 


[領域 解放 | と 「 状 態 変更 ] は ハー ド デ ィ スク を 使っ て いて 不都合 が 生じ た と き な ど 
に 行い 、 フ ォ ー マ ッ ト の 段階 で は 使わ な い 。 
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ここ で は MS-DOS5 .0 で ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト と 領域 確保 の し か た を 説明 
する が 、3.3C/D で も 操作 や 表示 され る メッ セー ジ は まっ た く 同 じ な の で 統一 し て 説 
明 す る 。 

例 と し て 210M バ イト の ハー ド デ ィ スク を 取り 上 げ 、 領 域 を 128M バ イト と 82M バ イ 
ト の 2 つ に わけ る こと に する 。 

する と MS-DOS3.3 ま た は 5.0 で 


・ プ ログ ラム 用 と し て 128M バ イト 
・ デ ー タ 用 と し て 82M バ イト 


が 確 保 で きる (MS-DOS3 .3 で は 1 領域 は 最大 128M バ イト まで し か 確保 で き な い )。 
また 、MS-DOS3.3 と 5.0 の 両方 を 使う な ら 、 つ ぎの よう に する こと も で きる 。 


“ライブ A を 128M バ イト に し て 3.3 で 使う 
ドラ イブ プ B を 82M バ イト に し て 5.0 て 使う 


この 場合 、 よ く 使う 3.3 対 応 の アプ リケーション は ドラ イブ A に 入れ て 、5.0 対 応 の ア 


プリ ケー ショ ン は ドラ イブ B に 入れ る 。 ま た 、 ど ちら の バー ジョ ン で も デー タ は ドラ イ 
ブ B に 入れ る 。 
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以下 、 操作 を まじ えて フォ ー マ ッ ト の し か た を 説明 する 。 


(①MS-DOS の 起動 
ハー ド デ ィ スク の 電源 を 先 に 入れ 、MS-DOS の シス テム ディ スク を ドラ イブ A に 入 
れ て 本 体 を 起動 する 。 


〈⑳ ハ ー ド ディ スク の フォ ー マ ッ ト 
あら か じ め 、 つ ぎの よう に フォ ー マ ッ ト す る と 決め て お く と よい 。 





・ 領 域 は 、128M バ イト と 82M バ イト の 2 つ を 確保 する 
・MS-DOS の シス テム を 転送 する 
・ ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 さ せる 
・ ボ リュ ー ム ラベ ル は 、 た と えば つぎ の よう に つけ る 
ドラ イプ 1 (128M) :  HDD A 
ドラ イブ 2 (82M) : HDD_B 
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抽 初期 化 


まず は 、「 初 期 化 | を 選ん で ハー ド デ ィ スク 全体 を フォ ー マ ッ ト す る 。 
ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
ーーーー デ ーーー デー デーーーー ーー 和信 6EVY dg fk XC5 NE Op poratt&7t989,19 人 9 


装置 番号 1 一 1 台 目 に は 1 、2 台 目 に は 2 を 選択 する 


接続 状況 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
1: SCSI 固 定 %* ィ 22 #0 


傾 域 確保 

領域 解放 

[ 田 二 を 回 < ハードディスク 全体 を フォ ー マ ッ ト 
状態 変更 

終 了 


FORMAT コ マン ド 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
シス テム 名 状 熊 FROM TO (シリ ンタ" ) 9 イス * BOOT 


0001 od 2106 210 


使わ れ て いな い 領域 (ハー ド デ ィ スク 全体 の 容量 ) が 表示 され る 


し 、 前 画面 に 戻る こと と が で きま す ) 
ーー ハー ド デ ィ スク に よっ て は 記憶 の 最低 単位 を 選択 で きる 
512 バ イト の ほう が ハー ド デ ィ スク 全体 の 容量 が 増え 、 
読み 書き も 速く な る 
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FORMAT コ マン ド 


装置 番号 
フォ ー マ ッ ト 形 式 
シス テム 名 状 熊 
未 使 用 領域 


FORMAT コ マン ド 


装置 番号 
レ 人 っ 


Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
1 

拡張 フォ ー マ ッ ト 

FROM TO0( シ リッ タ * ) サイ ス * BOOT 


0001 2106 210 


Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 


1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 


装置 を 初期 化 中 で す ォ 一 数 分 間 待 つ 


FORMAT コ マン ド 


装置 番号 


フォ ー マ ッ ト 形 式 


装置 の 初期 化 を 終了 し まし た 





Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,.1991 


1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 


どれ か キー を 押し て くだ さい 回 


第 1 章 @⑳ ま ず 準 備 す る こと 一 一 一 121 


領域 確保 





つぎ に 「 領 域 確保 ] を 選ん で 最初 の 128M バ イト の 領域 を 確保 する 。 


@ 領 域 確 保 


FORMAT コ マ ャ ンド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983.1991 
装置 番号 1 
接続 状況 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
: SCSI 固 定 * ィ ぇ 2 #0 
マッ プ 


回 ーー 領域 を 分 割 し て 確保 で きる 
領域 解放 


初期 化 
状態 変更 
篤 。 


> 夫 


を 
を 押す 


ER IMIAEG ゴ エンド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
確保 容量 210 MB 
先頭 シリ ンダ 0001 
ジン ョ ステ RA 転送 する 


ボリ ュー ムラ ベル 


メガ バイ ト で すか HELP キ ー を 押す と マッ プ を 表示 し ます 
1 ~- 210MB で す 
す と 処理 を 中 止 し 、 前 画面 に 戻る こと と が で きま す ) 


ペーー は じ め は 128M バ イト を 確保 (単位 は M バ イト ) 
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FORMAT コ マン ド 


Ver. 5.00 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Copyright (C) NEC Corporation 1983.1991 


装置 番号 

フォ ー マ ッ ト 形 式 
確保 容量 
先頭 レシ リン ダ 
シス テム 


ポリ ュー ムラ ベル 


"FORMAT コ マン ド 


装置 番号 
フォ ー マ ッ ト 形 式 
確保 容量 

先 ( 史 リ メダ 

ジ 炊 次 

ポリ ュー ムラ ベル 


実 行 


1 

拡 且 フォ ー マ ッ ト 
128 MB 

0001 

転送 する 


ッ プ を 表示 し ます 


Copyright (C) NEC Corporation 1983,.1991 


1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 
128 MB 

0001 

転送 する 
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FORMAT コ マ ャ ンド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983.1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
確保 容量 128 MB 
先頭 シリンダ 0001 
シス テム 転送 する 
ポリ ュー ムラ ベル 


FORMAT コ マ ャ ンド 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 


装置 番号 1 

フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
確保 容量 128 MB 
先頭 シリンダ 0001 

ポン 転送 する 


ボリ ュー ムラ ベル 
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FORMAT コ マン ド 


装置 番号 

フォ ー マ ッ ト 形 式 
確保 容 時 

先頭 シリ ンダ 

シス テム 

ポリ ュー ムラ ベル 


実 行 


Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,.1991 

1 

拡張 フォ ー マ ッ ト 

128 MB 
0001 

転送 する 
HDD_-A 


この 数 字 が 0 に な る と 終了 


初期 化 が 始ま る 。 数 分 間 待 つ 


0 100 


進行 状態 が 棒グラフ で 表示 され る 


FORMAT コ マン ド 


装置 番号 

フォ ー マ ッ ト 形 式 
確保 容量 

先頭 レシ リ ンダ 


シス テム 


Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983.1991 
1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 
128 MB 
0001 
転送 する 


HDD-A 


領域 確保 を 終了 





これ で 最初 の 128M バ イト が 確保 され た 。 確認 の た め に 「 マ ッ プ ] を 選ん で 使用 状況 


を 表示 し て みよ う 。 
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マッ プ 


マッ プ 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
ラテ | 回 一 使用 状態 を 表示 する 
領域 確保 
傾 城 解放 ・ 
初期 化 
状態 変更 


接続 状況 
1: SCSI 固 定 * ィ 22 #0 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
シス テム 名 状 熊 FROM TO (シリ ンタ" ) サイ ス * BOOT 


ハー ド デ ィ スク か ら の 起動 


MS-DOS5.0 の 領域 が 128M バ イト 確保 され て いる 


使え る 状態 


リタ ー ン キー を 押し て くだ さい ぃ 回 
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続い て 同じ よう に 、82M バ イト を 確保 する 。 


@⑱ 残 り の 82M バ イト を 確保 する 


RAO3RMNAEIEIOZ が Z ド Ver. 5.00 


Copyright (C) NEC Corporation 1983.1991 


装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 
確保 容量 082 MB 
先頭 シリ ンダ 1281 

シス テム 

ポリ ュー ムラ ベル 


撤 ) 生 


HDD-B 


拡張 フォ ー マ ッ ト 


前 回 と 同様 に 今回 は 残り B2M バ イト 
を 確保 する 


デー タ ド ライ ブ 専 用 に する な ら こ れ を 選ぶ 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
ニー ニー テー ニー ニーーー 


装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 
確保 容量 082 MB 
先頭 レシ リン ダ 1281 

シス テム 転送 し な い 
ポリ ュー ムラ ベル 


実 行 


HDD-B 


使用 域 の 確保 中 で す 
残り 74 メガ バイ ト 


| 10 20 30 40 50 60 7 





Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 


拡張 フォ ー マ ッ ト 
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確保 し た 結果 を 「 マ ッ プ ] で 確認 
① 両 方 と も MS-DOSS5.0 で 確保 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 


装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
シス テム 名 FROM TO0( シ リッ タ * ) サイ ス * BOoT 


M 
残り 82M バ イト を 確保 


両方 と も MS-DOS5.0 で 確保 し た 例 


リタ ー ン キー を 押し て くだ さい ぃ 回 





⑤MS-DOS3.3D と 5.0 で 確保 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 
FROM TO (シリ ンタ * ) 


0001 に 3 1280 
1281 ーー 2100 


MS-DOS3.3 の 領域 を 128M バ イト 確保 し 、 
MS-DOS5.0 の 領域 を 82M バ イト 確保 し た 例 


9) アダ ボー を 近 じ で てく だ 





領域 確保 し た だ け で は 、 そ れ が ドラ イブ と し て 認識 され な い の で 、 こ こ で リセ ッ ト 
し て MS-DOS を 再起 動 す る 。 
以上 で ドラ イブ と し て 認識 され て 使え る よう に な る 。 
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時 状態 変更 


シス テム 名 や 起動 な ど を 変更 し た い 場 合 は 「 状 態 変更 ] を 選ぶ 。 


@ 状 態 変更 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Copyright (C) NEC Cerporatlon 1983,.1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
マッ プ 
領 域 確 保 
領域 解放 
初期 化 


接続 状況 
1: SCSI 固 定 * ィ メ 2 #0 


FORMAT コ マン ド 8 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡 綴 フ ォ ー マ ッ ト 


シス テム 名 状 熊 FROM TO (シリ ンタ " ) 


MS-D0S 3.30 0001 1280 
MS-DOS 5.00 アァ クティ 1281 2100 


ます の 
画面 に 戻る こと が で きま す ) 
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MS-DOS3.3 の 「BOOT」 を 「 不 可 ] に し た 例 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
ーー ニー デー で rmrrrrrhrmmommoyotewww ニ ーー っ eeCBtWP り II ICOD NNEGGDKROKSICHOT DL の 8 衝 RLOS 


装置 番号 1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 
FROM TO0 (シリ ンタ * ) サイ ス * BO0T 


MS-D0S 3.30 0001 て 1280 128 sk 
MS-00S 5.00 1281  ~ 2100 082 
MS-DOS3.3 か ら は 起動 し な く な る 


こと が で きま す ) 





この 例 で は MS-DOS3.3 の 「BOOT」 が 「 不 可 ] に な っ て いる た め 、MS-DOS3.3 
か ら は 起動 し な く な り 、MS-DOS5.0 が 起動 する 。 こ の よう に 起動 する シス テム を 変 
更 す る こと が で きる 。 

また 、 つ ぎの よう に 「BOOT」 が 「 可 |] で も 「 ス リー プ ] に する と 、 そ の 領域 は ド 
ライ ブ と し て 認識 され な く な る (使え なくなる)。 こ れ は ドラ イブ 名 を ずら し た いと き 
な ど に 有効 。 


MS-DOS5.0 の 領域 を スリ ー プ に し た 例 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
ーー ペーーーーーー デ で ドー ピー ww デー ニー ンーeameeeee OO が 洒 の 抽 を I7CG2 NEGUGOTBOWB0 BS 99| 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
シス テム 名 状 熊 FROM TO (シリ ンタ" ) サイ 2* BOOT 


MS-DOS 3.30 ワリ グ . 0001 4 1280 128 可 


MS-D0S 5.00 1281 て 2100 082 可 


この 領域 は ドラ イブ と し て 認識 され な く な る 
(使え な く な る ) 


と が で きま す ) 
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シス テム 名 を 変更 し た い 場 合 は 、 つ ぎの よう に する 。 こ の 例 は MS-DOS3.30 を Win- 


dows に 変え た と ころ 。 


⑤ シ ステ ム 名 を MS-DOS 3.30 か ら Windows に 変更 


FORMAT コ マン ド 


FIOjRIM.AIH コミ マシ ド 





Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
1 

拡張 フォ ー マ ッ ト 

FROM TO( シ リン タ * ) 


0001 し 1280 
1281 Ge 2100 


Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
1 

拡張 フォ ー マ ッ ト 

FROM IOC み リル タム 


0001 1280 
1281 2100 


ます 
画面 に 戻る こと が で きま す ) 
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舞 誰 域 開放 


ハー ド デ ィ スク が お か し く な っ た 、 フ ァイル が 読み 出せ な い 、 領 域 確保 を や り 直 し 
た いな どの と き に は 、 つ ぎの よう に 「 領 域 開放 |] を する (そし て また 領域 確保 を す 
る )。 開 放さ きれ た 領域 は 「 未 使用 領域 | と 表示 され 、 ま た 領域 確保 で きる よう に な る 。 


@ 領 域 開放 


FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
ーー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ンー ニニ DD と ルス 人 が は 坦 92 財 は 湯 が 攻 02 00u 二 は た 伺 且 A| 


装置 番号 1 


接続 状況 
の if 形 : 基 拡張 フォ ー マ ッ ト 6 
1: SCSI 固 定 ** ィ ス 2 #0 
に 信 。 


領域 確保 

[ 質 項 太 難 ] 回 一 一 領域 の すべ て の デー タ を 消す 。 再 確認 の 前 準備 
初期 化 

状態 変更 

秀 < 正 





矢印 キー で 項目 を 選択 し 
(ESC キ ー を 押す と 処 理 





MS-DOS3.0 の 領域 を 開放 する 例 


FORMAT コ マン ド 。5.00 
の ーー ーーー ニーーー ーー ニー ンー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー デー) Gap GA NDCOiRpgiEaI を IO BSDS 


装置 番号 


サイ ス * BOOT 


のど 2706 で きま 2 まり 
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FORMAT コ マン ド 


装置 番号 
フォ ー マ ッ ト 形 式 
シス テム 名 能 


MS-DOS 3.30 


状 
の 人 グ 胡 
MS-DOS 5.00 アー グマ 1 


FORMAT コ マン ド 


装置 番号 
フォ ー マ ッ ト 形 式 
シス テム 名 態 


MS-DO0S 3.30 
MS-DO0S 5.00 


状 
4 
あい の 


4 
プ 


の 
グ 


5.00 
Copyright 


Ver . 


1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 
FROM 


1280 
2100 


0001 
1281 


Il 面 に 戻る こ 


Ver. 5.00 


TO (シリ ンタ * ) 


(C) NEC Corporation 1983.1991 


サイ ス * BOOT 


不可 
可 


128 
082 


と が で きま す ) 


Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 


1 
拡張 フォ ー マ ッ ト 
FROM 


1280 
2100 


0001 
1281 





TO0( シ リッ タ * ) 


サイ ス * BOO0T 


不可 
可 


128 
082 


ーーーー この 段階 で は 解放 され た か わか ら な い 
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FORMAT コ マン ド Ver. 5.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
マッ プ て 状態 を 調べ る 1: SCSI 固 定 * ィ メ 2 #0 
領 城 確保 
傾 域 解 放 
初期 化 
状態 変更 
和 入 下 
= 


接続 状況 


目 
を 


FORMAT コ マン ド 
Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 
装置 番号 1 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
シス テム 名 状 熊 FROM TO (シリ ンタ * ) サイ ス " BOOT 
光 が * 玉 ゃ アゲ 082 可 


リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 回 
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終了 





ハー ド デ ィ スク 関連 の 処理 を 終了 する と き は 、 つ ぎの よう に 「 終 了 」 を 選ぶ 。 


@ 終 了 


FORMAT コ マ ィ ン ド Ver. 5.00 
ーーーー ニ ーー デー デー デーーーーーー デ ーーーーーーーーー Copyfiight (69 NEG Corpoiratlion 9835.1981 


装置 番号 1 


接続 状況 
フォ ー マ ッ ト 形 式 拡張 フォ ー マ ッ ト 
1: SCSI 固 定 ** ィ 22 #O 
に 人 し 4 


領域 確保 





210M バ イト を 128M バ イト と 82M バ イト に 分 割 し て 起動 する と ドラ イブ が それ ぞ 
れ A、B に 割り 当て られ る 。 
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E ア ヨコ 


ファ イル を 
つう まく 整理 し よう 





この 章 で は 、 ハ ー ド ディ スク に ファ イル を 整理 し て 記録 し 、 

わか りや すく 使い や すく する た め の 

ファ イル 整理 の ノウ ハウ を 伝え よう 。 

特に 階層 ディ レク トリ に つい て は 、 

これ まで み ら れ な か っ た 画 期 的 で 理解 し や すい 解説 を し た つも り だ 。 





ファ イル の 名 前 





MS-DOS の ファ イル 名 は 、 ファ イル の 内 容 を 表わす 前 半 の 部 分 と 、 フ ァイル の 性 質 
や 種類 を 表わす 後半 の 部 分 と で 構成 され る 。 


この と き 、 前 半 の 部 分 を 単に 「 フ ァイル 名 」 と 呼び 、 後 半 の 部 分 を 「 拡 張子 」 (か く 
ちょ うし ) と 呼ぶ 、FORMAT コ マン ド の 例 を あげ よう 。 


ーー EXE 


| 拡張 子 (ファ イル の 性 質 や 種類 ) 
ファ イル 名 (ファ イル の 内 容 ) 








MS-DOS で は 、 フ ァイル の 拡張 子 に より ファ イル の 種類 が わけ られ て いる 。 
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MS-DOS の ファ イル と 
市 販 ソ フト の ファ イル 


MS-DOS の ファ イル と 市 販 ソ フト に は 、 つ ぎの よう な ファ イル の 種類 が あり 、 拡張 
子 に よっ て 分 類 さ れ 機 能 が 異な る (カッ コ 内 は 拡張 子 と 読み 方 )。 





① プ ログ ラム ・ フ ァイル (COM : コム 、EXE : エグ ゼ ) 
② シ ステ ム ・ フ ァイル (SYS : シス ) 

⑬ ド ライ バ ・ フ ァイル (DRV : ドラ イブ ) 

⑭⑰ ド キュ メン ト ・ フ ァイル (DOC : ドッ ク ) 


⑤⑮ バ ッ チ ファ イル (BAT : バッ ト ) 
⑥ 辞 書 フ ァイル (DIC : ディ ッ ク ) 
〈⑰⑦ メ ニュ ー フ ァイル (MNU : メニ ュー) 


プロ グラ ム ・ フ ァイル (COM、EXE) 
内 秦 


MS-DOS の コマ ンド 入力 待ち (A:\> な ど ) の 状態 か ら 、 実行 され る プロ グラ ム 。 MS 
-DOS で 実行 され る コマ ンド の 一 種 で 外部 コマ ンド と いう (ファ イル と し て メモ リ の 
外 に ある た め )。 一般 の 市 販 ソ フト は 、 こ の プロ グラ ム ・ フ ァイル の か た ち を と っ た も 
の が ほとん ど 。 
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COM と EXE の 2 つが ある 。 2 つの 意味 と 違い は つぎ の と お り 。 


鎧 COM : COMmand file 
一 般 に プロ グラ ム の サイ ズ が 比較 的 小さ いも の 。 


COM フ ァイル の 例 





MOUSE.COM (マウ ス ド ラ イ バ ) 
TREE.COM (ディ レク トリ 構造 表示 ) 
BATKEY.COM (キー 入力 処理 ) 
UNFORMAT.COM (フォ ー マ ッ ト 復 活 ) 
JXW.COM (一 太郎 の 起動 プロ グラ ム ) 
LOTUS.COM (1-2-3 の 起動 プロ グラ ム ) 











念 EXE : EXEecutable file 
一 般 に プロ グラ ム ・ サ イズ が 比較 的 大 きい も の 。 


⑮⑱EXE フ ァイル の 例 





FORMAT.EXE (フォ ー マ ッ ト ) 
DISKCOPY.EXE (ディ スク コピ ー) 





SYS.EXE (シス テム 転送 ) 
JW.EXE (ジャ スト ウィ ンド ウ ) 
123.EXE (1-2-3 の プロ グラ ム 本 体 ) 





COM と EXE は 、 プ ログ ラム の 構造 自体 に 違い が あり 、 プ ログ ラム の 大 き さ が 異な 
る 。 一 般 に EXE フ ァイル の ほう が COM フ ァイル より も 大 きい 。 構 造 や 大 き さ は 違っ て 
も 、 機 能 や 実行 結果 は な ん ら 変 わり が な い 。 
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Lotus 1-2-3 の 例 を あげ る と 


起動 プロ グラ ム と し て LOTUS.COM 
本 体 プ ログ ラム と し て 123.EXE 


が ある 。 

LOTUS.COM は 小さ な メニ ュー プロ グラ ム で 、 本 体 の 123 .EXE を 起動 する 役目 を 
し て いる 。 

な お 、 COMMAND.COM と いう ファ イル は 、 特別 な が COM フ ァイル で 、 キ ー ボ ー ド 
か ら 入 力 さ れ た コマ ンド を 解釈 し て 実行 する 働き を する (197 ペ ー ジ 参照 )。 


シス テム ・ フ ァイル (SYS) 
硬 夏 


MS-DOS の シス テム の 中 核 と な る ファ イル で 、MS-DOS の 起動 時 に 自動 的 に メモ 
リ に 読み 込ま れ て 動作 する 。 デ ィ ス ク の 特別 な 部 分 に あり 、 通 常 DIR コ マン ド で は 表示 
され な い 。MS-DOS の シス テム ・ フ ァイル と は つぎ の 2 つ 。 





・MSDOS.SYS (エム エス ドス ・ シ ス ) 
・IO.SYS (アイ オー・ シ ス ) 


@MSDOS.SYS 
MS-DOS SYStem の 略 で MS-DOS の 中 核 と な る 部 分 。 デ ィ ス ク や ファ イル 管理 、 
メモ リ 管 理 、 周 辺 機器 管理 な ど を 行う 。 


信 |O.SYS 
Input Output SYStem (入出 力 シ ステ ム ) の 略 で キー ボー ド や ディ スク 、 プ リン タ 
な ど ハ ー ド ウェ ア の 制御 を する 部 分 で 、 こ れ ら と 実際 の デー タ の 入出 力 を 行う 。 
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この 2 つと 前 出 の COMMAND.COM と あわ せ た 3 つの ファ イル が 、MS-DOS の シ 
ステ ム の 3 本 柱 と な る 。 

な お 、 こ の 2 つの シス テム ・ フ ァイル を 表示 する に は つぎ の コマ ンド を 実行 する ( シ 
ステ ム が ドラ イブ A に ある 場合 )。 


MS-DOS3.3 の 場合 





| gosk A: /Va | 





MS-DOS5.0 の 場合 

















店 A: /A:S 回 | 





@ シ ステ ム ・ フ ァイル の 表示 (MS-DOS5.0 で の 実行 例 ) 





A:\>DIR /A:S 回 


ドラ イブ A: の ポリ ュー ムラ ベル は HDD A 
ディ レク トリ は A\ 


IO SYS 65536 91-11-08 0:00 
MSD0S SYS 29696 91-11-08 0:00 
2 個 95232 バイ ト の ファ イル が あり ます . 


116211712 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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ドラ イ バ ・ フ ァイル (SYS、DRV) 
情 才 寺 


MS-DOS の 起動 時 また は 起動 後に 組み 込ま れる も の で 、 機 能 を 追加 する プロ グラ ム 
や シス テム が 入っ て いる (コマ ンド と し て は 実行 で き な い )。MS-DOS に 日 本 語 FEP 
や プリ ンタ 、 マ ウス な ど を 制御 する ドラ イ バ ・ フ ァイル が ある が 、 市販 ソフ ト で は 、 
日 本 語 FEP は も ちろ ん RAM デ ィ ス クソ フト な ど が この ファ イル で 提供 され て いる 。 

拡張 子 は SYS また は DRV と な っ て いる が 、 SYS の ほう が 一 般 的 (機能 的 に は な ん ら 
変わ り が な い )。 こ の ファ イル は シス テム ・ フ ァイル と 異な り 、DIR コ マン ド で ファ イ 
ル 名 を 表示 する こと が で きる 。 


@SYS : SYStem file 











PRINT.SYS (プリ ンタ ) 
MOUSE.SYS (マウス) 
RSDRV.SYS (RS-232C) 
RAMDISK.SYS (RAM デ ィ ス ク ) 
ATOK7A.SYS (一 太郎 の 日 本 語 FEP) 
ATOK7B.SYS (一 太郎 の 日 本 語 FEP) 











@DRV : DRiVer file 





NECAIK1 .DRV (NEC の 日 本 語 FEP) 
NECAIK2.DRV (NEC の 日 本 語 FEP) 
MTTK3A.DRV (松茸 V3) 
MTTK3B.DRV (松茸 V3) 
VJEB.DRV (VJE-/ Ver.3.0) 
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こう し た ファ イル は デバ イス ・ ド ライ バ (device driver) と 呼ば ん る が 、 キ ー ボ ー 
ド や マウ ス な ど デ バイ ス (周辺 機器 ) を 駆動 ・ 制 御 す る も の (ドラ イ バ ) か らき て い 
る 。 

な お 、 拡 張子 に SYS が つい て いて も 


CONFIG.SYS 


は 特別 な が ファ イル で 、MS-DOS の 起動 時 に その 内 容 が 読み 込ま れ て 動作 環境 が 設定 き 
れる テキ スト ファ イル だ (187 ペ ー ジ 参照 )。 


ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル (DOO) 
柚 欄 


文書 や 文字 デー タ が 書か れ た も の 。 あ る 操作 や プロ グラ ム の 説明 が 書か れ て いる こ 
と が 多い 。 


人 DOC : DOCument file 








README.DOC (機能 解説 や マニ ュ ア ル ) 
LHA.DOC (フリ ー ソ フト ウェ ア の マニ ュ ア ル ) 
HISTORY.DOC (フリ ー ソ フト ウェ ア の 履歴 が 書か れ た マニ ュ ア ル ) 
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バッ チ フ ァイル (BAT) 
商人 宰 


コマ ンド を 一 括 し て 実行 する ファ イル 。MS-DOS の 内 部 コマ ンド や COM フ ァイル 、 
EXE フ ァイル な ど を 書い て お く と 、 そ れ ら が 順次 自動 的 に 実行 され る 。 


BATch file (batch と は 東 の 意 で コマ ンド を 東 ね て 一 度 に 実行 する こと か ら つ けら 
れ て いる )。 


AUTOEXEC.BAT (自動 実行 用 ) 
MATU.BAT ( 松 Ver.6 起 動 用 ) 


MYTALK.BAT (まい と 一 〈Ver.2 起 動 用 ) 
WORKS25.BAT (Works2.5 起 動 用 ) 








辞書 ファ イル (DIC) 





日 本 語 FEP の 辞書 ファ イル 。NEC の 辞書 ファ イル は NECAI.SYS と 拡張 子 に SYS 
と つい て いる が 、 こ れ は 例外 。 普 通 は DIC と な っ て いる 。 


@DIC : DICtionary (辞書 ) 





ATOK7L.DIC (ATOK7 の ラー ジ 辞 書 ) 
JISHO3.DIC (松茸 Ver.3 の 辞書 ) 
VJEB.DIC (VJE-/ Ver.3 の 辞書 ) 
WX2.DIC (WXII の 辞書 ) 
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メニ ュー ファ イル (NEC 専 用 ) 
内 容 


メニ ュー プロ グラ ム (MENU) で 表示 する メニ ュー と ユー ザー が 独自 に メニ ュー プ 
ログ ラム を 使う た め の サ ンプ ル メ ニュ ー。 これら は 、NEC の MS-DOS に し か な い 。 


@MNU : MeNU file 





MEMU.MNU (メニ ュー) 


SAMPLE.MNU (サン プル メニ ュー) 
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知っ て お きた い 
ファ イル 名 と 拡張 子 


その 他 の 知っ て お きた い フ ァイル 名 と 拡張 子 と し て は 、 読 者 が 使っ て いる 市 販 ソ フ 
ト の プロ グラ ム ・ フ ァイル 名 と それ で 作ら れる デー タフ ァイル の 拡張 子 だ 。 


ー フ ァイル の 誠 基 








一 太郎 dash 
VJE-Pen 





JG Ver.3.0 

















JG DAT 
花子 Ver.2 HANA JHS 
松 Ver.6 MATU BUN 
玲 TURU GRP 








Lotus 1-2-3 R2.3J 123 WJ2 
2 シベ N ド 9 レク 2020 W20 


マル チ ブ ラン MP 紳 定 な し 




















TheCARD Ver.5 CRD5 DAF な ど 
まい と で てく Ver.2 MYTALK 指定 な し 





さら に 、 慣 例 と し て 使わ れ て いる ファ イル の 拡張 子 と し て は 、 つ ぎの よう な も の が 
ある の で 、 フ ァイル を 作る と き に 使う と よい 。 








BAK (BAcKup の こと て で 予備 ファ イル ) 

TXT (TeXT の こと で テキ スト ファ イル ) 
DAT (DATa の こと で デー タフ ァイル ) 

HLP (HeLP の こと で ヘル プ フ ァ イ ル ) 

PRN (PRiNt の こと で 印刷 用 ファ イル ) 

TST (TeST の こと で テス ト 用 ファ イル ) 

MSG (MeSsaGe の こと で メッ セー ジフ ァイル ) 
$$$ (一 時 的 な 作業 ファ イル ) 
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こう し て ファ イル を 分 類する 


ハー ド デ ィ スク に 、 ど ん な ファ イル で も ご ちゃ 混ぜ に 作っ て いた の で は よく な い 。 
DIR で ファ イル 一 覧 を 表示 し て も 、 滝 の よう に ファ イル 名 が ザー っ と 流れ る だ け で 、 ど 
こと に どん な ファ イル が ある の か わか ら な く な る 。 そこ で 、 フ ァイル を うま く 整 理 し 、 
関連 する グル ー プ ご と に 分 け 、 グ ルー プ 別 に 記録 する よう に する 。 

ファ イル を 整理 する と き に は 、 基 本 的 に は その 種類 に よっ て グル ー プ わけ を する の 
が 普通 だ 。 


・MS-DOS グ Windows の 外部 コマ ンド や ドラ イ バ ・ フ ァイル 
・ 日 本 語 FEP の 辞書 ファ イル 

・ 日 本 語 FEP 

・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト 

・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト で 作ら れる デー タ 

・ ド キュ メン ト フ ァイル 

・ バ ッ チ ファ イル 

*・ ユー ティ リティ ソフ ト 

・ 作 業 フ ァイル 

・ そ の 他 


で は 、 こ れ を どの よう に グル ー プ 分 け す る か に つい て 説明 し て いこ う 。 
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MS-DOS で は 、 フ ァイル を 整理 し て 記録 する 場合 に ちょ うど 適し た グル ー プ 分 け の 
機能 が ある 。 

それ は 、 フ ァイル を 入れ る 器 と ファ イル の 2 つ を 作る こと が で きる 機能 だ 。「 器 」 に 
は ファ イル その も の (コマ ンド ファ イル や デー タフ ァイル な ど ) の ほか 、 別 の 小さ な 
器 を 作っ て 入れ る こと が で きる と 考え る 。 

この 「 器 | が 関連 し た ファ イル を 入れ る グル ー プ 分 け の 機能 を 果たす も の 。 ハ ー ド 
ディ スク 全体 また は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 枚 全体 を 1 つの 大 き な 器 と し て 考え て みる 
と 、 つ ぎの よう な こと に な る 。 


⑱ 器 と ファ イル の 概 意 図 


ファ イル 
メー ア 


トマ デバ 
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ディ スク に は 、 プ ログ ラム や デー タ の ファ イル 名 と それ が ディ スク の どの 位置 に 記 
録 さ れ て いる か 、 ど こ に 空き 領域 が ある か な どの 情報 が ある 。 そ の 情報 が 記録 され て 
いる と ころ を ディ レク トリ (directory : 登録 簿 の 意 ) と 呼ぶ 、。 こ の ディ レク トリ を 参 
照 し て ファ イル の 読み 書き が 行わ れる 。 こ の ディ レク トリ を 「 器 ] と 考え よう 。 

ディ スク に は 大 元 に な る ディ レク トリ が あら か じ め 用 意 き れ て いる 。 こ れ を 


ルー トディ レク トリ (root directory : root は 根 の 意 ) 


と いう 。 便宜 上 ルー トディ レク トリ を 「 大 器 ] と 呼ぶ こと に し よう 。 

ルー トディ レク トリ (大 器 ) に は ファ イル だ け で は な く 、 別 の ディ レク トリ を 作る 
こと が で きる 。 こ れ に より 、 ル ー ト ディ レク トリ に いく つか の ディ レク トリ を 作る こ 
と で 、 関 連 あ る ファ イル を まとめ て 整理 ・ 分 類する こと が で きる 。 

これ ら の ディ レク トリ を ルー トディ レク トリ に 対し て 


サ プ デ ィ レ クト リ (subdirectory : sub は 副 の 意 ) 


と いう 。 こ れ を 便宜 上 「 小 器 ] と 呼ぶ こと に する 。 こ の サブ ディ レク トリ ( 小 器 ) の 
な か に も ファ イル が 作ら れ 、 ま た サブ ディ レク トリ を 作る こと が で きる 。 
ここ で 大 事 な こ と は つぎ の 3 点 だ 。 


① ル ー ト ディ レク トリ は あら か じ め 作 られ て お り 1 個 し か な い 
(フォ ー マ ッ ト し た と き に 自動 的 に 作ら れる ) 

② サ プ デ ィ レ クト リ は 自分 で 好き な よう に 作れ る 

⑬ ル ー ト ディ レク トリ で も サ プ デ ィ レ クト リ で も 、 デ ィ レ クト リ に は 、 フ ァイル が 記 
録 で きる し 、 ま た サ プ デ ィ レ クト リ が 作れ る 
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つぎ に ルー トディ レク トリ 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 、 フ ァイル の 関係 を 図示 し て みた 。 





この ディ レク トリ の 構造 は 、 会 社 の 組織 図 の よう に 階層 的 な スタ イル に な っ て いる 
た め 階 層 デ ィ レ クト リ と いう 。 





ルー トディ レク トリ 
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これ は また 、 大 元 の 木の根 か ら 枝 が 生え 、 枝 別れ し て 葉 が つく よう に 見 える の で ツ 
リー ( 木 ) 構造 と も いう 。 


サ プ デ ィ レ クト リ (小枝 ) 






サブ ディ レク トリ (中 枝 ) 


ニー ざさ で ヽ コ ーー モミ 





さしずめ 


幹 が ルー トディ レク トリ 
枝 が サブ ディ レク トリ 
葉 が ファ イル 


と いえ よう 。 そ の 意味 で は 、 ル ー ト ディ レク トリ と いう こと ば の ニュ アン ス が わか る 
と いう も の 。 

な お 、 本 書 で は 、 こ れ か ら デ ィ レ クト リ の 構造 を 表わす の に わか りや すい よう に さ 
き ほ どの 組織 図 を ひっ くり 返し て 、 も っ と シン プル に 図示 する 。 
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サブ ディ レク トリ を 作る 





サブ ディ レク トリ を 作る に は 、 つ ぎの コマ ンド を 使う 。 





読み 方 : メイ ク デ ィ レ クト リ 
語 源 : MaKe DIRectory (ディ レク トリ を 作る の 意 ) 


で は 、 練習 と し て 実際 に DOS、BAT、TMP の サブ ディ レク トリ を 作っ て みよ う 。 





サブ ディ レク トリ の 作り 方 
A:\>MD DOS 加 
A:\>MD BAT 回 3 つの サ プ デ ィ レ クト リ を 作る 





A\yMD TMP 
A:\>DIRR 


ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は DEMO_DISK 
ディ レク トリ は A:\ 


DOS <DIR〉 92-06-29 19:20 - 
BAT <DIR> 92-06-29 19:20 ee 
TMP <〈DIR> 92-06-29 19:20 一 


3 個 の ファ イル が あり ます . 
250880 バイ ト が 使用 可能 で す . 








DOS、 BAT、 TMP の 右側 に く DIR> と ある の は 、 そ れ ら が サブ ディレク トリ で ある 
こと を 表わし て いる 。「 3 個 の ファ イル が あり ます 」 と ある よう に 、 サ プ ブ ディレク トリ 
も ファ イル と し て 数 えら れる 。 
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サブ ディ レク トリ に 移る 





ある サブ プ デ ィ レ クト リ に 移る に は 、 つ ぎの コマ ンド を 使う 。 


読み 方 : チェ ンジ ・ デ ィ レ クト リ 
語 源 :CHange DIRectory (ディ レク トリ を 変更 する の 意 ) 


ここ で 、BAT の サ プ デ ィ レ クト リ に だ 移っ て みよ う 。 つ ぎの よう 入力 する 。 









A:\BAT>DIR 





ドラ イプ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は DEMO DISK 
ディ レク トリ は A:\BAT 


<DIR> 93-06-29 19:20 
且 <DIR> 93-06-29 19:20 
2 個 の ファ イル が あり ます . 
250880 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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最初 の 2 つの 表示 に 注目 。 


・ <DIR> 
… <DIR> 


この 2 つ は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ の ファ イル の 先頭 に 表示 され 、 サ プ デ ィ レ クト リ 独 
特 の も の 。 ル ー ト ディ レク トリ に は な い 。 


は サ プ デ ィ レ クト リ 自 身 
.、 は ひと つ 上 の ディ レク トリ 
を それ ぞ れ 表わし て いる 。 
DIR . 回 
と する と 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 内 の ファ イル 一 覧 が 表示 され る (DIR と 同じ )。 


DIR .. 回 


と する と 、 1 つ 上 の ディ レク トリ 内 の ファ イル 一 覧 が 表示 され る ( 例 で は ルー トディ 


レク トリ )。 
これ で BAT の サブ ディ レク トリ に 移っ た 。 つぎ に 、 そ の も と に ファ イル を 作っ て み 


よう 。 つ ぎの よう に 入力 する 。 









A:\BAT>COPY CON DEMO.BAT 回 ー フ ァイル を 作る 
DIR Ai:*. 回 
DIR B:*. 回 


4 
1 個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 





ここ で ルー トディ レク トリ に 戻っ て 、DIR を 実行 し た の が つぎ の 実行 例 だ 。 
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Ai\>CD .. 回 
A:\>DIR 回 


ドラ イブ A: の ディ スク の ポリ ュー ムラ ベル は DEMO DISK 


ディ レク トリ は A:\ 

DOS <DIR> 93-06-29 19:20 
BAT <DIR> 93-06-29 19:20 
TMP <DIR> 93-06-29 19:20 


3 個 の ファ イル が あり ます . 


ルー トディ レク トリ の ディ レク トリ 表示 出 人 湖 








250880 バイ ト が 使用 可能 で す . 


デー タフ ァイル の 経路 指定 


これ で は BAT の も と に ファ イル が 作ら れ て いる か わか ら な い 。 こ こ で DEMO.BAT 
の 内 容 を 見 る に は 、 つ ぎの よう に する 。 


DEMO.BAT の 内 容 表 示 
DIR Ai:*. | 












A:\>TYPE BAT\DEMO.BAT 回 
DIR B:*. 





サブ ディレク トリ が いく つも ある と 、 デ ィ レ クト リ を 変更 し て 、 実際 の ファ イル が 
ある と ころ まで 、 た どり つく の は 大 変 だ 。 そ こ で 、 先 程 の ファ イル を 読み た い 場 合 、 


\ BAT DEMO.BAT 
(ルー トディ レク トリ ) (サブ プ デ ィ レ クト リ ) (ファ イル ) 


の ファ イル に た どり つく に は 








\BAT\DEMO.BAT 


と いう よう に 指定 する 。 
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これ を パス 名 を 使っ て の ファ イル 指定 と いう 。 パ ス 名 と は 、Path す な わ ち | 経路] 
と いう こと で 1 つも し く は いく つか の ディ レク トリ 名 を 順に 並べ た も の だ 。 こ の と き 
に は 、 半 (円 マー ク ) で ディ レク トリ 名 の 最後 と ファ イル 名 の 先頭 を 区 切っ て 表わす 。 
1 番 先頭 り 詩 は ルー トディ レク トリ を 示す も の で 、 同 じ 壮 だ が ディ レク トリ 名 と ファ 
イル 名 の 区 切り を 表わす 機能 と は 異な る 。 


A:\ 
B:\ 


の よう に ドラ イブ 名 の あと に \ が つく 場合 は 、 ル ー ト ディ レク トリ を 指定 し て いる 。 
な お 、 今 ルー トディ レク トリ に いる 場合 は 、 先 頭 の \ は 省 い て も よい 。 つ ぎの パス 名 
の 指定 は 同じ こと に な る 。 


A:\>TYPE \BAT\DEMO.BAT 
A:\>TYPE BAT\DEMO.BAT 


ある ファ イル を 読み 書き する に は 、 そ の ファ イル が 入っ て いる ディ レク トリ を 参照 
する 必要 が ある が 、 そ の ファ イル が 今 い る ディ レク トリ 以外 に ある 場合 、 パ ス 名 を 使 
うと ディ レク トリ を 変更 せ ず に 参照 する こと が で きる 。 つ まり 、 パ ス と は 、 目 的 の デ 
ィ レ クト リ へ の 経路 と いう こと に な る 。 

な お 、 市 販 ソ フト で デー タ を 読み 書き する と き に も 


B:\123\SALES 


な ど と する こと が で きる 。 

ちな み に こ の サブ プ デ ィ レ クト リ を 指定 する 記号 は 、 ア メリ カ の パソ コン で は ヽ ( ヾ 
ックス ラッ シュ ) な の だ が 、 そ れ に 対す る 日 本 製 の キー ボー ド が に な っ て いる の で 
壮 が 使わ れ て いる 。 
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コマ ンド ・ フ ァイル の 経路 指定 


今 の は デー タフ ァイル へ の アク セス だ が 、 コ マン ド フ ァイル を 実行 する と き に も 同 
じ よ うに パス の 指定 を する 。 た と えば 、 サブ ディ レク トリ DOS の も と に FORMAT コ 
マン ド が ある と し 、 こ れ を ルー トディ レク ト リ か ら 実 行 し た いと する 。 普通 は DOS に 
移る か 、 パ ス 名 を 指定 し て 実行 する 。 






A:\>CD DOSa 
A:\DOS>FORMAT Di 回 ーDOS に 移っ て 実生 





Format Version 5.00 


新しい ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か キー を 押し て くだ さい . 














A:\>DOS\FORMAT D( 回 <ーDOS を 頭 に つけ て 実行 
Format Version 5.00 


新しい ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か キー を 押し て くだ さい . 











MS-DOS で は 通常 の 


カレ ント ドラ イブ の 

カレ ント ディ レク トリ に ある 
コマ ンド ・ フ ァイル し か 実行 で き な い 。 

これ で は 、 別 の ドラ イブ や 別 の サブ ディ レク トリ に いる と き な ど コマ ンド ・ フ ァ イ 
ル を 実行 する の に 不便 な の で 、 あ ら か じ め 、 ど の パス を 探す か を 設定 し て お ける 。 そ 
の コマ ンド が PATH で 、 つ ぎの よう に 使う 。 


158 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 









A:\>PATH A:\DOS 回 ー パ ス を A:\DOS に 設定 


A:\>PATH 回 + 設定 確認 
PATH=A:\DOS 
A:\>FORMAT DI 回 ー ル ー ト ディ レク トリ か ら 実 行 で きる 


Format Version 5.00 


新しい ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か キー を 押し て くだ さい . 











これ で 、 ル ー ト ディ レク トリ に FORMAT コ マン ド が な けれ ば 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 
DOS の 中 を 探し 、 そ れ を 実行 する 。 PATH を うま く 設 定 す る こと は ハー ド デ ィ スク を 
上 手 に 使う コツ の 1 つ 。 そ の 詳し い 使 い 方 は 、209 ペ ー ジ を 参照 の こと 。 

階層 ディ レク トリ の まとめ と し て 、 こ れ ま で 作っ た ディ レク トリ と ファ イル の 構造 
を 図示 し て お こう 。 


これ まで の ディ レク トリ と ファ イル の 構造 
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サブ ディ レク トリ を 削除 する 


サブ ディ レク トリ を 削除 する に は 、 つ ぎの コマ ンド を 使う 。 


読み 方 : リム ー ブ デ ィ レ クト リ 
語 源 : ReMove DIRectory (ディ レク トリ を 取り 除く の 意 ) 





この コマ ンド は 、 サ プ デ ィ レ クト リ の 下 に ファ イル が ある と き は 、 その ファ イル を 
保護 する た め に 実行 する こと が で き な い 。 不要 な サブ ディ レク トリ を 削除 する に は 、 
その 下 に ある ファ イル を すべ て 削除 し た の ち に RD を 実行 する 。 
サブ ディ レク トリ の 削除 の し か た “ | 


Ai\>RD BAT 回 ー フ ァイル が ある と 削除 で き な い 














パス の 指定 が 違う か ディ レク トリ で な いか 
また は ディ レク トリ が 空 で は あり ませ ん . 





A:\>DEL BAT 回 ーBAT の も と の ファ イル を すべ て 削除 


ディ レク トリ 内 の すべ て の ファ イル は 削除 され ます ! 
よろ し いで すか <Y/N〉? Y 








A:\>RD BAT 回 ー そ し て BAT を 削除 する 











160 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準 備 は こう し よう 


な お 、 サ ブ デ ィ レ クト リ は 1 番 下 の も の か ら 削 除 し て いく 。 途中 の サブ ディ レク ト 
リ を 削除 する こと は で き な い 。 


⑯⑮ サ ブ デ ィ レ クト リ の 削除 の 順序 


TTY 
ルー トディ レク トリ り 







途中 の サブ プ デ ィ レ クト リ は 
削除 で き な い 


サ プ デ ィ レ クト リ は 
下 の も の か ら 
削除 削除 する 


削除 
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サブ ディ レク トリ 名 
を 変更 する 
作成 し た サブ ディ レク トリ 名 が 気に入ら な い 、 市 販 ソ フト を イン スト ー ル し た ら 騰 


手 に 変 な サブ プ デ ィ レ クト リ 名 が 作ら れ た と いっ た 場合 に は 、 つ ぎの コマ ンド を 使う と 
サブ ディ レク トリ 名 を 変更 で きる 。 


| 読み 方 : リネ ー ム ディ レク トリ 
語 源 : REName DIRectory (ディ レク トリ 名 を 変更 する の 意 ) 





つぎ は サブ ディ レク トリ <WORK> を <TMP>〉 に 変更 し た 例 。 








A:\>DIR DI 
ドラ イブ D: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は DATA 
| ディ レク トリ は D:\ 











DOS <DIR> 93-03-21 17 : 24 
BAT <DIR> 93-03-21 17 : 24 
WORK <DIR> 98-03-21 17:24 


A:\RENDIR _D:WORK TMP 





A\>DIR Di 回 
ドラ イブ D: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は DATA 
ディ レク トリ は D:\ 





DOS <DIR> 93-03-21 17 : 24 
BAT <DIR> 93-03-21 17 : 24 








TMP <DIR> 93-03-21 17 : 24 
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点 を うま く こ な す の が ポイ ント だ 。 


(① サ プ デ ィ レ クト リ だ け を 表示 する 
(② 自 分 の いる ディ レク トリ を 知る 
ディレク トリ 間 を スム ー ズ に 移動 する 
(《④ デ ィ レ クト リ 間 で ファ イル 転送 する 


以下 、 順に その テク ニッ ク を 紹介 し よう 。 
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サブ ディ レク トリ だ け を 表示 する 

DIR を 実行 する と ファ イル 名 も サブ ディ レク トリ 名 も いっ し ょ に 表示 され て 、 ど れ 
が サブ ディ レク トリ だ か すぐ に わか ら な いこ と が ある 。 そ こ で 、 サ プ デ ィ レ クト リ だ 
け を 表示 する うま い 方 法 を 紹介 し よう 。 





A:\>DIR *. 回 





この よう に DIR コ マン ド で * と . だ け を 指定 する の だ 。 そ の 実行 例 を お 目 に 掛け よ 
う 。 
サブ ディ レク トリ だ け を 表示 する 


A:\>DIR *. 回 ー サ プ デ ィ レ クト リ だ け を 表示 で きる 























ドラ イブ C: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は SCSI 
ディ レク トリ は も 


DOS <DIR> 92-12-05 17 : 48 
WIN <DIR> 93-03-18 4:36 | 
BAT <DIR> 93-03-16 4:29 
UTL <DIR> 93-03-18 4:29 
DIC <DIR> 93-03-18 4:29 


5 個 の ファ イル が あり ます . 
348160 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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自分 の いる ディ レク トリ を 知る 


サブ ディ レク トリ を いっ た りき た り し て いる と 、 自 分 が 今 ど こ の ディ レク トリ に い 
る の か わか ら な く な る も の だ 。 そ こ で 、 つ ぎの コマ ンド を 実行 し て お く と 自分 が どの 
ディ レク トリ に いる の か を 表示 する こと が で きる 。 


A>PROMPT $P$G 回 
A:\> 




















・$P は 現在 の ドラ イブ と ディ レク トリ を 表示 する 
・$G は > を 表示 する 
・P は PATH、> は Greater than (より 大 ) と いう 意味 。 


ト 開 例 の の イィ ルド リ 半 才 靖 秋 凍 790 9 990*609.9| 
APROMPT $P$G 加 常に サ プ デ ィ レ クト リ も 表示 する 

Ai\CD BAT 

A:\BAT>CD 准 選 “BAT に 移っ た こと が わか る 

2 Pe 








これ で MD、CD、RD の 練習 を し て 、 階 層 デ ィ レ クト リ の し くみ を 体得 する と よい 。 
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ディ レク トリ 間 を スム ー ズ に 移動 する 


どこ に いて も ルー トディ レク トリ に 戻る 








le | 


に 








ひと つ 下 の ディ レク トリ に 移る 





| CD DOS 回 


L」 





⑯ ふ たつ 下 の デ ィ レ クト リ に 移る 





| CD DOSYDOCGH ”” (CD DOC で 直接 は 移 れ な い ) 





ひと つ 上 の ディ レク トリ に 移る 


le .. 回 








に 9 








⑤ ふ たつ 上 の ディ レク トリ に 移る 


CD \DOS 回 (CD \DOC\DO0S と し て は 移 れ な い ) 


⑱ 他 の ディ レク トリ に 移る 














| CD \BAT 回 | 








上 か ら 下 に 移る と き は ひと つ ず つ 段 々 に 、 下 か ら 上 に 移る に は 直接 その ディ レク ト 
リ に 行く よう に 指定 する 。 ま た 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 間 を 移動 する と きも 、 直 接 指定 す 
の ia 


166 一 一 一 第 2 部 使う 準備 は こう し よう 


ディ レク トリ の 移動 法 
ルー トディ レク トリ 1 J \ 


CD DOS エー トト ーーー 」 CD BAT 
ETD CD \BAT 


(CD BAT 


は 不可 ) 
CD DOC 


CD \DOS 
(直接 OK) 





CD \DOS\DOC\TXT CD \DOS\DOC\TXT 
(CD \TXT は 不可 ) (CD \TXT は 不可 ) 
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ディ レク トリ 間 で ファ イル 転送 する 


ルート ディ レク トリ と ひと つ 下 の ディ レク トリ 














IA め copY CONFIG.SYS \DOS 回 











⑮ サ ブ デ ィ レ クト リ か ら ル ー ト ディ レク トリ へ 








|ACOPY DOS\CONFIG.SYS \ 








⑱ ふ た つ 下 の ディ レク トリ か ら 別 の ドラ イブ へ 











IAwoopy DOS\DOC\*.* BI 回 








ひと つ 上 の ディ レク トリ 











| AD0SYDCComy CONFIG.DOC \DOS 回 





⑲ あ ふたつ 上 の ディ レク トリ 











| AD0SYD0cYTXDcopy CONFIG.TXT \DOCYDOS 














⑮ サ ブ デ ィ レ クト リ ど うし 











| A\>COPY \D0S \BA 


人 
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ディレク トリ 間 で の ファ イル 転送 


COPY CONFIG. SYS \D0S 






COPY CONFIG. DOC \D0S 


COPY CONFIG. TXT \DOC\DOS 人 伸 の 


CONFIG. TXT 


ドラ イブ B 
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覚え て お きた い サ ブ デ ィ レ クト リ 名 


少し 前 まで は MS-DOS の ファ イル は 、 つ ぎの よう な サブ ディ レク トリ 名 で 分 類 し て 
入れ て いた 。 


<BIN> MS-DOS の 外部 コマ ンド 
<SYS> MS-DOS の デバ イス ドラ イ バ 
< く DOC> ドキュ メン ト フ ァイル 

< く BAT> バッチ フ ァイル 


し か し 、 最 近 で は MS-DOS5 .0 な ど イ ンス トー ル ・ プ ログ ラム で イン スト ー ル する 
と 、 そ れ ら が すべ て 


<DOS> 


と いう サブ ディ レク トリ に 入れ られ て し まう 。 
MS-DOS 関 連 フ ァイル を すべ て ま と め て ある の で 、 こ ちら の ほう が 簡単 。 まつ 
ぎの よう な サブ ディ レク トリ 名 も 使わ れる 。 


く JFEP> 日 本 語 FEP 
く DIC> 日 本 語 FEP の 辞書 
<〈UTL> ユー ティ リティ 


サブ プ デ ィ レ クト リ <JFEP> は ハー ド デ ィ スク ・ イ ンス トー ル の 規格 MAOIX (マオ イ 


ックス ) に 対応 し た イン スト ー ル ・ プ ログ ラム で 自動 的 に 作ら れ 、 そ の も と に 日 本 語 
FEP が イン スト ー ル され る (さら に サブ ディ レク トリ が 作ら れる 場合 も ある )。 


170 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


VJE-/ Ver.3.1 の 例 を あげ る と 、 つ ぎの よう に イン スト ー ル され る 。 


\ーーーーーーー く JFEP>ーーーーーーーー く VJEB31> 


導 L の DU で ー、 サブ プ デ ィ レ クト リ 


VJEB.DIC 
VJEB.DRV 
VJEB.SYS 


この よう に 辞書 ファ イル も < く JFEP>- く <VJEB31> の も と に コピ ー さ れる が 、 複数 の 日 
本 語 FEP を 使う な ら 、 サ ブ プ デ ィ レ クト リ < く DIC> を 作っ て 、 そ の も と に まとめ て 入れ る 
の が よい (辞書 ファ イル を バッ クア ッ プ する と き に 便利 )。 

ュー ティ リティ や ちょ っ と し た プロ グラ ム は < く UTL> ま た は < く UTIL> と いう サブ ディ 
レク トリ を 作っ て 入れ る と よい 。 

また 、 ア プリ ケー ショ ン は つぎ の よう な サブ ディ レク トリ 名 に する と よい (短く て 
ディ レク トリ 操作 の と き に 便利 )。 


く <JXW> 一 太郎 Ver.4 


く 123> Lotus 1-2-3 
<CRD5> TheCARD Ver.5 
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実際 の ファ イル の 分 類 の し か た と し て 、 ポ イン ト に な る も の は つぎ の と お り 。 


・ ル ー ト ディ レク トリ に は 必要 最低 限 の ファ イル を 置く (DIR を と っ た と き に みや す 
くわ か りや すい ) 

・ フ ァイル は 関連 ある も の を グル ー プ 化し て 、 サ プ デ ィ レ クト リ の も と に 入れ る ( ど 
こ に どん な ファ イル が ある か が わか りや すい ) 

・ サ プ デ ィ レ クト リ 名 は 、 わ か りや すく 短く (3 一 4 字 ) つけ る 

・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト は 、 そ の プロ グラ ム 名 を サ プ デ ィ レ クト リ に し て 、 そ の も 
と に 必要 な ファ イル を 入れ る (覚え や すい し 、 実 行 し や すい ) 

・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト で 作ら れる デー タフ ァイル は 、 別 の ドラ イプ に その サ プ デ 
ィ レ クト リ を 作っ て 入れ る (デー タフ ァイル だ け の 予備 ファ イル を 作る と き に コピ 
ー し や すい )。 


これ を も と に 例 と し て 、 フ ァイル を 整理 し た の が つぎ の 図 だ 。 


172 一 一 第 2 部 ⑲ 使 う 準備 は こう し よう 


ファ イル 分 類 5 つ の 原則 に 基づい た ディ レク トリ 構造 例 


ルー トディ レク トリ 
COMMAND. COM 


CONFIG. SYS 
CONFIG. BAK 
AUTOEXEC. BAT 
AUTOEXEC. BAK 





ちょ っ と 意外 か も 知れ な い が CONEIG.BAK と AUTOEXEC.BAK と いう ファ イ 

ル も 作っ て お く と よい 。CONEIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は エディ タ で 修正 す 

る こと が 多い の で 、 修正 前 の ファ イル は BAK と いう 拡張 子 が つい て 保存 され る 。 

BAK フ ァイル を 作っ て いな いと 、 エ ディ タ で と ん で も な い 位置 に 作ら れる こと が あ て 
る の で 、 そ れ を 防ぐ こと が で きる 。 
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つぎ の よう に DIR を と っ た と き に すっ きり する 。 


「 A\>DIREd 


COMMAND 
CONFIG 
AUTOEXEC 
「CONFIG 
AUTOEXEC 
DOS 
BAT 
DIC 
JFEP 
「 MAOIX 
'JXW 
123 
「CRD 
MDHD 

14 個 





COM 
SYS 
BAT 
BAK 
BAK 


ドラ イブ A: の ボリ ュー ムラ ベル は HDD A 
ディ レク トリ は A\ 


24931 91-11-08 0:00 

403 92-12-22 20:43 

糧 。。92=』1-01 0:25 

411 92-12-22 19:55 

座 。。92=14-01 07:25 

<DIR〉 92=12r08 11・10 
<DIR> 92-12r08 3732 
<DIR> YSE09 11:12 
<DIR〉> 93-03-09 16:54 
<〈DIR〉> 99-12-0 呈 11:13 
<DIR〉> 92=12-08 11・11 
<〈DIR> 92=12=08. 11: 11 
<DIR> 92-d2c08 11.。 13 
<DIR〉> 9gE12e08 11:13 


25903 バイ ト の ファ イル が あり ます . 
114425856 バイ ト が 使用 可能 で す . 


174 一 一 一 第 2 部 ⑯ 使 う 準備 は こう し よう 
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MS-DOS で は 、 ユ ー ザ ー が 自分 の 使い や すい よう に 、 

その 操作 環境 を 整え る こと が で きる 。 

この 章 で は 、MS-DOS の バー ジョ ン の 話 か ら 

起動 ドラ イブ の 設定 、 領 域 の わけ か た と 起動 の し わけ 、 

シス テム の 環境 作り の 方 法 、 バ ッ チ ファ イル で の 環境 作り まで 、 
操作 環境 整備 に 欠か せな いこ と が ら を 取り 上 げ て 解説 する 。 
自分 好み の シス テム に し て お く こ と に より 、 

日 々 の 操作 が スム ー ズ に 運び 、 楽 し いも の に な る 。 





現在 は 、 MS-DOS の バー ジョ ン 3.3 と 5.0 が 混在 し て 使わ れ て いる 。 ワー プロ ソフ ト 
な どの 市 販 ソ フト に は 、 バー ジョ ン 2.11 が 組み 込ま れ て いる が 、 バー ジョ ン 2.11 で は 
現在 の ハー ド デ ィ スク を フォ ー マ ッ ト で き な い 。 

NEC の MS-DOS で は バー ジョ ン に より 、 対 応 す る ハー ド デ ィ スク の 台数 、 領 域 、 フ 
ォ ー マ ッ ト が 異な る 。 


⑤NEC の MS-DOS の バー ジョ ン と 対応 ハー ド デ ィ スク 






35 
SASI : 2 台 ま で 
標準 フォ ー マ ッ ト + 拡張 フォ ー マ ッ ト : | 領域 最大 64M パ イト 














333 SCSI : 4 台 ま で ノノ IDE : | 台 の み 
39D 拡張 フォ ー マ ッ ト の み : | 領域 最大 I128M バ イト 
0 SCSI : 4 台 ま で IDE : | 台 の み 
5.0A 拡張 フォ ー マ ッ ト の み : | 領域 最大 2048M バ イト 





176 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


バー ジョ ン 3.3 と 5.0 の 両方 が ある な ら 、5.0 に 統一 する こと を 勧め る 。 そ の さい コマ 
ンド ・ フ ァイル は 、 す べ て 5.0 の も の を 使う 。 

これ か ら ハ ー ド ディ スク を 購入 する の で あれ ば 、 ま よう こと な く 最 新版 の バー ジョ 
ン 5.0 を 使う ほう が よい 。 それ は 大 容量 の ハー ド デ ィ スク に 対応 し て いる ほか 、 つ ぎの 
利点 が ある か ら だ 。 


・ ユ ー ザ ー ズ メモ リ が 広がる 

・DOS シ ェ ル で 操作 が 簡単 

・ 複 数 の プロ グラ ム を 切り 替え て 使え る (タス クス ワッ プ ) 
・ ヘ ルプ が つい て 操作 の し か た が わか る 

・ 有 用 な 新規 コマ ンド が 追加 され て いる 

・ 既 存 の コマ ンド の 機能 が 拡張 され て いる 

・ コ マン ド に ヘル プ メ ッ セ ー ジ が つい て いる 

・ 光 磁気 (MO) ディ スク に 対応 し て いる 
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起動 ドラ イプ と は 、 パソ コン の シス テム (ここ で は MS-DOS) を 起動 する ディ スク ・ 
ドラ イブ の こと 。 普通 、 フ ロッ ピー ディ スク の 1 台 目 の ドラ イブ や ハー ド デ ィ スク の 
ドラ イブ な ど が 起動 ドラ イブ に な る 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と ハー ド デ ィ スク が 両方 ある パソ コン ・ シ ステ ム で は 通常 、 起 
動 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら と ハー ド デ ィ スク か ら の いずれ か に 設定 する こと が で き 
る 。 起動 ドラ イブ は 、 つ ぎの こと を 参考 に し て 決め る と よい 。 


・ 起 動 す る シス テム (MS-DOS の 異な っ た バー ジョ ン ) を 使い 分 けた い 

・ フ ロッ ピー ディ スク か ら で も ハー ド デ ィ スク か ら で も 起動 で きる よう に し た い 
・ ハ ー ド ディ スク の 起動 メニ ュー で 起動 する シス テム を 選び た い 

・ ア プリ ケー ショ ン に よっ て 日 本 語 FEP を 切り 替え て 使い た い 

・ 起 動 時間 は や や 遅く て も か まわ な い 


・ 起 動 時 間 を 速く し た い 
・ い つも ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 し た い 
・ ア プリ ケー ショ ン も デー タ も すべ て ハー ド デ ィ スク に 入れ て 使い た い 


こう し て みる と 、 複 数 の MS-DOS の バー ジョ ン や 日 本 語 FEP を 使い 分 けた い 場 合 
に は 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら 起 動 す る よう に 設定 し て お いた ほう が よい 。 が 、 起 動 
に 時 間 が か か る の が 難点 。 

1 つの MS-DOS の バー ジョ ン や 日 本 語 FEP だ け を 使う と き や 起 動 時 間 を 速く し た 
い 場 合 は 、 ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 す る よう に 設定 し て お いた ほう が よい 。 こ の 設定 
で も 、 テ クニ ッ ク を 使え ば 複数 の バー ジョ ン や 日 本 語 FEP を 切り 替え られ る 。 


178 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 





MS-DOS で は 、 起 動 ド ライ プ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 標準 と し て 設定 され て いる の 
で 、 な に も 設定 する 必要 は な い 。 こ の 状態 で は 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら で も ハー ド 
ディ スク か ら で も 起動 で きる 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 1 台 目 に MS-DOS の シス テム ディ スク を 入れ て 、 パソ コン ・ 
シス テム を 起動 する 。 こ の 場合 、 ド ライ ブ の 割り 当て は 、 つ ぎの よう に な る (フロ ッ 
ピー ディ スク 2 台 、 ハ ー ド ディ スク 2 ドラ イブ の 場合 )。 





ドラ イブ A : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 台 目 
ドラ イブ プ B : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 台 目 
ドラ イブ C : ハー ド デ ィ スク 1 ドラ イブ プ 目 
ドラ イブ プ D : ハー ド デ ィ スク 2 ドラ イブ 目 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に ディ スク を 入れ な いで 、 パ ソコ ン ・ シ ステ ム の 電源 
を 入れ る と ハー ド デ ィ スク の 起動 メニ ュー が 表示 され 、 ど の シス テム を 起動 する か 確 
認 し て 起動 で きる 。 こ の 場合 、 ド ライ ブ の 割り 当て は つぎ の よう に な る (フロ ッ ピ ー 
ディ スク 2 台 、 ハ ー ド ディ スク 2 ドラ イブ の 場合 )。 





ドラ イブ A : ハー ド デ ィ スク 1 ドラ イプ 目 
ドラ イブ プ B : ハー ド デ ィ スク 2 ドラ イブ プ 目 


ドラ イブ C : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 台 目 
ドラ イブ D : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 人 台 有 目 
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PC-9800 シ リー ズ を 例 に し て 、 ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 する 設定 の し か た を 説明 す 
る 。 
つぎ の コマ ンド を 実行 すれ ば よい 。 


SASI : 1 台 目 A\>SWITCH BT[H1] 回 
SASI : 2 台 目 Ai\>SWITCH BT[H2] 回 


SCSI A:\>SWITCH BT[SHD] 回 





これ は BooT (起動 ) を Harddisk の 1 台 目 か 2 台 目 、SCSI の HardDisk に する と 覚 
える 。 こ れ は バッ チ フ ァイル 内 で 実行 する の に 便利 。 ま た 


A:\>SWITCH 





と し て メニ ュー で 「BOOT 装 置 」 を 選択 し て [固定 ディ スク #1 」 (SASI の 場合 ) ま 
た は 「SCSI 固 定 デ ィ ス ク 」 (SCSI の 場合 ) を 選ぶ と よい 。 


180 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


⑯ 起 動 を ハー ド デ ィ スク に 設定 する (SCSI の 場合 ) 


SW ITCH コ マン ド Uer. 3.59 
ーー ?〈※※” ( 愉 の 二 0 (C) NEC Corporation 1985,1991 - 
展 記 因 思 の 人 1299 が - 8EF 引 パ 無 スト グ ビ 1 WWY- タ 有 
りみ 24 ド ッ ト 系 RNKC 漢 字 =1/2 
メモ リサ イズ (6B) 649 
画面 表示 属性 日 


数 値 デ ー タ プロ セッ サ 有 1grHz 
JC) 1 半 SCSI 固 定 デ ィ ス ク 


数 値 デ ー タ プロ セッ サ 2 無 
終 了 
シス テム を 起動 する デ 


キー する と システ A9A 
1PBFD 





この まま で は 、 パ ソコ ン は 起動 が ハー ド デ ィ スク に 変わ っ た こと が まだ わか ら な い 。 
その 情報 は 起動 時 に パソ コン が 知る た めで 、 こ こ で パソ コン を リセ ッ ト す る と 、 ッ 

ド デ ィ スク か ら 起 動 す る 。 

ドラ イブ の 割り 当て は 、 つ ぎの よう に な る (ハー ド デ ィ スク 210M バ イト で 領域 を 
128M 十 82M に し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 台 が ある 場合 )。 








ドラ イブ A : ハー ド デ ィ スク 128M バ イト 
ドラ イブ B : ハー ド デ ィ スク 82M バ イト 
ドラ イブ C : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 台 目 
ドラ イブ D : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 人 台 有 目 








な お 、 ハ ー ド ディ スク の 起動 メニ ュー で 「 自 動 的 に 起動 する 」 に 設定 し て お け 
シス テム を 自動 的 に 起動 する こと が で き る 。 
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固定 ディ スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム (MS-DOS3.3D/5.0) 


NEC W - サ ME" ュ -? 固定 ディ スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム 下 - が ョ >2.29 
Copuright (C) NEC Corporation 1985, 1991 

処 理 : 領 域 の 選択 (起動 ) 

SCSI 固 定 デ ィ ス ク 井 1 


2 RAR 


の 





この メニ ュー が 表示 され た ら 、 つ ぎの よう に 操作 する 。 


①|-| キ ー で 装置 を 選択 する 
②|[1 | ・[! | キー て 起動 し た い 領域 を 選択 する 
③ リ ター ン キ ー て 起動 する 





自動 起動 に し た い 場 合 は つぎ の よう に する 。 


①④|[1 | ・| | キー で 自動 起動 に し た い 領 域 を 選択 する 
② ス ペー スキ ー を 押す (* が つい た ら 自 動 起動 設定 ) 


この 場合 、 起 動 メ ニュ ー 画 面 は 表示 され ず 、 ハ ー ド ディ スク か ら 自 動 的 に 起動 する 。 

自動 起動 の 解除 変更 を し た い 場 合 は 、、 リ セッ ト し て メモ リ チ ェ ッ ク 終 了 後 TAB| キ 
ー を 押し つづ ける (ピピ ピ と な る まで )。 少 し た つと 起動 メニ ュー 画面 が 表示 され る の 
で * の つい た 領域 を 選び スペ ー ス キー を 押す 。 

また 、FORAMT /H の 「 状 態 変 更 ] で 、 領域 を 「BOOT] 可 と 不可 を 設定 を すれ 
ば 、 複 数 の シス テム を 切り 替え て 起動 で きる (130 ペ ー ジ 参照 )。 


182 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 





は じ め は ハー ド デ ィ スク 全体 を 1 つの 領域 と し て 使っ て いた が 、 2 つ に わけ た いと 
いう 場合 が ある 。 た と えば 、 210M バ イト の ハー ド デ ィ スク を を 128M 十 82M に し た い 
な ら 、 つ ぎの よう に する 。 


① ハ ー ド ディ スク の 必要 な ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど に バッ クア ッ プ ( コ 
ピー) する 

②FORMAT /H の 「 領 域 開放 ] で 領域 を 開放 する 

⑬ 「 領 域 確保 ] で 128M と 82M の 2 つの 領域 を 確保 する 

④ バ パ バックアップ し た ファ イル を ハー ド デ ィ スク に 戻す 
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た と えば MS-DOS5.0 と Windows を 起動 し わけ た いな ら 、 領 域 ① に は MS-DOS5. 
0、 領 域 ② に は Windows と シス テム を 転送 し て お き 、 起 動 時 に 表示 され る メニ ュー か ら 
使い た い シ ステ ム を 選択 する と よい 。 

AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を それ ぞ れ の シス テム に あわ せ て 作っ て お け 
る の で 、 シ ステ ム に あっ た 環境 で 起動 で きる 。 

その 方 法 は つぎ の と お り 。 


(①SWITCH コ マン ド で 「BOOT 装 置 」 を 「 標 準 ] に し て お く か 「 固 定 デ ィ ス ク #1 」 
また は 「SCSI 固 定 デ ィ ス ク 」 に 設定 する 。 自動 起動 の 設定 は し な い (180 ペ ー ジ 
参照 )。 

(② ハ ー ド ディ スク を 起動 する と 「 固 定 デ ィ ス ク 起 動 メ ニュ ー プ ログ ラム 」 が 表 わ れ 
る (MS-DOS5.0 の 場合 )。 


⑮SCSI 1 台 の 場合 の 起動 メニ ュー 


NEC パサ ME" ュ -9 固定 ディ スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム パー が ョ >2.29 
Copvright (C) NEC Corporation 1985, 1991 


処 理 : 領 域 の 選択 (起動) 


SCSI 固 定 ディ スク 提 1 





こと で カー ソル で どちら か の 領域 を 選ん で 、 好 き な シ ステ ム を 起動 する こと が で き 
る 。 


184 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


また 、SASI と SCSI の ハー ド デ ィ スク を 接続 (内蔵 ) し て いる 場合 は 、 や は り 起 動 
メニ ュー で どちら か の ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 す る か を 決め られ る 。 そ れ で SASI に 
普通 の MS-DOS シ ステ ム 、 SCSI の ほう に は Windows の シス テム を 入れ て 、 起動 し わ 
ける こと も で きる 。 

パソ コン を 起動 する と は じ め は SASI の ハー ド デ ィ スク の 起動 メニ ュー が 表示 され 
る 。SCSI の ハー ド デ ィ スク を 起動 する に は [| に | キー を 使っ て 「SCSI 固 定 ディ スク 
#1 | を 選べ ば よい 。 


⑯SASI と SCSI が ある 場合 の 起動 メニ ュー 


NEC パー サ 』 だ ' ュ コタ 還 定 ディ スク 上 動 メニ ュー プログ ラム が ザ ョ ム . 多 
Copvright (C) NEC Corporation 1985, 1991 


負 理 : 領 域 の 選択 (起動 ) 
固定 ディ スク 革 1 
ScSI 同 定 ディ スク 持 1 
II に 補 


Mindows 3.1 | 


は 
2 
3: 
4: 
5 
6 





起動 メニ ュー で 、 あ る 領域 を 「 自 動 起動 」 に 設定 し て お く と (182 ペ ー ジ 参照 )、 起 
動 メ ニュ ー が 表示 され ず に 、 自 動 起動 の 領域 か ら 起 動 さ れる 。 そ の 場合 起動 メニ ュー 
を 表示 し て 、 別 の 領域 か ら 起動 す る に は つぎ の よう に する 。 


① パ ソコ ン の リセ ッ ト ボ タン を 押す ( ピ ポ と いう 音 を 確認 ) 

②MEMORY 640KB 十 XXXXXKB OK の メモ リ チ ェ ッ ク が 終わ る ま て 待つ 
⑬ 終 わっ た 直後 に [TABI| キ ー を ピピ ピ と な る ま て 押し 続け る 

④ 少 し 待つ と 固定 ディ スク 起動 メニ ュー が 表示 され る 

⑤ 起 動 し た い 領域 を カー ソル キー で 選び リタ ー ン キー を 押す 
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家庭 や オフ ィ ス の 環境 を 整え る と 生活 や 仕事 が スム ー ズ に 運ぶ よう に 、 パ ソコ ン ・ 
シス テム の 操作 環境 を 整え て お く と 、 気持 ちよ く 効 率 的 に 操作 が で きる よう に な る も 
の だ 。 

操作 環境 を 整え る に は 、 つ ぎの 3 つの こと を 設定 し な けれ ば な ら な い 。 


①CONFIG.SYS で の 環境 作り 
②AUTOEXEC.BAT で の 環境 作り 
バッ チ フ ァイル で の 環境 作り 


環境 を 作る 
2 つの ファ イル 


MS-DOS が 起動 され る と き に 、MS-DOS は つぎ の 2 つの ファ イル が 起動 ディ スク 
(カレ ント ディ レク トリ 内 ) に ある か どう か を チェ ッ ク す る 。 


・AUTOEXEC.BAT (オー ト エ グ ゼ ク ・ バ ッ ト ) 
・CONFIG.SYS (コン フィ ギュ ・ シ ス ) 


前 者 の ファ イル が あれ は 、 そ の 内 容 (命令 ) が 起動 時 に 自動 実行 され る 。 後 者 の フ 


ァイル が あれ は 、 そ の 内 容 に 従っ て MS-DOS の 動作 環境 が 作ら れる 。 まず 、 この 動作 
環境 を 作る CONFIG.SYS フ ァイル に つい て 説明 し よう 。 


186 一 一 一 第 2 部 @⑱ 使 う 準備 は こう し よう 





CONFIG.SYS で の 
環境 作り 


CONFIG.SYS フ ァイル は 、 動 作 環境 を いろ いろ と 整え る ファ イル で 、 テ キス ト フ ァ 
イル な の で エディ タ で 作成 ・ 編 集 が で きる 。MS-DOS の 動作 環境 に は いろ いろ ある 
が 、 ハ ー ド ディ スク を 使う に あたっ て 設定 する の は つぎ の も の (カッ コ 内 は 環境 を 設 
定 する 命令 )。 





・ 同 時 に 読み 書き する ファ イル の 数 を 増やす (FILES) 

・ デ ィ ス ク の 読み 書き を する 単位 量 を 増やす (BUFFERS) 

・ 機 能 を 追加 する (DEVICE) 

・ 仮 想 ド ライ ブ を 増やす (LASTDRIVE) 
・ 命 令 を 解釈 ・ 実 行 す る プロ グラ ム を 決め る (SHELL) 











まず 、 一 般 的 な CONFIG.SYS の 内 容 を みて みよ う 。 


@ 一 般 的 な CONFIG.SYS 





FILES =20 

BUFFERS = 30 

DEVICE = A:\DOS\PRINT.SYS 
DEVICE = A:YJFEP\ATOK7A.SYS 
DEVICE = A:YJFEP\ATOK7B.SYS 
SHELL =A\COMMAND.COM A\ /P 
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これ ら の 簡単 な 意味 を 、 ま ず 説 明 す る 。 


念 FILES=20 
同時 に 読み 書き する ファ イル の 数 を 20 に する 。 
念 BUFFERS=30 
ディ スク の 読み 書き を する さい の メモ リ 領 域 を 30 に する 。 
信 DEVICE=A:\DOS\PRINT.SYS 
サブ ディ レク トリ <DOS> か ら プ リン タ ・ ド ライ バ を 組み 込む 。 
@DEVICE=A:\JFEP\ATOK7A.SYS 
DEVICE=A:\JFEP\ATOK7B.SYS 
サブ ディ レク トリ <JFEP> か ら 一 太郎 Ver.4 の 日 本 語 FEP を 組み 込む 。 
WSHELL=A:\COMMAND.COM A:\ /P 
COMMAND.COM を ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ か ら 読 み 込む 。 


これ ら の 設定 は 、CONFIG.SYS フ ァイル に 書か れ て いる 順番 に 行わ れ 、 普 通 


書い て ある 順番 に 書く 。 
つぎ に 各 設 定 に つい て 詳し く 説 明 す る 。 


FILES (読み 書き する ファ イル の 数 を 増やす ) 


こ 記 


FILES (ファ イル ズ ) は 、 フ ァイル の 読み 書き を 行う 場合 ファ イル を オー プン す 
る 必要 が ある が 、 同 時 に オー プン する ファ イル の 数 を 設定 する も の 。 こ の 数 が 多けれ 


ば 、 そ れ だ け 多 く の フ ァイル を 一 度 に 読み 書き する こと が で きる 。 
CONFIG.SYS フ ァイル に 


FILES=20 


と 書く と 、 同 時 に 20 個 の ファ イル を 一 度 に 読み 書き する こと が で きる 。 な に も 書か な 
けれ ば 、FILES=8 と 書い た の と 同じ に な る 。 こ の 数 の 設定 は 、 使用 する ソフ ト に よっ 


て 異な る が 、 普 通 20 か ら 30 の 間 の 数 に する 。 


FILES で 1 つ 設 定 す る と 48 バ イト 分 、 ユ ー ザ ー が 使用 で きる メモ リ が 減る の で 、 必 


要 最 低 の 値 に する 。 


188 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


ちな み ば に 市 販 ソ フト の 値 を あげ て お こう 。 





・ 一 太郎 Ver.4 : 20 
・ 松 Ver.6 中 ウ 
・Lotus 1-2-3 表 ア 2 


・TheCARD Ver.5 :25 
・Windows 3.0 (8) 
・Windows 3.1 : 特に 決ま っ て いな い (20 で も 可 ) 











も し 、 これ ら す べ て を 使う な ら 、 FILES=30 と し な けれ ば な ら な い 。 Windows3.0 は 
使わ ず 、Windows3.1 を 使う な ら FILES=25 で よい 。 た だ し 、Windows3 .1 で DOS ア 
プリ ケー ショ ン を 使う 場合 は FILES=30 と する 。 


⑯ 同 時 に ファ イル を オー プン する 意味 

表 「 ツヤ 

前 "回 

人 W 導 ES obrete py 
一 SALES.DAT 

5 
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BUFFERS (読み 書き の メモ リ 領 域 を 増やす ) 
ーー 1 


BUFFERS( バ パッ ファ ー ズ ) は 、 デ ィ ス ク の 入出 力 を 行う きい の バッ ファ (BUEFFER: 
メモ リ 上 に 確保 され る デー タ 読 み 書き の 領域 ) の 大 き さ を 設定 する も の 。 こ の 数 が 多 
けれ ば 、 そ れ だ け 多 く の デ ー タ が 一 度 に 読み 書き する こ と が で き 、 デ ィ ス ク の 読み 書 
き の ス ピー ドア ッ プ に つなが る 。CONFIG.SYS フ ァイル に 


BUFFERS=30 


と 書く と 、 基 本 領域 単位 の 30 倍 の 領域 が 確保 され る 。 な に も 書か な けれ ば 、BUFFERS 
=20 と 書い た の と 同じ に な る 。 

この 数 の 設定 も 、 使 用 する ソフ ト に よっ て 異な る が 、 普 通 20 か ら 30 の 間 の 数 に す 
る 。 

基本 領域 単位 と は パソ コン に 接続 きれ て いる ディ スク で セク タ 単 位 (ディ スク の 区 
分 け の 最小 単位 ) で 一 番 容量 が 大 きい ディ スク の 容量 の サイ ズ と な る 。 
PC-9800 シ リー ズ で は セク タ 数 は 





1M バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク  : 1024 バ イト 
640K バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク : 512 バ イト 
SASI ハ ー ド ディ スク : 1024 バ イト 
SCSI ハ ー ド ディ スク : 256/512 バ イト 





と な っ て お り 、 最大 の セク タ 単 位 の 容量 は 1024 バ イト な の で 、 BUFFERS で 1 を 設定 
する と 1024 バ イト (1K バ イト ) が 取ら れる 。BUFFERS=30 で は 30K バ イト が 確保 き 
れる 。 

ちな み に 市 販 ソ フト の 値 を あげ て お こう 。 





・ 一 太郎 Ver.4 : 10 
・ 松 Ver.6 SKI 
・Lotus 1-2-3 <) 


・TheCARD Ver.5 :20 
・Windows 3.1 : 30 











190 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


も し 、 これ ら す べ て を 使う な ら BUFFERS=20 か ら 30 く らい が 適当 。 た だ し 、 キャッ 
シュ ディ スク (436 ペ ー ジ 参照 ) を 利用 する 場合 は 


BUFFERS=5 
くら いで よい 。 また 、 Windows と その キャ ッシュ ディ スク を 使う 場合 は 10 く らい が 適 
当 。 


バッ ファ の 概 訪 図 









本 体 メ モリ 






ュー ツマ 3 


[ 0 
ゃ ヽ 、 | 
Tl 


ンー ハー ド デ ィ スク 


デー タ 読 み 書き の 領域 
(1 個 で 1K バ イト ) 
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DEVICE (機能 を 追加 する ) 


DEVICE (デバ イス ) は 、 標準 で MS-DOS に 用 意 さ れ て いな い 機 能 を 追加 し て 組み 
込む な ため の も の 。 こ うし て 組み 込む 機能 (ソフ ト ) は 、 キ ー ボ ー ド や ディ スク 、 プ リ 
ンタ な どの 入出 力 装置 (device : デバ イス ) を 制御 < 運転 (drive : ドラ イブ ) する も 
の で ある た め 、 デ バイ ス ド ラ イ バ (device driver) と いう 。 そ の た め DEVICE と いう 
命令 を 使う 。 


デバ イス の 概 意 


ジフ ント ドウ エア 


ト 】 人 ハード ウェア 


個々 の デバ イス ドラ イ バ 






一 般 に CONFIG.SYS の 中 に 、 つ ぎの よう な 形式 で 組み 込む 機能 ファ イル 名 を 書け 
ば よい 。 


DEVICE= 組 み 込む 機能 ファ イル 名 


組み 込む 機能 が いく つも ある 場合 は 、 そ の 分 、 行 を 続け て 書く 。 


DEVICE= 組 み 込む 機能 ファ イル 名 1 
DEVICE= 組 み 込 む 機能 ファ イル 名 2 


DEVICE= 組 み 込む 機能 ファ イル 名 3 








192 一 一 一 第 2 部 ⑯ 使 う 準備 は こう し よう 


⑱ 一 太郎 Ver.4 で ATOK7 と と も に キャ ッシュ ディ スク と RAM デ ィ ス ク と を 1M バ イト ずつ 組み 込 
む 場 合 Eokaa トド モー AU ド が 必要 ) 








DEVICE- A\JXW\CASHEP.SYS | /K 1024K /R=1024K 
DEVICE=A:\JFEP\ATOK7A.SYS 
| DEVICE=A:\JFEP\ATOK7B.SYS 











これ ら の ファ イル 名 の 拡張 子 は 、 普 通 SYS また は DRV と な っ て る の で 、DEVICE で 
組み 込む せこ と が わか る 。 


DEVICE に 関連 し て MS-DOS5 .0 の 場合 は 
DEVICEHIGH (デバ イス ハイ ) 


と いう コマ ンド が ある 。 

これ は デバ イス ドラ イ バ を UMB に 組み 込む も の 。NEC の AI か な 漢字 変換 シス テ 
ム 、ATOK7、 松茸 V3、VJE- や PRINT.SYS、RSDRV.SYS、MOUSE.SYS、 
RAMDRIVE.SYS な ど を 組み 込む こと が で きる 。 な お 、UMB が 有効 で な い 場 合 や 
UMB に 組み 込む た め の 和 領域 が 確保 さき れ て いな い 場 合 は ユー ザー ズ メ モリ に 組み 込ま 
れる の で 、 エ ラー に は な ら な い 。 


プリ ンタ ドラ イ バ を UMB に 組み 込む 











| DEVICEHIGH = A:\DOS\PRINT.SYS | 








⑩VJE- り を UNI に 夫人 





p DEVICEHIGH = A: NE DRV DIC= A:\DIC 
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これ は 386/486 マ シン に の み 有 効 で 


DEVICE = A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVIVE = A:\DOS\EMM386.EXE /UMB 


と いう よう に 、 こ の 順番 で 指定 し て お く 必 要 が ある 。 
それ は UMB を 利用 する た め に は HIMEM.SYS で プロ テク トメ モリ に アク セス で 
きる よう に し て 、EMM386 .SYS で UMB を 利用 可能 に し て お く た め 。 
ちな み に デ バイ ス ド ラ イ バ な ど を 組み 込む と ユー ザー メモ リ が 狭く な る の で 、 DOS 
と いう コマ ンド を 使っ て MS-DOS の シス テム の 約 半 分 を HMA に 読み 込む と よい 
(UMB、HMA に つい て は 422 ペ ー ジ 参照 )。 


⑯HMA に DOS を 読み 込み 、 同 時 に UMB を 有効 に する 





DEVICE = A:\DOS\HIMEM.SYS 
DOS = HIGHUMB 





LASTDRIVE (仮想 ドラ イブ 名 を 増やす ) 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 台 と ハー ド デ ィ ス ク 1 台 の シス テム で は 


実際 の ドラ イブ 名 が A、B、C 
仮想 ドラ イブ 名 が E、F 


と 5 つの ドラ イブ 名 が 使え る 。 こ れ は MS-DOS で の 既定 値 だ 。 

仮想 ドラ イブ 名 と は 実際 に は な い ド ライ ブ を 、 あ た か も ある よう に 使え る も の で 、 
SUBST コ マン ド な ど で 使う 。SUBST は パス 名 (ディ レク トリ 名 を 連ね た も の ) を ド 
ライ ブ 名 と し て 登録 する こと が で きる 。 

た と えば 


SUBST E: A:\BAT 回 


と すれ ば 、 ド ライ ブ A の <BAT> と いう サブ ディ レク トリ を ドラ イブ E と し て 使う こと 
が で きる 。 


194 一 一 第 2 部 ⑱ 使 準備 は こう し よう 


こう する と 

DIR A:\BAT 回 
と する 代わ り に 

DIR E: 回 





と する こと が で きる 。 
1 つの サブ ディ レク トリ が 1 つの ドラ イブ 名 で アク セス で きる の だ 。 こ れ は か な り 
深い 層 の サブ ディ レク トリ に アク セス する の に 便利 。 


A:\DOC\LET\SALES 
と いっ た パス 名 が ある 場合 


SUBST F: \DOC\LET\SALESsi 





と し て お け ば 





DIR F:Q 











で アク セス で きる 。 

さて 、 既 定 値 で は 2 つの 仮想 ドラ イブ が ある が 、 ハ ー ド ディ スク を 増設 し た り 、 
RAM デ ィ ス ク を 組み 込ん だ りす る と 、 実 際 の ドラ イブ 名 と な り 、 仮 想 ド ライ ブ 名 は 使 
えな く な る 。 

そこ で LASTDRIVE (ラー スト ドラ イブ ) で 、 仮 想 ド ライ ブ 名 を 増やす こと が で き 
る 。 


LASTDRIVE = H 


な ど と CONFIG.SYS に 書く と 、 実際 に 使わ れ て いる ドラ イブ 名 の つぎ か ら 是 まで 仮 
想 ド ライ ブ 和 名 が 使え る 。 
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LASTDRIVE で 使え る 仮想 ドラ イブ が 増え る 





に 
仮想 ドラ イブ 
LASTDRIVE=H 


し か し 、 1 つの 仮想 ドラ イブ を 設定 する の に 約 100 バ イト の ユー ザー メモ リ を 必要 
と する の で 


LASTDRIVE = Z 


な ど と いう 必要 以上 の 設定 は よ く な い 。 この 場合 、 貴重 な ユー ザー メモ リ の うち 2K バ 
イト くら い を 損する こと に な る 。 


SHELL ( 病 令 を 実行 する プロ グラ ム を 決め る ) 


SHELL( シ ェ ル ) と は 、 「 外 度 、 外 殻 外観 、 外 形 ] と いっ た 意味 が ある 。 MS-DOS 
が 読者 に 見 せ て いる 「 外 観 | は 、 す な わ ち 








Ai\> や C> 


で ある わけ だ 。 ま た 、 こ れ は MS-DOS の シス テム 全体 を 覆っ て いる 「 殻 | と いう と ら 
え か た も で きる 。 

ここ で 読者 が MS-DOS の コマ ンド を DIR な ど を 入力 する と 、 そ れ が 解釈 され て 実行 
され る 。 コ マン ド が 間違っ て いれ ば 


コマ ンド また は ファ イル 名 が 違い ます . 


と いっ た エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され る 。 


196 一 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 


シェ ル と は 、 ユー ザー と MS-DOS と の 接点 と いえ る 。 これ を ユー ザー と の 操作 の 接 
点 と いう こと で ユー ザー イン ター フェ イス と いう 。 ま た 、 コ マン ド を 処理 する も の と 
いう 意味 で コマ ンド プロ セッ サ と も いう 。 これ が な けれ ば 、 ユー ザー は MS-DOS に 命 
令 す る すべ が な く な り 、 お 手 上 げに な る 。 

こう し た 働き は 、COMMAND.COM と いう ファ イル が 司 っ て いる 。 こ れ は MS- 
DOS に 付属 し て いる も の で 、 普通 使わ れ て いる も の だ が 、 こ れ と 同じ よう な 働き を す 
る プロ グラ ム を 別に 作っ て 使う こと も で きる 。 

A: 半 > と いっ た も の で は な く 、Windows や マッ キン トシ ュ の よう に 画面 に 絵 ( ア イコ 
ン ) や メニ ュー を 表示 させ 、 ビ ジュ アル な も の に する こと も で きる 。 ユ ー ザ ー イ ンタ 
ー フ ェ イ ス は 、 好 き な も の が 使え る と いう MS-DOS の 和 柔軟 な 開発 思想 が 見 られ る が 、 
普通 は COMMAND.COM し か 使わ な い (MS-DOS5.0 で は DOS シ ェ ル と いう ビジ ュ 
アル な シェ ル が ある が 、 そ れ も COMMAND.COM の も と で 動く も の )。 


シェル の 概 意 


アブ リケーション ソフ の 


語 短 2 


MS-DOS 


パソ コン 本 体 





COMMAND.COM と は 別 の ユー ザー イン ター フェ イス の ファ イル 名 を た と えば 
VISUAL.COM と し 、 そ れ を 使い た けれ ば 、 つ ぎの よう に SHELL で 指定 する 。 


SHELL=A:\VISUAL.COM 
な に も 指定 し な いと 、 
SHELL=\COMMAND.COM 


と 指定 し た こと と 同じ に な る 。 
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こと で COMMAND.COM に つい て 知っ て お きた いこ と が ある 。 そ れ は 、 こ の ファ イ 
ル が 


・ 普 通 は MS-DOS の 起動 時 に カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 読 み 込ま 
れる 
・SHELL に よっ て それ を 好き な よう に 変更 で きる 


と いう 点 。 
SHELL は 、 つ ぎの よう に 指定 する 。 


ドラ イブ C の カレ ント ディ レク トリ か ら 読 む 








| SHELL=C:\COMMAND.COM C:\ /P | 





⑮ ド ライ ブ A の DOS と いう サブ ディ レク トリ か ら 読 む 





SHELL=AYWDOSYCOMMANDCOM A:\DOS /P | 





な ぜ 、 そ うし た 指定 を する か と いう と 


①COMMAND.COM の 読み 込み を 速く し た い 
② 環 境 変数 領域 を 増やす 
⑬③MS-DOS の ハン グ ア ッ プ を 防ぐ 


と いう 3 つの 目的 が ある 。 

COMMAND.COM を より 速く 読み 込み た いた め に SASI ハ ー ド ディ スク で は な く 
SCSI ハ ー ド ディ スク か ら に する 、 さ ら に より 読み 込み の 速い RAM デ ィ ス ク か ら に す 
る と か 、 環 境 変 数 を た くさ ん 使う の で その 領域 を 増やし た いと いっ た 場合 に 指定 する 。 

また 、「COMMAND.COM が 見 つか り ま せん 」 と いっ た エラ ー メ ッ セ ー ジ が で る 場 
合 が ある 。 その 場合 は リセ ッ ト す る し か 方 法 が な い が 、SHELL 指 定 で それ を 防ぐ こと 
が で きる 。 

通常 の 使用 で は 、 ハ ー ド ディ スク か ら MS-DOS を 起動 する な ら COMMAND.COM 
は そこ か ら 読 み 込 まれ 、 そ の 速度 は 気 に な ら な い 。 また 、 環境 変数 領域 も 1600 バ イト 確 
保 さ れ て お り 増 や す ほ ど で も な い 。 
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その た め 普 通 は 何 も 指 定 し な く て よい の で ある 。 何 も 指定 し な いと 
SHELL=\COMMAND.COM 
と 指定 し た こと と 同じ (SET コ マン ド で 確認 で きる : 211 ペ ー ジ 参照 )。 


まず は 「COMMAND.COM の 読み 込み を 速く し た い 」 場合 に 限っ て 話 を 進め る 。 
SHELL 指 定 は 


COMMAND.COM を どの ドラ イブ の どの ディ レク トリ か ら 読 み 込む か 
と いう こと を 決め る も の 。 
COMMAND.COM は MS-DOS の コマ ンド を 解釈 ・ 実 行 す る も の で 


・MS-DOS の 起動 時 
・COMMAND.COM を 再び 読み 込む 必要 が あっ た と き 


に メモ リ に だ 読み 込む よう に な っ て いる 。 

そこ で 、 た と えば フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク A か ら MS-DOS を 起動 し て 、COMMAND. 
COM は ハー ド デ ィ スク C の ルー トディ レク トリ か ら 読 み 込 みた いと き に は 、 つ ぎの よ 
うに 設定 する 。 


SHELL=C:\COMMAND.COM C:\ /P 


この 場合 は 、A:\> と いう プロ ンプ ト が 出る まで や や 速く な る 。 また 、SASI ハ ー ド デ 
ィ ス ク A か ら MS-DOS を 起動 し て 、COMMAND.COM は SCSI ハ ー ド ディ スク B の サ 
ブ デ ィ レ クト リ <DOS> か ら 読 み 込 みた いと き に は つぎ の よう に 設定 する 。 


SHELL=B:\DOS\COMMAND.COM B:\DOS /P 


最後 に つい て いる /P は いっ た い 何 だ と 思う だ ろう 。 こ れ ま で MS-DOS の マニ ュ ア 
ル や 解説 書 で も 、 そ の 語源 は は っ きり と 解説 され て いな か っ た が 、 こ こ で 明らか に し 
よ あぁ 


permanent (パー マネ ント ) の P な の だ 
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髪 に パー マ を か ける の パー マネ ント で 、 も と も と の 意味 は 「 永 久 的 な 、 常 置 の | と 
いっ た こと で 、 MS-DOS に 起動 時 に 読み 込ま れ た COMMAND.COM を EXIT で 終了 
させ な いも の 。 読み 込ま れ た 位置 に その まま 固定 し て お く 指 定 。 

SHELL 指 定 を し た と き に は 、 必 ず /P を つけ て お く 。 さ も な いと COMMAND.COM 
を 何 度 か 呼び 出し て 、EXIT を 必要 以上 に 実行 する と 、 ハ ング アッ プ し て し まう か ら 
だ 。 


COMMAND.COM の 呼び 出し と EXIT 


SHELL=A:\COMMAND. COM A:\ /P 


これ で 再 ロ ー ド の ドラ イブ 名 と パス 名 を 指定 する 
抜け 出し 禁止 





lc 〆P が な いと 


) どこ か へ 行っ 
て まう 


レン” 。 A>128 四 動 也 - ぐ 93 の を mr 
| COMMAND.COM | | COMMAND.COM | の 起動 時 の 


| 69 COM ! 


に 戻る 
Q 終 了 
めこ 人 た ク の = 1-2-3 か ら Y 終了 
S シ ステ ム COMMAND.COM の 起動 
( 1-2-3 ) 
# に 戻る 


2 
COMMAND バ ー ジ ョ ン 5.0 
A> 邊 


な お 、SHELL 指 定 を し な いと き は 自動 的 に /P が つい た 状態 に な っ て いる の で ハン 
グ ア ッ プ す る 心配 は な い 。 ま た 、 起 動 ド ライ ブ 以 外 の ドラ イブ か ら COMMAND.COM 
を 読み 込ん だ 場合 は 、AUTOEXEC.BAT は どちら の ドラ イブ に あっ て も 自動 的 に は 
実行 され な い の て 要 注 意 。 
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つぎ に 、 メ モリ に 読み 込ま れ た COMMAND.COM は 、 常 に ある 部 分 (常駐 部 ) と そ 
う で な い 部 分 (非常 駐 部 ) と に わか れ て いる こと を 知っ て お こう 。 こ れ は 、 メ モリ 効 
率 を 考え た も の で 、 常 駐 部 は ユー ザー メモ リ の 初め の ほう に 、 非 常駐 部 は ユー ザー メ 
モリ の 最後 の ほう に 読み 込ま れる 。 

常駐 部 は 、 何 が あっ て も その まま だ が 、 非 常駐 部 は DISKCOPY な ど 外 部 コマ ンド や 
市 販 ソ フト な ど メ モリ を か な り 必 要 と する プロ グラ ム を 実行 する と 、 そ の 領域 が 犯さ 
れ 内 容 が 壊れ て し まう 。 そ の 場合 、 常 駐 部 は そう し た プロ グラ ム の 終了 時 に 、COM- 
MAND.COM の 機能 が 正常 に 働く よう に 再び COMMAND.COM フ ァイル を 読み 込 
ん で 、 非 常駐 部 を また 読み 込む 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク だ け の シス テム で DISKCOPY 実 行 後 、 つ ぎの よう な メッ セー 
ジ が 出る と き は 、 ま さ に 非常 駐 部 を また 読み 込み た いと いう リク エス ト な の だ 。 


⑯COMMAND.COM の 非常 駐 部 を 読み 込む リク エス ト 


朋 :\>DISKCOPY Ri B: 
DISKCOPY version 4.29 
ディ スク の コピ ー を 行い ます 


コピ ー は 終了 し まし た 
5 時 人 北 恋 ao 


COWQND.COM CO の 人 っ な デマ NM ウド ドラ イブ に 差し 込み 
どれ か キー を 押し て くだ さ 
ほう 


リク エス ト : ここ で MS-DOS の シス テム ディ スク を 
ドラ イブ A に 入れ て 回 キー を 押す 





こう し た 場合 、 再び 読み 込む と き に 、 ど この ドラ イブ で どの パス 名 か ら ロ ー ド する 
の か を あら か じ め 指 定 す る の が SHELL。 つ まり SHELL は 、MS-DOS の コマ ンド を 解 
釈 ・ 実 行 す る プロ グラ ム フ ァ イル 名 と それ を どこ の ドラ イブ 、 デ ィ レ クト リ か ら 読 ん 
で くる か と いう 2 つの こと を 指定 する も の と 要約 で きる 。 

これ が 一 般 の 説明 で いわ れ て いる 、 コ マン ド プ ロ セ ッ サ と する ファ イル の 名 前 と 再 
ロー ド す る ドラ イブ 名 、 パ ス 名 を 決定 する も の (これ と 同じ 働き を する も の に COM- 
SPEC が ある が 後述 )。 
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COMMAND.COM の 常駐 部 と 非常 駐 部 
RAM 上 限 








大 きい プロ グラ ム が 
この 領域 を 侵す 


ユー ザー 領域 
(プロ グラ ム 二 デー タ 領 域 ) 





外部 コマ ンド 
領 域 


MS-DOS シス テム の 


RAM 下限 





な お 、SHELL の 指定 は 、COMMAND.COM の 非常 駐 部 だ け を 再び 読み 込む の で あ 
っ て 、COMMAND.COM 全 部 を 読み 込む の で は な い 。 そ の た め 、 子 プロ セス と し て 
COMMAND.COM を 起動 する と き は 、SHELL で 指定 され た ドラ イブ 名 、 パ ス 名 か ら 
読ま れる の で は な い 。 通常 は ルー トディ レク トリ に ある COMMAND.COM が 起動 さ 
れる 。 


SHELL 指 定 の 説明 の と ころ で 、 その 2 番目 の 目的 の と し て 「 環 境 変数 領域 を 増やす 
こと 」 と 書い た が 、 そ れ は 環境 変数 領域 が 


既定 値 で 160 バ イト 


し か な いた めで ある 。 
PATH や SET で 環境 変数 領域 を た くさ ん 使っ て くる と 、 


環境 の た め の メ モリ が 足り ませ ん . 


と いう メッ セー ジ が 表示 され る 。 
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環境 変数 領域 を た と えば 320 バ イト 確保 し た い 場 合 は 、CONFIG.SYS に つぎ の よう 
に 指定 する 。 


SHELL=A:\COMMAND.COM A:\ /P /E:320 


/E : の あと に 確保 し た い 領域 を 「 バ イト 数 ] で 指定 する 。 こ こ で 注意 し た い の は 、 
いく ら /E ス イッ チ で 環境 変数 領域 を 増やし て も 


PATH= 


の 文字 列 の 長 さ は 128 文 字 (バイ ト ) まで に 限定 され て お り 、 そ の 長 さ は 増え な いと い 
うこ と 。 そ の た め に 、 サ ブ プ デ ィ レ クト リ 名 は 短い ほう が よい の で ある 。 


た と えば 、 あ る アプ リケーション の シス テム が ドラ イブ A 以 外 の ドラ イブ に あり 、 そ 
れ を カレ ント ドラ イブ と し て 実行 し 終了 後 、 も し そこ に COMMAND.COM が な けれ 
ば 、 つ ぎの よう な メッ セー ジ が 表示 され MS-DOS が ハン グ ア ッ プ し て (止ま っ て ) し 
まう 。 


MS-DOS が ハン グ ア ッ プ し た と ころ 


ク を カレ ント ドラ イブ に 差し 込み , 
ク を カレ ント ドラ イブ に 差し 込み , 


ク を カ レン トド ライ ブ ば だ 差し 込み , 





こう な れ ば 、 い くら [STOP| キ ー や [CTRL|+[C] を 押し て も ダメ 。 リ セッ ト す る 以外 に 
これ を 回 避 す る 方 法 は な い 。 こ うい うこ と は た まにある の で SHELL 指 定 を し て お く 。 
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CONFIG.SYS の 設定 例 
これ まで の 説明 の まとめ と し て 、 つ ぎの よう な CONFIG.SYS フ ァイル が どの よう 
な 設定 に な る か 考え て みよ う 。 


| 








FILES =20 

BUFFERS =30 

DEVICE =A:\DOS\PRINT.SYS 

DEVICE =A:\DOS\RSDRV.SYS 
DEVICE =A:\FEP\ATOK7A.SYS 
DEVICE =A: 導 FEP\ATOK7B.SYS 
LASTDRIVE= H 

SHELL =A\COMMAND.COM A:\ /P 


設定 は 、 つ ぎの と お り 。 








・ 同 時 に オー プン する ファ イル の 数 は 20 

・ バ ッ フ ァ 領 域 は 30 

・ プ リン タ ド ライ バ の 組み 込み 

・RS-232C ド ライ バ の 組み 込み 

・ATOK7 の 組み 込み 

・ 論 理 ド ライ ブ は H ま で 

・ コ マン ド プ ロ セ ッ サ は COMMAND.COM で ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ か 
ら ロ ー ド / 再 ロー ド す る 
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AUTOEXEC.BAT で の 
環境 作り 


AUTOEXEC.BAT と いう ファ イル は 、MS-DOS の 起動 時 に 自動 的 に 実行 し た い コ 
マン ド を 登録 し て お く フ ァイル で 、 バ ッ チ ファ イル (その 内 容 を 一 括 実 行 す る ファ イ 
ル ) の 特別 な も の 。 

MS-DOS の 起動 時 に 、MS-DOS は AUTOEXEC.BAT が シス テム ディ スク に 入っ 


て いる か どう か を 調べ る 。 も し あれ ば 、 そ の 内 容 を 読み 出し て 実行 する 。 な けれ ば 、 
日 付 と 時 刻 を 入力 する よう に な り る 。 な お 、 こ の ファ イル は 


AUTOmatically (自動 的 に ) 


EXECute (実行 する ) 
BATch (バッ チ フ ァイル ) 
の こと を 表わし て いる 。 


AUTOEXEC.BAT に は 、MS-DOS の 起動 時 に 自動 実行 し たい コマ ンド を 書く だ け 
で 、 特 別 な 設定 は 不要 。 

普通 は DATE、TIME、 市 販 ソ フト の ファ イル 名 な ど を 書く 。 普通 一 般 に 考え られ 
る AUTOEXEC.BAT の 内 容 を あげ て みよ う 。 





ECHO OFF 

CLS 

PROMPT $P$G 

PATH AA:\WDOS:A\BATIA:\UTIL 
DATE 

TIME 
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この 設定 の 意味 は 、 つ ぎの と お り 。 


@ECHO OFF 
コマ ンド を 画面 に 表示 し な い 。 
信 CLS 
画面 を クリ ア す る 。 
価 PROMPT $P$G 
プロ ンプ ト を A:> の よう に する 。 
信 PATH _A:\:A:\DOS:A:\BAT:A:\UTIL 
パス を ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ 、 サ プ デ ィ レ クト リ <DOS>、 <BAT、 
く 〈UTIL> に 設定 する 。 
人 @DATE 
日 付 を 確認 する 。 
信 TIME 
時 刻 を 確認 する 。 


ハー ド デ ィ スク を 使う うえ で 環境 を 作る コマ ンド と し て 、 つ ぎの も の が ある 。 





・ プ ロン プ ト を 変え る : PROMPT 
・ 外 部 コマ ンド の パス 名 を 設定 する : PATH 

・ 環 境 変 数 に 変数 を セッ ト す る uSEE 

・ パ ス 名 を ドラ イブ 名 に 置き 換え る : SUBST 

・ ド ライ ブ 名 を パス 名 に 置き 換え る : JOIN 











これ ら を AUTOEXEC.BAT フ ァイル で 実行 する と よい 。 
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PROMPT (プロ ンプ ト を 変え る ) 


PROMPT (プロ ンプ ト ) と は 、「 刺 激 す る も の 、 促 す も の 」 と いう 意味 。 ち な み に 
芝居 な ど で せ り ふ を 忘れ た 役者 や 俳優 に 、 こ っ そり せり ふ を 教え る (促す ) と いう 意 
味 も ちあ る 。 こ れ を 「 せ り ふ 付け ] と いう が 、 こ うい う 役 目 を する 人 で 女性 を プロ ンプ 
トレ ス 、 男 性 を プロ ンプ ター と いう 。 

MS-DOS の 普通 の プロ ンプ ト は 、A> だ が 、 こ の 表示 を いろ いろ 変え る の が 
PROMPT コ マン ド 。 こ れ で プロ ンプ ト を 現在 の 日 付け や 時 刻 な ど に 設定 で きる 。 





PROMPT $T (日 付け を 表示 する ) 
PROMPT $D (時 刻 を 表示 する ) 


ハー ド デ ィ スク を 使う と き に は 、 階 層 デ ィ レ クト リ を うま く 使 いこ な す の が ポイ ン 
ト な の で 
PROMPT $P$G 


と し て 、 カ レン トド ライ ブ と カレ ント ディ レク トリ を 常に 表示 し て お く の が 一 番 よ 
い 。 $P が カレ ント ドラ イブ と カレ ント ディ レク トリ を 表示 し 、$G が > を 表示 する 。 
これ は 、 普 通 


A> 
と な っ て いる プロ ンプ ト を 
A:\> 


と し 、 現在 の ディ レク トリ 名 (カレ ント ディ レク トリ ) も 表示 され る 。 こ れ で カレ ン 
トド ライ ブ と カレ ント ディ レク トリ を 常に 表示 し て お く の が よい 。 
た と えば 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 123 に 移っ た 場合 、 


A:\>CD 123 
A:\123> 四 


の よう に な り 、 自 分 が どの ディ レク トリ に いる か わか っ て 便利 。 
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$P$Ga 





A>PROMPT ー ド ライ ブ 名 、 サ プ デ ィ レ クト リ 名 と > を 表示 


A:\>CD BAT 回 
A:\BAT> ー サ プ デ ィ レ クト リ BAT に 移動 


Ai\PROMPT $DS$$P$Ga ぐー 日 付け を 追加 


1992-02-10 (月 ) 
A:\> 


A:\>PROMPT $TS$SP$G ・ 時 間 を 表示 


12:18:57.00 
A: や > 





A:\>PROMPT 回 て 元 に 戻す 


A> 
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PATH (外部 コマ ンド の パス 名 を 決め る ) 


外部 コマ ンド (EXE ま た は COM お よび バッ チ フ ァイル ) を 実行 する と き は 、 何 も 指 
定 し な けれ ば COMMAND.COM は 





・ カ レン トド ライ ブ の 
・ カ レン トディ レク トリ か ら 
入力 され た コマ ンド が ある か どう か 探し て 、 実 行 し よう と する 。 そ の コマ ンド が な 
けれ ば 、 お な じみ の メッ セー ジ が 表示 され る 。 
コマ ンド また は ファ イル 名 が 違い ます . 
その た め 、 他 の ドラ イブ や ディ レク トリ に ある コマ ンド を 実行 する に は 、 コ マン ド 
を 実行 する 前 に ドラ イブ を 指定 し た り 、 デ ィ レ クト リ を 変更 し た りす る 。 


ドラ イブ 指定 で の 実行 








ACFORMAT 回 

















⑮ デ ィ レ クト リ 変 更 で の 実行 








A:\CD DOSEi 
A:\DOS>FORMAT 

















これ で は 面倒 な の で 、 ど の ドラ イブ の どの ディ レク トリ に いて も 、 他 の ドラ イブ や 
他 の ディ レク トリ に ある コマ ンド を 実行 で きる よう に 設定 する の が PATH (パス ) 
785 

PATH は 外部 コマ ンド (コマ ンド ファ イル ) を 実行 する 経路 (パス ) を 指定 する 命 
令 。 指 定 する 経路 は 、 ド ライ ブ 名 と パス 名 。 

パス 名 を 指定 する と 、 サ プ デ ィ レ クト リ の な か に ある コマ ンド ファ イル で も 、 デ ィ 
レク トリ を 変更 する こと な く 実 行 で きる 。 
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⑮ パ ス 名 の 指定 








A:\>PATH A:\DOS:A:\BAT 回 


A:\>PATH 回 
PATH=A:\DOS:A:\BAT 





⑮PATH の 働き 





な お 市 販 ソ フト も 外部 コマ ンド な の で 、 そ れ が ある サブ ディ レク トリ 名 を PATH 指 
定 し て お け ば 、 ど こ か ら で も 起動 で きる よう に な る 。 た と えば 


一 太郎 Ver.4 : く JXW> 
Lotus 1-2-3 R2.3J : <123> 
TheCARD Ver.5 : <CRD5> 
の よう に ソフ ト が ドラ イブ A の 各 サ プ ブ デ ィ レ クト リ に ある と する と 
PATH  A:\:A:\DOS:A:\BAT:A:\JXW:A:\123:A:\CRD5 


の よう に パス 設定 し て お け ば よい 。 
な お 、 ル ー ト ディ レク トリ に ある コマ ンド も 実行 で きる よう に 最初 に A: 半 と し て お 
く と と 。 
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SE 「 (環境 変数 を セッ ト す る ) 


人 
MS-DOS の 環境 下 で 、 複数 の プロ グラ ム や バッ チ フ ァイル の 間 で 、 ち ょ っ と し た 情 

報 の や り 取 り が で きた らい いな と 感じ た こと は な い だ ろ うか 。 

「 ミ ニ 掲 示 板 」 の よう な も の が あり 、 あ る バッ チ フ ァイル で そこ に 「 メ ッ セ ー ジ 」| を 

書い て お き 、 別 な バッチ フ ァイル で それ を 取り 出し て 読む と いっ た こと が MS-DOS で 
で きる の だ 。 


「 ミ ニ 掲 示 板 ] は 「 環 境 変数 領域 」 
「 メ ッ セ ー ジ 」 は 「 環 境 変数 ] 


交 MS ウ 。 

MS-DOS で は 、 メ モリ 内 に 環境 変数 領域 が 確保 され て いて 、 こ こ に 環境 変数 と それ 
に 対応 する 文字 列 を 登録 し て お く と 、 以 後 そ の 文字 列 を プロ グラ ム 内 や バッ チ フ ァ イ 
ル 内 で 取り 出し て 使用 する こと が で きる 。 


@ 環 境 変 数 領域 









フリ ー ゴ リア 
人 バッ チ フ ァイル 1 に に ーーーーーー - ①SET FEP=ATOK 


- ③ECHO %FEP% 


環境 変数 領域 
@⑧FEP-ATOK 
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環境 変数 と 文字 列 は 、SET コ マン ド で ユー ザー が 自由 に 決め られ る 。 
SET 環境 変数 王 文字 列 
つぎ の よう に 、 環 境 変数 NAME と し て TANAKA を 設定 する と し よう 。 
SET NAME=TANAKA 
バッ チ フ ァイル で は 、 環 境 変数 を % % で 囲ん で 取り 出す 。 
ECHO %NAME% 
で TANAKA が 表示 され る 。 
SET NAME=SATO 
所 じ て で 
ECHO _%%NAME% 


で SATO が 表示 され る 。 


この よう に 変数 の 内 容 を 変え て 取り 出す こと が で きる の で 、 た と えば は 日 本 語 FEP で 


ATOK を 組み 込ん だ と き に は 


SET FEP=ATOK 


と し て お く と 、 すでに ATOK が 組み 込ま れ て いる こと が わか る 。 こ れ を 使っ た バッ チ 


ファ イル の 例 は 380 ペ ー ジ を 参照 の こと 。 


な お 、 独 自 に 設定 し た 環境 変数 と その 文字 列 は 、 不要 に な っ た 場合 で も MS-DOS を 
リセ ッ ト し な いと 残っ た まま に な る 。 リ セッ ト せ ず に 取り 除く に は 、 つ ぎの よう に す 


る 。 
SET FEP= 


これ で 環境 変数 FEP と その 内 容 が 削除 され る 。 
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環境 変数 に は 、 あ ら か じ め 決 め ら れ て いる も の が あり 、 役 割 が 決ま っ て いる 。 そ れ 
は つき の 5 つ 。 





(①COMSPEC (SHELL 指 定 と 同じ ) 

②PATH (PATH 指 定 と 同じ ) 
⑬③PROMPT (PROMPT コマ ンド と 同じ ) 
④TEMP (MS-DOS の 作業 ドラ イブ 指定 ) 
DOSDIR (MS-DOS の ディ レク トリ 指定 ) 











環境 変数 と その 内 容 は SET コ マン ド で 表示 で きる 。 


⑯SET コ マン ド で の 環境 変数 の 設定 内 容 表 示 


A:\>SET 回 
COMSPEC=\C0MMAND.COM 
PROMPT=$P$G 
PATH=A:\A:\DOS:A:\BAT:A:\UTL 
TEMP=F:\ 
DOSDIR=A:\DOS 











①、 ②、 の 場合 、 SET コ マン ド は 、 つ ぎの よう に し て 使う 。 
SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 


SET PATH=A:\:A:\DOS:A:\BAT 
SET PROMPT=$P$G 
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SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 


は COMMAND.COM の 非常 駐 部 を 再び ロー ド す る と き の パ ス 名 を 指定 する も の だ が 、 
これ は CONFIG.SYS フ ァイル の な か で 


SHELL=A:\COMMAND.COM 


と する こと と ほぼ ぱ 同 じ 。 
SHELL で 指定 し た 内 容 が 、 環 境 変数 領域 に COMSPEC と し て 設定 され る か ら だ 。 
ほぼ 同じ と 書い た の は 、 決 定 的 な 違い が ある た め 。 それは 


SHELL=A:\COMMAND.COM 
と CONFIG.SYS に 書い て も 、 ド ライ ブ A か ら 起 動 し た な ら 環 境 変数 領域 に は 
COMSPEC=\COMMAND.COM 


と 設定 され 、A: が 省略 され る 。 こ れ は 、 カ レン トド ライ ブ の ルー トディ レク トリ か ら 
COMMAND.COM を 再 ロ ー ド する と いう こと で 、 ド ライ ブ A の ルー トディ レク トリ 
か ら 再 ロー ド す る 


COMSPEC=A:\COMMAND.COM 


と は 大 変 な 違い が ある 。 
も し 、 ア プリ ケー ショ ン を 使っ て いて 


COMMAND.COM が 見 つか り ま せん . 
な ど と いっ た だ エラー メッ セー ジ が で て MS-DOS が ハン グ ア ッ プ し て (止ま っ て ) し ま 
う 場合 は 

SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 


と し て お く と よい 。 
も う 1 つ SHELL 指 定 と の 違い は 、SET の ほう が 動 的 に (MS-DOS を リセ ッ ト せ ず 
に ) 切り 替え が で きる が 、SHELL で は リセ ッ ト す る 必要 が ある と いう 点 だ 。 
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SET PATH=A:\:A:\DOS:A:\BAT と 
PATH A:\:A:\DOS:A:\BAT 





SET PROMPT=$P$G と 
PROMPT $P$G 





は 、 そ れ ぞ れ 同 じ 結 果 に な る 。 

PATH と PROMPT コ マン ド を 実行 する と 、 その 設定 内 容 が 環境 変数 領域 に 設定 さ 
れる と 考え る と よい 。 

④ の 場合 、 TEMP は MS-DOS の 作業 ドラ イブ を 指定 する も の で 、 MS-DOS が 内 部 
的 に 利用 する 。 これ は 読み 書き の 一 番 速い ドラ イブ 名 を 指定 し て お く の が よい 。 RAM 
ディ スク が ある な ら 、 そ れ を 指定 する の が 一 番 だ 。 RAM デ ィ ス ク が E: の 場合 、 つ ぎの 
よう に する 。 


SET TEMP=E:\ 


⑤⑥ の DOSDIR は イン スト ー ル の さい に MS-DOS が 自動 的 に 指定 する の で な に も 指 
定 し な く て よい 。 


SUBST (パス 名 を ドラ イブ 名 に 置き 換え る ) 


ハー ド デ ィ スク で 使う と 威力 を 発揮 する コマ ンド が SUBST (サブ スト ) だ 。 これ は 
パス 名 を 仮に ドラ イブ 名 (仮想 ドラ イブ ) に 設定 する コマ ンド 。 

これ に より 、 パ ス 名 (ディ レク トリ 名 を 連ね た も の ) を ディ スク ドラ イブ 名 と 同じ 
よう に 取り 扱う こと が で きる 。 サ ブ デ ィ レ クト リ を ディ スク ドラ イブ 名 の イメ ー ジ で 
取り 扱え る よう に な る わけ だ 。 

SUBST は 、SUBSTitute (代え を る 、 代 用 する ) と いう 意味 で 、 パ ス 名 を ドラ イブ 名 
の 代わ り に する と 覚え る と よい 。 仮に 設定 で きる ドラ イブ 名 は 、 実際 に 使わ れ て いる 
ドラ イブ の つぎ か ら に な る 。 ド ライ ブ A、B、C が 実際 に 使わ れ て いれ ば 、D か ら 設 定 
で きる 。 


第 3 章 @⑱ 理 想 的 な 操作 環境 を 作ろ う 





215 








使い 方 は 、 つ ぎの よう に な る 。 








SUBST 仮想 ドラ イブ 名 パス 名 








た と えば 





SUBST E: A:\JXW 加 
と する と 、 ド ライ ブ A の サ プ デ ィ レ クト リ <JXW> が ドラ イブ E と な る 。 ま た 、 た だ 


SUBST 回 





と する と 、 す で に 割り 当て られ て いる 状況 を 表示 する 。 こ うし た 仮想 ドラ イブ は 、 操 
作 上 は 普通 の ドラ イブ と 変わ り が な い 。 


⑯SUBST の 機能 





サ プ デ ィ レ クト リ サ プ デ ィ レ クト リ 


SUBST D: A:\JXW 





\JXW が 
ドラ イプ D と な る 





COMMAND. 
COM 


サ プ デ ィ レ クト リ 
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SUBST の 実行 例 
A:\>SUBST G: B:\TXT\DOCs3 








A:\>DIR Gi 回 











ドラ イブ G: の ボリ ュー ムラ ベル は HDDB 
ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は 1708-1201 


ディ レク トリ は G:\ 
<DIR> 93-03-22 11:31 
大 <〈DIR> 93-03-22 11:31 
README DOC 62 93-03-22 11:31 
EC DOC 2 0 か 7 1 9 
0G DOC 1538 91-11-07 1:43 
5 個 2825 バイ ト の ファ イル が あり ます . 





42049536 バイ ト が 使用 可能 で す . 





も ちろ ん 、 い まま で どおり CD で ディ レク トリ を 変更 する こと も で きる 。 





CD で の ディ レク トリ 変更 の 可能 
A:\>SUBST 回 
G: => B:\TXT\DOC 

















A\>B:g 





B: や CD TXT\DOC 


人 
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B:\TXT\DOC>DIR 回 


ドラ イプ B: の ボリ ュー ムラ ベル は HDDB 
ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は 1708-1201 
ディ レク トリ は B:\TXT\DOC 


<DIR> 93-03-22 11:31 

9: <DIR> 93-03-22 11:31 

README DOC 62 93-03-22 11:31 

EC DOC 1225 92=04-17 1:32 

0G DOC 1538 91-11-07 1:43 
5 個 2825 バイ ト の ファ イル が あり ます . 








42049536 バイ ト が 使用 可能 で す . 





サ プ デ ィ レ クト リ が た くさ ん ある 場合 は 、 そ れ ら を すべ て SUBST で 仮想 ドラ イブ 
に 設定 し て お け ば 、 デ ィ レ クト リ を 変更 し た り 、 パ ス 名 を 指定 し た り せ ず に すむ の で 、 
操作 が 楽に な る 。 

MS-DOS の 初期 設定 で は 、 取 り 扱 うこ と の で きる ドラ イブ は 、A か ら E ま で と な っ 
て お り 、 ド ライ ブ を 増設 し た りす る と ドラ イブ 名 が た ら な く な る 。 





A:\SUBST G: B:\TXT\DOC 
パラ メー タ が 違い ます . - G: 











と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が で る の で 、 仮 想 ド ライ ブ を 設定 する に は CONFIG.SYS に 
つぎ の よう に 登録 する 。 


LASTDRIVE= ド ライ ブ 名 則 








G ま で 登録 する に は 、 つ ぎの よう に する 。 


LASTDRIVE=G 
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こう し て リセ ッ ト す る 。 す る と 、 つ ぎの よう に 、 自 由 に ドラ イブ 名 の 設定 が で きる 。 
な お 、 パ ス 名 の 頭 文字 を ドラ イブ 名 に する と 覚え や すい 。 

それ で は 、 効 果 の ほど を みて みよ う 。 つ ぎの 例 は 、 ド ライ ブ B の サブ ディ レク トリ 
<JXW> の も と の 手紙 の サブ ディ レク トリ <LET> を ドラ イブ E に し 、 そ の も と の ファ イ 
ル を すべ て ドラ イブ C に コピ ー す る も の 。 パ ス 名 の 指定 と 比べ て 簡単 で わか りや すく 
キー 入力 も 少な く な る 。 特に サブ ディ レク トリ の 階層 が 深い と き に 便利 。 





サブ ディ レク トリ の か わり に 仮想 ドラ イブ 名 を 使っ て コピ ー 


Gi\COPY Gi:.* Di 回 
G:README.DOC 
GEC.DOC 
G:0G.DOC 
3 個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 











な お 





SUBST E: /D 
SUBST F: /D 





旬 | 倫 














と する と 割り 当て を 解除 する こと が で きる 。 
また 、MS-DOS を リセ ッ ト し て も 解除 され る 。 そ の た め 、SUBST コ マン ド は 
AUTOEXEC.BAT の な か で 使う の が よい 。 
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JOIN (ドラ イブ 名 を パス 名 に 置き 換え る ) 


サブ プ デ ィ レ クト リ を ディ スク ドラ イブ の よう に 取り 扱え る よ うに する SUBST と 反 
対 の コマ ンド が JOIN (ジョ イン : 加え る 、 結 合 す る ) コマ ンド 。 こ れ は 、 デ ィ ス ク ド 
ライ ブ 名 を サブ ディ レク トリ の よう に 取り 扱え る よう に する 。 

JOIN と は 、 パ ー テ ィ な ど が ある と き 「 キ ミ も ジョ イン し な い 」 (参加 し な い ) と い 
う よ う な 使い 方 を する が 、 あ る ドラ イブ に 他 の ドラ イブ を メン バー と し て 加え る よ う 
な も の 。 

気 の あ っ た 仲間 が 集まる パー ティ は 楽し いも の だ が 、JOIN コ マン ド の メリ ッ ト は 
ドラ イブ を 意識 し な く て も よく な る こと 。 ハ ー ド ディ スク を ドラ イブ A と し て お く と 
その 他 の ドラ イブ は すべ て 、 サ プ デ ィ レ クト リ 名 で 指定 する こと が で きる 。 

使い 方 は 、 つ ぎの よう に な る 。 


JOIN ドラ イブ 名 パス 名 


ヽ 








た と えば 


JOIN B: A:\DAT 回 





と する と 、 ド ライ ブ B が ドラ イブ A の サブ プ デ ィ レ クト リ <DAT> と な る 。 あ た か も ドラ 
イブ A に サブ ディ レク トリ <DAT〉 を 作り 、 そ の も と に ドラ イブ B の ファ イル を すべ て 
コピ ー し た の と 同じ に な る 。 

現に 





Ai:\>CD _ DAT 
A:\DAT> 











と 、 そ の サブ プ デ ィ レ クト リ に 移る こと も で きる 。 ま た 、 た だ 
SUBST 


と する と 、 す で に 割り 当て られ て いる 状況 を 表示 する 。 
つぎ の 例 は 、 ド ライ ブ B と C を それ ぞ れ ドラ イブ A の サブ ディ レク トリ <DRB>〉 と 
< く DRC> と いう パス 名 で 設定 し た も の 。 
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ドラ イブ B を A:\DRB、 ド ライ ブ C を A:\DRC に する 


隊 代 ei ME 











COMMAND. 
COM 


サ プ デ ィ レ クト リ 


き 


JOIN B: A:\DRB 
JOIN C: A:\DRC 


COMMAND. 





サ プ デ ィ レ クト リ サ プ デ ィ レ クト リ サブ プ デ ィ レ クト リ 
\DRB と な る \DRC と な る 
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A\>JOIN C: A:\DRC 


人 














A:\>JOINg 
C: => A:\DRC 











A:\>CD DRCa 


A:\DRC>DIR 回 


ディ レク トリ は A:\DRC 


COMMAND COM 


CONFIG SYS 
AUTOEXEC BAT 

DOS <DIR> 
WIN <DIR〉 
BAT <DIR> 
人 R' <DIR> 
DIC <DIR> 





ドラ イブ A: の ポリ ュー ムラ ベル は SCSI2 


48416 91-11-18 
115 93-02-13 
68 93-02-13 

93-02-13 
93-02-13 
93-02-13 
93-02-13 
93-02-13 


(0 剛 
5 
7 


14 





00 
93 
55 


・00 
14 : 
14 : 
18 : 
18 : 


07 
09 
13 
24 





な お 、 設 定 状況 の 表示 は 





JOIN 
解除 は 














信 


JOIN B: /D 
JOIN C: /D 











人 





人 で きる 。 
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また 、 リ セッ ト し て も 解除 され る 。 そ の た め 、SUBST コ マン ド は AUTOEXEC. 
BAT の な か で 使う の が よい 。 
JOIN に は 、 い くつ か 注意 する 点 が ある 。 


・ ル ー ト ディ レク トリ に し か 設定 で き な い 

・ 設 定 し た ら 解 除 し な いか ぎり ドラ イブ 名 その も の は 使え な く な る 

設定 する サブ ディ レク トリ 名 は 、 存 在 し な いも の か 、 存 在 し て も その し た に ファ 

イル が な いも の で な けれ ば な ら な い 

・ 設 定 を 解除 し て も 、 サ プ ブ デ ィ レ クト リ 自 体 は ルー トディ レク トリ に 残る 。 不要 な 
ら ば RD て で 削除 する 

・ ド ライ ブ 名 が サブ ディ レク トリ 名 に 変わ っ て し まう の で 、 そ の ドラ イブ 名 を パス 
設定 し て いる と 「 パ ス の ドラ イブ 指定 が 違い ます 」 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が で 
る の て 要 注 意 。 も と の ドラ イブ の コマ ンド を 実行 し た けれ ば 、 パ ス 名 と な っ た ほ 
う を パス 指定 する 。 


この JOIN の 活用 例 と し て 、100M バ イト の ハー ド デ ィ スク に さら に 100M バ イト の 
ドラ イブ を 増設 し た と か 、200M バ イト の ハー ド デ ィ スク を いく つか の 論理 ドラ イブ 
に わけ て 使っ て いる 場合 に は 、 2 台 目 以降 の ドラ イブ を JOIN で サブ ディ レク トリ に 
し て お け ば 、 あ た か も 1 台 だ け を 操作 し て いる 感じ が し て 便利 で は な い だ ろ うか 。 
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AUTOEXEC.BAT の 例 


これ まで の まとめ と し て 、 つ ぎの よう な AUTOEXEC.BAT を 作っ て みた 。 








ECHO OFF 

CLS 

PROMPT $P$G 

PATH A:\A:\DOS:A:\BAT:A:\UTL 
SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 
SUBST E: B:\JXW\LET 

SUBST F: B:\123\SAL 

JOIN B: A:\DRB 

JOIN C: A:\DRC 











設定 の 意味 は つぎ の と お り 。 


・ 以 下 の コ マン ド を 表示 し な い 

・ 画 面 を 消去 する 

・ プ ロン プ ト を A:\> に する 

・ パ ス を ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ 、 サ プ デ ィ レ クト リ <DOS> く BAT> 
く <UTL> に 設定 する 

・COMMAND.COM の ロー ドン / 再 ロー ド を ドラ イブ プ A の ルー トディ レク トリ か ら 
に 設定 する 

・ ド ライ プ B の サブ ディ レク トリ <JXW>-<LET> を ドラ イブ E に する 

・ ド ライ プ B の サブ プ デ ィ レ クト リ <123>- く <SAL> を ドラ イブ F に する 

・ ド ライ プ B と C を それ ぞ れ ドラ イブ A の サブ プ デ ィ レ クト リ <DRB>、<DRC> に 設 
定 する 


あと は 、 読 者 の 好み と シス テム に あわ せ て 自由 に 作る と よい 。 
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ハー ド デ ィ スク を 使い こなす た め に は 、MS-DOS の コマ ンド を 自由 に 使い こなす 必 
要 が ある 。 と いっ て も 、 い ちい ち キ ー ボ ー ド か ら コ マン ド を 入力 し て いた り 、 ど う コ 
マン ド を 使え を ば いい か な ど 思 い 出 し て いた り 、 使 い 方 が わか ら な く て マニ ュ ア ル な ど 
を 参照 し て いた の で は 効率 が よく な い 。 

そこ で 、 あ ら か じ め 処 理 し た い コ マン ド を まとめ て 実行 する バッ チ フ ァイル が 威力 
を 発揮 する 。 ハ ー ド ディ スク を 使い こなす に は 、 こ の バッ チ フ ァイル を いか に 作っ て 
使い こなす か に か か っ て いる と いっ て も 過言 で は な い 。 

これ か ら 、 基 本 的 な バッ チ フ ァイル の 命令 と 作り 方 を 紹介 する 。 実 用 的 な バッ チ フ 
ァイル に つい て は 、 第 3 部 で 実例 を あげ て 紹介 し て いる の で 、 と ここ で は バッ チ フ ァ イ 
ル の 基礎 を マス ター し て お こう 。 
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バッ チ フ ァイル の 中 に 
書け る 命令 


バッ チ フ ァイル の 中 に 書く こと の で きる 命令 に は 、 つ ぎの 4 種類 が ある 。 





①MS-DOS の 内 部 コマ ンド 

DIR、TY 選 RNNOBIX か ど 。 
②MS-DOS の 外部 コマ ンド 

FORMAT、DISKCOPY、CHKDSK な ど (市 販 ソ フト の プロ グラ ム 名 も 含 
お )。 


バッ チ 処 理 コ マン ド 
REM、ECHO な ど (後述 )。 
(④ 他 の バッ チ フ ァイル 


これ は バッ チ フ ァイル の 中 に 別 の バッ チ フ ァイル を 入れ る 場合 。 

















① と ② は 、 普段 キー ボー ド か ら 入 力 し て いる よう に 使え を ば OK。 ④ は 、 バ ッ チ ファ イ 
ル の 中 に 別 な が バッ チ フ ァイル を 入れ る と いう も の で 、 バ ッ チ ファ イル その も の と 変わ 
りな い 。 

こと で は 、 バ ッ チ ファ イル を 効率 良く 作る た め の ③ の バッ チ 処 理 コ マン ド に つい て 、 
機能 と 使い 方 を 説明 する 。 
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バッ チ 処 理 コ マン ド 


バッ チ フ ァイル に は 、 た だ 単に MS-DOS の コマ ンド や プロ グラ ム 名 を 書く だ け で も 
よい が 、 バ ッ チ 処理 を 制御 する 便利 な コマ ンド が 用 意 さ れ て いる 。 こ れ ら は 簡単 な 
BASIC 言 語 の 基本 的 な 命令 に 似 て お り 、 ち ょ と し た プロ グラ ミン グ が で き 、 バッチ 処 
理 の 効果 を さら に 高め る こと が で きる 。 

バッ チ 処 理 コ マン ド に は 、 つ ぎの よう な も の が ある 。 


①REM (レム ) 
REMark の こと で 注釈 (コメ ント ) を つけ る 。 
②⑦②ECHO (エコ ー) 
こだま 、 反 響 (エコ ー) の こと で 、 実行 し た コマ ンド を 画面 に 反映 (表示 ) させ る 。 
PAUSE (ポー ズ ) 
中 止 ・ 休 止 の こと で 、 実行 を 一 時 停止 する 。 
GOTO (ゴー トゥ ) 
処理 の 流れ を 変え て 、 別 の 箇所 へ 飛ぶ (行く )。 
⑤IF (イフ ) 
も し も (イフ) な ら と いう 条件 判断 処理 を する 。 
FOR (フォ ー) 一 IN (イン ) DO (ドゥ ー) 
て の 間 (フォ ー)、 て に 関し て (イン )、 繰 り 返 し 処理 を する (ドゥ ー)。 
⑦SHIFT (シフ ト ) 
処理 の 対象 (パラ メー タ の 内 容 ) を 順次 変え る (シフ ト す る )。 
⑧@( ア ッ ト マ ー ク ) 
これ が ある 行 を 表示 し な い 。 
CALL (コー ル ) 
バッ チ フ ァイル の な か か ら 別 の バッ チ フ ァイル を 実行 し 、 そ れ が 終わ る と 呼び 出し 
た つぎ の 命令 に 戻る 。 


な お 、 最 後 の 2 つ (⑧ と ⑨) は MS-DOS5.0 で 追加 され た も の 。 
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REM (レム ) 


REMark の こと で 、 バ ッ チ ファ イル の 必要 な 箇所 に 注釈 (コメ ント ) を つけ る た め 
の も の 。 だ が REM の あと の 文字 列 は 、 通常 は 画面 に 表示 され る 。 その た め 、 メッセ ー 
ジ 表 示 と し て 使う 。 





@ 使 用 例 


REM 初期 化 と まる ご と 複写 
REM 作成 者 E.F. 
REM 作成 日 12/24/95 








ECHO (エコ ー) 


こだま 、 反 響 (エコ ー) の こと で 画面 に バッ チ フ ァイル 実行 中 の コマ ンド や メッ セ 
ー ジ を 反映 (表示 ) させ た り 、 さ せな か っ た りす る 。 つ ぎの 3 と お り の 使い 方 が ある 。 





メッ セー ジ を 表示 する 。 


この コマ ンド 以降 に 実行 され る コマ ンド を 表示 する 。 


以降 の コマ ンド 、REM の コメ ント や PAUSE で の メッ セー ジ を 表示 し な い 。 


@ 使 用 例 


ECHO 初期 化 と まる ご と 複写 を 行い ます 
ECHO ON 
ECHO OFF 
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PAUSE (ポーズ) 


中 止 ・ 休 止 の こと で 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 を 一 時 停止 する 。 処理 の 途中 で ディ ス 
ク を 交換 し た り 、 処 理 の 確認 が 必要 な と き な ど に 使う 。 つ ぎの 2 と お り の 使い 方 が あ 
る 。 


「 準 備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい | と いう メッ セー ジ を 表示 し て 止ま る 。 
この と き 、 リ ター ン キ ー や スペ ー ス バー を 押す と 、 処 理 が 続行 され る 。 

[SToP| キ ー や [CTRL|+[C] を 押す と 、 つ ぎの よう に バッ チ 処 理 その も の を 中 断 する か 
どう か の 選択 に な る 。 





バッ チ 処 理 を 中 止 し ます か <Y/N> 
ここ で [Y] を 押す と 中 止 し 、 [IN] を 押す と 続行 する 。 


ECHO ON の 状態 で 、PAUSE の 後に メッ セー ジ を 書く と 、 そ の メッ セー ジ が 表示 
され る 。 


@ 使 用 例 





PAUSE 
PAUSE ディ スク を 交換 し て くだ さい 
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GOTO (ゴー トゥ ) 


バッ チ フ ァイル は 、 そ の 中 に 書か れ て いる 命令 を 上 か ら 下 へ 順次 、 実 行 し て いく が 、 
GOTO を 使う と 、 そ の 処理 の 流れ を 変え て 、 別 の 箇所 へ 処理 を 移す こと が で きる 。 繰 
り 返し 処理 を し た い 人 箇所 に 処理 を 移し た り 、 条 件 に よっ て 分 岐 処 理 を する と き に 使う 。 

GOTO と は 、・・・ へ 行く (行け ) と いう 命令 で 、・・・ (行き 先 ) は 、GOTO が わか 
る よう に た と えば 、 つ ぎの よう に 書い て 示す 。 





: REPEAT 


(コロ ン ) を 先頭 に 書き 、 そ の あと に 行き 先 の 適当 な 名 前 を 書く 。 こ の 名 前 を ラ 
ベル (LABEL) と いう 。 ラ ベル は 読者 が 自由 に つけ て よい が 、 意 味 が ある も の に し た 
い ぃ 。REPEATT は 、 繰り 返し 処理 の は じ め の 部 分 と いう 意味 で つけ た 例 。 こ れ で 、 つ ぎ 
の よう に 使え る 。 


ーー 


:・REPEAT ・ 











繰り 返し 処理 


PAUSE 処理 を 繰り 返し ます か 
GOTO REPEAT 














※GOTO REPEAT で ラベ ル : REPEAT 以 降 の 処理 に 飛ぶ 。 GOTO の 後 は 、・ は つけ 
な い の で 要 注 意 。 


@ 使 用 例 








GOTO END 


な お 、: を 先頭 に つけ て いれ ば 、 そ の あと は 好き な 文字 が 書け る の で 、REM の 変わ 
り に コメ ント を 書く の も よい 。 
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バッ チ フ ァイル 実行 時 に 渡す パラ メー タ 

続く 3 つの コマ ンド の 説明 の まえ に 知っ て お く こ と が ある 。 そ れ は 、 バ ッ チ ファ イ 
ル を 実行 する と き に バッ チ フ ァイル に ドラ イブ 名 や ファ イル 名 な ど (パラ メー タ ま た 
は 引数 ) を ユー ザー が 渡す こと が で きる と いう こと 。 

FORMAT、DISKCOPY、COPY な ど を バッ チ フ ァイル で 使う と き 、 実 行 時 に ドラ 
イブ 名 や ファ イル 名 を 指定 で きる と 、 い ろ い ろ と 便利 に な り 使 い 勝手 が 増す 。 

バッ チ フ ァイル の 中 で パラ メー タ を 受け 取る も の は 、 つ ぎの 10 個 が ある 。 





9%0 9%1 %2 %3 %4 %5 %6 9%7 9%8 %9 


この うち ユー ザー が 使用 で きる の は 、% 1 か ら % 9 まで 。 こ れ ら それ ぞ れ が 1 つの 
箱 の よう な も の と 思う と よい 。 こ の 中 に 、 バ ッ チ ファ イル 実行 時 に ユー ザー が 入力 し 
た パラ メー タ が 入る 。 な お 、% 0 に は バッ チ フ ァイル 名 その も の が 自動 的 に 入り 、 読 
者 が パラ メー タ を 入れ る こと は で き な い の で 無視 し て も 結構 。 

で は 、 パ ラメ ー タ と %1…%10 の 関係 を ボ ホ す 。 つ ぎの よう な バッ チ フ ァイル を BACK. 
BAT と いう ファ イル 名 で 作る と し よう 。 


FORMAT %2 
DISKCOPY %1 %2 
DIR %2 /W 


これ を 実行 する と き に 、 





A:\>BACK C: D: 加 











と すれ ば 、% 1 に C:、% 2 に D: が 入る 。 つ まり 、 つ ぎの よう に な る 。 




















FORMAT _D: 加 
DISKCOPY C: D: 
DIR D: /W 
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また 、 ド ライ ブ 名 を 変え て 、 

A:\>BACK E: F: 回 

と すれ ば 、% 1 に E : 、% 2 に F : が 入る 。 つ まり 、 つ ぎの よう に な る 。 
FORMAT F: 回 


DISKCOPY E: F:3 
DIR F: /Wa 





























この よう に 、 パ ラメ ー タ は 、 実 行 の と き バ ッ チ ファ イル 名 の 後に 順番 に 入れ る 。 パ 
ラメ ー タ を 使う と 、 バ ッ チ ファ イル の 処 理 が 固定 され る こと な く 、 汎 用 的 に 利用 で き 
る よう に な る 。 

9% 1 9% 9 に は 、 フ ァイル 名 も 入れ る こと が で き 、 ド ライ ブ 名 と ファ イル 名 を あわ 
せ た も の も 入る の で 便利 。 ま た 、 ワ イル ドカ ー ド も 使え る 。 た と えば CP.BAT の 内 容 
が 





COPY %1 9%2g 











で あれ ば 


A:\>CP C:DEMO.DAT D: 回 





と すれ ば 





A:\>COPY CiDEMO.DAT DS 











と な る 。 
また 


A:\>CP *.DAT *.BAK 回 





と すれ ば 
A:\>COPY * .DAT *:.BAKS 


と な る 。 


232 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


IF (イフ ) 


バッ チ フ ァイル の 中 で 、 も し も ・・・ な ら 、 こ うす る と いう 条件 判断 処理 を する と 
き に 使う 。 書 式 は つぎ の と お り 。 


IF 条件 コマ ンド 


条件 が 真 (正しい ) な ら 、 そ の 後 の コ マン ド を 実行 する 。 偽 (正しく な い ) な ら 、 
何 も せ ず 、 つ ぎの 処理 に 移る 。 
使い 方 は 3 と お りあ る 。 





① 文 字 同士 を 比較 する 
⑦② フ ァイル ノ サ プ デ ィ レ クト リ の 有無 を 調べ る 
③ 条 件 分 岐 を する 


・IF %1== 文 字 「 パラ メー タ と 文字 が 等 し いと き 
・IF %1==%2 ー バ パラメータ 1 と 2 が 等 し いと き 
・ IF NOT % 1 == 文 字 ~… パ ラメ ー タ と 文字 が 等 し く な いと き 
> |F NOT 96 1 ==96 2 。 - パ ラメ ー タ 1 と 2 が 等 し く な いと き 

















等 し いこ と を 表わす 記号 は 、= (イク オー ル ) を 2 つ 続 け て == と 書く 。 等 し く な い 場 
合 は 、NOT を 前 に つけ る 。 


⑱ パ ラメ ー タ が 何 も な けれ ば 終了 する 








隊 
IF "=” GOTO END 








⑯ 2 番目 の パラ メー タ が P で あれ ば 1 番目 の パラ メー タ の ファ イル の 内 容 を プリ ンタ で 印字 する 


コ 








IF "%2"==PP TYPE >PRN 











⑯ パ ラメ ー タ の ファ イル が な けれ ば 終了 する 








IF "%"==。 GOTO END 
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・|F EXIST ファ イル 名 ー フ ァイル が 存在 する と き 
IF NOT EXIST ファ イル 名 。 … フ ァイル が 存在 し な いと き 
・IF EXIST サブ ディ レク トリ 名 \NUL ー サ プ デ ィ レ クト リ が 存在 する と き 


・IF NOT EXIST サブ ディレク トリ 名 \NUL "・ サ プティ レク トリ が 存在 し な いと き 





⑮ ド ライ ブ B に バッ チ フ ァイル が あれ ば 、 そ の 一 覧 を 表示 する 





IF EXIST B+.BAT DIR B::.BAT 





パラ メー タ の ファ イル が ドラ イブ B に な けれ ば 、 そ れ を A か ら コ ピー する 








IF NOT EXIST B: 名 COPY 名 Bi 





⑮ パ ラメ ー タ の ファ イル が ドラ イブ B に あれ ば 、 あ る こと を 表示 する 











IF EXIST B: 衝 ECHO 同じ ファ イル 名 が あり ます 





⑮ ド ライ ブ A に サブ ディ レク トリ BAT が な けれ ば 、 そ れ を 作る 








IF NOT EXIST A:\BAT\NUL MD ABAT 











な お 、IF EXIST は 通常 は ファ イル 名 の 有無 し か 判断 で き な い が 特別 な ファ イル 名 
NUL (ヌル ) を この よう に 使う と サブ プ デ ィ レ クト リ 名 の 有無 も 判断 で きる よう に な 
る 。NUL と は 何 も 中 身 の な い フ ァイル と 考え る と よい 。 


・IF ERRORLEVEL 数 値 ー エ ラー コー ド に 対応 し た 判断 














MS-DOS の いく つか の コマ ンド (BACKUP や RESTORE な ど ) に は 、 そ の 娘 理 中 
に エラ ー が 生じ た 場合 、 エ ラー コー ド と いわ れる コー ド を 出す 。 コ マン ド が 正常 に 終 
了 し た と き は 0 を 、 異常 が あっ た と き は 、 そ の 内 容 に 応じ て 1 や 2 な どの コー ド を 出 
す 。 ユ ー ザ ー は バッ チ 処 理 の 中 で 、 こ の エラ ー コ ー ド を 


IF ERRORLEVEL 0 GOTO END 


234 一 一 第 2 部 @ 使 う 準備 は こう し よう 





な どど 判断 し て 、 GOTO を 用 い 、 そ の 処理 を 中 断 さ せ た り 処理 を 分 岐 させ たり する こ 


と が で きる 。 


NEC の MS-DOS に は BATKEY コ マン ド が あり 、 こ れ は キー ボー ド か ら 入 力 し た 
キー に 対応 し て エラ ー コ ー ド を 出す も の 。 こ れ を 用 いて 、 バ ッ チ ファ イル の 中 で つぎ 


の よう に 分 岐 処 理 を する こと が で きる (374 ペ ー ジ 参照 ) 。 





条件 分 岐 を 行う バッ チ フ ァイル 例 





ECHO 1.. 一 太郎 Ver.4 
ECHO 2.…Lotus 1-2-3 
ECHO 3..…TheCARD Ver.5 
ECHO 0..MS-DOS 


ECHO 理 の 番号 を 選ん で くだ さい 。 
BATKEY 0 

REM --- 分 岐 如 理 ---------- 

IF ERRORLEVEL 3 GOTO CRD 

IF ERRORLEVEL 2 GOTO 123 

IF ERRORLEVEL 1 GOTO JXW 

IF ERRORLEVEL 0 GOTO END 

_JXW 

一 太郎 の 起動 コマ ンド か バッ チ フ ァイル 
9 

1-2-3 の 起動 コマ ンド か バッ チ フ ァイル 
CRD 

| TheCARD Ver.5 の 起動 コマ ンド か バッ チ フ ァイル 
:END 
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FOR 一 INDO (フォ ー・ イ ン ・ ド ウ ) 
コマ ンド の 一 部 を 変え て 繰り 返し 処理 を し た い 場 合 に 使う 。 書式 は つぎ の と お り 。 
FOR %% 変 数 IN (処理 対象 ) DO コマ ンド %% 変 数 


変数 は 、 数 字 以外 の 1 文字 で あれ ば な ん で も 可 。 普 通 ア ルフ ァ ベ ッ ト を 使う 。 








バッ チ フ ァイル の 内 容 を すべ て 表示 する 





FOR %%A_ IN.BAT) DO TYPE %%A 





⑯SALES1.DAT、SALES2.DAT、SALES3.DAT を ドラ イブ B に コピ ー す る 





FOR %%B IN(SALES?2.DAT) DO COPY %%B B: 





拡張 子 が BAK の ファ イル を すべ て 削除 する 





FOR %%C_IN(*.BAK) DO DEL %%C 











⑱ パ ラメ ー タ が Screen (画面 ) の S、Printer (プリ ンタ ) の P、Disk (ディ スク ) の D の いずれ 
か の と き に 、 そ の ラベ ル 以 降 に 処理 を 移す 





FOR %%D IN(SPD) DO IF " 串 "=="%%D” GOTO %%D 








ここ で は 変数 を AD と 使っ た が 、 どん な 場合 で も A や X な ど に 固定 し て お く と 間 違 
い が 生 じ な い 。 


236 一 一 一 第 2 部 ⑯ 使 う 準備 は こう し よう 





SHIFT (シフ ト ) 


パラ メー タ が ある バッ チ フ ァイル 内 で 、 パ ラメ ー タ に 対す る 内 容 を 順次 変え る ( シ 
フト する ) と き に 用 いる 。 こ れ は SHIFT に より 処理 の 対象 と な る パラ メー タ を 順次 ず 
ら す こと こと が で きる た め 。 

た と えば 、 つ ぎの よう に パラ メー タ % 1 、% 2 、% 3 に ファ イル 名 DATA.1、DATA. 
2、DATA.3 が 入る よう な バッ チ 処 理 が ある と き 、 


1=DATA.1 
92=DATA.2 
953=DATA.3 


バッ チ 処 理 内 で SHIFT が 1 回 実行 きれ る と 、 つ ぎの よう に 入る パラ メー タ が シフ 
ト す る 。 


9%1=DATA.2 
9%2=DATA.3 
963= 


も う 一 度 SHIFT が 実行 きれ る と 、 つ ぎの よう に な る 。 


91=DATA.3 
962= 
963= 


つま り 、% の 番号 の 若い 方 向 に 1 つ ず つ 、 与 える パラ メー タ の 内 容 が ずれ て 入る よ 


うに な る 。 こ れ で 、 た くさ ん の パラ メー タ を 処理 する と き で も 、% を た くさ ん 使わ な 
く て も よい こと に な る 。 
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3 つの ファ イル を 連続 し こし 、 ド ライ ブ B に コピ ー す る 。 





:REPEAT 

IF "== 。 GOTO END 
COPY % Bi 

SHIFT | 
GOTO REPEAT 

:END 


この バッ チ ・ フ ァイル 名 を CP.BAT と し て 











A:\>CP SALES.DAT _DEMO.DAT TEST.DAT 回 


と する と 
SALES.DAT DEMO.DAT TEST.DAT 


の 3 つの ファ イル が ドラ イブ B に コピ ー さ れる 。 これ は 、 つ ぎの よう に 3 つの パラ メー 
タ を 書く こと と 同じ に な る 。 


COPY 9%1 B: 
COPY %2 BB: 
COPY 9%3 B: 


つま り 、SHIFT が 1 回 実行 され る と 、 つ ぎの よう に パラ メー タ を 1 つ ず ら す こと に 
な る 。 


初め : 961=SALES.DAT 

SHIFT1 回 : %1=DEMO.DAT 

SHIFT2 回 : %1=TEST.DAT 

SHIFT3 回 : %1= (ファ イル が 無い こと が わか る ) 


238 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


@⑥( ア ッ ト マ ー ク ) 

MS-DOS5.0 で 追加 され た コマ ンド で 、 行 の 先頭 に @ を 書い て お く と 、 そ の 行 を 表 
示し な い 。 

使い 方 の 例 を あげ る 。 





@ECHO OFF 
PROMPT $P$G 
PATH=A:\DOS:A:\BAT 


この よう に バッ チ フ ァイル の 先頭 に @ECHO OFF と し て 使う の が 一 般 的 。 こ れ に 
ょ り ECHO OFF も 表示 され な く な る 。@ が な い 前 の バー ジョ ン で は ECHO OFF が 表 
示さ れ て 見 苦し か っ た 。 
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CALL (コー ル ) 


これ も MS-DOS5.0 で 追加 きれ た コマ ンド で 、 バ ッ チ ファ イル か ら 別 な バッ チ フ ァ 
イル を 呼び 出し 、 そ の 処理 が 終了 し た ら も と に 戻る 。 





CALL の 働き 


MAIN. BAT SUB. BAT 


:START :START 
ECHO OFF ECHO OFF 
CLS CLS 


CALL/C SUB. BAT 
ECHO… 


:END 





SUB. BAT を 呼び 出す 。 そ の 処理 が 終わ る と 
次 の MAIN. BAT の 処理 に 戻る 。 


た と えば SUB.BAT と いう バッ チ フ ァイル を 呼び 出し た い 場 合 は 、 つ ぎの よう に 書 
く g 
CALL SUB.BAT 
MS-DOS3.3 な ど 前 の バー ジョ ン で は 
COMMAND /C SUB.BAT 


と し て いた が 、COMMAND.COM を いち いち 呼び 出す 必要 が な く な っ た 。 
CALL を 使っ た 実用 的 な バッ チ フ ァイル を 紹介 し よう 。 そ れ は 、 ワ イル ドカ ー ド が 
使え る TYPE コ マン ド を 作る も の 。 


240 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 








CALL を 使っ て ワイ ルド カー ド が 使え る TYPE コ マン ド を 作る (TW BAT) 





@ECHO OFF 
CLS 
ECHO --- ワイ ルド カー ド で の TYPE --- 
IF NOT " 如 "=="” GOTO OK 
ECHO 使い 方 : TW ファ イル 指定 
ECHO 例 : TY *.BAT 








GOTO END 
:OK 
IF NOT EXIST % GOTO MSG 
1 入村 衝 コ ここ ムレ ン ネ ロー 処理 --------------- 
FOR %%IN ( 如 ) DO CALL TWSUB.BAT %%| 
GOTO END 
iMSG 
ECHO ファ イル が あり ませ ん 。 
END 


TW.BAT か ら 呼 び 出さ れる バッ チ フ ァイル 
Fe TWSUB.BAT ----- 
FW.BAT の サブ ルー チン 











@ECHO OFF 
ECHO 名 を 表示 し ます か (Y/N) ? 
BATKEY 1 
ECHO\ 
IF ERRORLEVEL 1 GOTO END 
ECHO ** kr 6 を 表示 ょ いい: ょ ゃ 
TYPE 
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ECHO ネネ ネネ 本 本 本 本 キ ネネ ネネ 本 ネ 本 本 本 ネ 本 キネ 本 ネネ ネネ 


PAUSE 
END 





TTW.BAT が メイ ン の バッ チ フ ァイル で ワイ ルド カー ド を 展開 する 。 そ し て ファ イ 
ル の 内 容 を 表示 する の が TWSUB.BAT と いう バッ チ フ ァイル 。TW.BAT か ら 
CALL で 呼び 出し て いる 。 


 TW.BAT の 実行 例 8 GR 
A\>TW ・.BAK 














ー- ワイ ルド カー ド で の TYPE --- 
AUTOEXEC.BAK を 表示 し ます か (Y/N) ? 





Y 回 
*** ォォォ * AUTOEXEC.BAK を 表示 ******* 
ECHO OFF 

PROMPT $P$G 

PATH=A:\WIN:A:\BIN:A:\BAT 

SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 


ネネ ネネ ネネ 米 ま ネ ネネ ネネ 林 ホ 本 林 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 


VJE.BAK を 表示 し ます か (Y/N)? 











N 回 











A:\> 





242 一 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 


バッ チ フ ァイル の スタ イル 


バッ チ フ ァイル を 作る と き は 、 つ ぎの よう な スタ イル で 書く こと を お 勧め する ( こ 
れ に 、 読 者 の 好み を 加え る )。 

この バッ チ フ ァイル は パラ メー タ 1 、 2 、 3 を 入力 する こと に より フォ ー マ ッ ト の 
し か た を 変え る も の 。 





バッ チ フ ァイル を 書く スタ イル 
ーーーーーーー FORM.BAT ----- 
: いろ いろ な フォ ー マ ッ ト 
ECHO OFF 
CLS 
IF "= ミイ | GOT0 1 
IF "=="2” GOTO 2 
IF "%"=="3” GOT0 3 
ENIUU =so ラ = いろ いろ な フォ ー マ ッ ト -------- 
ECHO 1.… デ ー タ ディ スク 作成 (FORMAT D:/V) 
ECHO 2.… シ ステ ム デ ィ ス ク 作 成 (FORMAT D:/S/V) 
ECHO 3..… 高 速 フ ォ ー マ ッ ト (FORMAT D:/C) 
ECHO: 
ECHO 使い 方 : FORM 番号 
ECHO 例 :FORM3 


GOTO END 

Mil 
ECHO デー タデ ィ ス ク 作 成 
FORMAT D:/V 
GOTO END 
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3 
ECHO シス テム ディ スク 作成 
FORMAT D:/S/V 
GOTO END 

:3 
ECHO 高速 フォ ー マ ッ ト 
FORMAT D:/C 

END 








実行 結果 











A:\>FORMsi 











A:\>ECHO OFF 

ーーーーーーーー いろ いる が シ ォ ーー マツ ョ トー ニー ニニ ニー ニー 
1... デ ー タ ディ スク 作成 (FORMAT D:/V) 
2.… シ ステ ム デ ィ ス ク 作 成 (FORMAT D:/S/V) 
3.… 高 速 フ ォ ー マ ッ ト (FORMAT D:/C) 


使い 方 : FORM 番号 
例 :FORM3 





A:\>FORM 3g 











A:\>ECHO OFF 
高速 フォ ー マ ッ ト 
Format Version 5.0 


新しい ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か キー を 押し て くだ さい 


244 一 一 第 2 部 ⑱ 使 う 準備 は こう し よう 








ディ スク の タイ プ は 1 : 640(KB) 2 :1(MB) = 2 
目的 の ディ スク は 1MB FD で す 


1250304 バイ ト 全 デ ィ ス ク 容 量 
1250304 バイ ト 使用 可能 ディ スク 容量 


別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か (Y/N) N 
A:\> 


この バッ チ フ ァイル の 書き 方 の ポイ ント を 解説 する 。 


@⑱ バ ッ チ ファ イル 名 を 冒頭 に 書く 

バッ チ フ ァイル 名 を 冒頭 に 書い て お く と 、 フ ァイル 名 を 忘れ な いし 、 い ろ い ろ な バ 
ッ チ ファ イル を 作る と その 内 容 と ファ イル 名 が 一 致し な く な っ て くる の で 、 そ れ を 防 
ぐ の に 役立つ 。 


但 タ イト ル を 表示 する 

どう いう 処理 を する バッ チ フ ァイル な の か が わか る よう に 、 実行 直後 に その タイ ト 
ル を 表示 する と よい 。 メ ニュ ー を 表示 する 場合 は メニ ュー の 最初 に タイ トル を つけ て 
お く と よい 。 


人 使い 方 を 表示 する 

その まま 実行 し た ら 、 ど うい う 処 理 を する バッ チ フ ァイル で 、 ど う 使 っ た らい いか 
と いう 説明 を 表示 する か メニ ュー を 表示 する の が スマ ー ト 。 バ ッ チ ファ イル の 使い 方 
を 思い 出す より 、 さ っ と 実行 し て みて 説明 を 読ん だ 方 が 早い 。 TYPE で バッ チ フ ァ イ 
ル の 内 容 を 確認 し て 使い 方 を 調べ る よう で は 手間 と 時 間 の ムダ 。 

また 、 メ ニュ ー を 表示 し て 、 そ の な か か ら 処 理 を 選択 する よう な も の は 、 も ちろ ん 
使い 方 を 表示 する まで も な い 。 
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代 な る べく シン プル に 

バッ チ フ ァイル は な る べく シン プル で パッ と みて わか りや すい の が よい 。 カ ラー 表 
示 な ども いい が 、 制 御 コ ー ド な ど が 入っ て くる と 、 わ か り づ らく な る 。 ま た 過剰 な 修 
飾 や 説明 な ども 避け よう 。 


人 @ 画 面 表 示 も シン プル に 

表示 する も の は な る べく シン プル で わか りや すい も の に する 。 メ ッ セ ー ジ は 日 本 語 
の ほう が わか りや すい 。 

バッ チ フ ァイル の 始め に 


ECHO OFF 
CLS 
ECHO 一 - 処 理 内 容 - 一 


と 書い て お く と 、 処 理 の 前 に 画面 が クリ ア さ れ て 結果 表示 画面 が スッ キリ する 。 ま た 
どう いう 和 理 を する バッ チ フ ァイル か が すぐ わか る 。 


⑱@ バ ッ チ ファ イル 本 体 の 処理 は 明確 に 書く 

処理 を 明確 に 書き 、 ど うい う 処 理 を する の か コメ ント と し て 明記 し て お く と よい 。 
コメ ント を 書く と き は 、REM よ り : (コロ ン ) を 使う と みや すい し 、ECHO OFF を 
し な く て も 画面 に 表示 され な い 。 


介 イ ン デ ント ( 宇 下 げ ) を 用 いて 処理 構造 を は っ きり させ る 
供 終 わり に END 
バッ チ フ ァイル の 終わ り が は っ きり し て 、 す わり が よい よう に END と 書い て お いた 


ほう が よい し 、 処 理 を 終了 する と き に も GOTO END と 書け る 。 


な お 、 バ ッ チ ファ イル を 書く スタ イル は 個人 の 好み な の で 、 こ こ で 紹介 し た こと を 
アレ ンジ し て 自分 な り の スタ イル を 確立 する と よい 。 
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第 3 部 
こつ し て 
活用 し よう 





第 3 部 で は 、1 部 と 2 部 で 得 た 知識 や ノウ ハウ を も と に し て 、 

ハー ド デ ィ スク を 本 格 的 に 活用 する 方 法 を いろ いろ と 紹介 する 。 
市 販 の アプ リケーション ソフ ト の 組み 込み 方 か ら 、 

使い 分 け 方 、EMS メ モリ な ど 拡 張 メ モリ 、 

RAM デ ィ ス ク お よび キャ ッシュ デイ スク の 活用 、 

ファ イル の バッ クア ッ プ (予備 ) の 作り 方 と 書き 戻し 方 、 

ハー ド デ ィ スク の 領域 を 効率 良く 使う 法 、 

ユー ティ リティ ソフ ト の 活用 法 まで を 解説 する 。 


EEF IN 


ソ ゾ ソフト ウェ ア は 
こう し て 組み 込む 





いよ いよ ハー ド デ ィ スク に アプ リケーション ソフ ト な ど を 組み 込む が 、 
な ん の 考え も な し に 、 ど ん どん 組み 込ん で いっ て は 、 

ディ レク トリ を と っ た と き に 見 に く か っ た り 、 

どこ に どん な ファ イル を いれ た か わか ら な く な る 。 

組み 込む 前 に 、 き ちん と 整理 し た か た ち で 

組み 込む と いう ビジ ョ ン を も っ て お く 必 要 が ある 。 

この 章 で は 、 よ く 使わ れ て いる 市 販 の アプ リケーション の 

組み 込み 方 を 紹介 する 。 





ハー ド デ ィ スク を 使う た め に は 、 プ ログ ラム や デー タフ ァイル を 組み 込ま な く て は 
な ら な い 。 こ れ を イン スト ー ル する (install : 取り つけ る 、 組 み 込 む ) と いう が 、 ハ ー 
ド デ ィ スク に プロ グラ ム や デー タフ ァイル を 効率 よく イン スト ー ル する に は 


① ど うい うふ うに イン スト ー ル する か 構想 を 立て る 
(② ハ ー ド ディ スク に 使う ファ イル を コピ ー す る 


と いっ た 2 つの 大 き な ス テッ プ を 踏め ば OK。 そし て 各 ス テッ プ で は 、 つ ぎの よう な 点 
を 考え た り 、 実 際 に 操作 する 必要 が ある 。 
る @ イ ンス トー ル の 構想 

・ ド ライ ブ の 割り 当て 


・ イ ンス トー ル す る ファ イル の 整理 





但 イ ンス トー ル の 実際 







・ ル ー ト ディ レク トリ の ファ イル 

・ サ プ デ ィ レ クト リ の ファ イル 
MS-DOS/Windows の シス テム ファ イル 
バッ チ フ ァイル 

日 本 語 FEP お よび 日 本 語 FEP の 辞書 

市 販 ソ フト お よび ユー ティ リティ 
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ドラ イブ の 割り 当て は 
こう する 





ドラ イブ の 割り 当て と は 、 ど の ドラ イブ に ハー ド デ ィ スク を 割り 当て 、 ど れ だ け の 
容量 を 確保 する か 、 ど の ドラ イブ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に する か と いっ た こと で 、 こ 
れ を ちゃ ん と し て お く か どう か で ハー ド デ ィ スク の 使い 勝手 が 大 きく 違っ て くる 。 

ここ で は 一 般 的 な シス テム で ある フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 台 二 ハー ド デ ィ スク 210M 
バイ ト 1 台 の 場合 を 例 に 考え て みよ う 。 

ドラ イブ の 割り 当て は つぎ の よう に する と よい 。 





ee 

@⑱ ド ライ ブ A : ハー ド デ ィ スク 領域 1 (128M バ イト ) 局 
(MS-DOS と プロ グラ ム を 入れ る ) 

@⑱ ド ライ ブ B : ハー ド デ ィ スク 領域 2 (82M バ イト ) 
(デー タ を 入れ る ) 

⑱@ ド ライ ブ C : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 台 目 
(デー タ を 入れ る ) 

@ ド ライ ブ D : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 台 目 
(デー タ を 入れ る ) 











ハー ド デ ィ スク の 領域 を 2 つ に わけ て いる の は 、 つ ぎの 理由 に よる 。 


①⑪ ハ ー ド ディ スク に トラ ブル が 起こ っ た と き に 、 被 害 は 半分 で すみ 、 復 旧作 業 も 半分 
で よい 


②⑦ 大 切な ファ イル の バッ クア ッ プ を 別 な 領域 に 保存 で きる 


⑬ 市 販 の ユー ティ リティ の な か に は ハー ド デ ィ スク か らし か 起動 し な いも の が ある 
(「 オ ー シ ャ ノ グ ラ フィ 中 | な ど ) 
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① に 関し て 、 万 一 プア ログ ラム の バグ な ど で ハ ー ド ディ スク の 一 部 が 読み 書き 不能 に 
な っ た 場合 は 、 領 域 を 解放 し て 確保 し 直す 必要 が ある が 、 領 域 が 1 つ だ と ハー ド デ ィ 
スク 全体 の 領域 を 解放 し な く て は な ら な く な る 。 そ れ が 、 領域 が 2 つ あ る と 、 た いて 
いそ の どちら か に トラ ブル が 起こ り 、 他 の 領域 に は 影響 が な いも の だ 。 そ れ で 、 問 是 
の な い 領域 を 復旧 作業 の ベー ス に し て 、 問 題 の ある 領域 を 解放 ・ 確 保 し た り 、 必 要 な 
ファ イル を リス ト ア する (コピ ー し 直す ) よう に すれ ば よい 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 作業 の ペース に する と 、 ど うし て も 処理 が 遅く な っ た り 、 バ 
ッ ク ア ッ プ 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ スク を 差し 替え た りす る 必要 が あっ た り し て 不便 。 


② に 関し て 、 大 切な ファ イル を ハー ド デ ィ スク に 保存 する と き に は 、 領 域 1 に 保存 
し た ら 、 そ の バック アップ ファ イル と し て 領域 2 に も 保存 で きる 。 同じ 領域 に ファ イ 
ル 名 を 変え て 同じ ファ イル を 2 つ 保存 する の も いい が 、 そ れ は ① の 場合 の よ うに 危険 


③ に 関し て は 、 高 速 バッ クア ッ プ ツー ル 「 オ ー シ ャ ノ グ ラ フィ II] を 使っ て いて 気 が 
つい た の だ が 、 こ の ツー ル は ハー ド デ ィ スク か らし か 起動 し な い の で ある 。 領域 が 1 
つの 場合 を 考え て みよ う 。 その 全部 の パ バックアップ を 「 オ ー シ ャ ノ グ ラ フィ II」 で フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク に 取っ て いる と し よう 。 何 か の 理由 で 、 再 フォ ー マ ッ ト す る 必要 が あ 
っ た 場合 、 フ ォ ー マ ッ ト し た の は いい けれ ど 、 ハ ー ド ディ スク の 「 オ ー シ ャ ノ グ ラ フ 
ィ II は 消え る こと に な り 、 リ スト ア で き な く な る 。 そ の 場合 、「 オ ー シ ャ ノ グ ラ フィ 
II] だ け を また オリ ジ ナ ル の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どか ら ハ ー ド ディ スク に コピ ー し 
て 、 そ れ を 起動 し な けれ ば いけ な く な る 。 そ れ は 不便 。 
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起動 は 
ハー ド デ ィ スク か ら 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と ハー ド デ ィ スク が 両方 ある パソ コン ・ シ ステ ム で は 通常 、 起 
動 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら と ハー ド デ ィ スク か ら の いずれ か に 設定 する こと が で き 
る が 、 起動 は も ちろ ん ハー ド デ ィ スク か ら す る よう に 設定 する 。 

それ は 





・ 起 動 す る た め の シ ステ ム デ ィ ス ク を 入れ る 必要 が な い 
・ 電 源 オ ン で す で ぐ 起 動 す る (起動 時 間 が 速い ) 
・ 市 販 ソ フト を 使う の に 便利 (起動 時 に メニ ュー な ど て 選択 で きる ) 


と いう 理由 か ら 。 
起動 を ハー ド デ ィ スク か ら に する と ハー ド デ ィ スク が ドラ イブ A に 割り 当て られ る 。 
な お 、PC-9800 シ リー ズ の 場合 、SASI と SCSI の 両方 の ハー ド デ ィ スク を 接続 (内 
蔵 ) し て いる 場合 に は 、 起動 の さい SASI の ほう が 先 に 認識 され る の で 、SCSI を ドラ 
イブ A と し て 起動 する こと は で き な い の で 要 注 意 。 
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人 ハード ディ スク に は な る べく な ら 
デー タ は 入れ な い 


ドラ イブ 構成 を みて お 気づき の よう に 、 ド ライ ブ B に デー タ を 入れ る よう に し て い 
る が 、 な る べく な ら ハ ー ド ディ スク に は デー タ を 入れ な い ほ う が よ い 。 ハ ー ド ディ ス 
ク は いつ クラ ッシュ する か も 知れ な いと いう こと を 考え て 使う べき だ か ら だ 。 ハ ー ド 
ディ スク に は クラ ッシュ し て も な ん ら 損 害 が な く 、 ま た コピ ー で きる ファ イル だ け を 
入れ て お く の が スマ ー ト な 使い 方 で も ある 。 そ うし た ファ イル は 


・MS-DOS プ Windows の コマ ンド ファ イル 
・MS-DOS グ Windows の シス テム ファ イル 
・ 市 販 の アプ リケーション ソフ ト 

・ 市 販 の ユー ティ リティ ソフ ト 


な ど で あ る 。 

こう し た も の は 、 オ リ ジ ナ ルディ スク が ちゃ ん と ある の で 、 ハ ー ド ディ スク が クラ 
ッシュ し て も 、 ま た コピ ー す れ ば よい 。 し か し 、 読 者 が 長 時 間 か か っ て 入力 し た 大 切 
な 大 切な デー タ は 、 消 えて し まえ ば パ ア に な る 。 デ ー タ は 取り 返し が つか な いも の な 
の で 


その つど フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど に 入れ る 


の が よい 。 

これ だ と 保存 に や や 時 間 は か か る も の の 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し た と いう 安 
心 感 が 生ま れ 、 あ と で バッ クア ッ プ する 手間 も 省け る 。 人 間 は 、 不安 を も っ て 仕事 を 
し て は いけ な い の で ある 。 
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確か に 、 ハ ー ド ディ スク は 読み 書き が 速い の で 、 デ ー タ も 入れ た い の が 人 情 。 ま た 、 
ビジ ネス で は ハー ド デ ィ スク に デー タ を 入れ な いと 仕事 に な ら な い 。 し か し 、 デ ー タ 
は いつ も 危険 に は さら され て いる と 思っ て お こう 。 そ こと で 、 ハ ー ド ディ スク に デー タ を 
入れ た い 場 合 は 、 つ ぎの よう に する と よい 。 


・ デ ー タ 専用 の ドラ イブ を 確保 する ( 例 で は 日 ) 
・ そ の ドラ イブ に デー タ を 保存 する 
・ そ の 日 の 作業 が 終わ っ た ら フ ロッ ピー ディ スク な ど に コピ ー す る 


その 場合 、 た と えば つぎ の よう な デー タ 専 用 の サ プ デ ィ レ クト リ を 作っ て 入れ る と 
よい 。 





JXW  : 一 太郎 用 

123  :1-2-3 用 

CRD5 : TheCARD Ver.5 用 
DAT : 雑多 な デー タ 用 
TMP : 一 時 的 な デー タ 用 











そし て 、 こ れ ら の サブ ディ レク トリ ご と に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど バ ッ ク ア ッ プ 媒 
体 に コピ ー す れ ば OK (その 方 法 は 469 ペ ー ジ を 参照 ) 。 
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ルー ト は すっ きり 、 
あと は サブ に 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら ハ ー ド ディ スク に 、 使 用 する ファ イル を コピ ー す る 場合 、 
MS-DOS の コマ ンド ファ イル や シス テム ファ イル 市販 ソフ ト な ど を コピ ー す る こと 
は すでに 述べ た 。 

この と き 、MS-DOS で は サブ ディ レク トリ を 作っ て ファ イル を 整理 し て 格納 で きる 
の で 、 ル ー ト ディ レク トリ に 置く 必要 の ある ファ イル と サブ ディ レク トリ を 作っ て 、 
その も と に 格納 する ファ イル を 決め る 。 

極端 に 言 を ば ルー トディ レク トリ に は 、 ル ー ト ディ レク トリ に 最低 限 必要 な ファ イ 
ル だ け を 作る の が よい 。 そ れ は 次 の 3 つ 。 





①COMMAND.COM (コマ ン ドコ ム ) 
②CONFIG.SYS (コン フィ ギュ シス ) 
⑬③AUTOEXEC.BAT (オー ト エ グ ゼ ク バ ッ ト ) 





ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 す る よう に 領域 確保 する と 、 1 つ 目 の ファ イル と し て 
COMMAND.COM が 入っ て いる が 、 つ ぎ に CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 
入れ て お こう 。 こ れ ら は 、 ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 す る と き に ぜひ と も 必要 な ファ イ 
ル で 、 ル ー ト ディ レク トリ に な いと その 機能 を 発揮 し な いか ら だ (186 ペ ー ジ 参照 ) 。 

また 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は エディ タ で 修正 する こと が 多い の で 、 
修正 前 の も の は 拡張 子 に BAK が つく 。 そ れ が と ん で も な い 位 置 に 作ら れる と 見 苦し い 
の で 





CONFIG.BAK 
AUTOEXEC.BAK 





の ファ イル も あら か じ め 作 っ て お く と よい 。 

その あと 、 使 う フ ァイル を 順次 ハー ド デ ィ スク に コピ ー す る が 、 他 は サブ ディ レク 
トリ を 作り 、 そ の 下 に コピ ー す る よう に する 。 そ うし な いと 、 フ ァイル 操作 の 収集 が 
つか な く な る 。 

以上 を まとめ る と 、 つ ぎの ルー ル に 従え ば よい 。 


・ ル ー ト ディ レク トリ は 必要 最低 限 の ファ イル で すっ きり させ る 
・ 他 の ファ イル は サブ ディ レク トリ を 作っ て 格納 する 
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イン スト ー ル ・ プ ログ ラム で の 
組み 込み に 注意 


MS-DOS や 市 販 ソ フト の シス テム ディ スク は 、 つ ぎの よう に し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク に 必ず バッ クア ッ プ し て お く (ドラ イブ が C と D の 場合 )。 





A:\>DISKCOPY C: D: 思 











そし て 、 オ リ ジ ナ ル は 大 切 に 保存 し て お き 、 安 全 の た め に バッ クア ッ プ し た フロ ッ 
ピー ディ スク か ら ハ ー ド ディ スク に コピ ー す る 。 し か し 、 バ パ バックアップ が と れ な いも 
の は 、 オ リ ジ ナ ル か ら ハ ー ド ディ スク に コピ ー す る し か な い 。 

市 販 ソ フト に は ハー ド デ ィ スク に 組み 込む た め の イ ンス トー ル ・ プ ログ ラム が つい 
て いる が 、 次 の よう に な る こと を あら か じ め 知 っ て お こう 。 


・ 自 分 の 思う よう に 組み 込め な い 

・ 他 の ソフ ト と の 組み 合わ せ が う まく いか な いこ と が ある (特に CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT が 書き 換え られ て し まう ) 

・ 自 分 で は 作り た く な い サ プ デ ィ レ クト リ を 勝手 に 作っ て 、 そ こ に ファ イル を コピ 
ー し て し まう 

・ 不 要 と 思わ れる ファ イル まで も コピ ー し て し まう 


そこ で 、 組 み 込 ん だ あと に 自分 で 環境 設定 な ど を する 必要 が ある 。 
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組み 込み 後 の 
ディ レク トリ 構成 例 


これ か ら 、 代 表 的 な アプ リケーション ソフ ト の 実際 の 組み 込み 方 を 紹介 する が 、 ド 
ライ ブ の 設定 は つぎ の よう に 仮定 し て いる (読者 の シス テム に あわ せ て ドラ イブ 名 を 
変更 する こと )。 


・ ハ ー ド ディ スク は ドラ イブ A 
・ カ レン トド ライ ブ は A で ルー トディ レク トリ に いる 
・ ア プリ ケー ショ ン の の フロッピー ディスク は ドラ イブ C 


また 、 デ ィ レ クト リ の 構成 と プロ グラ ム の イン スト ー ル 例 は つぎ の よう に する 。 ド 
ライ ブ B を デー タ 専 用 ドラ イブ に する と よい 。 各 アプ リケーション の サブ ディ レク ト 
リ 名 と 同じ サ プ デ ィ レ クト リ 名 を 使い 、 そ の も と に デー タ を 保存 する (バッ クア ッ プ 
する の に 便利 )。 


@⑯ ド ライ ブ A (ハー ド デ ィ スク 領域 1 ) 








・ ル ー ト ディ レク トリ 
COMMAND.COM 
CONFIG.SYS 
CONFIG.BAK 
AUTOEXEC.BAT 
AUTOEXEC.BAK 

・ サ プ デ ィ レ クト リ 
〈DOS> : MS-DOS の シス テム 
〈WIN> : Windows3.1 の シス テム 
<BAT> ・ バ ッ チ ファ イル 
く MAOIX> : MAOIX の プロ グラ ム 
<DIC> : 日 本 語 FEP の 辞書 ファ イル 
く JFEP> ・ 日 本 語 FEP 
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<JXW> 
<HANA>〉 

< く MATU> 

く JG> 

く VZ> 
<123? 
<2020>〉 
<CRD5> 
<WORKS> 
<MYT> 
<UTL> 
<UTL> 

く DISKX2> 
<〈WX2> 
<〈WIN> 
<WINWORDJ> 
<EXCEL4> 





: 一 太郎 Ver.4 の プロ グラ ム 

: 花子 Ver.4 の プロ グラ ム 

: 松 Ver.6 の プロ グラ ム 

: JG Ver.3.0 の プロ グラ ム 

: Vz Editor 

: 1-2-3 の プロ グラ ム 

: アシ スト カル ク の プロ グラ ム 

: TheCARD Ver.5 の プロ グラ ム 
: WORKS Ver.2.5 の プロ グラ ム 
まい と 一 〈Ver め 

エコ ロジ ーー 

: オー シャ ノ グ ラ フィ | 

・ DiskXIl 

:・WXIH for Windows 

: VJE-y Ver.2.0 

:・ Word for Windows 1.2 

: Excel for Windows 4.0 





@ ド ライ ブ B (ハー ド デ ィ スク 領域 2 ) 





・ サ プ デ ィ レ クト リ 
<JXW> 
<123> 
<CRD5> 


<DAT> 
<TMP> 





: 一 太郎 の デー タ 
: 1-2-3 の デー タ 
: TheCARD Ver.5 の デー タ 


: 雑多 な デー タ 
・ 一 時 的 な デー タ 
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ディレク トリ 構成 とこ プ ログ ラム の イン スト ー ル 例 


ドラ イブ A サブ ディ レク トリ 
50 eiE あ 9 
MS-DOS の 
シス テム 


COMMAND.COM 


CONFIG.SYS 

CONFIG.BAK 

AUTOEXEC.BAT 
| AUTOEXEC.BAK 


Windows 3.1 
の シス テム 





バッ チ フ ァイル 


ルー トディ レク トリ 


MAOIX の 
の ログ ラリ が 


日 本 語 FEP の 
辞書 ファ イル 


FEP 


一 太郎 Ver.4 
の プロ グラ ム 


花子 Ver.4 の 
プロ グラ ム 


松 Ver.6 の 
プロ グラ ム 


JGVer.3.0 の 
プロ グラ ム 


Vz Editor 


肖 洋 装 間 胃 帳 国 陸 
人 全便 全 全 全 人 生 人 


NO 
の 
S 


UU 還 所 人 全国 仏 便 還 人 


プロ グラ ム 
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アシ スト カル ク 
の プロ グラ ム 


The CARD 
Ver.5 
の プロ グラ ム 


WORKS Ver2.5 
の プロ グラ ム 


まい と 一 く 
Ver.2 


エコ ロジ ー II 


オー シャ ノ 
グラ フィ II 


Disk X II 


WXII +for 
Windows 


VJE- Ver2.0 


Word for 
Windows1.2 


Excel for 
Windows 4.0 






ルー トディ レク トリ 


The CARD 
Ver. 5 
の デー タ 






説明 は 、 パ ッ と みて わか りや すい よう に 、 グ ルー プ を つぎ の 5 項目 に わけ て いる ( 不 
必要 な 箇所 で は 省略 )。 





念 組 み 込む ファ イル (ファ イル 名 一 覧 ) 

人 @ 組 み 込み 操作 (実際 の 手順 ) 

@CONFIG.SYS/DEV フ ァイル の 内 容 (登録 する 内 容 ) 

人 起動 の し か た (どう や っ て 実行 する か ) 

人 @ 環 境 設定 (組み 込み 中 また は 起動 後 ど うい う 設 定 が 必要 か ) 
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MS-DOS3.3D や 5.0 な ど で は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ 
に 入れ て 起動 する と 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル する プロ グラ ム が 自動 的 に 実行 
され る 。 あ と は メッ セー ジ に 従っ て 操作 すれ ば よい 。 

サブ ディ レク トリ <DOS> が 作ら れ 、 そ こ に すべ て の ファ イル が コピ ー さ れる 。 


MS-DOSS3.3D 
の 組み 込み 方 


MS-DOS3 .3D は 、 3 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 
① 日 本 語 MS-DOS シ ステ ム # 1 


② 日 本 語 MS-DOS シ ステ ム #2 
③ 日 本 語 MS-DOS シ ステ ム #3 
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独自 に 組み 込む 場合 


eS 
MS-DOS3 .3D の ファ イル は 、 そ の まま 実行 で きる 形 で ファ イル に な っ て いる の で 、 
つぎ の よう に し て サブ ディ レク トリ <DOS> の も と に すべ て の ファ イル を コピ ー す る 


(c 
9 て 


oO 


・ サ ブ デ ィ レ クト リ 





<DOS> : すべ て の ファ イル 


ーー 
1 人 拓也 








A:\>MD DOSK 
Ai\>COPY C::.* DOS 回 (シス テム #1 ) 
A:\>COPY C::.* DOS 回 (シス テム #2 ) 
A:\>COPY C::.* DOS 加 (シス テム #3 ) 
































PATH で パス 名 の 設定 を A: 半 DOS と し て お け ば 、 す べ て の コマ ンド が 実行 で きる 
(AUTOEXEC.BAT で 設定 する と よい )。 


NEC の MS-DOS で あれ ば 、MENU コ マン ド を 使え を ば メニ ュー 表示 ・ 選 択 で コマ ン 
ド を 実行 する こと が で きる が 、 この と き メ ニュ ー フ ァイル で ある MENU.MNU は 、 ル 
ー ト ディ レク トリ に 置く 必要 が ある 。 


A:\>COPY DOS\MENU.MNU \ 引 





イン スト ー ル プロ グラ ム を 使う 場合 
イン スト ー ル プロ グラ ム を 使う 場合 は 、 つ ぎ に 述 べ る MS-DOS5.0 の イン スト ー ル 
と 同じ な の で 、 そ れ を 参照 の こと 。 
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MS-DOS5.0 グ 5.0A 
の 組み 込み 方 


日 本 語 MS-DOS5.0 プ 5.0A (以下 MS-DOS5.0) の シス テム ディ スク の な か に は 、 
シス テム ファ イル や コマ ンド ファ イル な ど が 圧 縮 され た 形 で 記録 され て いる の で 、 そ 
の まま で は 使え な い 。 以 下 に 述べ る イン スト ー ル 操作 を し て か ら は じ め て 使え る よう 
に な る 。 





環境 


イン スト ー ル 先 が ハ ー ド ディ スク で も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で も 、MS-DOS5.0 を フ 
ロッ ピー ディ スク か ら 起 動 し て お く 。MS-DOS5.0 が 起動 し て いな いと 、 イ ンス トー 
ル で き な い の で 要 注 意 。 そ れ は MS-DOS3.3 な ど 前 の バー ジョ ン で は イン スト ー ル コ 
マン ド が 働か な いよ うに な っ て いる た め 。 

ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル する 場合 は 、、 つ ぎの よう に する と よい 。 





但 ハ ー ド ディ スク が 1 台 て 領域 が 1 つ し か な り い 場合 
MS-DOS5.0 を イン スト ー ル する 。MS-DOS3.3 な ど 旧 バー ジョ ン が 必要 な と き は 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 起 動 す る 。 


@ ハ ー ド ディ スク を 新しく 使う か 2 台 目 を 増設 し た 場合 
新しい ハー ド デ ィ スク か 2 台 目 に MS-DOS5.0 を イン スト ー ル する 。 1 台 目 に は 
MS-DOS3.3 な ど 旧 バー ジョ ン を 残し て お く 。 


ディ スク の 容量 に 余裕 が ある 場合 
領域 が 2 つ 以 上 ある 場合 は 、、 そ の どちら か に MS-DOS5.0 を イン スト ー ル する 。 も 
う 1 つの 領域 に は 3.3 を 残し て お く 。 


MS-DOS3.3 を 残し て お く の は 、MS-DOS3.3 と MS-DOS5 .0 が 完全 に 三 換 で は な 
いた めで 、 こ れ ま で 使っ て いた プロ グラ ム が MS-DOS5.0 で 動か な いと き に MS- 
DOS3.3 を 起動 し て 使う と よい 。 こ れ ま で の プロ グラ ム が すべ て 動く こと を 確認 し た 
り 、 プ ログ ラム が バー ジョ ン ア ッ プ され て MS-DOS5.0 対 応 に な っ た ら 、 すべ て MS- 
DOS5 .0 に 切り 替え る と よい 。 
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用 意 す る も の 


日 本 語 MS-DOS シ ステ ム デ ィ ス ク #1 
日 本 語 MS-DOS シ ステ ム デ ィ ス ク #2 
日 本 語 MS-DOS シ ステ ム デ ィ ス ク #3 

















イン スト ー ル の と き に は 、 こ れ ら の ディ スク を 入れ た り 出 し た りす る の で 、 デ ィ ス 
ク を 混同 し な いよ うに 注意 する 。 な お 、 イ ンス トー ル 中 の メッ セー ジ に は 、 運 用 ディ 
スク #1 や #2 と いう よう に 表現 され て いる 。 





イン スト ー ル の 流れ 


MS-DOS5.0 の 起動 

イン スト ー ル 先 で 固定 ディ スク を 選択 

イン スト ー ル 先 の 固定 ディ スク の 準備 

装置 の 選択 (2 台 以 上 ある 場合 ) 

再 初期 化 (新品 の 場合 や イン スト ー ル が で き な い と き ) 
領域 の 選択 (イン スト ー ル する 領域 を 決め る ) 














シス テム ファ イル の 転送 

イン スト ー ル 先 の ディ レク トリ の 指定 (既定 値 で は DOS) 
ルー トディ レク トリ の 旧 バ バー ジョン の コマ ンド 削除 
シス テム ディ スク 83 枚 の 内 容 の 転送 








運用 環境 の 設定 

マシ ン に 合わ せ た 最 適 な DOS 環 境 の 自動 設定 
CONFIG.SYS の 作成 
AUTOEXEC.BAT の 作成 

イン スト ー ル 終了 

MS-DOS5.0 の 起動 
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イン スト ー ル の 実際 


as 
①SWITCH コ マン ド で 起動 を 標準 こし て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 起 動 で きる よう に 
する (184 ペ ー ジ 参照 )。 

パソ コン を リセ ッ ト し て 、MS-DOS5 .0 の ディ スク #1 を ドラ イブ 1 に 入れ る 。 


イン スト ー ル コマ ンド が 自動 的 に 実行 され て つぎ の 画面 に な る 。 あ と は 画面 に 表示 
され る メッ セー ジ に 従っ て 操作 する 。 


⑮ イ ンス トー ル 開 始 画面 


イク スズ ド の 刷 コマ ジ ド Uer. 2 


.99 
3 Copyright (C) NEC Corporation 1999,1931 - 
周 定 デ ィ ス ク の 準備 


イン スト ー ル する 装置 を 選択 し て くだ さい 


ン キ ー (回) を 押し て くだ さい 
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12 入局 小 委 トド Uer. 2.99 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Copyright (C) NEC Corporation 1999,1991 - 
固定 ディ スク の 準備 


装置 全体 を 再 初期 化し ます か 


シス テム 名 状 落 92 BOOT 
NS-DOS 3.39 22 の | 45B 可 


ン キ ー ( 較 ) を 押し て くだ さい 


イッ スト ドトール ヨコ マシ ジ シド Uer. 2.99 
2 R Copyright (C) NEC Corporation 1999,1991 - 
固定 ディ スク の 準備 


イン スト ー ル する 領域 を 選択 し て くだ さい 
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@ 環 境 設定 画面 


本 22 人 oe20 じ RS Uer. 2.99 
BE IOO 反 人 EC COFpOFatiOn 1999,1991 
環境 設定 


議場 6 は イ ・ ド を 実行 し て くだ さい 
U 


せ 
マシ ン 構 成 上 
トコ | 
ご 


り 


リ 
2 


内 
品 
9 
メ 
シス テム 情報 プ 
日 
E 
X 
H 


の totete7e 


本 
MS 
MS 
D キ ャ ッシュ 


werer ご ご 


< 


CONFIG.SYS) は 既に 存在 し て いま 
9 を G2W16.DZ レ て ルー トディ レク トリ ド 人 しま す ) 


こっ) で 項目 を 選択 し 、 リ ター ン キ ー ( 動 ) を 押し て くだ さい 





これ で マシ ン 構 成 に 合わ せ た CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が 作ら れる ( 環 
境 設定 に つい て は 186 ペ ー ジ 参照 )。 


268 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 


イン スト ー ル の や り 直 し 万 


イン スト ー ル し た MS-DOS5.0 を 再度 イン スト ー ル し た い 場 合 が ある 。 た と えば つ 
ぎの よう な と き 。 


・ 諸 設定 を 既定 値 に 戻し た い 

・ 拡 張 メ モリ を 増やし た 

・ ハ ー ド ディ スク を 新設 し た 

・ パ ソコ ン の 機種 を 変え た (286 マ シン か ら 386 マ シン へ な ど ) 
・ 設 定 変更 な ど で な ぜ か MS-DOS5.0 が 動か な く な っ た 

・ ハ ー ド ディ スク が 不良 に な っ た 


こん な 場合 は つぎ の よう に し て 、 は じ め か ら イ ンス トー ル を する 。 


①MS-DOS5.0 を 終了 する 。 

②DOS シ ェ ル の 環境 設定 が DOSSHELL.INI と いう ファ イル に 格納 され て いる 。 環境 
設定 を 変更 し た く な い 場 合 は 、 つ ぎの よう に し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー し て お 
く 、 イ ンス トー ル 後 に また コピ ー す る と よい (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が C の 場 


合 )。 





A:\>COPY DOS\DOSSHELL.INI Ci 回 
A:\>COPY C: DOS\DOSSHELL.INI 














名 





冒頭 の 手順 に 従っ て イン スト ー ル を する 。 
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環境 


Windows3.1 は 、386SX 以 上 の CPU (386、386SX、486、486SX) が 搭載 され て い 
る パソ コン で し か 動か な い 。PC-9800 シ リー ズ 用 で は 、 つ ぎの よう な メモ リ 容 量 と ハ 
ー ド ディ スク の 空き 容量 が 必要 。 











操作 は マウ ス を 用 いる (キー ボー ド で の 操作 も で きる が マウ ス を 使う ほう が 簡単 )。 
Windows3.1 は 、 つ ぎの 3 つの 方 法 で イン スト ー ル する こと が で きる 。 


セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム が 最適 な Windows 環 境 を 作る よう に 自動 的 に 判断 し て イ 
ンス トー ル す る 。 イ ンス トー ル す る サブ ディ レク トリ と プリ ンタ の 設定 も 自動 的 に な 
され る 。 

初め て Windows を 使う 場合 や 手間 を か けた く な い 場 合 は 、 こ れ を 選ぶ の が よい 。 た 
だ し プリ ンタ は PC-PR201 が 選択 され る の で 、 そ れ 以 外 の も の を 使っ て いる と き は プ 
リン タ の 設定 を する 必要 が ある 。 また 、 DOS/Windows ア プリ ケー ショ ン の 登録 は あ 
と で 自分 で する こと に な る (いずれ も 簡単 に で きる )。 
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セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム が 最適 な Windows 環 境 を 作る よう に 自動 的 に 判断 し て イ 
ンス トー ル す る 。 イ ンス トー ル す る サブ ディ レク トリ と プリ ンタ は 、 ユ ー ザ ー が 質問 
に 応じ て 設定 する 。 DOS/Windows ア プリ ケー ショ ン も 自動 的 に 登録 され る 。 普通 は 
これ を 選ぶ と よい 。 ま た 登録 し た い ア プリ ケー ショ ン の 名 前 を 事前 に 確認 し て お く と 
よ V5。 


ディ スク の 容量 を 節約 し た り 、 セ ッ ト ア ッ プ と 同時 に アプ リケーション を 登録 する 
こと が で きる 。Windows の 基本 的 な 操作 と マウ ス の 操作 が で きる 必要 が ある 。 DOS/ 
Windows ア プリ ケー ショ ン も 自動 的 に 登録 きれ る 。Windows に 詳し く て ハー ド デ ィ 
スク の 空き 容量 が 足ら な い 場 合 に これ を 選ぶ 。 


用 意 す る も の 


日 本 語 MS-Windows3.1 SETUP DISK 打 ー#25。 


イン スト ー ル の 流れ 


ここ で は 標準 的 な 標準 セッ ト ア ッ プ で イン スト ー ル する 手順 を 紹介 する 。 そ の 流れ 
は つぎ の よう に な る 。 








セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム の 起動 
セッ ト ア ッ プ の コー ス の 選択 
サ プ ブ デ ィ レ クト リ の 入力 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入れ 替え 
ユー ザー の 名 前 と 会 社名 の 入力 
プリ ンタ の 機種 と 接続 先 の 選択 
アプ リケーション の 自動 登録 
セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム の 終了 
Windows3.1 の 起動 
Windows3.1 の 終了 
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セッ ト ア ッ プ の 手順 
・IMS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 に する 


・ デ ィ ス ク #1 を ドラ イブ C に 入れ る 
・ つ ぎの よう に 入力 し て セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 実行 する 


A:\>C: 問 
C:\>SETUP 思 





人 セットアップ 方 法 の 選択 画面 
Mindous セ ッ ト ア ッ プ 


Mindous の セッ ト ア ッ プ 方 法 を 以下 の リス ト か ら 選 択 し て 下さ い 。 


ッ ト ア ッ が し て きい 上 下 の 方 向 キー を 使っ て 、 セ ッ ト ア ッ プ 
たい を リト ka 5 幸 す や と セッ 2 
アツ 


い 者 セッ ト ア ッ プ 
ッ ト ア ッ プ 
セッ トド ト アップ 


セッ ト ア ッ プ 方 法 の 説明 
0 ト ア ッ プ は 、 セ ッ ト リプ ー 2 回 人 が indovs の 8 


に 決め て くれ る た め 呈 に 
24433 リ と プリ ツタ 9 iD 人 


り 9- ツ =ty ト ァ ッ 7 方 法 の 決定 f・1=AM プ "ff・3=ty ト z ッ 7 中止 
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⑮ プ リン タ の 選択 画面 





プリ ンタ の 接続 先 選 択 画面 
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アプ リケーション の 自動 登 録画 面 





セッ ト ア ッ プ 終了 
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信 Windows3.1 の 起動 
これ で セッ ト ア ッ プ が 終了 し た 。 こ こ で 「Windows 再 起動 | を クリ ッ ク し て 、Win- 
dows3.1 が 正常 に 起動 する か 確か め る と よい 。 


Windows3.1 の 起動 画面 


トコ MD。 オプ: ル ョ 、 バ O) ウィ ンド (の ヘルプ) on 
eee 
睦 


プリ ント クリ ッ プ ポー ド 
マネ ー ジ ャ 


と ーー 
MS-DOS Windows PIF エディ タ FontAvenue 
回 ツジ ト セア ッ ジ AL 
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⑱Windows3.1 の 終了 
起動 を 確認 し た ら 、 つ ぎの よう に し て 終了 し て お こう 。 


① 「 ア イコ ン (F )」 を クリ ッ ク す る 。 


アイ コン の プル ダウ ン メ ニュ ー 





登 拓 と > 
聞く (⑩ 

移動 ゆ . 

当 居 (6)。。 

削除 (D) 
登録 内 容 の 変更 ⑤).… 


ファ イル 名 を 指定 し て 実行 (R).…. 
Windows の 終了 し 

















③ 礁 認 で 「OK] を クリ ッ ク す る 。 
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イン スト ー ル の や り 直 し 方 


イン スト ー ル し た Windows3.1 を 再度 イン スト ー ル し た い 場 合 が ある 。 た と えば 、 
つぎ の よう な と き 。 





・ 諸 設定 を 既定 値 に 戻し た い 

・ 拡 張 メ モリ を 増やし た 

・ ハ ー ド ディ スク を 新設 し た 

・ パ ソコ ン の 機種 を 変え た 

・ 設 定 変更 な ど で な ぜ か Windows3.1 が 動か な く な っ た 


こん な 場合 は つぎ の よう に し て 、 は じ め か ら イ ンス トー ル を する 。 
①Windows3.1 を 終了 する 。 


⑨②Windows3 .1 デ ィ レ クト リ 内 の ファ イル 、 サ ブ デ ィ レ クト リ を すべ て 削除 する 
(WIN の 場合 )。 





A\>DEL WINYSYSTEM 回 
よろ し いで すか (Y/N) Y 回 
A:\>RD WINYSYSTEM 





A\>DEL WIN\TEMP 回 
よろ し いで すか (Y/N) Y 回 
Ai\RD WIN\TEMP 回 








A'\DEL WING 
” よろ し いで すか (Y/N) Y 回 
A:\ や RD WIN 




















③ 冒 頭 の 手順 に 従っ て イン スト ー ル を する 。 
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ここ で は 、 MS-DOS 対 応 版 で よく 使わ れ て いる ATOK7、 松茸 V3、 VJE-/ Ver.3. 
1 お よび WXII+2.5 に つい て 必要 最低 限 の 組み 込み 方 を 示す 。 日 本 語 FEP は 、 MAOIX 
の 規格 で は く JFEPy と いう サブ ディ レク トリ 内 に イン スト ー ル され る の で 、 そ れ に だ 従 
うと 統一 され て よい 。 

日 本 語 FEP を 1 つ し か 使わ な いな ら 、 辞書 ファ イル は ルー トディ レク トリ に 置い て 
も よい 。 し か し 、 複 数 の も の を 使う 場合 は 見 苦し く な る の で 、 サブ ディ レク トリ <DIC> 
の も と に 格納 する と よい 。 辞 書 フ ァイル を バッ クア ッ プ する と き に 、<DIC> と いう サブ 
ディ レク トリ 内 だ けが 対象 に な る の で 、 バ ッ ク ア ッ プ し や すい し 、 わ か りや すい 。 

な お 、 日 本 語 FEP を MS-DOS5.0 で 使う 場合 は 、 先 に つぎ の デバ イス ドラ イ バ を 組 
み 込 ん で お く 必 要 が ある 。 


MS-DOS5.0 未 対応 の FEP : KKCSAV.SYS 
MS-DOS5.0 対 応 の FEP : KKCFUNC.SYS 


いずれ も MS-DOS5.0 で 正常 に 日 本 語 FEP を 動作 させ る た め の も の 。 MS-DOS5.0 


で は 複数 の 日 本 語 FEP を 同時 に 組み 込む こと が で き 、SELKKC コ マン ド で 切り 替え 
られ る (299 ペ ー ジ 参照 )。 
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ATOK7 の 
組み 込み 万 








組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ K< く DIC> 





ATOK7L.DIC (ラー ジ 矢 書 ) 
JFGAIJ.UFO (外字 ファ イル ) 


・ サ プ デ ィ レ クト リ <JFEP> 











ーー 


ATOK7A.SYS 
ATOK7B.SYS 














組み 込み 操作 


A\>MD DIC 回 (作成 済み な ら 不 要 ) 
A\>MD JFEP 回 (作成 済み な ら 不 要 ) 
A:\>COPY C:ATOK7LDIC DIC 加 
A\>COPY CJFGAJ.UFO DIC 
A\>COPY C:ATOK7?.SYS JFEP 加 























の ST SYS/ATOK. DEV の 内 








DEVICE=A:\JFEP\ATOK7ASYS /D= YDICYATOKL DIC (6 A: YDICYJFGAU UFO 
DEVICE=A:\JFEP\ATOK7B.SYS 








ATOK7 と 辞書 ファ イル が ある サブ プ デ ィ レ クト リ の パス 設定 を まち が えな いよ うに 
する 。 
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細か い 設 定 を し た いな ら 、 つ ぎの よう に すれ ば よい 。 


A:\>CD JFEP 回 
A:\JFEP>ATUT 回 








ATOK7 環 境 登 録画 面 


NEC PC-9899 リ リーズ 
ネネ ネネ ATOK7 環境 登録 ユー ティ リティ 


辞書 ファ イル 名 

[ R:\DIC*aTOK7L.DIC 
外字 ファ イル 名 

[ R:\DIC\JFGAIJ.UFO 
Ns 


R 漢 が 漢 R 漢 ] 
AA Es | 
[ f・1 ロ 0 ROLLUP ] 

。 Ji シラ ト JJS 蘭 R 1 
則 交 単 ] 

D 層 6 事 証 | 

[ 本 則 省く 送る ] 

縛 語 結語 | 電 肖 還 較 因 
身 。。 ESN 導 Sv 震 


1 ! と っ : 移動 り タ - ツ : 確定 ESC : 中 止 





これ で 指定 し た ドラ イブ に CONFIG.SYS が 作ら れる の で 、 そ れ を 参考 に し て 、 
ATOK7 の 組み 込み 指定 を すれ ば よい 。 


起動 の し か た 


CONFIG.SYS に 組み 込み 指定 を 書き MS-DOS を 再起 動 す る 。 また は ATOK.DEV 
を JFEP の も と に 作っ て お き 、 つ ぎの コマ ンド を 実行 する 。 





A:\>ADDDRV JFEP\ATOK.DEV 回 


⑮ATOK7 の 組み 込み 画面 


本 語 変換 ツ ス テム BOY Uer 1. 


9 
キズ シス テム 


1 
器 ht 1989 ト 
AOK を 拡張 メモ ! リ 人 まし た 
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松茸 V3 の 
組み 込み 万 


ァイル 


・ サ ブ プ デ ィ レ クト リ K<DIC> 








JISHOS3.DIC 
BUNPO3.DIC 
GAIJI.DIC 








・ サ プ ブ デ ィ レ クト リ < く JEFP> 





MTTKS3A.DRV 
MTTKS3B.DRV 
MCODE.DRV 











組み 込み 操作 


A:\>MD DIC 加 (作成 済み な ら 不 要 ) 
A\>MD JFEPKJ (作成 済み な ら 不 要 ) 
A\>COPY C::.DIC DICg 
AWCOPY CMTTK37.DRV JFEP 回 
A\>COPY C:MCODE.: 回 
























































電 SYS/MTTK. DE の 内 半 





DEVICE=A: YJFEPYMTTKGA DRV 
DEVICE=A:\JFEP\MTTK3B.DRV 
DEVICE=A:\JFEP\MCODE.DRV 
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細か い 設 定 を し た いな ら 、 つ ぎの よう に すれ ば よい 。 


A:\>CD JFEPd 
A:\JFEP>SETMTTK 回 


@ 松 茸 V3 環 境 設定 画面 







松 聞 Uer3.7 環境 設定 
FUFEP 









時 計 の 表示 「 
5 [し 2] Lam 本 Pe 


これ で 指定 し た ドラ イブ に CONFIG.SYS が 作ら れる の で 、 そ れ を 参考 に し て 松茸 
V3 の 組み 込み 指定 を すれ ば よい 。 
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起動 の し か た 


ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 
CONFIG.SYS に 組み 込み 指定 を 書き MS-DOS を 再起 動 す る 。 また は MTTK.DEV 
を JFEP の も と に 作っ て お き 、 つ ぎの コマ ンド を 実行 する 。 





A:\>ADDDRV JFEP\MTTK.DEVS 











松茸 V3 の 組み 込み 画面 


日 本 語 入力 フロ ント プロ セッ サ 「 松 聞 」 Uer 3.79 (C) 1987-92 (株 ) 管 理 学 研究 所 
ENS page: 9, ⑮:not used 


松茸 コー ド 表 ドラ イ バ (50 Uer 1.29 (C) 1991-92 (株 ) 管 理工 学研 究 所 
Driver No:59, ETS:used 





VJE-/ Ver.3.1 の 
組み 込み 万 


組み 込む ファ イル 
・ サ プ デ ィ レ クト リ <DIC> 
VJEB.DIC 

・ サ プ デ ィ レ クト リ く 〈JFEP> 


VJEB.DRV 
VJEB.SYS 
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組み 込み 操作 


A\>COPY C:VJEB.DIC DIC 回 
A:\>COPY C:VJEB.DRV JFEP 回 
| A:\>COPY C:VJEB. 5 JFE' 





CONFIG.SYS/VJEB.DEV の 内 容 


| DEVICE=A:\JFEP\VJEB.DRV 





細か い 設 定 を し た いな ら 、 つ ぎの よう に すれ ば よい 。 


A:\>CD JFEP 回 
A:\JFEP>SETVJE[g 

















⑳VJE-/7 Ver.3.1 環 境 設定 画面 


環境 設定 ファ イル 名 : 【 a:\CONFIG.SYS 
M YDICRUUEB. DIC 
電 ( 和 JFEPWUEKEY。 TBL 


人 還 人 em (C) 
し 雪 上 
= (ふう - シ ラ ト す FIS 


文字 本 (①) 文字 サ 邊 6 9 
(*) ド 4 が な ($) 

| (@⑳) | (0) 軸 き フ 2 ロ | 
員 7 おっ 【x] 句読点 で 変換 ⑤) 


(r] 辞書 学習 () 〕 ロー マ 字 入力 モー ド (R) 
辞書 キャ ッシュ 容量 (①) 〔 ]KB 同音 語 モー ーー 【2 





これ で 指定 し た ドラ イブ に CONFIG.SYS が 作ら れる の で 、 そ れ を 参考 に し て VJE- 
/ Ver.3.1 の 組み 込み 指定 を すれ ば よい 。 
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起動 の し か た 


CONFIG.SYS に 組み 込み 指定 を 書き MS-DOS を 再起 動 す る 。 ま た は VJEB.DEV 
を JFEP の も と に 作っ て お き 、 つ ぎの コマ ンド を 実行 する 。 





A:\>ADDDRV JFEP\VJEB.DEVi 


⑯⑮VJE-/7 Ver.3.1 の 組み 込み 画面 


凍 Wh RUITR 
he RccesS Group 





WXl+ Ver.2.5 
の 組み 込み 方 





組み 込む ファ イル 
・ サ ブ プ デ ィ レ クト リ K< く DIC> 


WX2.DIC 
USKCG16.SYS (ノー マル ) 
USKCG24.SYS (ハイ レゾ ) 


・ サ プ デ ィ レ クト リ <WX2>〉 


WXK.SYS 
WX2.SYS 
その 他 
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組み 込み 操作 


WXII+ Ver.2.5 の ディ スク に は ファ イル が 圧 縮 され て 入っ て いる の で 、 解 凍 し て ハ 
ー ド ディ スク に コピ ー す る 必要 が ある 。 そ れ で は 面倒 な の で 、 イ ンス トー ル ・ プ ログ 
ラム を 利用 し て イン スト ー ル する と よい ( 圧 緒 フ ァイル が 自動 的 に 解凍 され て コピ ー 
され る )。 イ ンス トー ルディ スク 1 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ て 、 つ ぎの 
コマ ンド を 実行 する 。 


A:\>C:WX2INST 回 





⑱WXI Ver.2.5 イ ンス トー ル 画 面 


WXI ' 科 リティ 
と つづ: 


湊 E: 
ー ド ディ スク トワ ロッ ピー ディ ス 
[A] 6 

の 全 [O 


レク トリ (We IN) [MX2R7] [MX2UJ] [MX2T] [MX2UJ2] 
に 6 
2 ( 林 〔 ス モー ル 辞 書 ] 


IA 以 区 
1- テ ティ の コ 〔 す る 〕 [しない] 
ュー ティ リティ の ディ レク トリ 【: 科 MK2 


これ で よろ し いで すか ? ( 革 汗 」 (中 止 ] 





ここ で は 、 つ ぎの よう に 設定 する と よい 。 





・ 組 み 込 み 先 nn ハード デ イ スグ 
・ 組 み 込み 先 ド ライ ブ : A 
si22020 そ が 2 スク の KN ラテ ライブ:@ 

・ シ ステ ム 選 択 : WX2 

・ シ ステ ム デ ィ レ クト リ :A:\ 

・ 辞 書 の 種類 : 標準 

・ 辞 書 の ディ レク トリ : A:\DIC 

・ ユ ー テ ィ リ ティ の コピ ー : する 

・ ユ ー テ ィ リ ティ の ディ レク トリ : A:\WX2 
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続い て 、 イ ンス トー ルディ スク 2 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ 


[実行 ] 
を 選択 する 。 


⑱WXIl 環 境 設定 画面 


WXI 環 境 設定 1 る 


入力 ファ イル 〔R:*CONFIG.SYS 

の ァイル [6:CONFIG.SYS 

[RA:\DICRK2.DIC 
[:\DICPUSKCG16.SYS 


NN い だ つく 選 れ リ ウン 2 


〔 
[R: 私 2 


>J>J 
JJ ユ 
に に ひさ トコ 


人 き 介 先 ] 〔 自 動 ] 〔 舞 変換] 
フト J 8 0 I S 区 記 


rT] [1 の IRC 回 
E 以 玉 ラ 2] 【 エ コ 


MM 


半 





ドラ イブ に 入れ て 


[MX2R6] 【MX2R7] 【MX2UJ] [MX2TTT] [MX2UJ2] 
5 て 32 





ここ で つぎ の 項目 の ディ レク トリ は その 右側 の よう に 設定 する 。 





・ 国 語 辞 書 : A:\DIC 
・ 外 字 フ ァイル : A:\DIC 








⑯CONFIG.SYS の 内 容 





DEVICE=A:\WX2\WXK.SYS 


DEVICE=A:\WX2\WX2.SYS /DA:\DIC\WX2.DIC /GA:\DIC\USKCG16.SYS 





再度 細か い 設 定 を し た いな ら 、 つ ぎの よう に すれ ば よい 。 


A:\>CD WX2 回 
A:\WX2>SETWX2 回 
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起動 の し か た 


CONFIG.SYS に 組み 込み 指定 を 書き MS-DOS を 再起 動 す る 。 ま た は WX.DEV を 
WX2 の も と に 作っ て お き 、 次 の コマ ンド を 実行 する 。 





A:\>ADDDRV WX2\WX.DEV 回 





な お 、MS-DOS5 .0 で 組み 込む 場合 は 、 ま えも っ て 
KKCFUNC.SYS 


を 組み 込ん で お か な いと 、WXII+ Ver.2.5 が 組み 込め な い の て 要 注 意 。 


⑩WXI+ Ver.2.5 の 組み 込み 画面 


日 本 語 フ ロン 


Copuright (C) 
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どん な ソフ ト を 使う と き で も 日 本 語 FEP は 自分 の 使い 慣れ た も の を 使い た いも の 
だ が 、 ソ フト に よっ て は 相性 や 使い 勝手 が あっ て 、 な か な か そう も いか な い 。 

普通 ATOK を 使っ て いて も 、1-2-3 や 松 を 使う と き に は 松茸 を 使う ほう が よかっ た 
りす る 。 

そこ で 、 し か た な く 日 本 語 FEP を 切り 替え て 使う こと に な る わけ だ が 、 こ こ で 
ATOK7、 松茸 V2、VJE-/ Ver.3.0 を 切り 替え る 方 法 を 紹介 し よう 。 

CONFIG.SYS の DEVICE 指 定 で 組み 込む 場合 は 、 そ の 内 容 を 変更 し て いち いち シ 
ステ ム を リセ ッ ト し な いと 、 日 本 語 FEP を 切り 替え る こと は で き な い 。 し か し 、 そ れ 
は 時 間 の ムダ 。 

普通 は ADDDRV と DELDRV の 2 つの コマ ンド を 使う 。 


ADDDRV は add device driver (デバ イス ドラ イ バ を 人 加 ) 
DELDRV は delete device drive (デバ イス ドラ イ バ を 削除 ) 


と いう 意味 。 

これ ら は DEVICE で の デバ イス 指定 だ けが 入っ て いる ファ イル を 読み 込ん で 追加 ・ 
削除 する 。 FILES や BUFFERS の 指定 が 入っ て いる と 無効 に な る 。 その た め FILES や 
BUFFERS の 指定 は あら か じ め CONFIG.SYS で 行っ て お く 必 要 が ある 。 
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FEP を よく 切り 替え る な ら ば 、 つ ぎの よう に ADDDRV と DELDRV を ファ ンク シ 
ョ ン キ ー に 入れ て お く と よい 。 


ADDDRV A:\JFEP\ 
fx10 DELDRV 








ファ ンク ショ ン キ ー の 登録 は 





A:\>KEY 回 











で で きる 。 
つぎ に 、 定 義 フ ァイル の ファ イル 名 は つぎ の よう に 1 文字 くら い の 短 いも の に し て 
お き 、 サ ブ デ ィ レ クト リ <JEFEP> 内 に 格納 し て お く 。 


⑮A (ATOKZ7) 





DEVICE=A:\JFEP\ATOK7B.SYS 





DEVICE=A:\JFEP\ATOK7A.SYS /D=A:\DIC\ATOK7D.DIC | 





⑯M (松茸 V2) 








DEVICE=A:\JFEP\MTTK2.DRV A:\DIC | 





⑮V (VJE-/ Ver.3.0) 





DEVICE=A:\JFEP\VJEB.DRV /DIC=A:\DIC | 
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価 ATOK7 の 組み 込み 


A:\>ADDDRV A:\JFEP\A 軸 
(l:9] を 押し て 、 [Al を 入力 し リタ ー ン キー を 押す ) 
居 吾 思 


@ATOK7 の 取り 外し 


A:\>DELDRV 回 
(lr10| を 押す ず ) 

















久松 茸 V2 の 組み 込み 


A:\>ADDDRV A:\JFEP\M 回 
(|[・9| を 押し て 、 |M] を 入力 し リタ ー ン キー を 押す ) 


候 松 茸 V2 の 取り 外し 
A:\>DELDRV 加 
(|・10| を 押す ) 


@VJE-/ の 組み 込み 


A:\>ADDDRV A\JFEP\V 
(lk9| を 押し て 、 |V] を 入力 し リタ ー ン キー を 押す ) 


人 @VJE-// の 取り 外し 


A\>DELDRVq 
(lf0| を 押す ) 


この 方 法 で は ファ ンク ショ ン キ ー と 1 文字 入力 くら いな の で 、 け っ こう 素早 く 切 り 
替え を る こと が で きる 。 そ れ に つぎ に 紹介 する バッ チ フ ァイル を 使う より も 、 ユ ー ザ ー 
メモ リ が 減ら な い (私 の 実験 で は 64 バ イト よけい に メモ リ が 使え る ) し 、 バ ッ チ ファ 
イル 内 で ADDDRV/DELDRV を 使っ て メモ リ が 極端 に 減る など と いっ た トラ ブル に 
巻き 込ま れる こと も な い 。 し か し 、 バ ッ チ ファ イル を 使う の も 手間 が 省け て よい し 、 
トラ ブル を 避け る 方 法 も ある 。 
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バッ チ フ ァイル を 使う 法 


バッ チ フ ァイル を 使っ て 、 日 本 語 FEP を 切り 替え て みよ う 。 バッ チ フ ァイル は つぎ 
の 4 つ に わか れる 。 


メニ ュー と DELDRV の バッ チ フ ァイル (FEP.BAT) 
に 人 人 ペ ャ ー ニ ーー ニ ( 

: 日 本 語 FEP の 変更 

ECHO OFF 

CLS 

ーー--- デバ イス ドラ イハ 削除 --- 

DELDRV > NUL 








Lt ang 分 岐 処理 -------- 

IF ERRORLEVEL 4 GOTO START 
IF ERRORLEVEL 3 VJEB.BAT 

IF ERRORLEVEL 2 MTTK.BAT 
IF ERRORLEVEL 1 ATOK.BAT 

IF ERRORLEVEL 0 GOTO END 
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ーー- ATOK.BAT --- 
: ATOK7 組 み 込み 






ECHO OFF 
ADDDRV A:\JFEP\ATOK.DEV 








ーー- MTTK.BAT --- 


ECHO OFF 
ADDDRV A:\JFEP\MTTK.DEV 








ーー VUEBJBAT -<< 


ECHO OFF 
ADDDRV A:\JFEP\VJEB.DEV 
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信 FEP 組 み 込み 用 定義 ファ イル 

バッ チ フ ァイル の な か の FEP 組 み 込み 用 ファ イル の ファ イル 名 は それ ぞ れ の 日 本 
語 FEP の ファ イル 名 に し 、 拡 張子 は DEV に する 。 そ し て 、 サ ブ デ ィ レ クト リ <JFEP> 
の も と に 作っ て お く 。 

具体 的 な ファ イル 名 と 内 容 は 次 の と お り 。 


⑮ATOK.DEV (ATOK7) 





DEVICE=A:\JFEP\ATOK7A.SYS /D=A:\DIC\ATOK7LDIC 
DEVICE=A:\JFEP\ATOK7B.SYS 





⑳MTTK.DEV (松茸 V2) 








DEVICE=A:\JFEP\MTTK.DRV A:\DIC | 





⑮VJEB.DEV (VJE-/) 








DEVICE=A:\JFEP\VJEB.DRV /DIC=A:\DIC | 





@CONFIG.SYS で は FEP を 組み 込ま な い 
そし て 、CONEIG.SYS の 内 容 は つぎ の よう に し て MS-DOS を 起動 し て お く (MS- 
DOS 起 動 時 に は 、 日 本 語 FEP は 組み 込ま な い )。 





FILES = 20 
BUFFERS = 30 
DEVICE = A:\DOS\PRINT.SYS 
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番号 を 選ん で くだ さい 。 











1 回 ATOK7 を 組み 込む 


Hicrosoft (R) Character Device driver install and deinstall Uersion 1.91 
Copuright (C) Microsoft Corp 1987. ll rights reserved. 


日 本 語 変換 ツ ス テム RTOK7 Uer 貞 g 
Copright 1989 ジャ スト シス 
0 を 人 まし た 


:\>FEP 回 








凍る 科 ん で くだ Ns 
2 回 一 松茸 に 変 





Hicrosoft (R) Character Device driver install and deinstall Uersion 1.g1 
Copuright (C) Microsoft Corp 1987. RI1 rights reserved. 





日 本 語 人 力 フ ロン ト プ ロ セッ サ 「 松 地 ] Uer 3.79 (C) 1987-92 (株 ) 管 理工 学研 究 所 
ETS page: 9, XS:not used 
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@|F ERRORLEVEL の 使い 方 
この バッ チ フ ァイル で 、IF ERRORLEVEL の 順序 に 注意 し よう 。 も し 、 


IF ERRORLEVEL 0 GOTO END 
IF ERRORLEVEL 1 ATOK.BAT 
IF ERRORLEVEL 2 MTTK.BAT 
IF ERRORLEVEL 3 VJEB.BAT 
IF ERRORLEVEL 4 GOTO START 
と 書い て し まう と 、 ど の 数 を 入力 し て も END に し か いか な い の で ある 。 
IF ERRORLEVEL 0 は 、 エ ラー レベ ル が 0 の と き は 
と 思い が ち だ が 大 間違い 。 実 は 、 
エラ ー レ ベル が 0 以上 


な の で ある 。 つ まり 、0 か 0 より 大 きい 数 で あれ ば 条件 を 満た す 。 条 件 を 満た す の は 、 
ちょ うど 0 だ け で は な い の で ある 。 


IF ERRORLEVEL >= 0 
と 考え を る と よい 。 そ の た め 、 
0 で も 、1 で も 2 で も 


よい こと に な る 。 

その た め 、 ど ん な 数 を 入力 し て も すべ て END に 飛ぶ こと に な る 。 そ れ を 防ぐ に は 、 
数 の 大 きい 順に エラ ー レ ベル を 判定 し な けれ ば いけ な い の で ある 。 

な お 、 バ ッ チ ファ イル を 実行 する と き に は 拡張 子 BAT は 不要 だ が 、 ここ で は バッ チ 
ファ イル で ある こと を 意識 する た め に ワザ と つけ て いる 。 
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ADDDRV/DELDRV の 問題 点 


ee 

この よう に バッ チ フ ァイル を わけ て 作っ た の は 、 バ ッ チ ファ イル 内 で ADDDRV/ 
DELDRV を 繰り 返し 使う と 、 メ モリ が 不足 し て 市 販 ソ フト が 起動 で き な く な る こと 
が ある か ら だ 。 そ れ は つぎ の よう な 問題 点 が ある た め 。 


①ADDDRV を 2 回 続け て 実行 で き な い 。 必ず DELDRV を 実行 し て か ら で な いと 
ADDDRV は 実行 で き な い 。 

② バ ッ チ ファ イル 内 て 連続 し て DELDRV、ADDDRV を 何 回 も 実行 する と ユー ザー メ 
モリ が 減る こと が ある 。 

COMMAND.COM を 起動 し て いて DELDRV、ADDDRV を 何 回 も 実行 する と ユー 
ザー メモ リ が 減る こと が ある 。 


① は ADDDRV が その よう に な っ て いる 以上 どう し よう も な い が 、② と ③ の 場合 は 
大 問題 で ある 。 ユ ー ザ ー メ モリ が 減る と いう の は 、 バ ッ チ ファ イル 内 で ADDDRV/ 
DELDRV の 連続 使用 や COMMAND.COM の 起動 後 の ADDDRV/DELDRV に よっ 
て ユー ザー メモ リ が 正常 に 解放 きれ な いた め だ が 、 そ の 原因 は つぎ の よう な こと に よ 
る 。 

バッ チ フ ァイル 用 の デー タ 領 域 が ユー ザー メモ リ に 残留 する の で ユー ザー メモ リ 
が 分 断 さ れる 
これ は 次 の 図 を みる と よく わか る 。 


バッ チ フ ァイル で ユー ザー メモ リ が 分断 さ れる 













ADDDRV DELDRV ADDDRV 
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ADDDRV で ATOK7 が 組み 込ま れ た あと に バッ チ フ ァイル 用 の デー タ 領 域 が 確保 
され る (私 の 実験 で は 64 バ イト の デー タ 領 域 が あっ た )。 次 に DELDRV で ATOK7 を 解 
放し て も 、 デ ー タ 領域 は 残留 し た まま 。 つ ぎ に 松 茸 V2 を ADDDRV で 組み 込む と 、 デ 
ー タ 領域 の つぎ の 空き 領域 か ら 組み 込ま れる 。 こ れ で は メモ リ が 極端 に 減る こと が う 
な ず け る 。 

こう し た こと は 常に 起こ る わけ で は な いし 、ADDDRV/DELDRV を 繰り 返し 実行 
し た ある 時 点 で は メモ リ が 正常 に 解放 され る こと も ある 。 し か し 、 そ れ で は 安心 し て 
使え ない 。 そ れ を 解決 する の が つぎ の 策 で ある 。 


① ま ず バ ッ チ ファ イル 内 で DELDRV を 実行 する 
②⑦② そ し て 別 の バッ チ フ ァイル を 呼び 出す 
③⑬③ 呼 び 出 され た バッ チ フ ァイル で ADDDRV を 実行 する 


こう する と 、 は じ め の バッ チ フ ァイル で 使わ れ て いた 領域 が 解放 され て 2 番目 の バ 
ッ チ ファ イル 用 の デー タ 領 域 が DELDRV で 解放 され た メモ リ に 設定 され る 。 


バッ チ フ ァイル で メモ リ 分 断 を 防ぐ 





バッ チ フ ァイル は COMMAND.COM が 解釈 ・ 実 行 す る の で 、 バ ッ チ ファ イル 用 の デ 
ー タ 領域 と らい う の は COMMAND.COM の ワー クエ リア と みな し て も よい 。 と いう こ 
と は COMMAND.COM の 一 部 が 残留 する と 考え て も よく 、 そ うす る と COMMAND. 
COM を 起動 し た あと で ADDDRV/DELDRV を する と きも 同じ く COMMAND. 
COM が 残留 する こと に な り メ モリ を 分 断 す る の で ある 。 

同様 の 理由 か ら 、ADDDRV の あと に 常駐 プロ グラ ム を 組み 込ん だ 場合 は 、 そ の プロ 
グラ ム を 解放 し て か ら DELDRV を 実行 し な いと メモ リ が 減る の で 要 注 意 。 
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MS-DOS5.0 で の 
日 本 語 FEP の 切り 替え 


MS-DOS5.0 に 対応 し て いる 日 本 語 FEP で あれ ば 、 簡 単に 切り 替え る こと が で き 
る 。 


①CONFIG.SYS ま た は ADDDRV で KKCFUNC.SYS を 組み 込む (これ を 組み 込ま な 
いと 切り 替え が で き な い ) 
②CONFIG.SYS ま た は ADDDRV で 使い た い 日 本 語 FEP を 組み 込む 
⑬③SELKKC コ マン ド て 切り 替え る 
松茸 V3 と VJE-/ Ver.3.1 を 同時 に 組み 込ん で 、 切 り 替 える 例 を 示 そ う 。 


CONFIG.SYS/FEP.DEV の 例 





DEVICEHIGH = A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICEHIGH = A:\JFEP\MTTK3A.DRV A:\DIC 
DEVICEHIGH = A:\JFEP\MTTK3B.DRV 
DEVICEHIGH = A:\JFEP\MCODE.DRV 
DEVICEHIGH = A:\JFEP\VJEB.DRV /DIC=A:\DIC 











(日 本 語 FEP 以 外 の CONFIG.SYS の 設定 は 省略 ) 


松茸 V3 と VJE-/ Ver.3.1 は 両方 と も UMB に ロー ド す る こと が で きる の で 、 な る ベ 
く ユ ー ザ ー メ モリ を 増やす た め に UMB に ロー ド す る と よい 。DEVICEHIGH は その 
だ た だ め の コ マン ド 。 

こう し て 2 つ 以 上 の 日 本 語 FEP を 組み 込む と 、 最後 に 組み 込ま れ た も の が 活動 中 に 
な る 。 
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組み 込ん だ あと SELKKC コ マン ド を 実行 する と つぎ の よう に な る 。 


⑯SELKKC コ マン ド の 実行 例 





A:\>SELKKC 回 





1 松茸 Ver3.70 
2 VJE-B Ver3.00 


現在 活動 可能 な か な 漢 '" は 2 で す . 


選択 し た い か な 漢 " の 番号 を 入力 し て くだ さい - 1 回 
1 が 活動 可能 な か な 漢 と し て 選択 され まし た . 








この よう に あと に 組み 込ま れ た 日 本 語 FEP が 有効 に な る の で 、 切り 替え ん た いも の の 
番号 を 入力 する 。 





A\>SELKKC 
1 松茸 Ver3.70 
2 VJE-B Ver3.00 





現在 活動 可能 な か な 漢 ' は 1 で す . 


選択 し た い か な 漢 " の 番号 を 入力 し て くだ さい - 2 回 
2 が 活動 可能 な か な 漢 と し て 選択 され まし た . 














また 、MS-DOS5.0A か ら は 


SELKKC 1 回 





と いう よう に 番号 を 指定 する こと に よっ て 、 直 接 目的 の FEP を 選択 で きる 。 
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SELKKC コ マン ド の 旧 動 実 行 


MS-DOS5 .0 で は SELKKC コ マン ド で 番号 を 直接 指定 で き な い た め 、 つ ぎの よう に 


する と 、 切 り 替 え を を バッ チ フ ァイル で 自動 化す る こと が で きる 。 


バッチ ファ イル 名 MTK.BAT (松茸 に 切り 替え る ) 


ーー- MTKBAT --- 
: 松茸 使用 


@ECHO OFF 
ECHO 1 [ SELKKC 








バッチ ファ イル 名 VJE.BAT (VJE に 切り 替え る ) 











ーーー VJE.BAT --- 
: VJE 使 用 


@ECHO OFF 
ECHO 2 | SELKKC 











この バッ チ フ ァイル の ポイ ント は 


ECHO 1 | SELKKC 


で 、 ECHO 1 で SELKKC コ マン ド で 1 と いう 数 字 を 引き 渡し て いる 。「 は パイ プ 処 理 


の 記号 で 、 あ る コマ ンド の 結果 を 別 の コマ ンド に 引き 渡す こと が で きる 。 


@FEP 切 り 替 え の 実 行 例 





A'\>MTK 回 

1 松茸 Ver3.70 
2 VJE-B Ver3.00 
現在 活動 可能 な か な 漢 は 2 で す . 

選択 し た い か な 漢 " の 番号 を 入力 し て くだ さい - 1 
1 が 活動 可能 な か な 漢 と し て 選択 され まし た . 
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ユー ザー メモ リ を あま り 減 ら さ な い 


ss 

この 方 法 で は 複数 の 日 本 語 FEP を 組み 込む の で 、 ユー ザー メモ リ が か な り 減 る と 思 
い が ち だ が 、 実際 は そう で も な い 。 た いて い の 日 本 語 FEP は 、 EMS や UMB に 追い や 
る こと が で きる の で 3 つ 程 度 組み 込ん で も 20 て 30K バ イト くら いし か 減ら な い 。 


つぎ に に EMS を 利用 し た と き の 日 本 語 FEP の ユー ザー メモ リ の 使用 量 を 示し て お 
る 







松茸 V3 
VJE-/ Ver.3.0 





124.0K 
WXl+ Ver.2.5 115.0K 


15.7K 





37 .4K 





ちな み に VJE-/ Ver.3.1 は 、 EMS+UMB に ロー ド し た 場合 は 、 ユ ー ザ ー メ モリ は 
1 バイ ト も 減ら な い (UMB は 約 34K バ イト 以上 の 連続 し た 空き 領域 が 必要 ) 。 

た だ し 、 ユ ー ザ ー メ モリ が あま り 減 ら な いか ら と いっ て 、 や た ら と 組み 込む の は よ 
く な い 。 で きれ ば 2 つ に お さえ た い 。(EMS、UMB に つい て は 420 ペ ー ジ 参照) 


302 一 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 





アプ リケーション ソフ ト は 、 そ れ ぞ れ サ プ デ ィ レ クト リ を 作っ て 、 そ の も と に ファ 
イル を 入れ る よう に し よう 。 サ ブ デ ィ レ クト リ 名 は 、 な る べく アプ リケーション ソフ 
ト を 起動 する プロ グラ ム 名 と 同じ こし て お く と 、 名 前 が 統一 され て 覚え や すく 、 さ ら 
に 起動 バッ チ フ ァイル も 同じ 名 前 に で きる 。 

ここ で は 例 と し て 、 つ ぎの アプ リケーション の 組み 込み 方 を 説明 する 。 ソ フト 名 の 
右側 に ある の は 組み 込む ササ プ デ ィ レ クト リ 名 。 








一 太郎 Ver.4 





花子 Ver.2 
松 Ver.6 
JG Ver.3.0 





Vz Editor 

Eotts =223WRZSS3J 
アシ スト カル ク 
TheCARD Ver.5 

Works 2.5 

まい と < てく Ver:2 
Big 

ーー ジン 2 ググ 45052 人 
DiskXll 
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な お 、 こ こ で も 


ハー ド デ ィ スク の ドラ イプ は A 
アプ リケーション の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は ドラ イブ C 


に 入れ る も の と する (読者 の シス テム に あわ せ て ドラ イブ 名 を 変更 する こと )。 


ハー ド デ ィ スク へ の 組み 込み は 、 各 ソフ ト の イン スト ー ル ・ プ ログ ラム を 利用 する 
が 、 組 み 込 み 後 は CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 修正 する こと に する 。 

な お 、 イ ンス トー ル の 前 に アプ リケーション の オリ ジ ナ ルディ スク の コピ ー を と っ 
て 、 そ れ を 使う こと を お 勧め する 。 誤っ て オリ ジ ナ ル を 壊す こと が な いし 、 オ リ ジ ナ 
ル は 大 切 に 保管 し て お ける か ら だ 。 
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一 太郎 Ver.4 





一 太郎 Ver.4 は 、5 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


① 起 動 ディ スク 

〈⑦② シ ステ ム 1 ディ スク 

③⑬ 辞 書 [標準 ]+†] シ ステ ム 2 ディスク 

(《④ フ ォ ン トディ スク 

⑤ 辞 書 [Large/Smalll+ ユ ー テ ィ リ ティ ディ スク 


これ ら を イン スト ー ル プロ グラ ム で 既定 の 設定 で 組み 込む と 、 つ ぎの 4 つの サブ デ 
ィ レ クト リ が 作ら れ 、 そ の も と に ファ イル が わか れ て コピ ー さ れる 。 


<JSW> ・ ジ ャ スト ウィ ンド ウ 

<TARO4> : 一 太郎 Ver.4 

<JSFONT〉> : ジャ スト ウィ ンド ウ 用 の 外字 と フォ ント 
く <JSUT> ・ ジャ スト ウィ ンド ウ 用 の ユー ティ リティ 


し か し 、 こ れ で は サブ ディ レク トリ の 数 が 増え て 見 苦し いし 、 パ ス 指 定 も つぎ の よ 
うに 長く な る 。 


そこ で 、 <JXW> と いう サブ ディ レク トリ 1 つ に 組み 込む よう に する ほう が よい 。 す 
る と パス 指定 は 、 つ ぎの よう に 簡単 に な る 。 


ATOK7 は 日 本 語 FEP と し て 独立 させ て お き 、 花 子 な ど 他 の ソフ ト と 共用 する ほう 
が いい の で 、 サ ブ プ デ ィ レ クト リ <JFEP> の も と に 置く の が よい 。 

辞書 は ATOK7L.DIC と いう 登録 語数 が 多い ラー ジ 辞 書 を 使う こと に な る が 、 サ ブ 
ディ レク トリ <DIC> の も と に コピ ー す る と よい 。 
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組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ <DIC> 








es 
ATOK7L.DIC (ラー ジ 辞 書 ). 
JFGAIJ.UFO (外字 ファ イル ) 








・ サ ブ プ デ ィ レ クト リ < く JFEP> 





」 


ATOK7A.SYS 
ATOK7B.SYS 





・ サ プ デ ィ レ クト リ <JXW> 





一 太郎 の プロ グラ ム 
ジャ スト ウィ ンド ウ な ど 











組み 込み 操作 


「 フ ォ ン トディ スク | の イン スト ー ル プロ グラ ム を 使っ て 、 つ ぎの よう に する 。 








A:\>C: 回 
C:\>INST 回 














ハードディスク へ の イン スト ー ル 


NEC PC-9899 り - ズ ^ Uer.1.99 
深 深 米 涼 洲 一 太郎 Uer.4 イ ンス トー ルプ ログ ラム ネネ ネネ ネ 


番号 を 選択 し て くだ さい 
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サブ ディ レク トリ の 作成 


ネネ ネネ * ネ 一 太郎 Uer.4 イ ンス トー ルプ ログ ラム  .* ネ ネネ ネネ 


く ハ ー ド ディ スク へ の イン スト ー ル > 
ジャ スト ウィ ンド ウ プ ロ グラ ム を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 


[A:*JXM 


リ 9- オ - を 
し 衝 振 し ます 





サブ デ ィ レ クト リ の 作成 は 、 つ ぎの よう に する 。 





ジャ スト ウィ ンド ウ プ ロ グラ ム を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[A:\JXW ] 








一 太郎 の プロ グラ ム を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[A\JXW ] 











フォ ント を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[A:\JXW ] 








ユー ティ リティ を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[AWJXW 「 ] 
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辞書 を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[AYDIC ] 











日 本 語 変換 シス テム (ATOK7A.SYS、ATOK7B.SYS) を 転送 する ディ レク トリ 
を 作成 し ます 
[A:\JFEP ] 








CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を コピ ー す る と 既存 の も の は 、 つ ぎの ファ イ 
ル 名 と な る 。 


CONFIG.YOU 
AUTOEXEC.YOU 


⑮CONFIG.SYS/ATOK.DEV の 内 容 





DEVICE=A:\JFEP\ATOK7A.SYS /D=A:\DIC\ATOK7L.DIC /G=A:\DIC\JFGAIJ.UFO 
DEVICE=A:\JFEP\ATOK7B.SYS 
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起動 の し か た 


AUTOEXEC.BAT で 、 つ ぎの よう に パス 指定 を し て お く 。 





PATH ……A:\JXW 
する と ATOK7 を 組み 込ん だ あと 、 つ ぎの よう に し て 起動 で きる 。 
A:\>JXW 


な お 、MS-DOS の 起動 時 に 一 太郎 を 起動 し た いな ら AUTOEXEC.BAT の 最後 に 
JXW と 書い て お く 。 


環境 設定 


一 太郎 が 起動 し た らち ら 、 つ ぎの よう に し て 辞書 の パス 名 を 設定 する 。 








[O・ オ プシ ョ ン | |V・ フ ァイル 設定 | 








辞書 ファ イル [A:\DIC\ATOK7L.DIC ] 
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ーー 花子 Ver.2 


花子 Ver.2 は 、 6 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


① 起 動 デ ィ ス ク 

⑦ シ ステ ム 1 ディ スク 

⑬ 辞 書 [標準 ]+ シ ステ ム 2 ディ スク 

(《④ フ ォ ン ト 22+ サ ンプ ルディ スク 
フォ ント 24 デ ィ ス ク 

⑥ 辞 書 [Small]l+ ユ ー テ ィ リ ティ 十 基本 部 品 デ ィ ス ク 


ジャ スト ウィ ンド ウ と ユー ティ リティ プロ グラ ム は 一 太郎 と 同じ な の で 2 つも 組み 
込む 必要 は な い 。 TMP と いう 仮 の ディ レク トリ を 作っ て そこ に コピ ー し 、 あ と で それ 
を 削除 する と よい 。 

日 本 語 FEP は ATOK7 な の で 一 太郎 の と き に 組み 込ん だ も の を 使う 。 


組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ K<DIC> : 一 太郎 と 共用 








ATOK7L.DIC (ラー ジ 辞 書 ) 
JFGAIJ.UFO (外字 ファ イル ) 


・ サ プ デ ィ レ クト リ <JFEP> : 一 太郎 と 共用 








ATOK7A.SYS 
ATOK7B.SYS 








・ サ プ デ ィ レ クト リ <HANA> 








花子 の プロ グラ ム 
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組み 込み 操作 


「 辞 書 [Small] サ ユ ー テ ィ リ ティ 基本 部 品 デ ィ ス ク 」 を ドラ イブ C に セッ ト し て 、 つ 
ぎの コマ ンド を 実行 する 。 


A:\>C: 回 
C:\>INST 回 








ハー ド デ ィ スク へ の イン スト ー ル 


NEC PC-9899% リ ー ズ ”Uer.1.09 
玉水 米 洲 洲 花子 Uer.2 イ ンス トー ルプ ログ ラム 素 光 洲 洲 人 


[1] フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク へ の イン ー ル 
軸 preom 


番号 を 選択 し て くだ さい 


ri li 上 0 | | 関 是 Wnt Wi: MrEr W - | 
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サブ ディ レク トリ の 作成 






ネネ ネネ ネ 花子 0er.-2 イ ンス トー ルプ ログ ラム ネネ ネネ ネネ 













く ハ ー ド ディ スク へ の イン スト ー ル > 


ジャ スト ウィ ンド ウブ プロ グラ ム を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 










は 、 り 2- オ - を 押し ます 
し 、 り 2- ッ た を 押し ます 





ESC : 前 | 
還 回 BMW EEE BE 昌 BERRG Hm ET Em sm 





サブ ディ レク トリ の 指定 は 、 つ ぎの よう に する 。 





転送 先 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい ウィ ンド ウ プ ロ グラ ム を 転送 する 
ディ レク トリ を 作成 し ます 
[A:\TMP ] 











花子 の プロ グラ ム を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[Ai\HANA ] 











フォ ント を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[AYHANA ] 














ユー ティ リティ を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[ATMP ] 
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評 書 を 転送 する ディ レク トリ を 作成 し ます 
[AYTMP ] 





日 本 語 変 換 シ ステ ム (ATOK7A.SYS、ATOK7B.SYS) を 転送 する ディ レク トリ 
を 作成 し ます 
[ATMP ] 











CONEFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の コピ ー は し な いで お く 。 一 太郎 と 同じ で 
OK。 


イン スト ー ル が 終了 し た ら つ ぎの よう に し て 、 不 要 な ファ イル を 削除 する 。 


A:\>DEL TMP 回 
ディ レク トリ 内 の すべ て の ファ イル は 削除 され ます ! 
よろ し いで すか <Y/N>?Y 回 














CONFIG.SYS/ATOK.DEV の 内 容 





DEVICE=A:\JFEP\ATOK7A.SYS /D=A:\JFEP\ATOK7.DIC /G=A:\DIC\JFGAIJ.UFO 
DEVICE=A\JFEP\ATOK7B.SYS 








ATOK7 の サブ ディ レク トリ が TMP に な っ て いる の で JFEP に 変更 する こと 。 ま 
た 、 外 字 フ ァイル の サブ ディ レク トリ が HANA に な っ て いる の で DIC に 変更 する 。 


起動 の し か た 
AUTOEXEC.BAT に 
PATH ……A\JXW:A:\HANA 


と いう よう に パス 設定 を し て お く と ATOK7 を 組み 込ん だ あと 、 つ ぎの よう に し て 花 
子 を 起動 する こと が で きる 。 





A:\>HANAS 
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骨 松 Ver.6 


松 Ver.6 は 、 7 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


① シ ステ ム 1 ディ スク 
② シ ステ ム 2 デ ィ ス ク 
⑬ 桶 助 デ ィ ス ク 

④ 鈴 ディ スク 

⑤ 辞 書 タ ー ボ ディ スク 
⑥ 文 書 デ ィ ス ク 

⑦ 松 タッ チ 


松 関連 の ファ イル は サブ ディ レク トリ <MATU> に 入れ 、 日 本 語 FEP の 松茸 Ver.3 は 
サブ プ デ ィ レ クト リ <JFEP>、 そ の 辞書 は サ プ デ ィ レ クト リ <DIC> に 入れ る よう に する 。 








組み 込む ファ イル 
・ サ プ デ ィ レ クト リ く JFEP> 
MTTK3ALDRV 
MTTK3B.DRV 
MCODE .DRV 





・ サ プ デ ィ レ クト リ < く DIC> 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーTTToooooo 


JISHOS3.DIC 
BUNPO3.DIC 
GAIJI .DIC 
MBUSHU.DIC 





・ サ プ デ ィ レ クト リ <MATU> 








松 や 鶴 な どの プロ グラ ム 
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組み 込み 操作 


シス テム 2 ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ て 、 つ ぎの よう に する 。 


A:\>C: 回 
C:\>MV6 回 


⑱ 松 Ver.6@ の イン スト ー ル 画面 


ドラ イブ の 指定 
回 BIIGID EN BIG 


ディ レク トリ の 指定 
Ri: 者 faTU 


オス トリ は あり ませ ん . 


は ( いい え 


サブ ディ レク トリ の 指定 は 、 つ ぎの よう に する 。 








ディ レク トリ の 指定 
AYMATU 








松韻 Ver3 を イン スト ー ル し ます か ? 
は い 














第 1 章 @ ソ フト ウェ ア は こう し て 組み 込む ーー 一 315 





ディ レク トリ の 指定 
A:\JFEP 





CONFIG.SYS を 変更 する 。 も と の 設定 は CONFIG.MSV に あぁ る 。 


CONFIG.SYS の 内 容 





DEVICE = A:\JFEP\MTTK3A.DRV A:\JFEP /J2 


DEVICE = A:\JFEP\MTTK3B.DRV 


DEVICE = A:\JFEP\MCODE.D 


RV 





386/486 マ シン で MS-DOS5.0 を 使い UMB が 有効 な ら DEVICEHIGH で 組み 込む 


と 、 ユ ー ザ ー メ モリ は 、 つ ぎの 


よう に な る 。 


・CONFIG.SYS で 組み 込む 場合 は 、 ま っ た く 減 ら な い 
・ADDDRV で 組み 込む 場合 は 1.4k バ イト 減る 


辞書 ファ イル は 、 つ ぎの よう に し て サブ ディ レク トリ DIC に 移す 。 


A:\>COPY JFEP\MAT 
A:\>DEL JFEP\* .DICI 





U\*.DIC DICI 


四 











回 
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起動 の し か た 


起動 肝 バ ッ チ ファ イル MATU.BAT が ルー トディ レク トリ に 作ら れ て いる 。 


⑮MATU.BAT の 内 容 


ECHO OFF 
CD \MATU 
IF NOT EXIST MATU6.EXE GOTO ERROR 

IF NOT EXIST MATU6.0VL GOTO ERROR 

MATU %1 %2 %3 %4 %5 %6 %7 %8 %9 

CD \ 

GOTO END 

:ERROR 

ECHO *** 松 の シ ステ ム が みつ か り ま せん *** 

ECHO *** カレ ント ドラ イブ を ハー ド デ ィ スク に し て か ら 実 行 し て くだ さい *** 
CD \ 

END 











この バッ チ フ ァイル は 、 つ ぎの よう に し て サブ ディ レク トリ <BAT>〉 に 移動 する 。 


A:\>COPY MATU.BAT BAT 回 
A:\>DEL MATU.BAT 回 








これ で 、 松 茸 V3 を 組み 込ん だ あと 、 つ ぎの よう に し て 起動 で きる 。 
A:\>MATU 回 





この 場合 、 サ プ ブ ディレク トリ <BAT> に 、 つ ぎの よう に パス 設定 が な され て いる 必要 
が ある 。 
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JG Ver.3.0 


JG Ver.3.0 は 、14 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


① シ ステ ム デ ィ ス ク A 

〈② シ ステ ム デ ィ ス ク B 
ユー ティ リティ ディ スク 

(《④ サ ンプ ルディ スク 

⑤VJE-/7 3.0 デ ィ ス ク 

⑥⑯24 ド ッ ト フ ォ ン トディ スク 

⑦ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 明 朝 体 ① 

⑧ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 明 朝 体 ② 

⑨ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 明 朝 体 ③/ 欧 文 フ ォ ン ト 8 書体 
⑩ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 角 ゴシック 体 ① 
⑪ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 角 ゴシック 体 ② 
⑫⑭ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 丸 ゴシック 体 ① 
⑯⑬ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 丸 ゴシック 体 ② 
⑭ ア ウト ライ ン フ ォ ン ト 丸 ゴシック 体 ③ 


ハー ド デ ィ スク ・ イ ンス トー ル の 標準 規格 MAOIX に 対応 し て いる の で 、 そ れ を 使う 
と つぎ の よう に イン スト ー ル され る (サブ ディ レク トリ は 変更 が で き な い )。 


・ プ ログ ラム 本 体 な ど は サ プ デ ィ レ クト リ : <JG> 


・VJE と 辞書 は サ プ デ ィ レ クト リ : く JFEP\VJEB3> 
・CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT : く JG> 
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これ を つぎ の よう に する と よい 。 


・CONFIG.SYS は VJE 組 み 込 み の 部 分 だ け を VJEB.DEV と いう ファ イル で 作り 、 
ADDDRV で 組み 込む 。 ま た は ルー トディ レク トリ の CONFIG.SYS で 組み 込む 。 

・AUTOEXEC.BAT は JG.BAT と いう ファ イル 名 で サ プ デ ィ レ クト リ < く BAT〉> に コピ 
ー す る 。 


組み 込み 操作 
ユー ティ リティ ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ て 、 つ ぎの よう に 
する 。 





A:\>C: 回 
C:\>MAOIX 回 














@⑮JG Ver.3.0 イ ンス トー ル 画 面 


IaOIX U1.1 Copyright (C) 1991 SCII Corporation/NEC Corporation. 


ーー キー ] 


ト を 組み 込む (アウ トラ フォ ッ ト 、UJE- J ) 


1 , ! で 選び 、 り 9- オ - を 押し て くだ さい 。 


Tu lu lo 1 | 1 | lu le ll | 





「 1 」 に カー ソル を あわ せ リ ター ン キ ー を 押す 。 
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フォ ント の 組み 込み 画面 


JG Uer3.9 ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 


Uer3. 
フト Ri\JG 寿 ONT 
UJE- 8 Ri\JFEP*UJEB3 


転送 元 の ドラ イブ [Cc:1 


TE [Ri:] 空き 容量 〔195JMB 
JG Uer3.g 朋 :*JG 


明 朝 体 フォ ント を 組み 込み ます か ? 
〔Y] 組み 込む 〔N] 組み 込ま な い 
2.8IB 9.9B 


選択 【YZNj?Y 
LuW . | |! 還 較 hu Wii FEF W | 





フォ ント の 組み 込み で は 、 組 み 込み た いも の を [Y] で 選択 する 。 
VJE-/ を 組み 込む 場合 、 つ ぎの よう に する 。 





日 本 語 変換 シス テム VJE-/ を 組み 込み ます か ? 
[Y] 組 み 込む [N] 組 み 込ま な い 
選択 [Y /N]?Y 


VJE-/ の 操作 法 を 選択 し て くだ さい 
[ 1 ] オ リ ジ ナ ル [2]VJE-/ Ver.2.5 準 拠 [ 3 ]ATOK 準 拠 
選択 [1/ 2 / 3]? 個 


転送 する VJE-/ の 辞書 を 選択 し て くだ さい 
[1]7 万 語 [2]4 万 8 千 語 [3]2 万 5 千 語 [4] 転送 し な い 
選択 [1/ 2 / 3 /4]? 人 
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CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は サブ ディ レク トリ <JG> の 中 に 作成 され て 
いる 。 ま た 、VJE- は つぎ の ファ イル が サブ ディ レク トリ < く JFEP\VJEB3> の な か に 
コピ ー さ れ て いる 。 


VJEB.DRV 
VJEB.SYS 
VUTYB.EXE 
SETVJE.EXE 
SAMPLE.TXT 
LVJEB.DIC 


VJE と 辞書 は この まま 使う と よい 。 ま た 、 つ ぎの よう に し て 辞書 は サブ ディ レク ト 
リ <DIC> に 移動 し て 使っ て も よい 。 





A:\>COPY JFEP\VJEB\LVJEB.DIC _ DIC 
A:\>DEL JFEP\VJEB\LVJEB.DIC 記 























CONFIG.SYS の 内 容 





DEVICE = A:\JFEP\VJEB3\VJEB.DRV /L /K, /K. /K/ /K - /DIC = A: 
\JFEP\VJEB3\LVJEB.DIC 








辞書 を サブ ディ レク トリ <DIC> に 移動 し て 使う 場合 は 、CONFIG.SYS を つぎ の よ 
うに 変更 する 。 





DEVICE = A:\JFEP\VJEB3\VJEB.DRV /L /K, /K. /K/ /K - /DIC = A: 
\DIC\LVJEB.DIC 
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起動 の し か た 





サブ ディ レク トリ <JG> の な か の AUTOEXEC.BAT に 起動 用 バッ チ フ ァイル が 作 


られ て いる 。 


⑮AUTOEXEC.BAT の 内 容 





ECHO OFF 

SET PATH=A:\:A:\JG:A:\JFEP\VJEB3 
CD *G 

JG 





これ で は パス 指定 が 変わ っ て し まう の で 、 つ ぎの よう に 修正 する 。 





ECHO OFF 
CD 弟 6 
JG 

CD \ 











これ を JG.BAT と し て サブ ディ レク トリ <BAT> に コピ ー す る 。 


A:\>COPY _JG\AUTOEXEC.BAT BAT\JG.BAT 回 





そし て パス 設定 を 、 つ ぎの よう に 追加 する 。 
PATH ……:A:\JG:A:\JFEP\VJEB3 


これ で 、 つ ぎの よう に し て 起動 で きる 。 





A:\>JG 回 
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Vz Editor 





Vz Editor は PC-9800 シ リー ズ 、 丁 -3100 シ リー ズ 、IBM PC/ 三 換 機 、AX マ シン 日 
本 語 モ ー ド で 動き 、 1 枚 の ディ スク に これ ら に 対応 し た Vz Editor の プロ グラ ム が 収 
め ら れ て いる 。 

組み 込み は INSTALL.BAT と いう バッ チ フ ァイル を 実行 する 。 こ れ は パソ コン の 
機種 を 自動 的 に 判断 し て 、 機 種 に あっ た Vz Editor を 組み 込む よう に な っ て いる 。 





組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ <VZ> 





README.DOC 
VZ.COM 
VZ.DEF 
EZKEY.COM 
TOOL.DEF 
BLOCK.DEF 
KEISEN.DEF 
ZENHAN.DEF 
GAME.DEF 
MOREMAC.DEF 


VMAP.COM 
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組み 込み 操作 





組み 込み は つぎ の よう に する 。 





A\>MD VZ 回 
A:\>CD VZ 
A:\VZ>C: 回 
C:\>INSTALL A: 回 
































⑤Vz Editor イ ンス トー ル 画 面 


C:\>INSTRLL R: 


C:\>echo off 
MihoWel ドラ イブ ai: に イン スト ー ル し ます -. 


ライ ブ gp: 記し いつ AM は HDD_A 
チイ レク トリ は 8 


CONFIG.BRK RUTOEXEC.BRT CONFIG.SYS 
[123] [BRT] 
[CRD] 【IDHD] 


1] 
25978 バイ ト の ファ イル が あり ます . 
119841856 バイ ト が 用 可能 で す . 


準備 が で きた ら と れ か キー を 押し て くだ さい . . . 
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起動 の し か た 


イン スト ー ル 終了 直後 は サブ ディ レク トリ <VZ> が カレ ント ディ レク トリ に な っ て 
いる の で 、VZ と 入力 する だ け で 起動 で きる 。 が 、 通 常 は つぎ の よう に する 。 


A:\>CD VZ 回 
A:\VZ>VZ 回 
ま 洛 


PATH……:A:\VZ 
と な っ て いれ ば 
A:\>VZ 回 
と し て も 起動 で きる 。 


メモ リ に 常駐 させ る に は つぎ の よう に する 。 





A:\>VZ -Z 
これ で [ESC| を 押す と 起動 する 。 


標準 設定 で は EMS メ モリ を 最大 1MB ま で を 使用 する が 、 つ ぎの よう に 割り 当て 分 
量 を 指定 する こと が で きる 。 


A:\>VZ -EM8 回 
これ で 8 ペー ジ で 128K バ イト (8 X16K) が EMS に 割り 当て られ る 。64 で 1M バ イ 


ト に な る (EMS に つい て 421 ペ ー ジ 参照 )。 





環境 設定 


CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT な ど は まっ た く 関 知 し て いな い 。 また 、 日 本 語 
FEP に つい て も 何 も 設 定 し な い の で 、 自 分 の 使う も の を 組み 込ん で お く 。 
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Lotus1-2-3 R2.3J 


1-2-3 R2.3J] に は 、 3 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 用 意 さ れ て いる 。 


・ セ ッ ト ア ッ プ ディ スク 1 
・ セ ッ ト ア ッ プ ディ スク 2 
・ か な 漢字 ディ スク (松茸 V2) 


セッ ト ア ッ プ ディ スク 1 と 2 に は 、1-2-3 の プロ グラ ム が 圧縮 され た 形 で 保存 され 
て いる 。 その まま で は 1-2-3 を 起動 する こと は で き な い の で 、 セ ッ ト ア ッ プ プロ グラ ム 
(SET123.EXE) を 実行 し て 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル し て か ら 使 う 。 

すべ て の プロ グラ ム を 転送 し た 場合 、 く <123> な ど 指 定 し た サブ プ デ ィ レ クト リ の な か 
に つぎ の プロ グラ ム が 転送 され る 。 


・1-2-3 シ ステ ム プ ログ ラム 
・ フ ァイル 変換 プロ グラ ム 
・ 紹 介 プ ログ ラム 

・ ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム 


付属 の 日 本 語 FEP 松 茸 V2 を 使う 場合 、、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム で は イン スト ー 


ル さ れ な い の で 自分 で ハー ド デ ィ スク に コピ ー す る 必要 が ある 。 ま た 、「 松 Ver.6」 な 
ど 付 属し て いる 松茸 を 使っ て いる 場合 は 、 そ れ を その まま 使え ば よい 。 
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組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ K< く DIC> 





JISHO.DIC 
BUNPO.DIC 
GAIJI.DIC 
INDEX.DIC 





| 


・ サ プ デ ィ レ クト リ < く JFEP> 





MTTK2.DRV 








・ サ プ デ ィ レ クト リ <123> 








<1-2-3>2 の プロ グラ ム 
ユー ティ リティ な ど 











組み 込み 操作 


セッ ト ア ッ プ ディ スク 1 を ドラ イブ C に 入れ て 、 つ ぎの よう に し て セッ ト ア ッ プ プ 
ログ ラム を 実行 する 。 





A:\>C: 
C:\>SET123si 














初め に 入力 する 個人 名 ・ 会 社名 は 間違え を な いよ うに する 。 間違え て 登録 し て も それ 
を 修正 する こと は で き な い 。 
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プロ グラ ム の 選択 


《 プ ログ ラム の 
転送 する プロ グラ ム を は い ]、 (いい え ) で 介し ます 。 


: ヘ ルプ 画面 を 表示 


12-3 シス テム プロ グラ ム を 転送 し ます か ? 還 王 較 還 (いい え 」 
ファ イル 変換 プロ グラ ム を 転送 し ます か ? [は い ] (いい え 1 
紹介 プロ グラ ム を 転送 し ます か ? [は い ] (いい え ] 
環境 設定 ブロ グラ ム を 転送 し ます か ? 【 い いえ ] 


[次 画面 ]】 〔 中 上 帖 ] 
[ 和 1, 上 , て , つ ] : 項 目 を 選択 [リタ - ウ ] : 選 択 を 確定 [1 ステ ー ブ ] : 選 択 を 取消 








ハー ド デ ィ スク に 余裕 が ある な ら 、 す べ て 転送 し て お く の が よい が 、 そ う で な い 場 
合 は 、 1-2-3 の シス テム プロ グラ ム だ け で も OK。 し か し 環境 設定 が 変わ る こと を 考え 
る と 環境 設定 プロ グラ ム も 転送 し て お く と よい 。 転送 し な いも の は [いい ぇ ] を 選ぶ 。 


[AZ ] : ヘ ルプ 画面 を 表示 
ナマ 625 行 
ケマル も 名 
2 


旨 し ませ ん 
隊 半角 、 字 ン 小文字 の 区 別 な し 


NEC PC-DPR662h レ 1689 2009 NPDL ) 
/89287 ン 89387 


ドラ Pt 名 





[1 , よ , と , つ 1: 項目 を 選択 〔( り ケッ 】 : 選 択 を 確定 [1 ステー ブ ] : 選 択 を 取消 
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ここ で 1-2-3 を 使用 機器 構成 に あわ せる 。 読者 の 機器 構成 や 好み に あわ せ て 設定 す 
る と ち 。 

ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ 名 は 既定 値 で は く 123R23J> と な っ て いる が 、 人 簡単 に 
する た め <123> に する と よい 。 





環境 設定 の や り 直 し 
環境 設定 を や り 直 し た いと き は 、 つ ぎの よう に する (サブ ディ レク トリ が 123 の 場 


合 )。 





A:\>CD 12333 
A:\123>INSTALL 回 














[現在 の ドラ イ バ セ ッ ト の 変更 ] を 選ぶ と 、 環 境 設定 画面 に な る 。 こ こ で の 操作 は 最 
初 の 環境 設定 の と き と 同 じ 。 設 定 を 終了 し た ら リ ター ン キ ー を 押し 、[ 保 存 し ます か ? ] 
で [は い ] を 選ぶ と 完了 。 





松茸 V2 の 組み 込み 万 


ハー ド デ ィ スク A に 、 松 茸 V2 を 組み 込み に は つぎ の よう に する 。 


・ ド ライ ブ C に 「 か な 漢字 ディ スク 」| を 入れ る 
・ つ ぎの よう に し て 、 松 茸 の シス テム と 辞書 を コピ ー す る 


A:\>COPY C:MTTK2.DRV JFEP 回 
A:\>COPY C:*.DIC_ DIC 

















第 1 章 $ ソ フト ウェ ア は こう し て 組み 込む ーー 329 


松茸 V2 の シス テム は サブ プ デ ィ レ クト リ く JFEP>、 辞 書 は く DIC> コ ピー し て いる 。 


CONFIG.SYS/MTTK.DEV の 内 容 








DEVICE=A:\JFEP\MTTK2.DRV A:\DIC 





起動 の し か た 


松茸 V2 を 組み 込ん だ あと 、 





PATH …… A:\123 
と パス 設定 が A:\123 と な っ て いれ ば 


A:\>123 回 





で 起動 する 。 
つぎ の よう な バッ チ フ ァイル を 作っ て 起動 し て も よい 。 





に < 29.MAE =c 

: 1-2-3 の 起動 

ECHO OFF 

ADDDRV A:\JFEP\MTTK.DEV 
CD 123 

123 

CD \ 

DELDRV 
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アシ スト カル ク 


アシ スト カル ク に は 、 2 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 用 意 き れ て いる 。 


① シ ステ ム デ ィ ス ク 
② ユ ー テ ィ リ ティ ディ スク 


日 本 語 FEP は EGBrige が 付属 し て いる 。 そ れ を 使う な ら サ プ ブ デ ィ レ クト リ く <JFEP> 
の も と に コピ ー す る と よい 。 


組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ < く JFEP> 








| EGBnge の シメ テム 





・ サ プ デ ィ レ クト リ く <2020> 








リア シス トカ ルク の シス テム 
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組み 込み 操作 


アシ スト カル ク の シス テム ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ て 、 つ 
ぎの コマ ンド を 実行 する 。 





A:\>C: 回 
C:\>INSTALL 回 











ハー ド デ ィ スク へ の 組み 込み 


の 0 プ 20 シ ステ ム イン スト ー ル プロ グラ ム 
(C) 1989 株 式 会 社 アカ スト 
ら 0 プ 20 シ ステ ム を シス テム ディ スク か ら 実 行 デ ィ ス ク へ コピ ー し ます 


回 沈 売 の ドラ イジ 【A】 [BI [D] 〔EI 
コピ ー 先 の ドラ イブ : 【B] 【C] [D〕 〔[E] 


コピ ー%% の ディ レク トリ : 


[1 1!] (と ] [っ ] キ ー で 項目 を 選択 し て 下さ い 


【ESC] キ ー を 押す と イン に し きま ます 
【RET] キ ー を 押す と 選択 され た ドラ イブ 間 で コピ ー を 開始 し ま 


コピ ー 先 の ディ レク トリ [【 a:\2929 ] が 存在 し ませ ん 
ディ レク トリ を 作成 し て いい で すか 【 い いえ 〕 





これ で ドラ イブ A の サブ ディ レク トリ 2020 の も と に アシ スト カル ク の シス テム が す 
べ て コピ ー さ れる 。 
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環境 設定 
ア 


シス トカ ルク は 使用 機器 に 対し て 、 つ ぎの 環境 設定 を する こと が で きる 。 


・ プ リン タ の 設定 
・ デ ー タ ディ スク の ドラ イブ 設定 


つぎ の よう に デー タデ ィ ス ク の ドラ イブ の 設定 を する 。 
ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ 設定 
20 ノ 20 シ ステ ム 環境 設定 プロ グラ ム 
マシ ン 本 体 の 環境 を 設定 し ます 
イブ ライ ( 介 呈 及 回 出 
デー タデ ラス バク ド ライ フネ [9 [C] 〔D] 〔E] [F] 〔G] (HI [1 
ドラ イフ の 種 寅 : に ドイ メン 回 以 回 ウー デシネ ズ ク ] 


ディ レク トリ 名 : 


會 剖 ek Mo 
[ESC] キ ー を 押す 


ニュ ー に も 
[RET] キ ー を 押す と 選 きれ 人 を ファ に 登録 し ます 


現在 の 設定 を ファ イル に 登録 し ます か [いい え ] 


環境 設定 ブロ グラ ム を 終了 し ます (いい え ] 
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そし て 、 デ ー タ 用 の サブ ディ レク トリ <2020> を つぎ の よう に し て 作る 。 


A:\>MD B:2020[<]  ー デ ー タ ディ スク を ドラ イプ B に し た 場合 


起動 の し か た 


日 本 語 FEP を 組み 込ん だ あと 、 つ ぎの よう な バッ チ フ ァイル を 作っ て 起動 する 。 





バッ チ フ ァイル 名 : AC.BAT 








ECHO OFF 
CD 2020 
2020 
CD \ 
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TheCARD Ver.5 


TheCARD Ver.5 の 製品 ディ スク は 、 合 計 7 枚 あ る 。 


① プ ログ ラム ディ スク (TheCARD Ver.5 本 体 、VJE-> の 辞書 ) 

② プ ログ ラム ディ スク 保管 用 (① と 全く 同じ も の : 保管 用 ) 

ユー ティ リティ ディ スク (イン スト ー ル プロ グラ ム 、VJE- な ど ) 
(《④ サ ンプ ルディ スク (住所 録 、 郵 便 番号 薄 な ど ) 

⑤ 名 刺 管理 ディ スク 

⑥⑯VJE-2 マ スタ ディ スク (VJE-/ Ver.3.0 と 辞書 ) 

⑦ 起 動 用 ディ スク ( 未 フ ォ ー マ ッ ト の 空き ディ スク 、 こ れ は 不要 ) 


TheCARD Ver.5 は ハー ド デ ィ スク ・ イ ンス トー ル の 標準 規格 MAOIX に 対応 し て 
いる の で 、 そ れ を 使う と つぎ の よう に イン スト ー ル され る (サブ ディ レク トリ は 変更 
で できない め )。 


・ プ ログ ラム 本 体 な ど は サブ プ デ ィ レ クト リ : <CRD5> 
・VJE-/ と 辞書 は サ プ デ ィ レ クト リ : く JFEP\VJEB3> 
・CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は : ルー トディ レク トリ 


これ は 日 本 語 FEP は VJE-/ を 選択 し た 場合 だ が 、VJE- ぶ を 選択 する こと も で きる 
し 、 日 本 語 FEP を 組み 込ま な いよ うに する こと も で きる (すでに 自分 の 使う 日 本 語 
FEP を イン スト ー ル し て いる な ら 、 組 み 込 まな い ほ う が よ い )。 

イン スト ー ル は つぎ の よう に する と よい 。 





・VJE を 組み 込む 場合 、CONFIG.SYS は VJE 組 み 込み の 部 分 だ け を VJEB.DEV と い 
う フ ァイル で 作り 、ADDDRV で 組み 込む 。 ま た は CONFIG.SYS で 組み 込む 

・CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は TheCARD Ver.5 専 用 に 書き 換え られ て し 
まう の で 、 書 き 換 えな いよ うに 指定 する 。 
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組み 込み 操作 


ユー ティ リティ ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ て 、 つ ぎの コマ ン 
ド を 実行 する 。 








A:\>C: 央 
C:\>MAOIX INSTHD 回 














転送 先 、 転 送 元 な どの 設定 画面 に な の で 、 表 示さ れる メッ セー ジ に だ 従っ て 操作 を す 
る 。 


ハー ド デ ィ スク ・ イ ンス トー ル 画 面 


ML に に いた たよ も も よ よ よ す よ よ よ よ エエ エ エエ エエ エエ エ す エエ よ す すす よ よ エエ エエ すす よ す すす すす] 


The CARD Ver.5 ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 


に に も もたもた も も た も えよ よい よ すす エエ エエ エエ エエ すす すす すす すす すす TLTLTTELTTTESY] 


1. 実 行 す 2 謎 二 
快 所 [1- 


LC ON CO | | 関 是 nM Mi: FEr l : | 





この 例 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク C か ら ハ ー ド ディ スク A に イン スト ー ル し 、VJE-/ 
を 組み 込む 。 
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ハー ド デ ィ スク に TheCARD Ver.5 の プロ グラ ム が コピ ー さ れる と 、 自 動 的 に セッ 
ト ア ッ プ プロ グラ ム が 実行 され 、 つ ぎの よう な 画面 に な る 。 こ の 画面 で は 、 カ ー ソ ル 
キー で カー ソル (反転 部 分 ) を 動か し て 、 設 定 項目 を 選び 、 設 定 する 内 容 を 反転 きせ 
る 。 





く The CARD Ver.5 セ ッ ト ア ッ プ 第 1.9 版 > 


[CARD3+ グラ フ ] 了 請 謀 使用 し な い 
[ 司 外 題 品 ] する 
[ か な 党 字 変換 1 回 電 NGUIENe222 WUE 三 は 


The CARD Ver.5 を 自動 起ち 上 げす る か 設定 し ます 。 


(項目 選択 : 1 ! つ と] (設定 終了 :E SC キー] 





VJE-/ と その 辞書 は サ プ デ ィ レ クト リ <JFEP\VJEB3> の な か に コピ ー さ れ て い 
る の で 、 その まま 使え ば よい 。 また 、 辞 書 は サブ ディ レク トリ <DIC> に 移動 し て 使っ て 
も よい 。 





A:\>COPY JFEP\VJEB3\VJEB.DIC DIC 
A:\>DEL JFEP\VJEB3\VJEB.DICg 


色 























⑯CONFIG.SYS/VJE.DEV の 内 容 


DEVICE=A:\JFEP\VJEB3\VJEB.DRV /M1 /HB /J /DIC=A:\JFEP\VJEB3\VJEB.DIC / 
KS /KR /DO 
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辞書 を サ プ デ ィ レ クト リ <DIC> に 移動 し て 使う 場合 は 、CONFIG.SYS を つぎ の よ 
うに 変更 する 。 





DEVICE = A:\JFEP\VJEB3\VJEB.DRV /M1 /HB /J /DIC = A:\DIC\VJEB.DIC /KS / 
KR /DO 


な お 、 マ ウス を 使う 場合 は 、 つ ぎの 行 を 追加 する 。 
DEVICE=A:\CRD5\MOUSE.SYS B 


起動 の し か た 
AUTOEXEC.BAT で 「PATH _……A:\CRD5] と いう よう に パス 設定 を し て い ぃ い 
れ ば 、 つ ぎの よう に し て 実行 で きる 。 
A:\>CRDRK 


TheCARD Ver.5 の 定義 

TheCARD Ver.5 を 使う 前 に デー タデ ィ ス ク が ある ドラ イブ 、 マ スタ カー ド の ディ 
レク トリ 、 作 業 用 ディ スク ドラ イブ な ど を 設定 し て お く 。 

ホー ム メ ニュ ー か ら [TheCARP 定 義 ] を 選択 する と 、 つ ぎの よう な 画面 に な る 。 




















TheCARD Ver.5 の 定義 


スー トド 用 ディ 22 装置 
329- ト の ディ イリ 名 
暗証 番号 め 
暗証 番号 

に コ 己 


号 
外字 フイ ル 





つぎ の キー を 使っ て 各 項 目 を 設定 する 。 
カー ソル キー : 項目 を 選ぶ 
スペ ー ス キー : つき の 候補 を 表示 する 





IBS| キ ー : 前 の 候補 を 表示 する 
[TAB| キ ー  : 設 定 終了 
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Works Ver.2.5 





Works 2.5 は 、 4 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


(① プ ログ ラム ディ スク 
〈⑦② セ ッ ト ア ッ プ ディ スク 
⑬Works の 学習 ディ スク 
(④VJE-/ デ ィ ス ク 


サブ ディ レク トリ WORKS が 作ら れ て 、 そ の も と に イン スト ー ル され る が 、 変更 も 
で きる 。 


組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ K< く DIC> 








VJEB.DIC 








・ サ プ デ ィ レ クト リ く <JFEP> 
VJEB.SYS 


VJEB.DRV 





・ サ プ デ ィ レ クト リ < く WORKS> 


Works の プロ グラ ム 
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組み 込み 操作 
セッ ト ア ッ プ ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に セッ ト し て 、 つ ぎの よう 
に 操作 する 。 








A:\>C: 回 
C:\>SETUP 回 














セッ ト ア ッ プ 画面 


MICR0SOFT MORKS 2.5 SETUP 


Morks を あー し て くだ さい 。 ディ レク トリ "ORKS" 
に 組 込 む まり ー を 押し て くだ さい 。 


本 [BS1 o0 の At きす る ディ レ レク トリ 
の 4 
を タイ で ーッ キー 人 ^ 
リ 


し た ディ レク ト 
1 人 和 


口 別 の ドラ イブ を 指定 する 場合 、(ESC】 キー を 押し て くだ さい 。 


等 し な い 場合 セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム は そ 


OO 





イン スト ー ル の ポイ ント は つぎ の と お り 。 


・ サ プ デ ィ レ クト リ の 指定 (既定 値 は WORKS で WKS な ど 短 くし て も よい )。 

・ 日 本 語 FEP を 使う か どう か を 選択 する 。VJE-/ Ver.3.0 を 使う 場合 は 「 ロ ー マ 字 入 
カ 」 か 「 か な 文字 入力 」 の どちら か を 選択 する 。 

・ 学 習 プ ログ ラム を 転送 する か どう か を 選択 する 。 

・MS-DOS5.0 を 使っ て いる 場合 は 、Works の プロ グラ ム グ ル ー プ を 作成 する か どう 
か を 選択 する 。DOS シ ェ ル を 使っ て いる な ら 「 作 成す る 」 を 選ぶ 。 
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セッ ト ア ッ プ 終了 後 、VJE-/ Ver.3.0 を 選択 し た 場合 は ルー トディ レク トリ に 
CONFIG.WK2 
と いう ファ イル が 作ら れる の で 、 そ れ を 参考 に COFIG.SYS の 内 容 を 書き 換え る 。 


⑯CONFIG.SYS/VJEB.DEV の 内 容 


DEVICE = A\WORKS\VJEB.DRV /HR /L /M1 /K, /K. /K- /K[ /EX 











VJEB の シス テム と 辞書 る サブ プ デ ィ レ クト リ <WORKS> の も と に コピ ー さ れる 。 サ 
ブ デ ィ レ クト リ <JFEP> と <DIC> の も と に 移動 する に は つぎ の よう に する 。 


A:\>COPY WORKS\VJEB.SYS JFEP 回 
A:\>COPY WORKS\VJEB.DRV JFEPE 
A:\>COPY WORKS\VJEB.DIC_ DIC 





























起動 の し か た 
AUTOEXEC.WK2 の ファ イル に 、 つ ぎの よう に パス 設定 が な され る 。 
SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 
SET PATH=A:\WORKS:A:\:A:\DOS:A:\BAT 
WORKS25 


その た め AUTOEXEC.BAT で 、 つ ぎの よう に パス 設定 を 加え て お く 。 


PATH_……:A:\WORKS 
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つぎ の よう な 起動 用 の バッ チ フ ァイル が 作ら れる 。 


WORKS25.BAT 





ECHO OFF 
IF EXIST A:\WORKS\MSKN.EXE A:\W0RKS\MSKN 

IF NOT EXIST A:\W0RKS\MOUSE.COM GOTO NOMOUSE 
A:\W0RKS\MOUSE 

IF ERRORLEVEL 1 GOTO NOMOUSE 

:MOUSE 

Ai\WORKS\WORKS 1 %2%3%45%6%%8%9 
A:\WO0RKS\MOUSE OFF 

GOTO END 

:NOMOUSE 

A:\WORKS\WORKS  %2 %68%4 懲 %6%%8%9 
GOTO END 

:END 

IF EXIST A:\WO0RKS\MSKN.EXE A:\W0RKS\MSKN OFF 








WORKS25 .BAT は 長い の で WKS.BAT と し て サブ ディ レク トリ <BAT> の な か に 
移動 する と よい 。 





A:\>COPY WORKS25.BAT BAT\WKS.BAT 回 
A:\>DEL WORKS25.BATK 





する と 、 つ ぎの よう に し て 起動 で きる 。 


A:\>WKS 回 
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まい と 一 く Ver.2 


まい と てく 〈 Ver.2 は 
マス ター・ デ ィ ス ク 


が 1 枚 用 意 き れ て いる だ け 。 





組み 込む ファ イル 


・ サ プ ブ デ ィ レ クト リ <MYT> 








まい と ー〈 Ver.2 の プロ グラ ム 


| 











組み 込み 操作 


マス ター・ デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ て 、 つ ぎの よう に 操作 
する 。 








A:\>C: 思 
C:\>MYINST 回 
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イン スト ー ル 画面 


まい と て く Uer 2.99 バッ クア ッ プ イン スト ー ル 
Copuright (C) 1991 bu interCO, Inc. 


まい と ー く を 登録 する ディ レク トリ を 
( リタ ー ン キー の み で ディ レク トリ の 一覧 


ディ レク トリ 名 : a:YT 





サブ ディ レク トリ の 既定 値 は MYTALK だ が 、 短 く MYT と する 。 





サ プ デ ィ レ クト リ 指 定 : MYT 








日 本 語 FEP は 、 こ れ で は 組み 込ま な いよ うに する 。 
次 に 「 モ デム の コマ ンド パラ メー タ を 作成 し ます 」 で つぎ の 設定 を する 。 


電話 回 線 の 種類 
モデ ム の 種類 
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モデ ム の ディ ッ プ スイ ッ チ を 画面 表示 の と お り に 設定 する 


⑯⑮ モ デム の 設定 画面 





IleT で .M 


RISMMIN3 詳 議 ノ リン ュ エ 、。。== = = | 
ム の 枯 OSTQRZ CLUB_245 














その 他 の 設定 


CONFIG.SYS の FILES と BUFFERS の 推奨 値 は 、 つ ぎの と お り 。 


FILES = 20 
BUFFERS = 30 
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起動 の し か た 


起動 は MYTALK.BAT と いう バッ チ フ ァイル が 作成 され る の で 、 そ れ を 使う (ファ 
イル 名 が 長い の で 短く する と よい 。 日 本 語 FEP は 起動 前 に 組み 込ん で お く )。 


@ 起 動 用 バッ チ フ ァイル MYTALK.BAT (また は MYT.BAT) 





echo off 
cd \MYT 
MYTALK 
Cd \ 

echo on 











な お 、 電 話 や モデ ム の 種類 を 変更 し た 場合 、、 つ ぎの バッ チ フ ァイル を 実行 し て 登 
録 を や りな お す 。 


変更 用 バッ チ フ ァイル CHANGE.BAT (また は CHG.BAT) 





echo off 

cd \MYT 

if exist MYTALKV2.PRM del MYTALKV2.PRM 
MYTALK 

Cd \ 

echo on 











これ ら の バッ チ フ ァイル は つぎ の よう に し て 、 サブ ディ レク トリ <BAT> の な か に だ 移 
動 し て お く と よい 。 


A:\>COPY MYTALK.BAT BAT\MYT.BAT 回 
Ai\>DEL MYTALK.BATK 
A:\2COPY CHANGE.BAT BAT\CHG.BAT 
A:\>DEL CHANGE.BAT 回 




















起動 は 、 つ ぎの よう に する 。 
A:\>MYT 回 
A:\>CHG 思 
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エコ ロジ ーー 





エコ ロジ ーII は 1 枚 の ディ スク に 、 つ ぎの ファ イル が ある だ け 。 


ECINS.COM 
EC.COM 
EC.EXE 
README.DOC 


イン スト ー ル ・ プ ログ ラム は な い の で COPY コ マン ド で コピ ー す る 。 ユ ー テ ィ リ テ 
ィ を 入れ る サ プ デ ィ レ クト リ と し て <UTL> を 作っ て 、 そ の な か に すべ て の ファ イル を 
コピ ー す る と よい 。 補 足 説明 ファ イル の README.DOC は EC.DOC と し て ファ イル 名 
を 変更 する と よい (どの ソフ ト の README.DOC か わか る よう に )。 





組み 込む ファ イル 


・ サ ブ プ ディ レク トリ <UTL> 








回 


エコ ロジ ー | の ファ イル すべ て 








組み 込み 操作 


A:\>MD UTL 回 

A:\>C 回 

A:\>COPY C:EC*.* \UTL 回 
A:\>REN _UTL\README.DOC EC.DOC 回 








第 1 章 $ ソ フト ウェ ア は こう し て 組み 込む 一 34Z 





起動 の し か た 


PATH ……:A:\UTL 





の よう に パス 設定 を し て お く と 、 つ ぎの よう に し て 起動 で きる 。 
A:\>EC 加 


オー シャ ノ グ ラ フィ | 





オー シャ ノ グ ラ フィ II は 1 枚 の ディ スク に 、 つぎ の ファ イル が ある だ け 。 


OG.EXE 
OGTOOL.EXE 
README.DOC (これ も OG.DOC に 変え る ) 


組み 込む ファ イル 


・ サ ブ デ ィ レ クト リ <UTL> 





| オー シャ ノ グ ラフ イィ 1 の ファ イル すべ て 弄 





組み 込み 操作 


これ も つぎ の よう に し て サ プ デ ィ レ クト リ <UTL> の な か に コピ ー す る と よい 。 





A:\>COPY Ci:OG ょ . ょ \UTL 
A:\>REN UTL\README.DOC OG.DOC 回 


起動 の し か た 


ん:\UTL に パス 設定 が し て あれ ば 、 つ ぎの よう に し て 起動 で きる 。 











A:\>EC 思 
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Diskl 


DiskXII は シス テム ディ スク が 1 枚 あ る だ け 。 イ ンス トー ル ・ プ ログ ラム で 簡単 に イ 
ンス トー ル す る こと が で きる が 、 そ の 前 に つぎ の 点 に 注意 する 。 


・ 常 駐 プ ログ ラム を 取り 除い て お く 

・SMARTDRIVE.SYS な ど キ ャ ッシュ ディ スク を 取り 除い て お く 
・Windows が 起動 し て いる 場合 は 終了 する 

・JOIN、SUBST な ど で の ドラ イブ 割り 当て を 解除 する 


これ ら の 点 は イン スト ー ル 後に は 、 も と に 戻せ ば よい 。 が 、 イ ンス トー ル 前 で は イ 
ンス トー ル の 最 中 に 暴走 する こと が ある 。 実際 SMARTDRIVE.SYS を 組み 込ん で い 
る の を 忘れ て 、 イ ンス トー ル ・ プ ログ ラム を 実行 し た ら 困 走 し て し まっ た 。 


組み 込む ファ イル 


・ サ プ デ ィ レ クト リ く DISKX2> 





シス テム 、 ユ ー テ ィ リ ティ な ど 全 部 
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組み 込み 操作 
シス テム ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ て 、 つ ぎの よう に 操作 す 
る 。 





A:\>C: 回 
C:\>DXINST 回 





イン スト ー ル 画面 


DiskXII イン スト ー ラ Uer1. Co Wi 馬 の 1.S0FT,INC. 1992 
と つ :) リタ ー ン : 決定 ESC : 前 選択 


ご 愛用 者 会 社名 ・ 団 体 名 [The gccess ] 
氏 人 E. Fujita 


イスト) 閑 5 ラ イー 【A]〔B]〔F] 


〔A](B]【F] 


イン スト ー ル 先 ド ライ ブ 
ディ レク トリ (DISkx2 ] 


1 パト マ リ 


これ で よろ し いで すか ? ( 員 語 」 ( 中 止 ] 


DisKXI の シス テム プロ グラ 人 され た ハー ド デ て 転送 し 、 N っ 
イク ラム を 指定 され ド デ ィ スク に 転送 し 、 起動 ドラ 





イン スト ー ル が 終了 する と 、 続 いて ユー ティ リティ が 起動 され て 圧縮 ドラ イブ の 追 
加 を する こと が で きる 。 
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⑮ コ ユーティ リティ の 起動 画面 


DiskXXII ユー ティ リティ Uer1.99 Copuright (C)R.1.SOFT, INC. 
2 人 1 ! : 選択 リタ ー ン : 決定 ESC: 


機能 選択 
| ti ラッ つの 5 川 
2 圧縮 ドラ イブ の 削除 
3③ ドラ イブ 状態 の 表示 
4 ドラ イ バ ー オ プシ ョ ン の 変更 
5 終了 
機能 を 選択 し て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 





ここ で 「 圧 縮 ド ライ ブ の 追加 ] を 選ぶ と 、 つ ぎの よう に 圧 緒 ド ライ ブ を 好き な よう 
に 作成 する こと が で きる 。 


@ 圧 縮 ド ライ ブ の 追加 


.Uer1. 相 copirigNt(OR。 1.SOFT, INC. 
: 選択 : 決定 ESC: 前 各所 


A] [B] 
仔 の ドラ イブ ドラ に する 
納 訟 ドラ イフ 和信 衣 
還 人 Pi 
ISKb1t1 6ka 
[C]〔G1 


[7 ロ が 私 と め ュ ] [fr ゆめ ュ の み ] [し な い ] 


ほん と うに よろ し いで すか ?  ( 細 刻 (中止 


次 の 内 容 を 確認 し て か ら 実 行 し て くだ さい 。 


凍 キ 人 A レ イィ 2 ログ 228 ET きん か 7 
W | \ 
者 は ブロ グラ は 動 人 し て いま せん か る 
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ここ で は 、 つ ぎの よう に 設定 し て いる 。 


・ 起 動 ド ライ プ は A (CONFIG.SYS を 書き 換え る ドラ イブ ) 

・ 空 の 圧縮 ドラ イブ を 作成 する (空き 領域 を 利用 する ) 

・ 使 用 する ドラ イブ は A (A に 圧縮 ドラ イブ を 作る ) 

・ 使 用 する サイ ズ は 30K バ イト (これ が 約 60K バ イト に な る ) 

・ ク ラス タ サ イズ は 16K バ イト (読み 書き が より 高速 に な る ) 

・ 圧 縮 ド ライ ブ の 割り 当て は C (ドラ イプ C が 圧縮 ドラ イプ に な る ) 
・EMS の 利用 は プロ グラ ム と キャ ッシュ (メイ ン メ モリ が 減ら な い ) 


これ ら の 設定 は 圧 緒 ド ライ ブ の 知識 が 必要 な の で 、522 ペ ー ジ を 参照 の こと 。 


CONFIG.SYS の 内 容 








DEVICE=A:\DISKX2\DISKX.SYS /EMS B:O 
DEVICE=A:\DISKX2\XDRV.COM /| B:0 








も と の 内 容 は CONFIG.ORG に 保存 され る 。 





起動 の し か た 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーTTTTT 

MS-DOS を 再起 動 す る と 自動 的 に 組み 込ま れる 。 ま た 、 ユ ー テ ィ リ ティ は 
AUTOEXEC.BAT に DiskXII の パス 設定 が 追加 され る の で 、 い つ で も 実行 で きる ( 実 
行 例 は 526 ペ ー ジ 参照 )。 


PATH _………A:\DISKX2 
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Windows ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル は MS-DOS ア プリ ケー ショ ン に 比べ る 
と 簡単 だ お 。 イ ンス トー ル ・ プ ログ ラム の ある ドラ イブ と プロ グラ ム 名 を 入力 し 、 実行 
する だ け で よい 。 あ と は 対話 形式 で マウ ス を 操作 し な が ら イ ンス トー ル で きる 。 だ た い 
て い ぃ 独自 の プロ グラ ム ・ グ ルー プ が 作ら れ 、 そ の な か に 登録 され る 。 

Windows3 .1 で は 日 本 語 FEP も アプ リケーション の 1 つ な の で 、 こ こ で は 日 本 語 
FEP も 含め て つぎ の アプ リケーション の 組み 込み 方 を 説明 する 。 


アプ リケーション 
WXIl-Win Ver.I.| 
VJE- ヶ Ver.2.0 






| サファ ティ レ タ トリ 









く <WINWORDJ〉 
<EXCEL4> 





Word for Windows 1.2 








Excel for Windows 4.0 





イン スト ー ル は Windows3.1 が 起動 し て いる 状態 で 、 つ ぎの よう に し て イン スト ー 
ル ・ プ ログ ラム を 実行 し て イン スト ー ル する 。 


(① プ ログ ラム ・ マ ネー ジャ か ら 「 ア イコ ン (F)」 を 選ぶ 
②「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 (R)」 を 選ぶ 
⑬ イ ンス トー ル ・ プ ログ ラム 名 を 入力 する 

(フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ 名 も 指定 する ) 
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⑮「 ア イコ ン (F )」 を 選び 「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 (R)」 を 選ぶ 


避 続 と グル 

開く (0) 

移動 (M. 

コピ 6 

削除 (D) 
登録 内 容 の 変更 (⑤).… 


ファ イル 名 を 指定 し て 実行 (R).。 
Windows の 終了 ⑳.。. 





コマ ンド ライ ン (O: 


ロア イコ ン の 状態 で 実行 (M 
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: 拉 WXI-Win Ver.1.1 


WXII-Win Ver.1.1 は 、 3 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


① シ ステ ム デ ィ ス ク 1 
② シ ステ ム デ ィ ス ク 2 
⑬③ ラ ー ジ 辞書 ディ スク 


イン スト ー ル の な か で 、 つ ぎの な か か ら 自 分 の 機種 を 選択 する 。 


OPC98  O 〇 PS/55 OAX 
〇 FMR 〇 J3100 _ 〇 IBM (US) 


辞書 ば ラー ジ 辞 書 ( 約 8 万 語 、 720KB) を 選び サブ ディ レク トリ <DIC> に イン スト 
ー ル する と よい 。 ま た 、 単 漢字 入力 と 単 漢字 変換 の イン スト ー ル 選択 も で きる 。 


イン スト ー ル の ポイ ント は 、 つ ぎの と お り 。 


・ パ ソコ ン の 機種 選択 
・WXII の シス テム ディ スク の ドラ イブ 指定 
・ 辞 書 の コピ ー 先 ディ スク の 指定 
初期 値 で は ルー トディ レク トリ に な っ て いる の で DIC と する 
・ 辞 書 の 種類 選択 
標準 辞書 ( 約 4 万 語 、360KB) か ラー ジ 辞 書 ( 約 8 万 語 、720KB)。 ハ ー ド ディ 
スク の 空き 容量 が 多い な ら ラ ー ジ 辞書 を 選ぶ 
・ 単 漢字 入力 の イン スト ー ル 選択 
・ 単 漢字 変換 の イン スト ー ル 選択 
・ シ ステ ム デ ィ ス ク の 入れ 替え 
・ イ ンス トー ル 終 了 の 確認 
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組み 込み 操作 


イン スト ー ル プロ グラ ム は シス テム ディ スク 1 に 入っ て いる の で 、 そ れ を フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ る 。 





@Windows を 起動 し て いな い 場 合 
つぎ の よう に し て Windows を 起動 する と 同時 に イン スト ー ル プロ グラ ム を 実行 す 
る (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が C の 場合 )。 


A:\>WIN C:WX2INSW 回 





人 @Windows が 起動 し て いる 場合 
プロ グラ ム マ ネー ジャ の ウィ ンド ウ か ら 、 つ ぎの よう に 操作 する 。 


① 「 ア イコ ン (F )」 
② フ ァイル 名 を 指定 し て 「 実 行 (R)」 
③⑬「 コ マン ドラ イン (C)」 : C:WX2INSW 


⑮ イ ンス トー ル す る 機種 の 選択 


イン スト ー ル する 機種 を 選択 し て くだ さい 


OPS/55  OAX 
OJ3100  OIBM(US) 
了解 
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⑯ 辞 書 の コピ ー 先 、 種 類 、 そ の 他 の 選択 





EE タゲ 7 


了 取 








Me 


WX 2 シス テム ディ スク の ドラ イブ 
辞書 の コピ ー 先 ディ レク トリ 


AWDIC 


辞書 の 種類 O 標準 詳 書 。 @j 
単 漢字 入力 の イン スト ー ル @ す る o し な い 
単 漢字 変換 の イン スト ー ル @ する O し な い 













取消 





イン スト ー ル が 終了 する と 「WX2」 と いう グル ー プ ウィ ンド ウ が 自動 的 に 作成 さ 
れ 、 そ の な か に アイ コン が 配置 され る 。 


⑮WX2 の ウィ ンド ウ と アイ コン 


WAY WAY 
WX2 カス タマ イズ 


Y ハ ヤ 


2 


テキ スト コン パー ト Readme 


起動 の し か た 


WAY WAY 
ー 括 削除 ー 括 登録 


WAY WAY 
了 ( 区 
単 涯 字 入力 





イン スト ー ル 直後 は 日 本 語 FEP と し て WXII が 選択 され た 状態 に な っ て いる の で 





CTHRL| 十 |XFER 

















を 押す と 起動 で きる 。 
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VJE- ヶ Ver.2.0 


VJE- ヶ Ver.2.0 は 1 枚 の ディ スク に 収め られ て いる (Windows3.1 対 応 で 、 そ れ 以 
前 の パー ジョ ン で は 動か な い )。 こ れ は つぎ の 5 つの 機種 か ら 選 択 で きる 。 


・PC-9800 シ リー ズ 

・AX 規 格 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ 
・FMR/TOWNS シ リー ズ (JIS ま た は 親指 シフ ト ) 
・PS/55 シ リー ズ 

・J3100 シ リー ズ 


サ プ デ ィ レ クト リ は 特に 作成 され な い の で 、 コ ピー 先 は Windows の サブ ディ レク ト 
リ (ここ で は WIN) に な る (変更 不可 )。 ま た 、 辞書 を コピ ー す る か し な いか の 選択 が 
で きる 。 

イン スト ー ル の ポイ ント は つぎ の と お り 。 


・ ユ ー ザ ー の 名 前 と 会 社名 の 登録 
・ キ ー ボ ー ド タイ プ の 選択 (パソ コン の 機種 選択 で 自動 的 に な され る ) 
・ コ ピー する ファ イル の 選択 
全 フ ァイル : すべ て の ファ イル を コピ ー す る 
辞書 以外 : 辞書 だ け は コピ ー し な い 
(は じ め て の 場合 は 全部 ファ イル を 選択 する ) 
・ コ ピー する ファ イル 、 キ ー ボ ー ド タイ プ な どの 確認 
・ イ ンス トー ル 後 に README.DOC を 読む 
(「 メ モ 帳 | が 自動 的 に 起動 され て 、 内 容 が 表示 され る ) 
・「 メ モ 帳 ] を 終了 する 
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組み 込み 操作 


プロ グラ ム マ ネー ジャ の ウィ ンド ウ か ら つ ぎの よう に 操作 する 。 


①VJE-y ッ ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に セッ ト す る 。 
プロ グラ ム ・ マ ネー ジャ ・ ウ ィ ン ド ウ で の 操作 。 

「 ア イコ ン (F)」 

「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 (R)」 

「 コ マン ドラ イン (C)」 C:SETUP 

「OK」 


ユー サザ 登録 
ユー サザ 登録 


OK 
使用 者 名 : HAI FUJITA 
会 社名 :|The Access Group 7 


入力 rr 会 社名 は 、 以 降 変更 は で き ませ ん . こ 
れ で よろ し いで すか 


寺本 0 HJI FUJTA 
社名 :The Access Group 
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⑯⑮ キ ー ボ ー ド タイ プ (機種 )/ コ ピー する ファ イル 選択 画面 





/ 
























t 目 アプ 設定 
t 汗 アプ 先 
ドド タイ ア 
t ア アカ 人 













PC- 四 
ロ 


PO-98 


MRWTOWNS(JS) 問 
FMRTOWNS 首 指 9 
J3100 間 
AD1(106) 団 




















の ムー が 














Ace ンジ レブ リー ジン ョ ジン 

















@⑳ 
S 
Sd 
| 
人 
に 
夫 
喘 
固 
回 














t 小 の げ 先 





た た *MIN 
+ ず タダ ア [PC-98 B 
の アカ イル 





OK 





セッ ト ア ッ プ を 開始 し ます . 
リウ 5575 上 た MIN 


キー ボー ド タ イブ PC-9 
セッ ト ア ッ プ ファ イル 全 フ ァイル 
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イン スト ー ル 後に 「 メ モ 帳 ] が 自動 的 に 起動 され 、 補 足 説明 な ど 書 いた README. 
TXT の 内 容 が 表示 され る 。 それ を 読ん だ らち 、 つ ぎの よう に し て 「 メ モ 帳 ] を 終了 す 
る 。 


(①⑪① メ ニュ ー か ら 「 フ ァイル (F )」 を 選択 する 
②「 メ モ 帳 の 終了 (X)」 を 選択 する 


「 メ モ 帳 ] を 終了 する と プロ グラ ム ・ マ ネー ジャ ・ ウ ィ ン ド ウ に 「VJE」 と いう グル ー 
プ ウ ィ ン ド ウ が 自動 的 に され 、 辞 書 や プロ グラ ム の アイ コン が 表示 され る 。 


⑮VJE- ヶ Ver.2.0 の ウィ ンド ウ と アイ コン 





プロ グラ ム マネ ー ジ ャ 
アイ コン (Ff) オブ ショ ン (0) ウィ ンド ウ (W) ヘル プ (H) 
り JE- 7 Ver 2.0 
画 錠 


うず 評 書 VJE-y 評 書 1 














問 っ 関 


の な | 。 ス タニ ドア ンプ アワ リー シ 光 














起動 の し か た 

セッ ト ア ッ プ 直後 は 、 VJE-y Ver.2.0 が アク ティ ブ に な っ て いる の で 、 その まま で 
使え る (セッ ト ア ッ プ 終了 画面 の 下 に アイ コン が 表示 され る )。 

まだ 











CTRL| 十 |XFER 














を 押し て 、 英 数 字 入力 と か な 漢字 変換 入力 の 切り 替え が で きる 。 
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日 本 語 FEP を 切り 替え る に は 


人 
複数 の 日 本 語 FEP を イン スト ー ル し て 、 アプ リケーション に よっ て 切り 替え た い 場 
合 は つぎ の よう に する 。 
まず 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 を つぎ の よう に し て 起動 する 。 


①「 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ 」 を アク ティ ブ に する 。 
メイ ング ルー プ か ら 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 を 選択 する 。 


⑮ コ ント ロー ル パ ネ ル を ダブ ルク リッ ク 





ーー プロ グラ ム マネ ー ジ 回 折 
アイ コン (f) と 2 の 基 EPS 
ーーーーーーーーーー フ ニー ンーーーーーーーーーーーーーーーーー 


< 14」 


ワリ ンド Niz ク リン 2 人 還 
マネ ー ジ ャ 





つぎ の よう な コン トロ ー ル パネ ル の ウィ ンド ウ が オー プン する 。 


コン トロ ー ル パネ ル の ウィ ンド ウ 


い 


画面 の デザ イン 


十 と 時 刻 。 エン ハン ス ド モー ド 
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①「 か な 漢 ] の アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る 。 
⑨|[1| 員 | で 日 本 語 FEP を 選択 する 。 
③「!」 を クリ ッ ク す る 。 

④ 選 択 し た い 日 本 語 FEP を クリ ッ ク す る 。 














⑯ 日 本 語 入 カシ ステ ム で の 選択 














エン ハン ス ド モー ド 
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| for Windows 1.2A 


Word for Windows 1.2A は 、5 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


① セ ッ ト ア ッ プ ディ スク 
⑦② プ ログ ラム ディ スク 1 
⑬ プ ログ ラム ディ スク 2 
(《④ プ ログ ラム ディ スク 3 
⑤VJE-y ッ ディ スク 


VJE-y ヶ は すでに イン スト ー ル され て いる も の と し て 、 こ こ で は Word 本 体 だ け を イ 
ンス トー ル す る こと に する 。 

オプ ショ ン で 、 サ ンプ ル マ ク ロ 、 テ ンプ レー ト など や ゃ EPSON と Canon の プリ ンタ ド 
ライ バ を イン スト ー ル する か どう か を 選択 で きる 。 テ ンプ レー ト な ど は イン スト ー ル 
し て お いた ほう が 使い 勝手 が よく な る 。 
① セ ッ ト ア ッ プ ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 入れ る 。 
プロ グラ ム ・ マ ネー ジャ ・ ウ ィ ン ド ウ か ら 、 つ ぎの 操作 を する 。 

「 ア イコ ン (F)」 

「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 (R)」 

「 コ マン ドラ イン (C)」 C:SETUP 

「OKJ 
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8 _ Mk f ロ nft Winrd ( 間 


必要 な 空き 領 城 0 6032 KB 
使用 で きる 空き 領域 C: 89200 KB 


開始 


| Microsoft Word 1.2A セッ ト ア ッ プ オブ ショ ン 情報 _] 
< 開始 > ボタ ン で Microsoft Word の セッ ト ア ッ プ を 開始 し ます 。 


%《 オ ブシ ョ に 
Ai ジジ レー トド / ラ イジ ラリ 

サン ブル マク ロ 、 テ ン ブ レ ー ト 等 を セッ ト ア ッ プ し ます , これ ら を 
セッ ト ア ッ プ する こと に よっ て Word の 強力 な 機能 を 、 よ り 簡 単 こ 
利用 する こと が で きま す . 


添付 ブリ ンタ ドラ イ バ 
0 間 t Word に 洋 し て ! る プリ ンタ ドラ イ パ バ (EPSON・Canon) 





















セッ ト ア ッ プ の ポイ ント は 、 つ ぎの と お り 。 


・ ユ ー ザ ー の 名 前 入力 

・ セ ッ ト ア ッ プ する ディ レク トリ の 指定 
・ セ ッ ト ア ッ プ する オプ ショ ン の 選択 

・ フ ァイル の 転送 

・ プ リン タ ド ライ バ の セッ ト ア ッ プ 
・AUTOEXEC.BAT の 書き 換え 
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AUTOEXEC.BAT に は 
PATH A:\WIN\WINWORDJ…… 
が 追加 され る 。 
追加 前 の 内 容 は AUTOEXEC.W4W と いう ファ イル 名 に な っ て いる 。 


セッ ト ア ッ プ 終了 画面 


コン D オブ ショ ン 0) ウィ ンド ウ ( め ヘル プ ( 


4 2 か - ッ 民 本殿 呈 引 


Word 1, 


VJE 






































ロ ム ら 回 
ロ 昌 NII 画 ロ 





起動 の し か た 


セッ ト ア ッ プ 終了 直後 の 場合 は 、 い っ た ん Windows を 終了 し 、 も う 1 度 Windows を 
起動 し て か ら 、Word の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て 起動 する (Windows の シス テ 
ム 情報 な ど が 書き 換え られ て いる た め )。 
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Excel for Windows 4.0 


Excel for Windows 4.0 は 、5 枚 の ディ スク に 収め られ て いる 。 


① デ ィ ス ク 1- セ ッ ト ア ッ プ 
〈⑦② デ ィ ス ク 2 
⑬ デ ィ ス ク 3 
(《④⑰ デ ィ ス ク 4 
ディ スク 5 


README.TXT と いう ファ イル に Excel の セッ ト ア ッ プ や 使用 に つい て の 補足 説 
明 が 入っ て いる の で 、 ま ず そ れ を 読む こと を 勧め る 。 そ の あと セッ ト ア ッ プ を 始め る 。 
セッ ト ア ッ プ は 、 つ ぎの 3 つの 種類 か ら 選 択 で きる 。 


① フ ルセット アッ プ 
すべ て の ファ イル を イン スト ー ル する 。8M バ イト の 空き が 必要 。 


② カ スタ ム セ ッ ト ア ッ プ 
オプ ショ ン を 指定 し て イン スト ー ル する 。 オ プシ ョ ン は イン スト ー ル 後に 追加 し て 
イン スト ー ル する こと が で きる 。 


⑬③ 最 小 セ ッ ト ア ッ プ 
必要 最小 限 の ファ イル を イン スト ー ル する 。6M バ イト の 空き が 必要 。 


十分 な 空き 容量 が ある な ら フ ルセット アッ プ を 選ぶ と よい 。 
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組み 込 の 手順 


ディ スク 1- セ ッ ト ア ッ プ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に セッ ト す る (ユー ザー 
の 名 前 な ど を 保存 する た め 、 デ ィ ス ク は 書き 込み 可能 な 状態 に し て お く )。 
プログ ラム ・ マ ネー ジャ ・ ウ ィ ン ド ウ か ら 次 の 操作 を する 。 

「 ア イコ ン (F )」 

「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 (R)」 

「 コ マン ドラ イン (C)」 C:README.TXT 

「OK」 

「README.TXT の 内 容 を 読む 」 

「 フ ァイル (F )」 

「 メ モ 帳 の 終了 (X)」 
プロ グラ ム ・ マ ネー ジャ ・ ウ ィ ン ド ウ か ら 、 つ ぎの 操作 を する 。 

「 ア イコ ン (F)」 

「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 ( R)」 

「 コ マン ドラ イン (C)」 C:SETUP 

「OK」 





README.TXT の 内 容 


に っ モ 帳 - READMHE.RT 
ファ イル (f) 編集 () 検索 (9) ヘル プ (H) 
系 洲 洲 涼 ポポ 涼 ボ ボ 涼 ポ 束 ボボ ボボ ボボ 


重要 必ず お 読み くだ さい 


人 トー で aaa 
この ファ イル BREADME.TXT で は Microsoft Excel for Windows version 4.0 
(以下 Excel ) の ご 使用 に 関す る 補足 説明 を いた し ます , 


README.TXT は "ディ スク 1” また は Excel が セッ ト ア ッ プ され た ディ レク トリ 
に 保管 され て いま す , 


ッ プ ブロ グラ ム に よっ て 作成 され , Excel の 実行 時 に 使用 され る 


セッ ト ア 
BMCEL4. uINI に 関す る 情 吾 は BE TXT を ご 覧 くだ さい , EXCELINI.TXT | は "ディ 
スク 1" また は Excel が セッ ト ア ッ プ され た ディ レク トリ に 保管 され て いま す . 


ッ ト ワ ー ドリ ト ア ッ プ に 関す る 情 幸 は NETWORK.TXT を ご 覧 くだ さ 
TWO TXT は "ディ スク 5 "また は Excel が セッ ト ア ッ プ され た ディ レク ト 
り に 信管 され て いま す 。 


日 本 語 Microsoft Windows version 3.0/3.0A を 以下 Windows と し ます . 























回 
Ei 証 間 間 記 識 席 昌明 HHHHHHHHHHHRHHHHHHHHHHRHHEHHHHHHHHHHHIHIIIIHI 有 HI 肝 HIs 間 
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セッ ト ア ッ プ の 種類 選択 画面 





N Micrgsnff Ergl fpr 因 ndos 計 昌 

ポタ ン を 選 択 し て 、 セ ント アッ ンプ の 程 類 を 指定 し て くだ さい 。. 
フル セッ ト ア ッ プ 
Excel の オプ ショ ン を すべ て オン に し て 、 セ ッ ト ア ッ プ 
し ます 。 フル セッ ント アッ プ に | は ディ スク スペ ー ス 8 
MB が 必要 で す . 
カス タム セッ ト ア ッ ブ 
イン スト ー ル する オブ ショ ン を 指定 し て 、 セ ッ ト ア ッ 
プ ブ し ます . その 後 、 必 要 に な っ た と き に 改め ゆ て セッ ト 
アッ プ を 実行 し オブ ショ ン を 追加 で きま す . 
最小 セッ ト ア ッ ブ 


Windows で Excal 0 拓 お 2 ァ イ 
ィ ス ク スペ ー ス を 【W かめ 要 で す e 


















セッ ト ア ッ プ の ポイ ント は 、 つ ぎの と お り 。 


・ ユ ー ザ ー の 名 前 と 所 属 の 入力 確認 
・ セ ッ ト ア ッ プ する ディ レク トリ の 指定 
・ セ ッ ト ア ッ プ する 種類 の 選択 

フル 、 カ スタ ム 、 最 小 
・Lotus1-2-G 互 換 機 能 説明 表示 
・AUTOEXEC.BAT の 修正 指定 
・ フ ァイル の 転送 
・AUTOEXEC.BAT の ある ディ レク トリ 指定 
・ セ ッ ト ア ッ プ 終了 
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AUTOEXEC.BAT に は 


が 追加 され る 。 
追加 前 の 内 容 は AUTOEXEC.XL4 と いう ファ イル 名 に な っ て いる 。 


⑯ セットアップ 終了 画面 








Readme.tst Dialog Editor 











起動 の し か た 


プロ グラ ム マ ネー ジャ ・ ウ ィ ン ド ウ に Excel グ ルー プ ウ ィ ン ド ウ が 自動 的 に 作成 さ 
れる 。 そ の な か の Excel の アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る と 起動 する 。 
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アプ リケーション 
組み 込み 例 


これ まで の アプ リケーション や その ほか の も の を 組み 込ん だ と ころ を 、 お 目 に か け 
よう 。 


DOS/Windowvs ア プリ ケー ショ ン 





ブロ グラ ム マネ 


- アデ ゴブ リッ ィ ー 


ンド の ) ヘル プ (H) 
剛 
的 -GOLF Hana 


ン ョ ン ) 


2 ー ベ ? < 
| 両 回 


Tiles ーー 太郎 Ver4.3 花子 Ver2.2 


JG Ver 3.0 Lotus 1-2-3 Microsoft 
R2.3J Works Ver.2.5 








な お 、 こ こ に は DOS ア プリ ケー ショ ン も ある が 、 登 録 方 法 に つい て は 405 ペ ー ジ 以降 
有 Ne い 
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EE イコ 


アプ リケーション ソフ ト 
を 使い わけ る 





第 1 章 の よう に 、 い ろ い ろ な アプ リケーション ソフ ト を 

ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル する と 、 

それ ら を うま く 起 動 し わけ る テク ニッ ク が 必要 と な る 。 

そこ で 、 こ こ で は 次 の 3 つの 環境 で 使い わけ る 方 法 を 紹介 し よう 。 


⑩MS-DOS 環 境 の バッ チ フ ァイル 
@MS-DOS5.0 の DOS シ ェ ル 
Windows3.1 





ここ で は 例 と し て 、 一 太郎 Ver.4、Lotus1-2-3 R2.3]、TheCARD Ver.5 の 3 つの 
ソフ ト を 起動 し わけ る 方 法 を 紹介 する 。 こ れ を マス ター すれ ば 、 ソ フト の 数 を 増やし 
た り 、 他 の ソフ ト を 起動 する 場合 で も 容易 に 応用 で きる よう に な ろう 。 

アプ リケーション を 起動 する に は 、 ど の 日 本 語 FEP を 使う か が 問題 だ だ が 、 そ れ が 共 
通 の 場合 と 異な る 場合 に つい て 説明 する 。 


日 本 語 FEP が 共通 の 場合 

ATOK7 で 3 つの ソフ ト を 使っ て いる 場合 を 考え よう 。 各 ソフ ト は 、 そ れ ぞ れ 
JXW、123、CRD と いう サブ ディ レク トリ の も と に 収め られ て いる と する 。 そ し て 、 
サブ ディ レク トリ <DIC> の も と に 辞書 ファ イル ATOK7LJDIC が コピ ー さ れ て お り 、 
サブ ディ レク トリ <JFEP> に ATOK7 が ある も の と する 。 





@ サ プ デ ィ レ クト リ 
<DIC> 一 ーーーーーー ATOK7L.DIC 


⑱ サ プ デ ィ レ クト リ 
く JFEP> ATOK7A.SYS 
FE 2 ATOK7B.SYS 
<JXW> ーーーーーーーー 一 森 郎 Ver.4 の プロ グラ ム 
く 1297 mm デー エーーーーー Lotus' に 2 の 8 の ゲロ ダラ ウム 


<⑥HD6> ニ 一 ーーーーーー TheCARD Var.5 の プロ グラ ム 
< く BAT〉 - ニ 一 ーーーー デ ーー メニ ュー 選択 の バッ チ フ ァイル 


374 一 一 一 第 3 部 ⑯ こ うし て 活用 し よう 


⑯CONFIG.SYS の 内 容 


FILES =25 | 
BUFFERS = 30 | 
「DEVICE = A:\JFEPYATOK7A.SYS /D=A:\DICYATOK7LLDIC | 
DEVICE = AYJFEP\ATOK7B.SYS | 


アプ リケーション ソフ ト 起 動 バ ッ チ ファ イル 


ECHO OFF 
START 


ECHO 1..… 一 太郎 Ver.4 
ECHO 2..…Lotus 1-2-3 
ECHO 3..…TheCARD Ver.5 
ECHO 0...MS-DOS 


ECHO 処理 の 番号 を 選ん で くだ さい 。 
BATKEY 0 


IF ERRORLEVEL 4 GOTO START 
IF ERRORLEVEL 3 GOTO CRD 
IF ERRORLEVEL 2 GOTO 123 
IF ERRORLEVEL 1 GOTO JXW 
IF ERRORLEVEL 0 GOTO END 








第 2 章 @⑨ ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 使い わけ る - 一 一 一 3Z5 


JXW 
CD A:\JXW 
JXW 
CD \ 
GOTO START 
123 
CD A:\123 
123 
CD \ 
GOTO START 


CD A:\CRD5 
CRD5 
CD \ 
GOTO START 











日 本 語 FEP が 共通 な の で 簡単 な バッ チ フ ァイル で すむ 。 こ の バッ チ フ ァイル を 
AUTOEXEC.BAT の 一 番 最後 に 書い て お く と 、MS-DOS の 起動 後 す ぐに メニ ュー 選 
択 び で きる よう に な る 。 


3Z76 一 一 一 第 3 部 ⑳ こ うし て 活用 し よう 


日 本 語 FEP が 異な る 場合 


ee 
極端 な 例 と し て 、3 つの ソフ ト の 日 本 語 FEP が 異な る 場合 を 考え て みよ う 。 そ れ ぞ 


れつ ぎの も の を 使う と する 。 


一 太郎 Ver.4 : ATOK7 
1-@-3 : 松茸 V2 
TheCARD Ver.5 : VJE-/ 3.0 


この 場合 CONFIG.SYS の 内 容 は 、 





FILES =25 
BUFFERS =30 








だ け に し て お き 、 日 本 語 フロ ント プロ セッ サ を 組み 込む DEVICE 指 定 を する ファ イル 
を 、 つ ぎの よう に サブ ディ レク トリ <JFEP> の も と に 作っ て お く 。 
⑯ATOK 組 み 込 み フ ァイル (ATOK.DEV) 


DEVICE = A:\JFEP\ATOK7A.SYS /D=A:\DIC\ATOK7L.DIC 
DEVICE = A:\JFEP\ATOK7B.SYS 








@ 松 茸 V2 組 み 込 み フ ァイル (MTTK.DEV) 











| DEVICE = A:\JFEP\MTTK2.DRV A:\DIC 


⑯VJE-// 組 み 込み ファ イル (VJEB.DEV) 


DE = A:\JFEP\VJEB.DRV /DIC=A:\DIC 
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バ パッチ フ ァイル は 、 つ ぎの よう に な る 。 


メニ ュー 用 の バッ チ フ ァイル 


STAHT 
CLS 
DELDRV > NUL 


ECHO 1.. 一 大 郎 Ver.4 
ECHO 2.…Lotus 1-2-3 
ECHO 3..…TheCARD Ver.5 
ECHO 0...MS-DOS 
ECHO --------ー--ーーーーーーーーーーーーーーーーー 
ECHO 処理 の 番号 を 選ん で くだ さい 。 
BATKEY 0 


REM --- 分 岐 処理 ------------------ 
IF ERRORLEVEL 4 GOTO START 
IF ERRORLEVEL 3 CRD.BAT 
IF ERRORLEVEL 2 123.BAT 
IF ERRORLEVEL 1 JXW.BAT 
IF ERRORLEVEL 0 GOTO END 
REM --- MS-DOS -------------- 
END 
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信 各 ソフ ト の 起動 用 バッ チ フ ァイル 
⑯⑱ 一 太郎 起動 用 バッ チ フ ァイル (JXW.BAT) 


ーー JXW.BAT 一 
: 一 太郎 Ver.4 重 


ECHO OFF 

ADDDRV A\JFEPYATOK.DEV 
CD AYAXW 

JXW 

CD\ 

AP.BAT 





⑱1-2-3 起 動 用 バッ チ フ ァイル (123.BAT) 
ーーー 123.BAT --- 

:・ 11-2-3 の 起動 

ECHO OFF 

ADDDRV A:\JFEP\MTTK.DEV 

CD A:\123 

123 

CD \ 

APBAT 
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TheCARD Ver.5 起 動 用 バッ チ フ ァイル (CRD.BAT) 


ーー- CRD.BAT ---ーーー- 
: TheCARD Ver.5 の 起動 





ECHO OFF 
ADDDRV A:\JFEP\VJEB.DEV 
CD A:\CRD5 
CRD 

CD \ 
AP.BAT 











前 述 の アプ リケーション の 切り 替え で は 、3 つの 日 本 語 FEP を 使う こと を 前 提 と し 
た た め 、 そ の つど 日 本 語 FEP を 取り は ず し て は 組み 込ん だ 。 し か し 


・ こ れ か ら 使 う 日 本 語 FEP が すでに 組み 込ま れ て いる 
・ 他 の ソフ ト で も 同じ 日 本 語 FEP を 使う こと が ある 


と いっ た と き に 、 同 じ も の を 2 度 組 み 込む と いう ムダ が 生じ る し 、 そ の 時 間 も 気 に な 
る (SCSI ハ ー ド ディ スク や キャ ッシュ ディ スク を 組み 込ん だ シス テム で は 、 日 本 語 
FEP の 切り 替え が 高速 で 問題 な い が 、 そ れ で も 少 し は 時 間 が か か る )。 

そこ で 、 同 じ 日 本 語 FEP を 2 度 組 み 込 まな いよ うな テク ニッ ク を 紹介 し よ う 。 も 
に は SET を 利用 し て 、 環 境 変 数 領域 に どの 日 本 語 FEP が 現在 組み 込ま れ て いる か を 書 
き 込 ん で お く と よい 。 そ し て 、 あ る 日 本 語 FEP を 組み 込む と き に 、 環境 変数 を チェ ッ 
ク し て 同じ も の が 組み 込ん で あれ ば 組み 込み を スキ ッ プ する と いう 方 法 を と れ ば よ い 。 

ここ で は 、 一 太郎 Ver.4、Lotus1-2-3、TheCARD Ver.5 を メニ ュー で 起動 し わけ 
る と し て 、 一 太郎 Ver.4 と TheCARD Ver.5 は ATOK7 を 使う 場合 の 具体 的 な 方 法 を 述 
べ る 。 


それ に は 、 つ ぎの よう な バッ チ フ ァイル を 作る 。 
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同じ 日 本 語 FEP を 2 度 組み 込ま な い バ ッ チ ファ イル 


ECHO OFF 
START 


ECHO 1..… 一 太郎 Ver.4 

EHO』 2。lOtuSi に 2=3 

ECHO 3..….TheCARD Ver.5 

ECHO 0...MS-DOS 

EGO = ニニ ーー ニーー ニ ーー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー 
ECHO 処理 の 番号 を 選ん で くだ さい 。 
BATKEY 0 


IF ERRORLEVEL 4 GOTO START 
IF ERRORLEVEL 3 GOTO CRD 
IF ERRORLEVEL 2 GOTO 123 
IF ERRORLEVEL 1 GOTO JXW 
IF ERRORLEVEL 0 GOTO END 
JXW 
IF "ATOK7"=="%FEP%” GOTO SKIP1 
DELDRV > NUL 
ADDDRV A:\JFEP\ATOK.DEV 
SET FEP=ATOK 
SKIP1 
CD A:\JXW 
。 JXW 





第 2 章 @ ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 使い わけ る 一 一 一 381 











CD \ 
GOTO START 

123 

。 上 FMTTK"=="%FEP%” GOTO SKIP2 
DELDRV > NUL 
ADDDRV A:\FEP\MTTK.DEV 
SET FEP=MTTK 

SKIP2 

| CD A:\123 

| 】 挫 

。 CD\ 
GOTO START 

CRD 
IF "VJEB"=="%FEP%” GOTO SKIP3 
DELDRV > NUL 
ADDDRV A:\JFEP\VJEB.DEV 
SET FEP=VJEB 

SKIP3 

CD A:\CRD5 

CRD5 

CD \ 

| GOTO START 








382 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 








一 太郎 Ver.4 と TheCARD Ver.5 の 起動 の 前 に 、ATOK7 が すでに 組み 込ま れ て いれ 
ば 、 そ の 組み 込み を スキ ッ プ し て いる こと に 注目 。 
その 他 、 つ ぎの 点 に 注意 し よう 。 


・AP.BAT で DELDRV を し て 、 ソ フト の 起動 の バッ チ フ ァイル で は DELDRV を 
し て いな い 。 1 つの バッ チ フ ァイル 内 で ADDDRV/DELDRV の 使用 を さけ る た 
め 。 

xDELDRV の あと に > NUL と し て いる の は 、ADDDRV さ れ た も の が な か っ た と 
き に エラ ー メ ッ セ ー ジ の 表示 を し な いた め 。 

・ 日 本 語 FEP を 組み 込ん だ ら SET で その 名 前 を 環境 変数 領域 に セッ ト し て いる 。 

JIF "ATOK7"=="%FEP%" の よう に "" で くく っ て いる の は 、FEP が 設定 され て い 
な いと き IF "ATOK7"==" と 文法 を 正す た め 。 "を つけ て いな いと 、IF ATOK 
== と な っ て 「 文 法 が 違い ます | と エラ ー が 出る 。 ま た 、IF "%FEP96”== 
?ATOK7" と し な か っ た の は 、FEP が 設定 され て いな いと き IF "==PATOK7" と 
な りや は り 文 法 間違い を 防ぐ で ため 。 
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アプ リケーション を 
アイ コン で 起動 する 





今度 は MS-DOS5 .0 で DOS シ ェ ル を 使う 場合 を 考え て みよ う 。 アプ リケーション は 
DOS シ ェ ル か らい ろ い ろ な 方 法 で 起動 で きる が 、 一 番 い い の は 「 ア イコ ン | と し て お 
き 、 そ れ を 選択 し て 起動 する 方 法 。 

ここ で も 代表 的 な DOS ア プリ ケー ショ ン で ある 


・ 一 太郎 Ver.4 
・Lotus1-2-3 R2.3J 
・TheCARD Ver.5 


を アイ コン で 起動 する 方 法 を 紹介 する 。 


こと で の 作業 が 済む と 、 つ ぎの よう に アプ リケーション を 登録 し て 、 選 択 す る だ け 
で 起動 で きる よう に な る 。 


384 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 


アプ リケーション を アイ コン て で て 起動 する 


ファ イル (F) オッ ショ ッ (0) ED AZ (H) 


R:\ 
本 8 皿 ic 加 JD 四 JE 


ティル 2 トリ の リー 








-LTOEXEC.386 


Er ば 4: 


宮園 7! 


Lotus1-2-3' 
TheCRRD Uer.5 


F19= ッ ニュ ー SHIFT+F コ = コマ ッ ト フロップ" ト 








その た め に は 、 つ ぎの 4 つの 手順 が 必要 と な る 。 


①⑬ 起 動 す る た め の バ ッ チ ファ イル を 作る 

②⑦ バ ッ チ ファ イル て 起動 で きる こと を 確認 する 

⑬ ア プリ ケー ショ ン の グル ー プ を 作成 する 

(《⑭ ア プリ ケー ショ ン の グル ー プ に アプ リケーション を 登録 する 
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起動 用 バッ チ フ ァイル の 作成 


起動 肌 バ ッ チ ファ イル は 、 普通 に ハー ド デ ィ スク か ら プ ログ ラム を 起動 する バッ チ 
ファ イル で 、 既 存 の も の が あれ ば それ を 利用 し て も いい 。 
つぎ に 、 そ の 作成 例 を あげ る 。 





信 一 太郎 Ver.4 





ーーー- 志 JXW.BAT ---- 

: 一 太郎 Ver.4 の 起動 
@ECHO OFF 

ADDDRV A:\JFEP\ATOK.DEV 
CD A:\JXW 

JXW 

CD \ 

DELDRV 











ATOK7 定 義 フ ァイル ATOK.DEV (サブ ディ レク トリ (JFEP》) の も と に 作る ) 





DEVICE=A:\JFEP\ATOK7A.SYS /D=A:\DIC\ATOK7L.DIC 
DEVICE=A:\JFEP\ATOK7B.SYS 
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信 Lotus1-2-3 R2.3J 





ーーー 123.BAT ---. 
: 1-2-3 の 起動 
@ECHO OFF 
ADDDRV A:\JFEP\MTTK.DEV 
CD A:W23 
29 

CD \ 
DELDRV 











松茸 V2 定 義 フ ァイル MTTK.DEV (サブ ディ レク トリ (〈JFEP〉 の も と に 作る ) 


DEVCEAWJFEPYMTK2DRV A:\DIC 














倫 TheCARD Ver.5 


ーー- CRD.BAT ----ーーー- 
: TheCARD Ver.5 の 起動 

@ECHO OFF 

ADDDRV A\JFEP\VJEB.DEV 

CD AYCRD5 

CRD 

CD\ 

春 只 府 











⑯VJE/ Ver.3.0 定 義 ファ イル VJEB.DEV (サブ ディ レク トリ (JFEP〉 の も と に 作る ) 








DEve = AFEP\VJEB.DRV A:\DIC 
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アプ リケーション は MS-DOS の プロ ンプ ト で 実行 され る の で 、 こ れ ま で 使っ て いた 
も の が 使え る 。 バ ッ チ ファ イル 例 で は 、 そ れ ぞ れ ATOK7、 松茸 V2、VJE-/ Ver.3. 
0 を 使う よう に し て いる が 、 読 者 の 好み に 応じ て 変更 する こと 。 

アプ リケーション を 終了 する と き に は 、 か な ら ず DELDRV で 、 日 本 語 FEP を 取り は 
ず し て お く 。 さ も な いと 別 の 日 本 語 FEP が 組み 込め な く な る し 、DOS シ ェ ル が ハン グ 
アッ プ す る こと が ある 。 


バッ チ フ ァイル を 作っ た ら 、 プ ロン プ ト の 状態 (コマ ンド 待ち の ) で 実行 し て みて 、 
日 本 語 FKP が ちゃ ん と 組み 込ま れ 、 プ ログ ラム が 起動 する か どう か 確認 し よう 。 





①|[SHiFT|+lf-9| を 押す 
(⑦②A:\> で バッ チ フ ァイル を 実行 する 
⑬A:\>EXIT 軸 で DOS シ ェ ル に 戻る 














も し 期待 どおり に な ら な か っ た ら 、 バ ッ チ ファ イル を 修正 する 。 
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アプ リケーション の プロ グラ ム グ ル ー プ の 作成 

[「 グ ルー プ 」 と は 、 プ ログ ラム の 集合 に 与え る 名 前 の こと 。 こ こ で は アプ リ ケ ー シ ョ 
ン を 集め た グル ー プ を 作る 。 

新しい グル ー プ を 作る (追加 する ) に は 、 つ ぎの よう に する 。 





① 「 メ イン | ウィ ンド ウ に カー ソル を 移動 する 
②「 フ ァイル (F )]」 メニ ュー を 選択 する 
⑬③ 「 新 規 登 録 (N )」 を 選択 する 


⑯⑮ プ ログ ラム ノ グ ル ー プ の 新規 登録 ダイ アロ グ ボ ックス 


TS-[OS Drl 


[ 六軒 EES5 週 、 |R3 り IS 
: 判 | q.R73 
規 登 妹 19,656 
グル ー プ を 登録 する 694,169 


s 34,146 
〇 プロ グラ ム を 登録 する 


Ll 


ディ 22 揚 1 

その 人 の 
LOTUS1-2-3 
TNeC9RD Uer.5 


HIH 岬 


m 
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(《④「 グ ルー プ を 登録 する (G)」 が 選択 され て いる の を 確認 する 
⑤ 「 了 了解 」 を 選択 する 
⑯ 追 加 グ ルー プ の ダイ アロ グ ボ ックス に 、 つ ぎの よう に 入力 する 


追加 グル ー プ の ダイ アロ グ ボ ックス 





ェ ー ィ イル 2 ト リー ウ リー 6 


証 還 | ” ! 


Mk ro ューー 隔 守 六 ま 3 まっ 
消 > 
ベル プ ・ テ キス ト . . 
Ri 

ベッ "アロア 


ディ 22 操 人 | 了 明 | Bi 泊 議 議 ハウ ) 
の の 提 


RIIaSSESESEzAi 





但 タ イト ル 
プロ グラ ム グ ル ー プ の 名 前 で 、 こ こ で は 「 ア プリ ケー ショ ン 」 と する 。「 要 求 ] と あ 
る の で 必ず 何 か 名 前 を 入力 し な く て は な ら な い 。 


@ ヘ ルプ ・ テ キス ト 

fx1| を 押し た と き に 表示 する ヘル プ の 内 容 で 、 こ こ で は 「 ア プリ ケー ショ ン を 起動 し 
ます | と で も し て お く と よい が 、「 オ プシ ョ ン 」 な の で 別に な に も 入力 し な く て も か ま 
わな い 。 














⑱ パ スワード 
他人 に 操作 され た く な い 場 合 を 除い て 普通 は つけ な い の で 、 そ の まま 空 哲 に し て お 
く 。 
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⑦ 「 了 解 」 を 選択 する 

グル ー プ の 名 前 が プロ グラ ムリ スト の 中 に 現れ る 。 グ ラフ ィ ッ クス モー ド で は 、 グ 
ルー プ 名 の 前 に グル ー プ アイ コン が 表示 され る 。 ま た 、 テ キス トモ ー ド で は 、 グ ルー 
プ 名 は 角 カ ッ コ ([ ]) で 囲ま れる 。 


アプ リケーション を プロ グラ ム グ ル ー プ に 登録 
プロ グラ ム グ ル ー プ に アプ リケーション を 追加 する に は 、 こ の まま の 状態 で 、 つ ぎ 
の よう に 操作 する 。 





①「 フ ァイル ( F )」 メニ ュー を 選択 する 
② 「 新 規 登 録 (N )] を 選択 する 


@ 新 規 登録 


ォ - ア ッ (0) リタ ー ツ キー 
"-(C) 


醒 ⑪。… 
部 


GRPHtF4 
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⑱⑮ プ ログ ラム ノ グ ル ー プ の 新規 登録 


TS-IIOS リ rL 
シメ 1 ス (は ) H 


還 中 CB Cc ビ D ビ E F 加 6 回 』 


G2-02-1 
ニテ を 登録 する | ( 了 尼 ) 
⑯ ア 0 グ 22 且 登 録 する 


91-11-18 


SETUP 
PU 7 だ 重り 

















⑬「 プ ログ ラム を 登録 する | が 選択 され て いる の を 確認 する 
(④「 了 了解 」 を 選択 する 
⑤「 追 加 プ ログ ラム 」 の ダイ アロ グ ボ ックス に 入力 する 
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アプ リケーション の 具体 的 な 登録 例 


各 ア プリ ケー ショ ン の 具体 的 な 設定 例 を そう 。 
プロ グラ ム の 登録 情報 (一 太郎) 











RS-[OS リル 


ML 人 計 典 オジ ョ ッ (0) 夫 
: キ 
8 四 c 四 D 四 E 


ファ プ ' リ ウー ジョ ッ ・ ツ ョ ー ト カルー キー 
【 ] 終了 後 の 一 時 停止 22- ト ^ 


F1G=! に ュー SHIFT+F コ = コッ 27 ロッ フト 





⑯ プ ログ ラム の 登録 情報 (その 他 ) 


IS-[IDS リ ェ ル 


パウ ョ ル ・X4 り 。 必要 KB 数 [し ] 
AS 直り 必要 KB 数 [ ] 上 眼 kB 数 [  ''] 


E ビ "だれ モ - ト ”  ⑱ 詩 2 ト 予約 ・ 編 - ト か 引 ・ キ - 【 ] GRPHHTOB 
〇 ゲ ジ ィ ッ 2 【 〕 GRPHtESC 
[ 〕) アロ グ の 2・2 イ ラ の 防止 【 ] CTRL+ESC 


L 7 】 


SHIFT+Fd= コ フト "ロップ ト 
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プロ グラ ム の 登録 情報 (Lotus1-2-3) 





IS-DOS Dr 


久 仙 人 較 オバ ジョ ン (0) 天 示 (U) 
朋 : キ 
表 (B 四 ic 思 JD 四 E 


アプ” リー ジョ ツジ ョ ー ト か ルト ・ キ ー 
〔 ] 終了 後 の 一 時 停止 22- ト ^ 


F1 ロ =9 ニ ュー SHIFT+F9= コ マト” プ ” ロッ 7 





⑮ プ ログ ラム の 登録 情報 (その 他 ) 


AL プー キス ト 
ャ パウ ョ ME り 。 必要 KB 数 [ ] 
⑮ 光り 必要 KB 数 [ ] 上 眼 kB 数 [ ] 


E* デ かれ モト” の 計 予約 ・ 編 - ト か カ 引 ・ キ - 【[ ] GRPHTB 
⑮ が フィス 【 ] GRPHtESC 
[ 】 ア ログ の 2A・2 イ チラ の 防止 【 〕 CTRLrESC 


F10= メ ュー SHIFT+Fd= コ マト フロッグ" ト 
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⑯ プ ログ ラム の 登録 情報 (TheCARD Ver.5) 


「 代 -[DS ツェ ML 


起動 ディル 2 トリ 


ァ プ "リウ ー ジ ョ ッ ・ ジ ョ ー ト か ルト ・ キ ー 
[ ] 終了 後 の 一 時 停止 スワ ト ~ 





F1= ツ ニュ ー SHIFT+F9= コ フッ ト プ " ロ ッ ト 





⑯ プ ログ ラム の 登録 情報 (その 他 ) 


ME 当 UIS 銘 か 4 


0 用 は 購 オ ショッ (0) 素 示 ( い 


Ri 


ヘル プ テキ スト 
ャ ペッ ョ ルリ り 。 必要 KB 数 [  ] 
AS り 必要 KB 数 [し ] 上 上 限 ke 数 し ] 


E* デ オモ - ト ~ スト 予約 ・ 編 - ト か 小 ・ キ - 【 ] GRPHtT6B 
〇 ゲ ジ ィ ッ [ ] GRPHHESC 
[ 〕) ア ゆ "2 イチ の 防止 [ ] CTRLtESC 


1 


F1O= ュ ー <HIFT+Fd= コ の ト 2 ロワ ト 
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ここ で の 情報 の 入力 の し か た は 、 つ ぎの と お り 。 


⑱ マ ウス 
・ ボ ックス の な か は キー ボー ド か ら 入 力 する 
・[ ] の 項目 は それ を クリ ッ ク す る 
・⑮ の 項目 は それ を クリ ッ ク す る 


信 キ ー ボ ー ド 
・ ボ ックス の な か は キー ボー ド か ら 入 力 す る 
・[ ] の 項目 は カー ソル を 置い て スペ ー ス キー を 押す 
・⑤ の 項目 は | 1 | [」 | で 選択 する 


以上 で 、 ア プリ ケー ショ ン の アイ コン と 名 前 が ウィ ンド ウ に 表示 され る 。 こ うな っ 
た ら 、 そ の アイ コン を 選択 し て 起動 する こと が で きる 。 
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MS-DOS5 .0A で は 、INSTAP コ マン ド が 追加 され アプ リケーション の DOS シ ェ ル 
登録 が 簡単 に で きる よう に な っ た 。 ここ で は Lotus 1-2-3 R2.3J を 登録 する 手順 を 紹 
介し よう 。 


A:\>INSTAP 回 


⑯INSTAP コ マン ド の 起動 画面 


INSTAP コ マン ド Uer. 1.99 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Copuright (C) NEC Corporation 1992 


人 拓 SM4UN4c4 AASNor4 


上 記 の 選択 内 容 で よろ し いで すか 
男 較 悦 いい え 





1-2-3 を イン スト ー ル する ドラ イブ を 選択 する (ここ で は A)。 こ こ で アプ リ ケ ー シ 
ョ ン の イン スト ー ル に な る が 、 す で に ハー ド デ ィ スク に 1-2-3 が ある も の と し て つづ 
ける 。 


@⑳EXIT と 入力 する 


ル を 行っ て くだ さい 


アプ リケーション の マニ ュ ア ル に 従っ < 


イン スト ー ル が 終了 し た ら 、 EXIT[95-】 と 


Command ドー ザ ョ ッ 5.99R 
本 :\>EXIT 
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1-2-3 を イン スト ー ル し た ディ レク トリ を 選択 する (ここ で は A: ぎ 123)。 [1 員 キ ー 
で 反転 表示 を 動か し て 選び リタ ー ン キー を 押す 。 





アプリケーション の ディ レク トリ 選択 


INSTAP コ マン ド Uer. 1 


.99 
Copuright (C) NEC Corporation 1992 
アプ リ ケ ェ ジョ ン を イン スト ー ル し た ディ レク トリ 名 を 選択 し て くだ さい 


Ri: 笠 QNR 
Ri:\DOS 


JP 
上 記 の 選択 肉 で よろ し いで すか 
固 議 間 いい え 





つづ いて アプ リケーション を 起動 する ファ イル を 選択 する (ここ で は 123.EXE)。 


@1-2-3 の 起動 ファ イル 選択 


INSTAP コ マン ド Uer. 1.99 
Copyright (C) NEC Corporation 1992 


イン スト ー ル し た ディ レク トリ 名 を 選択 し て くだ さい 
イッ スト し 8 チッ レク トリ Sa8 才 お 


の 起動 ファ イル を 選択 し て くだ さい 


INSTRLL.EE 
「PRTH.CON 
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DOS シ ェ ル に 登録 する アプ リケーション の 名 前 を 入力 する (ここ で は Lotus 1-2- 
3) 。 名 前 は 半角 で 23 文 字 、 全 角 で 11 文 字 以内 に する 。 


登録 する アプ リケーション の 名 前 を 入力 


INSTAP コ マン ド Uer. 1.99 
ーーーーーーー ニ ーー ツーーーーーー ツ ーー し Opyright (C) NEC Corporation 1992 


イン スト ー ル し た ディ レク トリ 名 を 選択 し て くだ さい 
スト コル トイレ クト た 主 し て く 


ン の ル を 選択 し て くだ さい 
に 導 の イル =123.EE 


DOS シ ェ 和 間 Pa ケー ショ ン の 名 称 を 入力 し て くだ さい 
名 称 =Lotus 1-2-3 


アブ プリ 
2 ご る 
ジョ ヨ 


9 
の 


上 記 の 設定 で DOS シ ェ ル に 登録 し て も よろ し いで すか 
いい え 





[Lotus 1-2-3 を DOS シ ェ ル に 登録 中 で す 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され て 、 つ ぎの 
画面 に な る と 登録 終了 。 


アプ リケーション 登録 終了 画面 


Lotus 1-2-3 を DO 〇 S シ ェ ル に 登録 し まし た 


Ri ギ > 





これ で サブ ディ レク トリ <123> の な か に 「APEXEC.BAT」 と いう 1-2-3 起 動 用 バッ 
チ フ ァイル が 作ら れ 、DOS シ ェ ル に 登録 きれ る 。 な お 、 登 録 内 容 を 修正 する に は つぎ 
の よう に する (393 ペ ー ジ 参照 )。 


①「 フ ァイル (F )」 
②「 登 録 情報 (P ) 
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アプ リケーション の 起動 と 
切り 替え (タス クス ワッ プ ) 


DOS シ ェ ル か ら 複 数 の プロ グラ ム を 同時 に 起動 し て 、 プ ログ ラム を 切り 替え て 使う 
こと を 「 タ スク スワ ッ プ | と いう が 、 こ れ が MS-DOS5.0 の 大 き な 特 徴 の 1 つ 。 


MS-DOS5.0A の 拡張 タス クス ワッ プ 機 能 


MS-DOS5 .0 で は DOS シ ェ ル か ら ADDDRV/DELDRV を 使え を な いた め 、ATOK7 
な ど MS-DOS5.0 未 対応 の 日 本 語 FEP を 使っ て いる 場合 の タス クス ワッ プ で は 日 本 
語 FEP を 統一 し て お く < 必要 が あっ た 。 し か し 、5.0A か ら は DOS シ ェ ル か ら ADD- 
DRV/DELDRV を 使え る よう に な り 、MS-DOS5.0 以 前 に 開発 され た アプ リ ケ ー シ ョ 
ン や 日 本 語 FEP を DOS シ ェ ル か ら タ スク スワ ッ プ で きる 拡張 タス クス ワッ プ 機 能 が 
サポ ー ト され た 。 

拡張 タス クス ワッ プ 機 能 を 使う に は 、 つ ぎの ハー ドウ ェ ア の 条件 と ソフ トウ ェ ア の 
準備 が 必要 。 


⑱ ハ ー ド ウェ ア の 条件 
・CPU が 386SX 以 上 で ある こと 。 
・ 拡 張 メ モリ (プロ テク トメ モリ ) が 最低 1M バ イト 以上 ある こと 。 


代 ソ フト ウェ ア の 準備 
つぎ の よう に し て プロ テク トメ モリ を EMS メ モリ に し て 、 拡 張 タ スク ワッ プ の デバ 
イス ドラ イ バ EXTDSWAP.SYS を 組み 込む 。 








DEVICE = A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE = A:\DOS\EMM386.EXE /M=1024 /T=A:\DOS\EXTDSAWP.SYS 





な お 、386 以 上 の CPU を 搭載 し た マシ ン の 場合 イン スト ー ル 時 に この 設定 が 自動 的 
に 付け 加え られ る 。 こ れ で DOS シ ェ ル を 起動 する と 


拡張 タス クス ワッ プ 機 能 が 使用 可能 で す 
と 表示 され る と 準備 完了 。 
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タス クス ワッ プ の 実際 


ここ で は 例 と し て 


・Lotus1-2-3 は 松茸 V3 
・TheCARD Ver.5 は VJE-/ Ver.3.1 


を 使っ て 、 タ スク スワ ッ プ し て みる 。 つぎ の よう な CONFIG.SYS で 松茸 V3 と VJE-/ 
Ver.3.1 を 組み 込ん で お く 。 (日 本 語 FEP が サブ ディレク トリ < く JFEP> に 、 辞 書 が <DIC> 


DEVICE = A:\DOS\KKCFUNC.SYS 

DEVICE = A:\JFEP\MTTK3A.DRV A:\DIC 
DEVICE = A:\JFEP\MTTK3B.DRV 

DEVICE = A:\JFEP\MCODE.DRV 

DEVICE = A:\JFEP\VJEB.DRV /DIC=A:\DIC 














そし て 、 起 動 朋 バッ チ フ ァイル を つぎ の よう に 作る 。 


@Lotus 1-2-3 起 動 用 バッ チ フ ァイル 


ーーー 123.BAT --- 
: 1-2-3 の 起動 





@ECHO OFF 

ECHO 1 | SELKKC > NUL (5.0A の 場合 は SELKKC 1 
CD \123 

123 

CD\ 
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⑯TheCARD Ver.5 起 動 用 バッ チ フ ァイル 





ーーーーーー- CRD.BAT ------- 
: The CARD Ver.5 の 起動 


@ECHO OFF 

ECHO 2 | SELKKC > NUL (5.0A の 場合 は SELKKC 2) 
CD \CRD 

CRD 

CD \ 











これ で Lotus1-2-3 で は 松茸 V3、TheCARD Ver.5 で は VJE-/ Ver.3.1 が 使え る 。 
タス クス ワッ プ を する に は 、 ま ず 、 つ ぎの よう に し て タス ク ・ ス ワッ プ 機 能 を 有効 


に し て お か な けれ ば な ら な い 。 


① オ プシ ョ ン (O) メ ニュ ー を 選択 する 
(⑦② タ スク ・ ス ワッ プ ・ オ ン (E) を 選択 する 


コマ ンド 名 の 先頭 に 表示 され る アス タリ スク (*) は 、 タ スク スワ ッ プ が オン に な っ 
て いる こと を 示す 。 こ の 状態 で は 実行 中 の プロ グラ ム は 、 そ れ ぞ れ プ ログ ラム リス ト 
の 右 に ある タス クリ スト に 追加 され て いく 。 DOS シ ェ ル か ら タ スク リス ト に 一 覧 表示 
され て いる プロ グラ ム に 画面 を 切り 替え た り 、 一 覧 表示 され て いる プロ グラ ム 間 で 画 
面 を 切り 替え を る こと が で きる 。 
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画面 の 右 下 側 に 起動 中 の プロ グラ ム 一 覧 (タス クリ スト ) が 現れ る 。 





@ 起 動 中 の プロ グラ ム 一 覧 (タス クリ スト ) 


ファ イル (F) 7" ジョ ッ (0) あき A&Z (H) 
Ri キ 


厨 CB 加 c 人 加 D 加 E 





92-1-: 


た 郎 
Lotus1 -2-3 
TheCaRD3+ 





SHIFT+F9= コ マッ ト " プ ロッ ア ゲト 





タス クス ワッ プ が オン に な っ て いる と き は 、 つ ぎの どちら か の 方 法 で プロ グラ ム を 
起動 する こと が で きる 。 


(① プ ログ ラム を 起動 し て 画面 に 表示 する 方 法 
通常 の 方 法 で プロ グラ ム を 起動 する 。 プロ グラ ム ウィ ンド ウ が 現れ 、 プ ログ ラム 名 
が 自動 的 に タス クリ スト に 追加 され る 。 





(⑦② プ ログ ラム を 起動 し て DOS シ ェ ル に 留まる 方 法 
実際 に プロ グラ ム を 使う 前 に 、 つ ぎの どちら か の 設定 を 行う 。 











SHIFT| を 押し な が ら プ ログ ラム ファ イル 名 また は 関連 ファ イル 名 を 選択 する 
プロ グラ ム 名 を 選択 し て |SHIFT| 十 回 キー を 押す 








これ で 、 プ ログ ラム 名 が タス クリ スト に 追加 され る 。 と に か く は じ め に 複数 の プロ 
グラ ム を DOS シ ェ ル か ら 起 動 し た い 場 合 は 、 こ の 方 法 を 使う と よい 。 
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人 @ マ ウス 
その 名 前 を ダブ ルク リッ ク す る 。 
⑯ キ ー ボ ー ド 
矢印 キー を 使っ て その 名 前 を 選択 し 、 較 キー を 押す 。 


[CTRL| + 上 ESC|I キ ー を 押す (これ は キー ボー ド で し か 操作 で き な い )。 な お 、DOS シ ェ 
ル を 終了 する と き は 、 そ の 前 に タス クリ スト に 表示 され て いる プロ グラ ム を まず クロ 
ー ズ する 必要 が ある 。 


DOS シ ェ ル か ら タ スク リス ト に 表示 され て いる プロ グラ ム へ 、 ま た タス クリ スト に 
表示 され て いる プロ グラ ム 間 で 画面 を 切り 替え る に は 、 つ ぎの キー を 使う 。 


[GRPH|+ [TAgl : 2 つの プロ グラ ム 間 で 切り 替え る 
[GRPH|+ ESc| : 次 の プロ グラ ム に 切り 替え る 
[CTRL|+ [ESc] : プロ グラ ム か ら DOS シ ェ ル へ 戻る 


SHIFT| 十 [GRPH| 二 |ESC| : 前 の プロ グラ ム に 切り 替え る 
SHIFT| 十 [GRPH| 十 [TAB| : 複数 の プロ グラ ム を 逆 方 向 に 順次 切り 替え る 


と うし て 、 い ろ い ろ と アプ リケーション を 起動 し た あと 、 あ る アプ リケーション を 
使い た く な っ た ら 、 そ の アプ リケーション を マウ ス で クリ ッ ク す れ ば 、 そ れ が 使え る 
よう に な る 。 5 


アプ リケーション の 終了 








こう し て 起動 し た アプ リケーション は 、 必 ず そ れ ぞ れ の 終了 コマ ンド で 終了 させ る 
こと 。 そ れ は 、 デ ー タ を ディ スク に 保存 し て いな か っ た りす る こと が ある し 、DOS シ 
ェ ル を 終了 する こと が で き な い か ら だ 。 
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アブ リケーション 
の 登録 





Windows3 .1 で DOS ア プリ ケー ショ ン を 使う と き に は バッ チ フ ァイル を 作っ て お 
き 、 フ ァイル マネ ー ジ ャ で 起動 する こと が で きる が 、 一 番 い い の は プロ グラ ム ア イ コ 
ン と し て で 登録 し て お き 、 ダ ブル クリ ッ ク で 起動 する 方 法 。 

Windows3.1 の イン スト ー ル 時 に 「 標 準 セッ ト ア ッ プ |] また は 「 上 級 セ ッ ト ア ッ プ ]」 
を 選ぶ と 、Windows ア プリ ケー ショ ン は も ちろ ん の こと 、 市 販 さ れ て いる 代表 的 な 
DOS ア プリ ケー ショ ン も 自動 的 に 「 プ ログ ラム アイ コン 」| と し て 登録 され る (270 ペ ー 
ジ 参 照 )。 

ここ で は 「 初 心 者 セッ ト ア ッ プ | で Windows3.1 イ ンス トー ル し た 読者 や 独自 に プ 
ログ ラム 名 を 指定 し て 登録 し た い 読者 の た め に 、 DOS ア プリ ケー ショ ン の 登録 の し か 
た を 説明 し よう (同じ 方 法 で Windows ア プリ ケー ショ ン も 登録 で きる )。 

登録 の 方 法 に は 、 つ ぎの 2 つが ある 。 


① ア プリ ケー ショ ン を 自動 的 に 検索 し て 登録 する 
② プ ログ ラム 名 を 指定 し て 登録 する 
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PATH コ マン ド で 設定 され て いる パス また は ドラ イブ 名 を 指定 する と 、 自動 的 に ア 
プリ ケー ショ ン を さがす 。 そ れ が 一 覧 と し て 表示 され る の で 、 登 録 し た い ア プリ ケー 
ショ ン を 選ぶ だ け で OK。 複数 の アフ リケーション を 一 度 に 登録 で きる の で 、 普 通 は こ 
れ を 選ぶ と よい 。 

Windows で DOS ア プリ ケー ショ ン を 最大 に 活か す 環 境 で 実行 する た め に は PIF( ピ 
ィ フ : Program Information File : プロ グラ ム 情 報 フ ァイル ) を 作る 必要 が ある が 、 
Windows3 .1 に は あら か じ め 一 太郎 Ver.4、Lotus1-2-3 R2.3]、TheCARD Ver.5 な 
ど 市 販 の 代表 的 な DOS ア プリ ケー ショ ン の ほとん どの 情報 を 内 部 に ちっ て いる の で 、 
PIF を 自動 的 に 作っ て くれ る 。 

また 、 日 本 語 FEP も 一 覧 を 表示 する の で 、 そ の な か か ら 選 択 し て 組み 込み 指定 が で 
きる 。 

さら に 、 ア プリ ケー ショ ン を 起動 する た め の バ ッ チ ファ イル も 作り 、 ア イコ ン も 用 
意 さ きれ て いる の で 、 登 録 後 は アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る だ け で 起動 で きる 。 


プロ グラ ム が ある ドラ イブ 名 、 パ ス 名 、 プ ログ ラム 名 を 指定 する と 、 そ れ を 登録 す 
る 。 ① で 登録 で き な い も の を 登録 する と よい 。 が 、 ま れ に 登録 で き な い プロ グラ ム も 
ある の で 、 そ の 場合 は プロ グラ ム ・ マ ネー ジャ を 使っ て 登録 する 。 
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アプ リケーション の 上 自動 的 検索 登録 の し か た 


まず 「 自 動 検索 登録 ]」 の し か た を 説明 する 。 手順 は 簡単 だ 。 





①「 メ イン ・ グ ルー プ 」 か ら 「Windows セ ッ ト ア ッ プ | を 選ぶ 

② 「 設 定 (O)」- 「 ア プリ ケー ショ ン の 登録 (S )] を 選ぶ 

③⑬「 自 動 的 に 検索 し て 登録 」 を 選び 「OK」 を 押す 

④ 検 索 さ 、 れ た アプ リケーション 名 の うち 登録 し た いも の を マウ ス て 選ぶ 

⑤「 追 加 (A )」 を 選ん で アプ リケーション 名 が 右側 に 移動 し た ら 「OK」 を 押す 


@⑮Windows セ ッ ト ア ッ プ の 選択 


ー 


フタ ポル 。 コント に 3 | クリ ンプ ボー ド 
マネ ー ジ ャ * バ 半 え ネー ジャ 8 


MS 


MS-D0S 咽 PIF エディ タ FontAyenue 
ブロ ン ブ ト 語 W 90 トル 





Windne セ ッ ト デ ッ プ ゴ 
還 雪 時 則 ヘル プ (H) 
| まき 本 ハード ウェア の 更 ⑦。 | 了 y212FyK(D0S APNE) 


クウ 


ファ イル の 追加 と 


Windous セ ッ ト ア ッ プ の 終了 ⑳) ト 込 まれ て いま せん 
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@ 自 動 的 に 検索 し て 登録 を 選ぶ 









7 私 を 登録 する に | は 、 自 動 的 に 7 ィ 22 か ら 検 索 する 
方 法 と 、1 つ 1 つ 居 択 する 方 法 が あり ます . 







oO 人 ル を 層 択 し て 登録 
か な 症 字 誠 換 プロ 7 を 添付 し て いな い 7 プ リー-3y 
で 使用 する か な 漢字 変換 プロ 私 を 変更 する 場合 ー 

| は (か な 滞 の 変更 ] を 選択 し て 下さ い .。 が な 漢 の 変更 … 
















検索 され た アプ リケーション 名 が 表示 され る 


日 本 語 D ロ ミア ゴリ ケー ジョ ン の 登録 。 


ルド ティ 22 に 見 つか っ た 7 アプ 罰 -yaXPD: Windows に 登録 する アア 必 -y37(S): 


全て 


ー 太 郎 Ver4.3 
C:KKWYJKWOOM 
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Windows ア プリ ケー ショ ン も こう し て 登録 で きる 


ルド ティ 2 に 見 つか っ た 7 アーy ョ XP: Windows に 登録 する アア -y コ XS): 


Microsoft Windows Clock 
NEC Image Scanner command 
WHCOPY 


MUSKCGM 
MKZCFGW 
MXZDCVW 
MXZDELW 


Microsoft Word 
B:\WIN\WINWORD.EE 





⑯⑮ マ ウス で アプ リケーション 名 を 選び 「 追 加 (A)] を 選ぶ 最後 に 「OK」 を 押す と 
自動 登録 が 始ま る 


ルド ティ 2 に 見 つか っ た 7 プーリ ョ XF): 


| <- 削除 (R) | | <- MER | 
二 計 


花子 Ver2.2 


Cr\HANAWHANA.COM LN ] | ppw | [yzZ ゅ | 
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⑮ ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 日 本 語 FEP が 選択 で きる 


肌 日 本 語 ロ ミア ゴ リサ ケー: ン ョ ーー 合鍵 








アブ リケーション 名 を 指定 し て くだ さい . 
上 導 ENWVJEB.DRV 


次 の 一 覧 か ら ア プリ ケー ショ ン 名 を 選択 し て [OK] を 押す 
か 、 リ りみ - 井 - ~ ぞ 押し て 作業 続行 し て くだ さ さい . (8) 


VE-a Ver.20 
WE-g Ver21 ド 
WE- 6 Var25 ド 











⑮⑤「 ア プリ ケー ショ ン 」 グル ー プ が 作ら れ 、 登 録 さ れ た アプ リケーション の 
アイ コン が 表示 され る 


2 Lotus 1-2-3 
太郎 Ver4.3 花子 隔 和 2 R2.3J 


JE-Pgn 7Er 
9 HU 
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プロ グラ ム 名 指定 登録 の し か た 
これ も 手順 は 簡単 。 
①「 メ イン ・ グ ルー プ 」| か ら 「Windows セ ッ ト ア ッ プ | を 選ぶ 
②「 設 定 (O)」- 「 ア プリ ケー ショ ン の 登録 (S )」 を 選ぶ 


⑬「 フ ァイル を 選択 し て 登録 」 を 選び 「OK」 を 押す 
④ ド ライ ブ 名 、 パ ス 名 、 プ ログ ラム 名 を 正しく 入力 する 


ファ イル を 選択 し て 登録 を 選ぶ 


アロ 7 私 を 登録 する に | は 、 自 動 的 に ア ィ 22 か ら 検索 する 
方 と 、1 つ 1 つ 選 択 する 方 法 が あり ます . 


登録 の 方 法 : O 自動 的 に 検索 し て 且 録 


か な 漢字 変換 ブロブ 私 を 添付 し て いな い ア アー3 
で 使用 する か な 湾 字 変換 プ 07 私 を 変更 する 場合 
は [か な 湊 の 変更 ] を 居 択 し て 下さ い 。 





ドライブ 名 、 パ ス 名 、 プ ログ ラム 名 を 正しく 入力 する と 登録 され る 


品 ブロ グラ ム マネ ー ジ ャ - ライン に ト ] 
ー アイ コン (『) オプ ショ ン (0 ウィ ンド ウ (⑯) ヘル プ (H 上 


アア -3 ッ アロ 7 私 の 斉 7 お よび か 人名: 


レラ テーション 回 [55@.] 


登録 する グル - プ (AA 
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登録 で き な い メッ セー ジ 


ーー 
la や や 、 フロ グラ 4 マネ ー ジ ャ - ウ イフ 。、 、、、 ド に Fl 
= アイ コン (F) オブ ショ ン O) ウ <| 
| 
| 茜 
己 | アブ リケーション の 登録 
7 プ 放 ya2 プロ グ 私 の パ 2 お よび か 化 名 : [L%w_] 












し に | 





この アプ リケーション | は 設定 で きま せん , ブロ グラ ム マネ 
ー ジ ャ を 使っ て 登録 し て くだ さい . 











この メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 登 録 で き な い の で プロ グラ ム ・ マ ネー ジャ で 登録 
する 。 ま た 、 自 動 検索 登録 を する と 登録 で きる こと も ある 。 
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DOS ア プリ ケー ショ ン 
| の 起動 


* は 、 一 太郎 の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て 起動 し て みよ う 。 フ ルス クリ ー ン に 
な り 、MS-DOS 上 で 起動 し た の と 変わ ら な い 。 が 、 











GRPH| 十 回 キー 




















を 押し て ウィ ンド ウツ ウ 表示 に する と 、 つ ぎの メッ セー ジ が 表示 され る 。 





⑯ 一 太郎 を 起動 し て |GRPH| 十 回 キー で ウィ ンド ウ 表 示 に し た と ころ 
ー 














ーー ニー 


AL どー 


で する こと は で きま ん ンド ウ 内 で 表示 | は で き 
ます が , スク リー ン で 守 生 する まで は 人 折れ ま 
す 人 設定 を 給 * し て 修正 し て くだ さい . 
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た いて い の DOS ア プリ ケー ショ ン を 起動 する と 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され る 。 そ 
れ は つぎ の よう に 理解 し て お け ば よい 。 


・ ウ ィ ン ド ウ 内 に 表示 する こと は で きる 
・ ウ ィ ン ド ウ 内 て 実行 する こと は で き な い 
・ バ ッ ク グ ラウ ンド て 実行 する こと は で き な い 
・ 実 行 す る に は フル スク リー ン に する 
Ke 
「OK] を クリ ッ ク す る 


と 一 太郎 が ウィ ンド ウ 内 に 表示 され た まま の 状態 に な る 。 こ こ で は キー 入力 が で き な 
い 。 フ ルス クリ ー ン に 切り 替え る に は 


GRPH| 十 回 キー 


を 押す 。 する と 一 太郎 を 使う こと が で きる 。 この 状態 は 、 Windows を 使わ ず に 一 大 郎 
を 起動 し た の と 変わ り が な い 。Windows に 戻る に は 、 も う 1 度 











GRPH| 十 回 キー 




















を 押す 。 こ れ で 一 太郎 が ウィ ンド ウ 表 示さ れる 。 
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こ で 、1-2-3 を 起動 し て ウィ ンド ツウ 表示 に し て みよ う 。 


一 太郎 に 加え 1-2-3 を 起動 し た と ころ 





て II 


_ Lots1-2-9R23J 


HpElicatinh 
E 和 UM 
包 呈 s ロ ロ 」 

| た 








キル コッ 























こう し て 、 い ろ い ろ と アプ リケーション を 起動 し た あと 、 あ る アプ リケーション を 
に その ウィ ンド ウ を マウ ス で クリ ッ ク す れ ば それ が アク ティ ブ に な 
る 。 

アク ティ ブ に な っ た ウィ ンド ウ の 右上 スミ に ある 、 ア イコ ン 化 ボタ ン を クリ ッ ク す 
る と 、 つ ぎの よう に 画面 の 下 に アイ コン と な る 。 





アイ コン と な っ た DOS ア プリ ケー ショ ン 











アイ コン に な っ た DOS ア プリ ケー ショ ン は 起動 中 の 状態 を 保っ て いる の で 、 アイ コ 
ン を ダブ ルク リッ ク す る と 再び ウィ ンド ウツ ウ 表示 に する こと が で きる 。 


第 2 章 $ ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 使い わけ る - 一 一 一 415 


起動 中 の プロ グラ ム 一 覧 を 見 る に は 


この よう に 、 い くつ も の アプ リケーション を 起動 する と 、 今 どん な プロ グラ ム が 起 
動き され て いる の か が 分 か ら な く な る し 、 他 の プロ グラ ム に 切り 替え た いこ と が ある 。 
そん な と き に は 、 つ ぎの よう に し て 起動 中 の アプ リケーション 一 覧 を 見 る こと が で き 、 
アプ リケーション を 切り 替え る こと が で きる 。 


どん な 場合 で も 、 
画面 で ウィ ンド ウ で は な い 部 分 を クリ ッ ク す る 


と アプ リケーション 一 覧 が 表示 され る 。 


@ 起 動 中 の アプ リケーション 一 覧 


重ね て 表示 (O) 並べ て 表示 ① 





・ プ ログ ラム 名 を 直接 ダブ ルク リッ ク す る か 
・ プ ログ ラム 名 を クリ ッ ク し て 、「 切 り 替 え (S )」 を クリ ッ ク し て プロ グラ ム を 選 


NN 
NN 
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どん な 場合 で も 








CTRL| 十 ESC 














を 押す と 前 図 の よう な アプ リケーション 一 覧 が 表示 され る の で 、 一 覧 を みた あと 好き 
な 操作 を する こと が で きる 。 
な お 


「 重 ね て 表示 ] は ウィ ンド ウ を 重ね あわ せ て 表示 する こと 
「 並 べ て 表示 ] は ウィ ンド ウ を 重 な ら な いよ うに 表示 する こと 


で 、 各 ウィ ンド ウ を 一 度 に みた い 場 合 は 「 並 べ て 表示 ] に する と よい 。 


並べ て 表示 の 例 


に 


ー 大 郎 Ver4.3 花子 Ver2.2 


Lotus 1-2-3 
R2.3J 
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DOS ア プリ ケー ショ ン 
の 終了 


こう し て 起動 し た DOS ア プリ ケー ショ ン は 、 か な ら ず それ ぞ れ の 終了 コマ ンド で 終 
了 さ せる こと (一 太郎 な ら [Qx 終 了 |)。 そ れ は 、 デ ー タ を ディ スク に 保存 し て いな か っ た 
りす る こと が ある し 、Windows を 終了 する こと が で き な い か ら だ 。 

「 ア プリ ケー ショ ン 終 了 (E)」 は プロ グラ ム を 終了 する も の だ が 、 こ れ で は 起動 中 の 
DOS ア プリ ケー ショ ン は 終了 で き な い 。 また 、 ウィ ンド ウ 内 の DOS ア プリ ケー ショ ン 
は 、 コ ント ロー ル ボ ックス の 「 閉 じ る (C)」 で 終了 する こと も で き な い 。 





⑮Windows の 終了 や アプ リケーション の 終了 を 選ん だ と き の メ ッ セ ー ジ 


Lntjs 1-2-3 2.3」 
アブ プリ が ーション が まだ アク テイ ジ で ず 、 
アブ リケーション を 冬 了 し て か ら MdbWs を 魚 了 し て くだ さ 


9 是 
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[第 3 草 


拡張 メモ リ 活 用 法 





大 容量 で 高速 な ハー ド デ ィ スク と と も に 
拡張 メモ リ を 活用 する と 、 そ の 威力 は 格段 に 増す 

ハー ド デ ィ スク の 人 負担 が 大 幅 に 軽減 する か ら だ 。 

この 章 で は 、 拡 張 メモ リ の 方 式 、 用 途 を 説明 し 、 

拡張 メモ リ の 3 大 用 途 で ある EMS メ モリ 、RAM デ ィ ス ク お よび 
キャ ッシュ ディ スク の 活用 法 を 解説 する 。 





拡張 メモ リ 
の 万 式 








MS-DOS マ シン で は 640K バ イト の ユー ザー メモ リ し か 使え な いと いう 制限 が ある 
が 、 そ れ で は 不便 だ と いう の で 、 プ ログ ラム や デー タ 領 域 を 拡張 する メモ リ 拡 張 法 が 
考え 出さ れ た 。 つ ぎ に 3 つの 代表 的 な 方 法 を 述べ る が 、 ど の 領域 に メモ リ が 拡張 で き 
て 、 そ れ を どう 呼ぶ の か と いう こと を まず 理解 し よう 。 


ト ・O バ パン ク 方 式 


512K バ イト か ら 640K バ イト まで の 128K バ イト を 1 つの 「 メ モリ の 固まり 」 (バン ク 
と いう ) と し て 、 拡 張 メ モリ と 切り 替え る 方 式 で アイ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 が 規格 し た 
も の 。 バ ンク メモ リボ ー ド を 利用 し て 最大 32M バ イト まで 拡張 で きる 。V30 (8086) 
マシ ン 用 で 今 で は 旧式 。 





|・O バ ンク 方 式 で の メモ リ 拡 張 


32M バ イト 





| 2BK バ イト 


512K バ イト 
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NN RNN 


吊 MA 





パック メモ リ 
ボー ド 


EMS 亡 式 


640K バ イト 目 か ら 上 128K バ イト の 領域 (拡張 ROM 領 域 ま た は VRAM 領域 ) に 64K 
バイ ト の 領域 を 確保 し 、 そ こ を 通し て 拡張 メモ リ を 読み 書き する 方 式 で ロー タス 、 イ 
ン テ ル 、 マ イク ロ ソ フト の 3 社 が 共同 で 規格 し た も の 。 

EMS メ モリ ボー ド を 利用 し て 最大 32M バ イト まで 拡張 で きる 。Expanded Mem- 
ory Specification (拡張 メモ リ 仕 様 ) の 略 。286 マ シン 用 に 主 に 使わ れ て いる 。 





⑯EMS 方 式 で の メモ リ 拡 張 


64K バ イト の ペー ジフ レー ム 
HE6NMDMIASG 





拡張 ROM 
領域 ox 







640K バ イト 





EMS メ モリ 
ボー ド 
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プロ デ ク ト メモ リ 廊 欧 


ee 

CPU に 80286 や 80386 を 使っ た パソ コン で は 、1M バ イト を 超え て 最大 16M バ イト ま 
で メモ リ を 増設 し て 読み 書き で きる 。 こ の メモ リ を プロ テク トメ モリ と いう 。286 や 
386 で は 8086 互 換 モ ー ド で は な く 、 本 来 の 働き を も つ モ ー ド を プロ テク トモ ー ド と い 
う の で 、 その モー ド で 利用 で きる メモ リ を プロ テク トメ モリ と いう 。 eXtended Mem.- 
ory Specification( 増 設 メモ リ 仕 様 ) に 基づい て アク セス され る た め に XMS メ モリ ( エ 
ックス エム エス ・ メ モリ ) と も いう 。 

そし て プロ テク トメ モリ を 特別 な が ソフ ト を 使っ て I・O バ ンク 方 式 ま た は EMS 方 式 
と 同じ よう に メモ リ を 拡張 する こと も で きる 。 前 者 を 仮想 バン ク メ モ リ 、 後 者 を 仮想 
EMS メ モリ と いう 。 

な お 、 プ ロ テ ク トメ モリ の うち 1M バ イト 目 か ら - 上 64K バ イト まで の 領域 を HMA( エ 
イチ エム エイ : High Memory Area) と いう 。 

また 、268 マ シン で は EMS メ モリ を 利用 し て UMB(640K バ イト 目 か ら 上 128K バ イ 
ト の 領域 ) が 利用 で き 、386 マ シン で は プロ テク トメ モリ を 利用 し て 仮想 UMB が 確保 
で きる (Upper Memory Block : 640K 以 上 の 領域 で ある こと か ら こ う 呼 ば れる )。 


プロ テク トメ モリ 方 式 で の メモ リ 拡 張 






プロ テク トメ モリ 
(XMS メ モリ ) 

・ 仮 想 バ ンク メモ リ 

・ 仮 想 EMS メ モリ 


最大 
16M バ イト 還 


HMA 
仮想 UMB 
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較 昌 1 


拡張 メモ リ 











拡張 メモ リ は 、 つ ぎの よう な 用 途 に 使わ れる 。 


EMS メ モリ ノ 仮 想 EMS メ モリ 
対応 アプ リケーション と その デー タ 、 日 本 語 FEP、 ユ ー テ ィ リ ティ な ど を ロー ド 
し 、 メ イン メモ リ を 減ら さ な い 。 


RAM デ ィ ス ク 


拡張 メモ リ を ディ スク 代わ り に し た も の で 、 最 高速 の ディ スク に な る 。 


ディ スク の 読み 出し を 高速 化す る 。 ハー ド デ ィ スク か ら 読 み 出 し た デー タ を 拡張 メ 
モリ に 保存 し て お き 、 2 度目 の 読み 出し が あっ た と き は 拡張 メモ リ か ら メ イン メモ リ 
に ロー ド す る の で 高速 に な る 。 最 近 で は 、 書 き 込 み も 拡張 メモ リ に 行い 、 あ と で ハー 
ド デ ィ スク に も 書き 込む も の も 登場 し て いる (Windows3.1 に 付属 し て いる キャ ッ シ 
ュ デ ィ ス ク ・ ド ライ バ SMARTDRV.EXE な ど )。 
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印刷 作業 を 早く 解放 する 。 印 刷 内 容 を 拡張 メモ リ に 入れ て 、 そ こ か ら 順 次 プリ ンタ 
に 出力 する の で 次 の 操作 に 移 れ る 。 印刷 時 間 は 変わ らち な い 。 ス プー ラ と は SPOOLER 
で (Simultaneous Peripheral Operations On-Line : 接続 され て いる 周辺 機器 の 同 
時 操作 ) の 略 。 拡張 メモ リ が 512K く らい 余る な ら 、 プリ ンタ スプ ー ラ の ドラ イ バ を 組 
み 込 ん で お く と 、 バ ッ ク グ ラウ ンド 印刷 が で き て 便利 。 パ ソコ ン 本 体 と プリ ンタ と の 
間 に プ リン タバ ッ フ ァ の 機器 を 置く 必要 も な い 。 


HMA 

MS-DOS5.0 で MS-DOS の シス テム の 約 半分 を ロー ド す る 。 メ イン メモ リ が それ だ 
け 広 く 利 用 で きる 。 ま た 、MS-DOS の シス テム の 代わ り に 松茸 vV3、VJE-/ Ver3.0、 
3.1 な ども ロー ド で きる 。 


UMB/ 仮 想 UMB 


デバ イス ドラ イ バ や メモ リ 常 駐 コ マン ド を ロー ド で きる 。 メ イン メモ リ が それ だ け 
広く 利用 で きる 。 


⑯ 拡 張 メ モリ の 用 途 


・EMS メ モリ 
/ 仮 想 EMS メ モリ 


・RAM デ ィ ス ク 

・ キ ャ ッシュ ディ スク 
・ プ リン タス プー ラ 
・HMA 


・UMB 
/ 仮 想 UMB 
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こう し た も の は メモ リ 管 理 ユ コーティ リティ また は メモ リマ ネー ジャ と 呼ば れる ソフ 
ト を 組み 込め ば 使 を る を よう に な る 。MS-DOS5 .0 に は 、 つ ぎの よう な メモ リ 管 理 ユ ー 
ティ リティ が 付属 し て いる 。 


・HIMEM.SYS (プロ テク トメ モリ を 読み 書き する ) 
・EMM.SYS (286/386 で EMS メ モリ を 作る ) 
・EMM386.EXE (386/486 で 仮想 EMS メ モリ を 作る ) 
・SMARTDRV.SYS (ハー ド デ ィ スク の キャ ッシュ ディ スク ) 


また 、 先 に あげ た 拡張 メモ リ の すべ て の 用 途 に 使え を る メモ リ 管 理 ユ スー ティ リティ と 
し て つき の 2 つが 代表 的 。 


・MELWARE Ver.5 (メル コ ) 
・MEMORY SERVER (アイ ・ オ ー・ デ ー タ ) 


これ ら は MS-DOS5.0 の みな ら ず 3.3 な ど で も 使え る の で 、3.3 の ユー ザー に お 和 勧 
め 。 
以下 、 拡張 メモ リ の 3 大 用 途 で 、 ハ ー ド ディ スク と 併用 する と 効果 的 な 


(①EMS メ モリ 
②RAM デ ィ ス ク 
③ キ ャ ッシュ ディ スク 


の 活用 法 に つい て 述べ る 。 
な お 、 一 般 的 に は 、EMS メ モリ と し て 確保 し た メモ リ の 中 か ら 、RAM デ ィ ス ク 、 
キャ ッシュ ディ スク と し て 使う メモ リ を 割り 振る 。 
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EMS メ モリ の 活用 





EMS メ モリ を 使う に は 、 ア プリ ケー ショ ン な ど プ ログ ラム の ほう で 、 それ に 対応 し 
て いな けれ ば な ら な い 。 が 、 最近 の 日 本 語 FEPP や アプ リケーション は た いて い EMS メ 
モリ に だ 対応 し て いる の で 問題 は な い だ ろ う 。 


EMS メ モリ が 使え る と 、 つ ぎの よう な こと に な る 。 


・ ア プリ ケー ショ ン の 作業 領域 と し て 使え る 

・ ア プリ ケー ショ ン で 作成 で きる デー タ の 容量 が 増え る 

・ 日 本 語 FEP を ロー ド す る こと が で き メ イン メモ リ を 減ら さ な い 
・RAM デ ィ ス ク に する こと が で きる 

・ キ ャ ッシュ ディ スク に する こと が で きる 


これ ら は 、 ハ ー ド ディ スク の 読み 書き を 軽減 する の で 、 そ れ だ け 
ハー ド デ ィ スク を 使わ ず に すみ 、 よ り 高 速 処理 
が で きる こと に な る 。 
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EMS メ モリ の 確保 


EMS メ モリ は パソ コン の 機種 に よっ て 確保 の し か た が 異な る 。 

286 マ シン は EMS メ モリ ボー ド を 利用 し た も の (ハー ドウ ェ ア EMS) を 拡張 スロ ッ 
ト に さして 使う 。 それ に EMS メ モリ ドラ イ バ を 組み 込む b。 プ ロ テ ク トメ モリ を ソフ ト 
的 に EMS と し て 使う こと も で きる (ソフト ウェ ア EMS) が 、 上 旧式 で ほとん どの 市 販 ソ 
フト が 対応 し て いな い 、 速 度 が 遅い と いっ た 欠点 が あり 使わ な い 方 が よい 。 

386 (386、386SX) マシ ン や 486 (486、486SX) マシ ン で は 、 プ ロ テ ク トメ モリ の 
み を 活用 し た ほう が よい 。 仮 想 EMS が 使え を る し 、 ハ ー ド ウェ ア EMS よ り も 読み 書き が 
速い 。 ハー ドウ ェ ア EMS の メモ リボ ー ド は 拡張 スロ ッ ト に さす も の な の で 、 その 読み 
書き は 16 ビ ッ ト 単 位 、 対し て プロ テク トメ モリ は パソ コン 本 体内 に 増設 する も の で 32 
ビッ ト で 読み 書き され る た め だ 。 


286 マ シン で の EMS メ モリ の 確保 


テル 


16M 






ボー ド 


(ハー ドウ ェ ア 
EMS) 


昌 
x 


・RAM デ ィ ス ク 
・ キ ャ ッシュ ディ スク 
・EMS 対 応 ソ フト 

年 ケー ショ ン 、 デ ー タ 
0 日 本 語 FEP 
・ プ リン タス プー ラ 
・UMB 
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386/486 マ シン で の EMS メ モリ の 確保 


圏 仮想 EMS 
・RAM デ ィ ス ク 
・ キ ャ ッシュ ディ スク 
・EMS 対 応 ソ フト 
(アプ リケーション 、 デ ー タ 
日 本 語 FEP) 
・ プ リン タス プー ラ 


プ テ チク ト 
沈下 け 
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EMS ド ライ 人 バ の 組み 込み 方 


ie 
ここ で は 例 と し て MS-DOS に 付属 し て いる EMS ド ライ バ の 組み 込み 方 を 紹介 する 。 
つぎ は いずれ も 1M バ イト の EMS メ モリ を 確保 する 例 だ が 、 複 数 の 日 本 語 FEKP や アプ 
リケーション を 使い わけ る と し て も 、 そ れ く らい の 容量 で 十分 。 
CONFIG.SYS に つぎ の 行 を いれ る 。 


⑮286 マ シン ハー ドウ ェ ア EMS 





DEVICE = A:\DOS\EMM.SYS /P=64 /F=C000 








386/486 マ シン (仮想 EMS) 





DEVICE = A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE = A:\DOS\EMM386.EXE /M=1024 /UMB 








⑮EMS メ モリ の 確保 例 (EMM386.EXE) 








EMM386 ド ライ バ 
(C) Copyright Microsoft Corp. / NEC Corporation 1986,1991 
EMS が 使用 可能 で す 


使用 可能 な ペー ジ 数 は 160 で す 

使用 可能 な ハン ドル 数 は 64 で す 

ペー ジフ レー ム アド レス は BOO00H で す 
UMB が 使用 可能 で す 
使用 可能 な UMB メ モリ は 115KB で す 
使用 可能 な 最大 UMB サ イズ は 91KB で す 
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RAM デ ィ ス ク の 活用 





ハー ド デ ィ スク は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 比べ る と 読み 書き の 速度 は 格段 の 違い が あ 
る が 、 RAM デ ィ ス ク と 比べ る と ちょ っ と 遅い と 感じ る 。 そん な 場合 は 、 ハ ー ド ディ ス 
ク と RAM デ ィ ス ク を 併用 する こと を 勧め る 。 


RAM デ ィ ス ク と は 


RAM デ ィ ス ク を 簡単 に 説明 する 。 


・ パ ソコ ン の 内 部 メモ リ (メイ ン メ モリ か 拡張 メモ リ ) また は メモ リボ ー ド て 追加 し 
た メモ リ を ディ スク 装置 と 同じ よう に 使用 する も の 。 

・ 外 見 か ら は 見 えな い が 、 物 理 的 に ディ スク 凌 置 (ドラ イブ の 数 ) を 本 体内 に 増やし 
た こと と 同じ に な る 。 

・ 使 用 上 は 、 普通 の ディ スク 装置 と な ん ら 変 わら な い 。 が 、 RAM デ ィ ス ク を 取り 出し 
た り 、 交 換 す る こと は で き な い 。 

・ デ ィ ス ク や ファ イル 関連 の コマ ンド も 同じ よう に 使え る 。 

・RAM デ ィ ス ク 上 の デー タ は 電源 を 切る と メイ ン メ モリ と 同じ よう に 消え て し まう 
(消え な い の も ある が まだ 一 般 的 で は な い )。 
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RAM デ ィ ス ク の 利点 


RAM デ ィ ス ク は メモ リ そ の も の で 、 デ ー タ の 読み 書き が ハー ド デ ィ スク より 約 10 
倍 く らい 高速 で 、RAM デ ィ ス ク に 作っ た ファ イル の 使い 捨て が で きる の で 、 つ ぎの よ 
うな メリ ッ ト が ある 。 


・ サ イズ が 大 きい ソフ ト を 起動 する と き に 速く 起動 で きる 。 

・ プ ログ ラム が いく つも わか れ て いて 、 実 行 の た びに ハー ド デ ィ スク か ら 読 ん で くる 
よう な ソフ ト で は 、 実行 が 速く な る 。 

・ デ ィ ス ク を 頻繁 に 読み 書き する よう な ソフ ト は 、 実 行 速度 が 速く な る (ワー プロ で 
は 、 辞 書 を 頻 筐 に アク セス する の で 、 か な 漢字 変換 が 高速 に な る )。 

・ 大 容量 の デー タ を 取り 扱う ソフ ト で は 、 実 行 速度 が 速く な る (デー タベース で は 、 
高速 に 検索 や 並べ 替え ん が で きる よう に な る )。 

・ 作 業 フ ァイル や ーー 時 の 仮 の ファ イル を 作成 する 必要 が ある と き (これ ら は 、 作 業 終 
了 時 に は 不要 な も の で 、 削 除 し な く て も よく な る ) 

・ オ リ ジ ナ ル デ ー タ ・ フ ァイル は 、 そ の まま に し て 、 そ れ を 並べ 替え た り 、 い ろ い ろ 
変更 し た 後 の フ ァイル を 試し に 作り た いと き に 便利 。 

・ 試 し に ディ レク トリ や ファ イル を 作っ て 、 デ ィ ス ク 操 作 の 練習 を する と き に 便利 。 


RAM デ ィ ス ク に 必要 な ハー ド と ソフ ト 
RAM デ ィ ス ク と は 、 メ モリ が ディ スク と し て 使用 で きる 状態 の こと を いう 。 その 状 
態 を 作り 出す に は 、 つ ぎの 2 つが 必要 に な る 。 





・ パ ソコ ン 本 体 の 拡張 メモ リ ま た は 拡張 メモ リボ ー ド 
・RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ (拡張 メモ リ を RAM デ ィ ス ク と し て 使え る よう に 設定 
する プロ グラ ム ) 


RAM デ ィ ス ク の 容量 と し て は 、 ハ ー ド ディ スク と と も に 使う な ら ば 2M バ イト くら 
ゆで 十分 だ 。 
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拡張 メモ リボ ー ド を 装着 し て の RAM デ ィ ス ク 






キャ ッシュ ディ スク 


クダ ト 
メモ リ (4M) 





RAM デ ィ ス ク 


仮想 EMS メ モリ 
(ソフ トウ ェ ア EMS) 


マーMS-DOS シ ステ ム 


ユー デバ イス ドラ イ バ (UMB) 
・ プ リン タ 
・RAM デ ィ ス ク 
・ キ ャ ッシュ ディ スク 
常 往 プロ グラ ム (UMB) 


・ マ ウス ドラ イ バ 
・DOS シ ェ ル 


432 一 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 


⑯⑮ シ ステ ム 全 体 で の RAM デ ィ ス ク の 位置 づけ 






市 販 ソ フト 


RAM ボ ー ド 


2 
RAM デ ィ ス ク D----- と と ン 


ハー ド デ ィ スク A 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク B 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク C 


リツ が 


拡張 メモ リボ ー ド を 使う より も 、 パ ソコ ン 本 体内 の メモ リ 専 用 スロ ッ ト に 増設 する 
プロ テク トメ モリ を 使う の が よい 。 それ は CPU が 直接 内 蔵 メ モリ を 読み 書き する た め 
(拡張 メモ リボ ー ド は 間接 的 な 読み 書き )。 


RAM デ ィ ス ク の 組み 込み 方 


ここ で は 拡張 メモ リ の 増設 は すん だ も の と し て 説明 を 続け る 。RAM デ ィ ス ク ド ラ 
イ バ に は つぎ の も の が ある 。 





・RAMDISK.SYS (MS-DOS 5.0) 
・RAMDRIVE.SYS (Windows 3.1) 
・MELWARE Ver.5 (メル コ ) 
MELDISK.EXE 汎用 HAM デ ィ ス ク 
XMSDISK.EXE プロ テク トメ モリ 利用 の 高速 型 RAM デ ィ ス ク 
・MEMORY SERVER (アイ ・ オ ー・ デ ー タ ) 
IOS10.EXE 汎用 RAM デ ィ ス ク 
IOS10R.EXE フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 互 換 RAM デ ィ ス ク 
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ここ で は RAMDISK.SYS を 使っ た 例 を あげ る 。2M (2048K) バ イト の RAM デ ィ ス 
ク を 確保 する に は CONFIG.SYS に つぎ の 行 を いれ る 。 


DEVICE=A:\DOS\RAMDISK.SYS 2048 
RAM デ ィ ス ク 組 み 込 み 例 


RAM DISK が 使用 可能 で す 
RAM DISK は 、 ド ライ ブ F: で す 
RAM DISK 容量 = 2048KB 論理 セク タ 長 = 1024 ディ レク トリ 数 = 256 








⑱ ド ライ ブ 名 の 割り 当て 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク RAM デ ィ ス ク 


ハー ド デ ィ スク 


RAM デ ィ ス ク 使 用 手順 の まとめ 


最後 に まとめ と し て 、 ハ ー ド ディ スク と と も に RAM デ ィ ス ク を 使用 する と き の お 
お ま か な 手 順 を あげ て お く 。 


(①MS-DOS の 起動 時 に RAM デ ィ ス ク を 確保 する 

② ハ ー ド ディ スク か ら 辞 書 な ど 必 要 な ファ イル を RAM デ ィ ス ク に コピ ー す る 

(RAM ディ スク て 読み 書き な ど 作 業 を する 

(④RAM デ ィ ス ク か ら 辞 書 な ど 必 要 な ファ イル を ハー ド デ ィ スク に コピ ー す る ( フ 
ァイル を 更新 する た め ) 

⑤ 作 業 が 終了 し た ら パ ソコ ン の 電源 を 切る 


434 一 一 一 第 3 部 人 ⑱ こ うし て 活用 し よう 


ハー ド デ ィ スク だ け の と き に 比べ て 、② と ④ の 作業 が よけい に いる が 、 そ の 時 間 は 
た いし た こと は な い (ハー ド デ ィ スク と RAM デ ィ ス ク 間 の ファ イル の コピ ー は 高速 
な の で )。 

それ で も 、 時 間 が か か る と 気 に な る な ら ば つぎ の 図 を みる と よい 。③ の 作業 は ハー 
ド デ ィ スク 上 で 行う より も だ ん ぜん 時 間 が 短 較 さ れる の で 、 結 局 、 全 体 的 な 作業 時 間 
が 短く な る 。 


RAM デ ィ ス ク を 併用 する と 全体 的 な 作業 時 間 が 短縮 され る 


バード デ ィ ス ク バハ バード デ ィ ス ク 
の み 土 RAM デ ィ ス ク 


ハー ドーRAM 






全体 の 


操作 作業 時 間 






RAM っ ハー ド 
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| キャ ヤッ シュ ディ スク の 活用 





ハー ド デ ィ スク と と も に 、 ぜ ひと も キャ ッシュ ディ スク を 活用 し た い 。 同 じ ア プリ 
ケー ショ ン の 起動 ・ 終 了 を 繰り 返す 、 大 量 の 読み 出す 処理 が 多い と き な ど は キャ ッ シ 
ュ デ ィ ス ク を 使え ば 、 そ れ か ら 読 み 出 され る の で 非常 に 高速 化 さ れる 。 





キャ ッシュ ディ スク と は 


キャ ッシュ ディ スク を 簡単 に 説明 する 。 





・ ハ ー ド ディ スク また は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク て 読み 書き する 内 容 を メモ リ に 保存 する 
機能 を も つ 。 

・ 再 度 、 同 じ デ ー タ を ディ スク か ら 読 み 込む 必要 が あっ た と き は 、 メ モリ か ら 行 うこ 
と で 読み 込み が 高速 に な る 。 

・ 大 量 の デー タ を 読み 込む と き に 威力 を 発揮 する 。 

・ デ ー タ を 書き 込む と き は メモ リ か ら 、 そ の つど ハー ド デ ィ スク に も 書き 込む の で 、 
デー タ が 消え て し まう 心配 は な い 。 

・ 書 き 込 みち も キャ ッシュ する ドラ イ バ で あれ ば 、 書 き 込 む デ ー タ を いっ た ん キャ ッ シ 
ュ メ モリ に 書き 込ん で 、 そ れ か ら ハ ー ド ディ スク に も 書き 込む 。 キ ャ ッシュ メモ リ 
に 書き 込む と 、 書 き 込み 処理 が お わる の で 、 す ぐ 次 の 処理 に 移 れ る 。 


な お 、 キ ャ ッシュ と は フラ ンス 語 (英語 で も 同じ ) で CACHE と 書き 、「 隠 す ] と い 
う 意 味 。 デ ィ ス ク か ら 読 ん だ デー タ を メモ リ 内 に 隠し 持っ て いる 状態 を 表わし て いる 。 
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キャ ッシュ ディ スク の 動作 


ハー ド デ ィ スク と キャ ッシュ ディ スク を 使っ た 場合 、 キ ャ ッシュ ディ スク は つぎ の 
よう な 動作 を する 。 


① 最 初 に MS-DOS を 起動 し た と き は キャ ッシュ ディ スク の 中 身 は 空っぽ 

②⑦② フ ァイル A を ハー ド デ ィ スク か ら 読 み 込む と 、 読 み 込ん だ 内 容 が キャ ッシュ デ 
ィ ス ク に 記憶 され る (同じ 内 容 の も の が 、 ハ ー ド ディ スク と キャ ッシュ ディ ス 
ク に 存在 する こと に な る ) 

⑬ 再 び 、 フ ァイル A を 読み 込む 場合 は 、、 ハ ー ド ディ スク か ら で は な くく キャ ッシュ 
ディ スク か ら 読 み 込ま れる (同じ デー タ の 2 回 目 以降 の 読み 込み は 、 キ ャ ッ シ 
ュ デ ィ ス ク か ら 行 われ る の て 非常 に 高速) 

④⑭ 書 き 込み の 場合 は 、 直 接 ハ ー ド ディ スク に 書き 込ま れる (その た め 、 書 き 込 み 
の 速度 は 向上 し な い )。 し か し 、 書き 込み も る サ ポー ト し て いる 場合 は 、 い っ た ん 
キャ ッシュ ディ スク に 書き 込み 、 そ の あと ハー ド デ ィ スク に 書き 込む (書き 込 
み 処 理 が 速く 終わ る )。 


キヤ ツ シ ュ ディ スク の 概 意 


デイ ス の が 人 詳 二 た タ ( フ ァイル ) 
よ は 、 キ ャ ッシュ ディ スク に 格納 され 、 次 に 同 
1 タ が 必要 な ら ば 、 キ ャ ッシュ ディ スク 
か ら 高 速 に 読み 出せ る 






ー タ X が 必要 





パソ コン 本 体 キャ ッシュ ディ スク ドラ イブ 
ディ スク 
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拡張 メモ リボ ー ド 装 藩 と キャ ッシュ ディ スク の 働く 様子 
①1 回 目 の 読み 込み 


キャ ッシュ 


半 
EK 
| 
Ni 


i 
i 
ね | 


メモ リ 





@2 回 目 か ら の 読み 込み 







ディ スク 


せ メロ キ 
すさ 中 | す 
で こよ | を e ご 
AM | MX 
由 MI ロ 


_ ③ デ ィ ス ク へ の 書き 込み 


H 
て 
| 
Ni 


に 


⑮ シ ステ ム 全 体 に お ける キャ ッシュ ディ スク の 位置 づけ 





市 販 ソ フト 







ハー ド デ ィ スク A 
ニッ ー ラ ク フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク B 

と グン クラ 

RAM ボ ー ド フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク C 
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RAM デ ィ ス ク と の 違い 


キャ ッシュ ディ スク は その ドラ イ バ 自 体 が 管理 し て 動く た め 、 読 者 が 操作 する こと 
は な い 。RAM デ ィ ス ク と の 違い は つぎ の と お り 。 


・RAM デ ィ ス ク の よう に ディ スク が 増え る の で は な い 
・RAM デ ィ ス ク の よう に 書き 込み は 高速 で な い 
・RAM デ ィ ス ク の よう に デー タ が 消え る 心配 が な い 


キャ ッシュ ディ スク の 利 


キャ ッシュ ディ スク の 利点 は 、 つ ぎの と お り 。 


① 読 み 込 み が 多 いと き は RAM デ ィ ス ク と 同じ よう に 高速 。 

② 書 き 込み も サポ ー ト され て いれ ば 、 デ ィ ス ク へ の 書き 込み 処理 が 速く 終わ りつ 
ぎの 処理 が で きる 。 

⑬RAM デ ィ ス ク の よう に 起動 時 に 辞書 や プロ グラ ム を コピ ー す る 必要 が な いた 
め 、 タ イム ロス が な い 。 

《⑭⑰ フ ロッ ピー ディ スク へ の 書き 戻し が 不要 

キャ ッシュ ディ スク が ある こと を 意識 し な く て よい 


その た め 、 MS-DOS や アプ リケーション ソフ ト を 使う と き に 、 大量 の デー タ を 読む 
こと が 多く 、 書き 込む こと は 少な い 作業 に メリ ッ ト が 生じ る 。 日 本 語 FEP の 辞書 な ど 
が その 1 つ 。 
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キャ ヤッ シュ ディ スク に 必要 な ハー ド と ソフ ト 
キャ ッシュ ディ スク を 組み 込む に は 、RAM デ ィ ス ク と 同じ く 拡 張 メ モリ 、 そ れ に キ 
ャ ッシュ ディ スク を 組み 込む ソフ ト (キャ ッシュ ディ スク ・ ド ライ バ ) が 必要 。 例 を 
あげ る と 、 つ ぎの よう な キャ ッシュ ディ スク ・ ド ライ バ が ある 。 





・SMARTDRIVE.SYS (MS-DOS 5.0) 
・SMARTDRIVE.EXE (Windows 3.1) 
・MELWARE Ver.5 (メル コ ) 
MELCACHE1.SYS 130M バ イト 以下 の ハー ド デ ィ スク 
MELCACHE2.SYS 130M バ イト 以上 の ハー ド デ ィ スク 
XMSCACHE.EXE プロ テク トメ モリ 利用 の 高速 弄 
・MEMORY SERVER (アイ ・ オ ー・ デ ー タ ) 
DC10.EXE 


キャ ッシュ ディ スク 組み 込み 例 


ここ で は 、SMARTDRIVE.SYS を 使っ て 2M (2048K) バイ ト の キャ ッシュ ディ ス 
ク を 確保 する 例 を あげ る 。CONFIG.SYS に つぎ の 行 を いれ る 。 


DEVICE=A:\DOS\SMARTDRIVE .SYS 2048 1024 
・2048 は 確保 し た い 容 量 を K バ イト で 設定 し た も の 
・1024 は 最小 の キャ ッシュ サイ ズ を 設定 し た も の 


キャ ッシュ ディ スク 組み 込み 例 





SMARTDrive が 使用 可能 で す 
キャ ッシュ サイ ズ 2048 KB (XMS) 
トラ ッ ク 数 83 
最小 キャ ッシュ サイ ズ 1024 KB 








440 一 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 


RAM デ ィ ス ク と こと 
キャ ッシュ ディ スク の 使い わけ 


RAM デ ィ ス ク と キャ ッシュ ディ スク は 、 つ ぎの よう に 得意 ・ 不 得意 が ある 。 





・ ワ ー プ ロ で 辞書 を 書き 戻し た く な いと き は キャ ッシュ ディ スク 
・ 一 時 の 作業 ファ イル を た くさ ん 作る ソフ ト に は RAM デ ィ ス ク 
・ 読 み 込み が 大 量 ま た は 頻 委 . に ある ソフ ト で は 、 い ずれ で も 可 

・ 書 き 込 み が 大 量 ま た は 頻 穫 . に ある ソフ ト で は RAM デ ィ ス ク 


使う ソフ ト に よっ て 、 そ の 処理 の 性 格 が ある の で 、 そ れ を 判断 し て 2 つの ディ スク 
を 使い 分 ける の が よい 。 こ の 点 に つい て つぎ に 解説 する 。 
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』m アプリケ ーション で の 
| 拡張 メモ リ の 利用 設定 に 注意 


MS-DOS で 拡張 メモ リ を EMS メ モリ に し た り 、 RAM デ ィ ス ク に し た り し て も 、 ア 
プリ ケー ショ ン 側 で それ ら に 対応 する 環境 設定 を する 必要 が ある 。 が 、 そ れ は すべ て 
の アプ リケーション に 共通 で は な く 異 な る の が 実情 だ 。 

そこ で 、 代 表 的 な 3 つの アプ リ ケ ー シ ョ ン 一 太郎 Ver.4、 Lotus1-2-3 R2.3]、 
TheCARD3+† の それ ぞ れ に 最適 な 環境 設定 法 を 紹介 し よう 。 そ し て 最後 に 、 こ れ ら 3 
つの アプ リケーション を 使う うえ で 共通 する 最適 な 環境 設定 を 考え て みよ う 。 


一 太郎 Ver.4 で の 設定 


一 太郎 Ver.4 で は 、EMS メ モリ は つぎ の よう に 利用 され る 。 


・ATOK7B に 64K バ イト 

・ 一 太郎 Ver.4 の プロ グラ ム に 384K バ イト 

・ 一 太郎 Ver.4 の プロ グラ ム 作 業 領域 (ユー ザー が サイ ズ を 設定 可 ) 
・ デ ー タ 作業 領域 (ユー ザー が サイ ズ を 設定 可 ) 


ATOK7 は つぎ の よう に ATOK7A が 約 17K バ イト 、ATOK7B が 約 64K バ イト 弱 あ 
る 。 





ATOK7A SYS 17387 89-12-01 12:00 
ATOK7B SYS 65418 89-12-01 12:00 





ATOK7 は ATOK7B を ほとん どす べ て 64K バ イト の EMS メ モリ に ロー ド し て し ま 
う の で ユー ザー メモ リ は 減ら な い 。 が 、ATOK7A は ユー ザー メモ リ に ロー ド さ れる の 
で 、 つ ぎの よう に し て UMB に ロー ド す る と よい 。 


DEVICEHIGH = A:\DOS\ATOK7A.SYS 
DEVICEHIGH = A:\DOS\ATOK7B.SYS 


これ で ATOK7 は ほとん ど ユ ー ザ ー メ モリ を 消費 する こと は な い 。 
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⑯ 作 業 領域 の 確保 


恒 グラ フィ ッ ク 画 面 カラ 写 以 如 
凍 印刷 時 の 上 Y ヶ > 拡大 し な い 


アサ 人 2^ + 拡張 エリ <ETS> サ 婦 ^ の 合計 は 16MB 以下 で す ) 
し な い 現在 9 KB 
9 〕】 KB ( 128 16999 ) 


し な い 現在 112KB 
649 ] KB ( 128 て 4999 ) 


加 プロ グラ ム 作 業 用 領域 現在 649KB 
< アル > 使用 する し な い 
サス" [ 6481KB( 89 て 649) 
ボ ィ 2 り [RA 


上 記 の 設定 は 、 次 回 ジャ スト ウィ ンド ウ 起 動か ら 有 効 で す 





か な 漢字 変換 の 速度 を 上 げた いな ら ATOK7 の 辞書 ファ イル を RAM デ ィ ス ク に コ 
ピー し て 使う と よい 。 
また 、 一 太郎 Ver.4 の プロ グラ ム は か な り 大 きい の で 、 オ ー バ ー レ イ に な っ て いる 
(プロ グラ ム が 分 割 さ れ て いる )。 ある 機能 を 選択 する と 、 その 機能 に 対応 し た プロ グ 
ラム を ディ スク か ら 読 み 込 ん で か ら 実 行 す る 。 こ れ で は 処理 速度 が 遅い の で 一 太郎 
Ver.4 の プロ グラ ム 全 体 を RAM デ ィ ス ク に 転送 し て か ら 使 う の も よい 。 ま た 、 キ ャ ッ 
シュ ディ スク を 1M バ イト くら い 確 保 し て 使っ て も よい 。 
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一 太郎 Ver.4 に は 、 つ ぎの ドラ イ バ が 付属 し て いる 。 


@EMS4J.SYS 
ジャ スト シス テム 製 拡張 メモ リボ ー ド に 対応 し た EMS メ モリ 管理 ソフ ト 。 
@EMS386.SYS 
386/486 対 応 の EMS メ モリ 管理 ソフ ト 。 
信 EMSDISK.SYS 
EMS メ モリ を RAM デ ィ ス ク に する ソフ ト 。 
価 EMSCACHE.SYS 
EMS メ モリ を キャ ッシュ ディ スク に する ソフ ト 。 
@CACHE.SYS 
1/O バ ンク 方 式 の メモ リボ ー ド に 対応 し た キャ ッシュ ディ スク お よび RAM デ ィ ス 
ジグ 
人 @CACHEP.SYS 
プロ テク トメ モリ ボー ド に 対応 し た キャ ッシュ ディ スク お よび RAM デ ィ ス ク 。 


これ ら は 一 太郎 Ver.4 専 用 に 開発 され た も の で あり 、 他 の 拡張 ボー ド や アプ リ ケ ー 
ショ ン と は 相性 が よく な いこ と も ある 。 さら に 、 SCS い ハー ド デ ィ スク は キャ ッシュ デ 
ィ ス ク の 対象 と は し ならない の で 、SCSL ハ ー ド ディ スク に は 使え な いと いう 不便 な 点 も 
ある 。 そ こ で MS-DOS に 付属 の ドラ イ バ か 汎用 の 拡張 メモ リボ ー ド に 対応 し て いる ド 
ライ バ を 使う 方 が よい 。 

EMS メ モリ を 使う な ら MS-DOS 付 属 の EMS メ モリ 管理 ソフ ト を 使う の が よい 。 


・EMM.SYS (汎用 ) 
・EMM386.EXE (386/486 専 用 ) 
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Lotus1-2-3 R2.3J で の 設定 


Lotus1-2-3 R2.3] で は 、EMS メ モリ を つぎ の よう に 利用 で きる 。 


松茸 に 64K バ イト 使用 する 
内 部 メモ リオ 拡張 メモ リ で は 拡張 メモ リ を 1M バ イト まで 使え る 
拡張 メモ リ の み で は 拡張 メモ リ を 5M バ イト まで 


1-2-3 に 付属 の 松茸 は 約 46K バ イト と 少な い の で 、 つ ぎの よう に し て 組み 込む と 
FEMS メ モリ と UMB に ロー ド さ れる の で 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ は 1 バイ ト も 減る 
こと は な い 。 


DEVICEHIGH = A:\DOS\MTTK2.DRV 


ワー クシ ー ト は 内 部 メモ リ (コン ベン ショ ナル メモ リ ) と 拡張 メモ リ 、 ま た は 拡張 
メモ リ の み に だ 対応 し て お り 、 ど ちら か を 選択 で きる 。 


⑱「 拡 張 メ モリ の み ] と 「 内 部 メモ リ と 拡張 メモ リ 」 の 選択 


機器 構成 と ドラ イ バ セ ッ ト 名 し ます っ 。 [AMZ" ] : ヘ ルプ 画面 を 表示 


上 モリ ロ 5 


数 値 演算 
テ 、-9A^”- ス 
MP 設定 を 取り 消す と き は 、【 デ リー- ト ] を 押し ます 。 
ドラ "tt 名 123.SET 
【 保 右 (中 出 ] 
[1, ) , と , つ ]: 項 目 を 選択 [リタ - ッ ] : 選 択 を 確定 [IT2 テ - ア ] : 選 択 を 取消 
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「 拡 張 メ モリ の み | と 「 内 部 メモ リ と 拡張 メモ リ | で は 、 前 者 の ほう が より 大 きい ワ 
ー ク シー ト を 作る こと が で きる 。 後者 で は より 小さ い ワ ー ク シー ト し か 作れ な い の に 
加え て 、 内 部 メモ リ が 無く な れ ば 、 拡 張 メ モリ が 使え な いと いう 重大 な 欠点 が ある 。 


「 内 部 メモ リ と 拡張 メモ リ 」 


を 選択 し た 場合 は 、 内 部 メモ リ が 2 % 未 使用 く らい で 残り 少な く な る と 、 拡 張 メ モリ 
が いく ら 奈 っ て いて も 、「 メ モリ 不足 ] に な っ て し まう 。 そ れ は 拡張 メモ リ に ある ワー 
クシ ー ト の デー タ の セル 管理 情報 を 内 部 メモ リ に 置い て いる か ら だ 。 内 部 メモ リ が 無 
く な れ ば 、 拡 張 メ モリ が 使え を な いと いう こと に な る 。 こ れ で は 、 メ モリ を 拡張 し た 意 
味 が な い 。 

どう し て も 広い ワー クシ ー ト を 作り た けれ ば 


「 拡 張 メ モリ の み ] 
を 選択 する が 、 パ ソコ ン の 機種 に よっ て は つぎ の よう に 「 ハ ー ド ウェ ア EMS」 を 利用 
し な けれ ば な ら な い 。 


・EMS メ モリ ボー ド を 使い EMS メ モリ を 有効 に する 
・「 拡 張 メ モリ の み 」 を 選択 する 


これ は 、 
「 拡 張 メ モリ の み ] は ハー ドウ ェ ア EMS 


に し か 対応 し て いな いた め だ 。 

富士 通 の FMR シ リー ズ (旧型) が そう だ 。 ハ ー ド ウェ ア EMS と いう の は 、EMS メ 
モリ ボー ド と それ 対応 の EMS ド ライ バ で EMS メ モリ が 利用 で きる よう に する も の 。 
対し て ソフ トウ ェ ア EMS は 、 パ ソコ ン 本 体 の メモ リ を ソフ ト 的 に EMS メ モリ と し て 
し まう も の 。32 ビ ッ ト パ ソコ ン で は この 方 式 の ほう が 多い 。 せ っ か く 32 ビ ッ ト パ ソコ 
ン を 使っ て いて も 、 そ れ が 活か せな いと は 残念 。 
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が 、PC-9800 シ リー ズ で は ソフ トウ ェ ア EMS で も 「 拡 張 メ モリ の み 」 の 設定 が で き 
る 。 な お 、 読者 の PMS が ハー ドウ ェ ア 方式 か ソフ トウ ェ ア 方 式 か を 調べ る に は 、 1-2- 
3 を イン スト ー ル し た と き に コピ ー さ れる 


STATUS.COM 


と いう コマ ンド を 実行 する (これ も 機種 に よっ て 、 ど の 方 式 か 表示 され な いも の が あ 
る )。 


EMM バー ジョ ン ....…...….…・ Version 4.0 ( EMS エミ ュ レ ー ト ) 
の 行 の 最後 で わか る 。 エ ミュ レー ト と いう の は ソフ トウ ェ ア で EMS を 実現 し て いる と 
いう 意味 。 


STATUS.COM 実 行 例 (FMR シ リー ズ の 場合 ) 











Copyright (C) 1991 
Lotus Development Corporation 

All Rights Reserved 
に 4 な -) 球 了 44967936 バイ ト 
使用 可能 ディ スク 容量 .……..……. 317440 バイ ト 
( 電 2 e。。 en uoueate 655360 バイ ト 
使用 同 能 下り ar 428704 バイ ト 
EMM パー ジョ ン ,. . . . .. Version 4.0 (EMS エミ ュ レ ー ト ) 
ペー ジフ レー ム 基 底 ア ドレ ス . CO0000(h) 
し と NR は 7061504 バイ ト 
使用 可能 EMS メ モリ . . . . . 1228800 バイ ト 
NMEA 80386 
数 値 演算 プロ セッ サ , 。. . . 80387 
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か な 漢字 変換 の 速度 を 上 げ る に は 
RAM デ ィ ス ク を 1M バ イト くら い 


確保 し て 、 辞書 ファ イル を すべ て それ に コピ ー し て 使う と よい 。 
また 、1-2-3 を た び た び 起動 する な ら 


キャ ッシュ ディ スク を 1M バ イト くら い 


確保 し て お く と 、 2 度目 以降 の 起動 が か な り ス ピー ドア ッ プ する 。 


TheCARD Ver.5 で の 設定 


TheCARD Ver.5 に 付属 し て いる VJE-/ Ver.3.0 は つぎ の よう に 2 つ に わか れ て 
お り 、 合 計 で 95K バ イト も ある 。 


VJEB DRV 62589 91-11-15 3:00 
VJEB SYS 34678 91-11-15 3:00 


VJE-/ Ver.3.0 を UMB に ロー ド す る た め に は 大 量 の UMB を 必要 と する が 、 EMS 
メモ リ を 使え れ ば (作業 領域 も 含め PMS メモ リ を 128K バ イト 使う )、 コ ン ベ ン ショ ナ 
ル メ モリ を 約 15K バ イト し か 使わ な い 。 

TheCARD Ver.5 自 体 も EMS メ モリ に 対応 し て お り 、1M バ イト くら い の EMS が あぁ 
れ ば プロ グラ ム の 処理 速度 が 速く な る 。 画像 を 扱う 場合 は 2M バ イト 以上 ある の が 過 
まし 3。 

し か し 作業 ドラ イブ が 必要 で 、 こ れ を 


RAM デ ィ ス ク (1M バ イト ) 


に 設定 し て お け ば 、 か な り 処 理 が スム ー ズ に で きる 。 
また 、 デ ー タ は ディ スク か ら 1 件 ずつ 読み 込む と いう 仕様 に な っ て いる た め 


キャ ッシュ ディ スク を 1M バ イト くら い 


確保 し て お く と 処理 速度 が アッ プ す る 。 
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3 つの アプ リケーション の 統一 環境 
以上 、 個 々 の アプ リケーション の 環境 設定 を し た が 、 こ れ ら を 切り 大 えて 使う 場合 
は 統一 し た 環境 が 必要 だ 。 そ の 場合 、 つ ぎの よう に する の が 適当 だ ろう 。 





@EMS メ モリ : 1M バ イト 
日 本 語 FEP、 一 太郎 の 作業 領域 、1-2-3 の ワー クシ ー ト 。 


人 @ キ ャ ッシュ ディ スク : 2M バ イト 
各 ソ フト の 高速 切り 替え 起動 、 一 太郎 と TheCARD Ver.5 の 高速 処理 。 


@RAM デ ィ ス ク : 1M バ イト 
か な 漢字 変換 の 高速 化 、TheCARD Ver.5 の 作業 ドラ イブ 。 


な お 、1-2-3 の ワー クシ ー ト の 領域 を 増やし た いな ら 、 キ ャ ッシュ ディ スク を 1M バ 
イト に し て EMS メ モリ を 2M バ イト に する と いい だ ろう 。 
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E れ 生 ョ 
大 切な ファ イル を 
壊さ ざさ な いた め に 





時 間 を か け て せっ か く 作 っ た ファ イル が 

読め な く な っ た と き の シ ョ ッ ク は 経験 し た く な いも の 。 
この 章 で は 、 ハ ー ド ディ スク の バッ クア ッ プ (予備 ) を 
な ぜ 作 っ て お く の か 、 

どん な ファ イル の バッ クア ッ プ を 作れ ば いい の か 、 
どん な コマ ンド を 使っ て どう バッ クア ッ プ を と る の か 、 
ハード ディ スク に 書き 戻す に は 

どう し た らい い の か と いっ た こと を 解説 する 。 





9 


バッ クア ッ プ を 作る 理由 と 


その メデ イア 








ハー ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ は 必ず と っ て お く 。 そ の 理由 を あげ よう 。 


・ ハ ー ド ディ スク は 精密 な 機器 で 、 そ の 内 容 が 壊れ る 
・ 使 う 人 の 操作 ミス で ファ イル を 壊す 
・ プ ログ ラム に バグ が あっ て 暴走 する と ファ イル が 壊れ る 


と いっ た こと が ある か ら だ 。 時間 を か け て せっ か く 作 っ た ファ イル が 読め な く な っ た 、 
消し て し まっ た と き の シ ョ ッ ク は 、 経 験 し た 者 で な いと わか ら な い 。 顔面 蒼白 で 血 の 
気 が 引 く と は まさ に その と きのこ と を いう が 、 2 度 と は し た く な いも の だ 。 フ ァイル 
は な く な る 運命 に ある と いう こと を 知っ て お こう 。 そ れ を 防ぐ に は や は り 


バッ クア ッ プ 


を と っ て お く こ と で あり 、 そ の 習慣 を 身 に つけ て お こう 。 

バッ クア ッ プ (backup) と は 「 予 備 ] の 意味 で 、 ハ ー ド ディ スク の バッ クア ッ プ を 
も と に 戻す こと を リス ト ア (restore : 再び 格納 する ) と いう 。 

ちな み に ス ペー スシ ャ トル に は 、 メ イン コン ピュ ー タ の 他 に バッ クア ッ プ コン ピュ 
ー タ が 数 台 搭載 され て お り 、 メ イン コン ピュ ー タ が 異常 に な っ た らい つ で も バッ クア 
ッ プ コン ピュ ー タ が 作動 する よう な 体制 が と られ て いる と いう 。 わ れ わ れ が 作る デー 
タ も それ くら い 万 全 に し て お きた いも の 。 

バッ クア ッ プ を 作る メデ ィ ア (媒体 ) は 、 手軽 さ と 価格 の 安さ の 順 で は つぎ の よう 
に な る 。 
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① フ ロッ ピー ディ スク 

② ス トリ ー マ ー 

⑬ 別 の 独立 し た ハー ド デ ィ スク 
④ 光 磁気 ディ スク 


また 、 信 頼 性 の 高 さ と 使い 勝手 の よい 順 で は つぎ の よう に な る 。 


① 光 磁気 ディ スク 

②⑦ 別 の 独立 し た ハー ド デ ィ スク 
スト リー マー 

(《④ フ ロッ ピー ディ スク 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
バッ クア ッ プ の メデ ィ ア と し て は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 最も 身近 な も の 。80M バ イ 


ト く らい の ハー ド デ ィ スク な ら そ の 全体 を 数 10 枚 の フロ ッッ ピー ディスク に わけ て バ 
ッ ク ア ッ プ が と れる 。 が 、 そ れ 以 上 の 容量 に な る と 大 変 ど 。 そ こ で 





・ ル ー ト ディ レク トリ の み 
・ 辞 書 フ ァイル 
・ デ ー タ が 入っ て いる サブ ディレク トリ 内 の ファ イル 


と 必要 な ファ イル だ け を バッ クア ッ プ する と よい 。 それ に は MS-DOS の XCOPY コ マ 
ンド や BACKUP コ マン ド 、 市販 の バッ クア ッ プ ツー ル (オー シャ ノ グ ラ フィ ) な ど を 
使う 。 





ハー ド デ ィ スク 
余裕 が あれ ば バッ クア ッ プ 専用 の ハー ド デ ィ スク を も う 1 台 用 意 す る の も 1 案 。 1 
台 目 と まっ た く 同 じ 内 容 を 2 台 目 に コピ ー し て お いた り 、1 台 目 の 大 切な ファ イル だ 
け を 2 台 目 に コピ ー し て お く と いっ た バッ クア ッ プ 作成 の テク ニッ ク が 考え られ る 。 
ハー ド デ ィ スク 間 の 転送 で は 、XCOPY コ マン ド を 使う と よい 。 サ ブ デ ィ レ クト リ を 
指定 し た り 、 新 規 作 成 ・ 更 新 さ きれ た ファ イル だ け を コピ ー す る と いっ た こと が で きる 。 
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ベスト リー マ ー 

スト リー マー は 、 カ セッ ト テ ー プ ・ レ コー ダ の よう な も の で 、 ハ ー ド ディ スク の プ 
ログ ラム や デー タ を 専用 の カセ ッ ト テ ー プ に 高速 に バッ クア ッ プ する 機器 。 ハ ー ド は 
安定 し て お り 、10M バ イト の 容量 を 平均 約 2 分 間 (120M バ イト な ら 約 1 時間) で バッ 
クア ッ プ し 、 信 頼 性 も 高い 。 

スト リー マー に は 、 つ ぎの 3 つの タイ プ が ある 。 





① ハ ー ド ディ スク と スト リー マー を 別々 に パソ コン に 接続 する タイ プ 
(⑦② ハ ー ド ディ スク に スト リー マー を つなぎ パソ コン に 接続 する タイ プ 
⑬ ス トリ ー マ ー 内 蔵 型 ハ ー ド ディ スク 


スト リー マー の 3 つの タイ プ 





スト リー マー ハー ド デ ィ スク 





スト リー マー 内 衣 弄 
ハー ド デ ィ スク 
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スト リー マー で は ファ イル 単位 の バッ クア ッ プ と ハー ド デ ィ スク 全体 の バッ クア ッ 
プ が で きる 。 記録 方 共 は アナ ログ が 主流 だ が 、 や が て デジ タル に 移行 し よう 。 ス トリ 
ー マ ー の テー プ は カー トリ ッ ジ タイ プ で ビデ オ や ミュ ー ジ ッ ク の カセ ッ ト テ ー プ の サ 
イズ が あり 、 テ ー プ 1 本 あたり の 容量 は 80M バ イト か ら 120M バ イト くらい 。 パ ソコ ン 
用 の スト リー マー は 6 万 円 前 後 と 低 価格 に な っ て き て いる 。 

ここ で は 代表 的 な スト リー マー で ある 「 安 心 館 ] ( 緑 電子 株 式 会 社 ) を 例 に 説明 し よ 
う 。 

「 安 心 館 」 を 使う に は 、 つ ぎの よう に する 。 


・PC-9800 シ リー ズ の 本 体 背 面 に ある 1M バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 増 設 コ ネ ク 
タ に ケー ブル で 接続 する 

・「 安 心 第 一 」 (専用 制御 ソフ ト ) を ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル する 

・「 安 心 第 一 」 を 起動 し て 対話 形式 で テー プ を フォ ー マ ッ ト し 、 バ ッ ク ア ッ プ ノリ 
スト ア を する 


安心 館 の 接続 IM バイ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 増 設 コ ネ ク タ ) 


パソ コン 背面 図 






川 川 
川 
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テー ブ プ の 出し 入れ 










倫 テ ー ブ の 入れ 方 人 @ テ ー プ の 出し 方 
DCT の ラベ ル 面 を 左 に し て テー プ が 出 て くる まで 
イジ ェクト ボタ ン が 飛び 出る イジ ェクト ボタ ン を 押す 


まで 入れ る 


「 安 心 第 一 ] で は 、 つ ぎの よう な バッ クア ッ プ と リス ト ア が で きる 。 


@ イ メー ジ バ ッ クア ッ プ 
ハー ド デ ィ スク 1 台 全 体 を まる ご と バッ クア ッ プ する 。 領域 が 分 割 さ れ て いて も 関 
係 な く 、 ま た 市 販 ソ フト の コピ ー プ ロ テ ク ト 情 報 も あま る ご と バッ クア ッ プ する 。 


@ フ ァイル バッ クア ッ プ 
サブ ディ レク トリ 単位 や ファ イル 単位 で バッ クア ッ プ する 。 こ の 場合 、 新規 作成 ま 
た は 更新 され た ファ イル だ け を 選ん で バッ クア ッ プ する こと も で きる 。 


信 リ スト ア 


バッ クア ッ プ され た テー プ を 自動 的 に 判断 し て 、 そ の テー プ の バッ クア ッ プ モー ド 
に あわ せ た リ スト ア が で きる 。 
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その 他 、 つ ぎの よう な 機能 が ある 。 


・ フ ォ ー マ ッ ト ( 未 フ ォ ー マ ッ ト テ ー プ の フォ ー マ ッ ト ) 

・ ク イッ ク フ ォ ー マ ッ ト (フォ ー マ ッ ト 済 み テ ー プ の 再 フ ォ ー マ ッ ト ) 

・ テ ー プ の 参照 ( 何 が 記録 され て いる か が わか る ) 

・ 拡 張 機能 (テー プ の 巻 戻 し 、 保 管 の た め の 化粧 差 、 テ ー プ の パス ワー ド 設 定 ・ 解 
除 ) 


な お 、 デ ー タ カー トリ ッ ジ テー プ の フォ ー マ ッ ト に は 1 時 間 50 分 くら いか か る 。 
が 、 す で に フォ ー マ ッ ト さ れ た テー プ を 購入 し 、 ク イッ ク フ ォ ー マ ッ ト を する と 数 秒 
で 済む 。 


⑯「 安 全 第 一 | の メイ ン メ ニュ ー 
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イメ ー ジ バッ クア ッ プ 


完了 予定 時 刻 13 時 4 分 
。 析 暴 爺 長 256 fN 
物理 K9 総 数 541,998 個 
物理 総 容量 ” 138,498,948 放 ト 


うう 
、 表 9 誕 数 134.185.598 妊 


人 0 


『・ 





ファ イル 単位 バッ クア ッ プ 
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⑮ テ ー プ 使用 状況 の 表示 (イメ ー ジ バッ クア ッ プ ) 


⑮ テ ー ブ 内 参照 (ファ イル バッ クア ッ プ ) 


0 
4 
抽 M 析 
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光 磁 気 (MO) ディ スク 


光 磁 気 ディ スク は Magnet (磁気 ) Optical ( 光 ) disk と いう 英語 を 略し て MO ディ 
スク と も 呼ば れる 。 こ れ は 音楽 ソフ ト な どの CD (コン パク ト ・ デ ィ ス ク ) と 同じ 媒体 
を 使っ た 補助 記憶 装置 で レー ザー 光線 で 読み 書き が で きる 。 デ ィ ス ク の 表面 に 磁石 に 
な りや すい 物質 が 塗っ て あり 、 レ ー ザ ー 光 線 を 磁気 ヘッ ド に あて て N 極 や S 極 の 磁石 
を 作っ て デー タ の 読み 書き を する 。 

MO ディ スク は 初め は 、 最 初 1 回 の 書き 込み が 可能 な 追記 型 で あっ た が 、 今 で は 何 回 
で も 書き 込み が で きる よう に な っ た 。 そ の た め パ ソコ ン で も 補助 記憶 装置 と し て 利用 
で きる 。 

1 枚 の ディ スク で 3.5 イ ンチ な ら 128M バ イト 、5 イ ンチ な ら 600M バ イト の 容量 が 
ある 。 5 イン チ は 規格 が バラ バラ だ が 3.5 イ ンチ は IBM が 採用 し た フォ ー マ ッ ト に 事 
実 上 規格 が 統一 され て いる 。 だ か ら 3.5 イ ンチ の も の が お 勧め だ 。 

また 、 価 格 も 3.5 イ ンチ の MO ディ スク ・ ド ライ ブ は 、20 万 円 を 切っ て 低 価 格 化 し て 
きた の で 導入 し や すく な っ た 。 また 、 メ ディ ア 1 枚 も 3.5 イ ンチ で は に 定価 で 8000 円 以下 
で 、 そ ん な に 高く は な い 。 容量 と 同じ く フ ロッ ピー ディ スク 100 枚 分 くら い だ 。 


MO ディ スク ドラ イブ と 召 体 





(アイ シー エム ) 
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MO ディ スク の 魅力 と ハー ド デ ィ スク と の 違い 
MO ディ スク は 





・ 大 容量 
・ 媒 体 の 交換 が 可能 
・ 信 頼 性 が 高い 


の が 大 き な 魅 力 。 
ハー ド デ ィ スク と の 違い は つぎ の と お り 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク の よう な 取り 扱い が で きる (媒体 の 交換 が 可能 ) 

・ 初 期 化 し た あと リセ ッ ト し な く て も 読み 書き が で きる 

・ 領 域 を 分 割 し て 使う こと は で き な い (ユー ティ リティ で で きる も の も ある ) 

・ 起 動 可 / 不 可 な ど 状 態 を 変更 する こと は で き な い 

・ 媒 体 の ライ ト プ ロ テク ト ・ タ プ に より 書き 込み 禁止 プ 許 可 を 設定 する こと が で 
きる (3.5 イ ンチ ・ フ ロッ ピー ディ スク と 同じ ) 
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MO ディ スク の 幅広 い 用 途 
MO ディ スク は 


ハー ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ に 使う 


ほか に 、 つ ぎの よう な 幅広 い 使い 方 が で きる 。 


・ ハ ー ド ディ スク の ファ イル の 整理 び が でき 、 フ ァイル の 分 断 を 直し アク セス を 高速 
に する (MO ディ スク の ファ イル を XCOPY を 使い ハー ド デ ィ スク に 書き 戻す と 
それ が で きる ) 

・ 作 成 中 の 大 事 な デ ー タ を 保存 する (媒体 の な か で 一 番 信 頼 性 が 高い の で 、 私 が 書 
(原稿 は MO ディ スク に 保存 し て いる ) 

・ フ ロッ ピー ディ スク に 収容 し きれ な い 大 量 の デー タ を 保存 で きる 

・ 画 像 ファ イル や 大 量 の デー タベース な ど を 記録 で きる 

・ 異 な る OS や アプ リケーション を MO ディ スク 媒体 ご と に も ち 作 業 環境 を 即座 に 
切り 替え て 使う 

・ フ ロッ ピー ディ スク で は 何 10 枚 に な る デー タ で も 持ち 運び で きた り 、 郵 送 で きる 

・ こ れ ま て で 薔 積 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ 整 理 ・ 格 納 が で きる (私 は これ ま 
で ワー プロ ソフ ト で 書い た 数 10 冊 の 本 の 原稿 を 1 枚 の MO ディ スク に 収め た ) 

・ ら 5 イン チ ・ フ ロッ ピー ディ スク 内 蔵 の 機種 か ら 3.5 イ ンチ 内 蔵 の 機種 代え る と き 
に MO ディ スク を 介 せ ば 媒体 変換 する 手間 が 省け る 

・ 市 販 ソ フト や 体験 ディ スク の イン スト ー ル の 試し を する (必要 な ファ イル だ け を 
ハー ド デ ィ スク に コピ ー で きる ) 

・ 普 段 あ まり 使わ か いよ うな ソフ ト を イン スト ー ル し て お ける 
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また 9 時 も MEEW4 
大 き な 間 題 と し て 
ハー ド デ ィ スク に 比べ て 読み 書き の 速度 が 遅い 


と され て いる が 、 書 き 込 み は 遅 く て も 読み 出し は ハー ド デ ィ スク 並み に な っ て き て い 
る し 、 最 近 は より 高速 タイ プ も 登場 し て いる 。 
私 が 使っ た 感じ と し て は 


や や 遅 め の ハー ド デ ィ スク 
高速 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


と いっ た と ころ で 、 そ の 人 性 能 に 不満 は な い 。 
書き 込 み が 遅 い の 理 由 と し て は 


・ 消 去 
・ 書 き 込み 
・ 照 合 


を し て いる か ら だ 。 ハ ー ド ディ スク で は ディ スク が 1 回 転 し た と き に デー タ が 書き 込 
め る の に 対し て 、 MO ディ スク で は ディ スク が 3 回 転 し な いと 書き 込め な い ( 消 去 、 書 
き 込み 、 照 合 で 3 回 転 ) 。 

し か し 、 遅 さ きだ け を せめ る の は いけ な い 。 ハ ー ド ウェ ア で デー タ の 照合 を し て いる 
の で 信頼 性 が 高い し 、 デ ィ ズ スク 召 体 は 常温 下 で 強力 な 磁界 に さら され て も デー タ 化 け 
し な い の で 安全 。 補助 記憶 装置 と 媒体 の 信頼 性 と し て は 最も 優れ て いる と いえ る 。 な 
に し ろ レ ー ザ ー 光 線 で 読み 書き する た め 媒 体 と 非 接触 で ある 点 が 信頼 性 を 高め て いる 
(スト リー マー は 接触 し て 読み 書き し 、 テ ー プ が 伸び た りす る こと も ある の で 信頼 性 
は や や 低い )。 そ の た め ハ ー ド ディ スク の バッ クア ッ プ に は 最適 。 
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光 磁 気 (MO) ディ スク を MS-DOS で 使う に は 、 規格 が 統一 され て いる 3.5 イ ンチ の 
も の が よい 。 容 量 も 127K バ イト (フォ ー マ ッ ト 時 ) と 大 容量 ハー ド デ ィ スク 並み だ 
し 、3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 同じ よう な 感覚 で 使え る 。 

その 場合 、 注 意 す る こと は 


MS-DOS の バー ジョ ン 


だ 。 た いて い の 3.5 イ ンチ MO ディ スク は 、 基本 的 に MS-DOS5.0 に し か 対応 し て いな 
い 。PC-9800 シ リー ズ の MS-DOS を 例 に 説明 し よう 。 


@⑯MS-DOS5.0 を 使っ て いる 場合 
この 場合 は 問題 な い 。MO デ ィ ス ク と し て 認識 で き 、 フ ォ ー マ ッ ト で きる し 読み 書き 
も で きる 。MO デ ィ ス ク か ら も MS-DOS を 起動 する こと が で きる 。 


@MS-DOS3.3D な ど I 旧 バー ジョ ン だ け を 使っ て いる 場合 

この 場合 は MO ディ スク と し て 認識 し な い 。MS-DOS3.3D の マニ ュ ア ル に は 認識 
で きる と ある が 、 た いて い の MO デ ィ ス ク は MS-DOS5.0 に し か 対応 し て いな い 。 そ し 
て MS-DOS5 .0 で MO ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る と MS-DOS3 .3D な ど で は 読み 書 
き が で き な く な る と いう 問題 も ある 。 

その た め MO デ ィ ス ク の メー カー で は MS-DOS3.3D な ど で 読 み 書き が で きる よう 
に 独自 の フォ ー マ ッ ト ・ プ ログ ラム と デバ イス ドラ イ バ を 用 意 し て いる 。 そ れ で も 大 
容量 の ハー ド デ ィ スク と し て し か 認識 し な く て 、MO デ ィ ス ク か ら 起 動 で き な い と い 
うこ と が 多い 。 


以上 の 点 を チェ ッ ク し た うえ で 、 ど の メー カー の 機種 を 選ぶ か を 考え る と よい 。 参 
考 ま で に 私 が 今 使っ て いる MO ディ スク の 例 を 紹介 し よう 。 
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に 央 中 0 に Cfewc01 ゆ じょう |: アル eo トッ スリ 


私 が 使っ て いる の は AV-3050MO (キャ ラベ ル デ ー タ シス テム ) だ が 、MS-DOS3. 
3D で も MS-DOS5.0 で も 共通 し て 読み 書き が で きる よう に フォ ー マ ッ ト が で きる 。 
FMTMO と いう フォ ー マ ッ ト ・ プ ログ ラム が 付属 し て お り 


・ISO フ ォ ー マ ッ ト 
・IBM フ ォ ー マ ッ ト 


の 両方 を 実行 で きる 。 


⑯FMTMO コ マン ド で の MO ディ スク の フォ ー マ ッ ト 


C.D.S. 3③.5 イ ンチ 光 磁 気 デ ィ ス ク フ ォ ー マ ッ ター  Uer1.99 

ーー ーー デーー デ Copyright (C) 1992 Caravelle Data Sustem Co., Ltd.- 
ユニ ッ ト 番 号 
物理 フォ ー マ ッ ト 
シス テム 転送 
ボリ ュー ムラ ベル 
実 行 
終 了 


光 磁 気 ディ スク 接続 状況 


: RICOH 。RO-391OE 


 : 
1 
じ 表 1 
37 
4 : 
< 
6 : 
仙 ロ 


ー マ ッ ド の 別 を 指定 し て くだ さい 
キー 者 じ 生生 し くだ さい 


1S 〇 フォ ー マ ッ ト 





ISO フ ォ ー マ ッ ト は ISO (International Organization for Standardization : 国際 
標準 化 機構 ) で 定め られ た フォ ー マ ッ ト で クラ スタ サイ ズ は 4096 バ イト 。MS-DOS3. 
3B/C/D お よび MS-DOS5.0 で 読み 書き が で きる 。 た だ し シス テム の 転送 と MO ディ 
スク か ら の 起動 は MS-DOS5.0 で し か で き な い 。 MS-DOS3 .3B/C/D で は 付属 の デバ 
イス ドラ イ バ (MODRV.SYS) を 組み 込ん で は じ め て 読み 書き が で きる (MS-DOS5. 
0 で は その 必要 は な い )。 
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IBM フォ ー マ ッ ト は IBM の DOS5.0 で 採用 され た MO ディ スク の フォ ー マ ッ ト で 事 
実 上 の 標準 。 ラ ー ジ FAT に 対応 し た フォ ー マ ッ ト で 媒体 1 枚 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 
同じ よう に 管理 し て いる 。 そ の た め 途 中 で 媒体 を 変換 し て も 問題 な い 。PC-9800 シ リ 
ー ズ の MS-DOS5.0 で も 採用 され て いる 。FORMAT コ マン ド で フォ ー マ ッ ト が で き 、 
シス テム の 転送 と MO ディ スク か ら の 起動 が で きる 。 ク ラス タ サ イズ は 2048 バ イト 。 だ 
が 、 こ の フォ ー マ ッ ト は MS-DOS3 .3B/C/D で は 読み 書き で き な い 。 


MS-DOS5.0 で の MO ディ スク の フォ ー マ ッ ト ( シ ステ ム の 転送 が で きる し 、SWITCH コ マ 
ンド て で 起動 装置 を MO ディ スク に 設定 で きる ) 


FORMAT コ マン ド Uer. 5.99 
oonyrrsrieutrrrzeeereeruecsrerereeaezner OODUPT 人 NICtD INEMDIUOPRDORRMIODIHOSSiIIM1 


直志 | E: 
CR 人 MD 接続 状況 
マス テム 転送 する 

3 E: 3.5? ヲ 光 デ ィ 2 遇 
ボリ ュー ムラ ベル 


媒体 種別 3.5 イ チ 光 ディ ス 2 


キー を 押し て くだ さい 
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私 は MS-DOS3.3D と MS-DOS5.0 を 切り 替え て 使っ て いる の で 、 両 方 で 読み 書き 
で きる ISO フ ォ ー マ ッ ト で フォ ー マ ッ ト し て いる 。 な お 、 い ずれ の フォ ー マ ッ ト で も フ 
ォ ー マ ッ ト し た あと は 127M バ イト の 容量 と な る 。 


MS-DOS5.0 で の フォ ー マ ッ ト で シス テム を 転送 後 、 コ マン ド を コピ ー し CHKDSK を 実行 





ディ スク MO_SYS は 1992-11-02 18:36 に 作成 され まし た . 
ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は 1902-19E2 


127119360 バイ ト : 全 デ ィ ス ク 容 量 
106496 バイ ト : 2 個 の 隠し ファ イル 
4096 バイ ト : 1 個 の ディ レク トリ 
3977216 バイ ト : 105 個 の ユー ザー ファ イル 
123031552 バイ ト : 使用 可能 ディ スク 容量 


2048 バイ ト : クラ スタ サイ ズ 
62070 個 : 全 ク ラス タ 
60074 個 : 使用 可能 クラ スタ 








接続 は SCSI ハ ー ド ディ スク を 使っ て いる な ら 簡 単 で 、 そ の コネ クタ に MO ディ スク 
の ケー ブル を 接続 すれ ば よい 。 SCSI 機 器 で は 数 珠 つ な ぎ に 接 続 で きる か ら だ 。 その と 
き SCSI 機 器 の ID 番号 (認識 番号 ) を ハー ド デ ィ スク が 0 な ら 、 そ の 次 の 1 と いう よう 
に 連続 する よう に 設定 する 。 また 、 MO ディ スク が 接続 し て いる 最後 の 機器 な ら 、 そ の 
ター ミネ ー タ の 設定 を する (ハー ド デ ィ スク と と も に MO ディ スク を 接続 する な ら 最 
後に 接続 する )。 ターミネータ と は SCSI バ ス の 両端 に つけ て バス ライ ン の 信号 を 安定 
化 さ きせ る た め の 抵 抗 長 の こと 。 

な お 、SASI の ハー ド デ ィ スク し か 使っ て いな いな ら ば 、SCSI イ ンター フェイス ・ 
ボー ド が さら に 必要 に な る (96 ペ ー ジ 参照 )。 


第 4 章 ⑯ 大 切な ファ イル を 壊さ な いた め に 一 一 一 46Z 





使用 上 の 注意 


MO ディ スク は ハー ド デ ィ スク の よう に 取り 扱い に 気 を 使う こと は な い が 、 つ ぎの 
点 に 注意 する 必要 が ある 。 


・MO デ ィ ス ク を パソ コン に 接続 する と き に は 、 す べ て の 機器 の 電源 を 切っ て か ら 
行う 

・MO デ ィ ス ク を 揺らし た り 、 振 動 ・ 衝 撃 を 与え な い 

・ 極 端 な 温度 差 が ある 場所 に 移動 し て 使用 し な い 

・MO デ ィ ス ク の 電源 を 途中 で 切ら な い 。 ま た 途中 で 切っ た 電源 を 再び 入れ な い 。 
SCSI ハ ー ド ディ スク と 接続 し て いる と き は ハー ド デ ィ スク の FAT が 壊れ て し ま 
し ) 

・ デ ィ ス ク カ ー ト リッ ジ (媒体 ) は 落と し た り し て ショ ッ ク を 与え な い 

・ デ ィ ス ク カ ー ト リッ ジ は 温度 差 の 激しい と ころ や 湿度 の 多い と ころ て で 使わ な い 
( 結 起 に よっ て 読み 書き が で き な く な る ) 

・ デ ィ ス ク カ ー ト リッ ジ は ディ スク の 電源 を 入れ て か ら ド ライ ブ に 挿入 する 。 ま た 
ディ スク カー トリ ッ ジ を ドラ イブ か ら 取 り 出 し て か ら デ ィ ス ク の 電源 を 切る 
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バッ クア ッ プ 
の と りか た 














ご どん な ファ イル の 
バッ クア ッ プ を こと る の か 


ハー ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ は 手間 暇 が か か る の で 、 な る べく 時 間 と 労力 を か け 
な い の が 得策 。 と いう わけ で 、 必 要 な ファ イル だ け を バッ クア ッ プ し て お こう と いう 
こと だ が 、 そ れ が どう いっ た ファ イル か 考え て みよ う 。 

バッ クア ッ プ を と る 必要 が な い フ ァイル は 、 オ リ ジ ナ ルディ スク な ど に ある ファ イ 


ル で 、 つ ぎの よう な も の 。 


・MS-DOS の シス テム ファ イル 
・MS-DOS の 外部 コマ ンド 
・ 市 販 ソ フト 


バッ クア ッ プ を と る 必要 が ある ファ イル は 、 日 々 の 作業 で 新た に 作ら れる ファ イル 
や 更新 され る ファ イル で 、 つ ぎの よう な も の 。 


・ ワ ー プ ロ ソ フト や 日 本 語 FEP の 辞書 
・ 文 書 フ ァイル 、 表 計算 ファ イル 、 デ ー タ ベー ス フ ァ イル な ど 


・ 業 務 上 作成 し た ファ イル 
・ バ ッ チ ファ イル 
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どん な バッ クア ッ プ の 方 法 を 
と れ ば いい の か 


バッ クア ッ プ に は 





・ オ ー ル バッ クア ッ プ 
・ 部 分 バッ クア ッ プ 


が ある 。 オ ー ル バッ クア ッ プ は 、 ハ ー ド ディ スク 全体 を バッ クア ッ プ する こと で 、 部 
分 バッ クア ッ プ は ルー トディ レク トリ や サブ ディ レク トリ の ファ イル を バッ クア ッ プ 
する こと 。 

オー ル バ ッ クア ッ プ は 時 間 が か か る が 、 な せ ぜ 必 要 か と いえ ば 


・ ハ ー ド ディ スク が 全面 的 に 読め な く な っ た と き 
( 再 フ ォ ー マ ッ ト が 必要 に な っ た ) 

・1 か ら イ ンス トー ル を する 必要 が 生じ た と き 
(ハー ド デ ィ スク の 一 部 が 読み 書き で き な い ) 
(MS-DOS の シス テム を 入れ 替え た い ) 


と いっ た こと が ある 。 

オー ル バ ッ クア ッ プ は 1 度 と っ て お け ば よい 。 そ の 後 、 更 新 さ れ た ファ イル は 部 分 
バッ クア ッ プ を と れ ば よい 。 

部 分 バッ クア ッ プ は 、 ル ー ト ディ レク トリ や デー タ を 格納 し た サブ ディ レク トリ の 
ファ イル を バッ クア ッ プ する も の 。 

ルー トディ レク トリ の ファ イル は 間違っ て 


A:\>DEL 回 


と し た と き や CONFIG.SYS フ ァイル の 内 容 が お か し く な っ た と き な ど リス ト ア で き 
る 。 
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デー タ を 格納 する サブ ディ レク トリ 内 に は 、 日 々 の 操作 で ファ イル が 更新 され る の 
で 、 そ れ を バッ クア ッ プ する 。 部 分 バッ クア ッ プ する ファ イル は 8 ば 部 分 バッ クア ッ プ 専 
用 の 媒体 (フロッピー ディスク な ど ) を 用 意 し 


毎日 バッ クア ッ プ する 


の が 一 番 よ い 。 


部 分 バッ クア ッ プ 専用 の 媒体 を 用 意 し て お き 、 毎 日 バッ クア ッ プ を と る 
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万 全 の バッ クア ッ プ 体制 
| を と る に は 





バッ クア ッ プ の 媒体 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 テ ー プ 、MO デ ィ ス ク な ど ) が 1 つ ず つ 
で は 心細い 。 大 切な デー タフ ァイル を な くす こと の な いよ うに 、 万 全 の バッ クア ッ プ 
体制 を と り た いと いう な ら 


2 セッ トバ バックアップ 


を お 勧め する 。 

それ は バッ クア ッ プ で 使う 媒体 を 2 セッ ト 分 用 意 し て 、 1 日 お ち き に 1 セッ ト ず つ 交 
互 に バッ クア ッ プ する 方 法 。 具体 例 を あげ る と 、 バッ クア ッ プ 媒体 を A セ ッ ト 、B セ ッ 
ト と する と つぎ の よう に する と よい 。 





代 例 1 





・A セ ッ ト は 「 奇 数 日 ] に バッ クア ッ プ に 使う 
・B セ ッ ト は 「 偶 数 日 ] に バッ クア ッ プ に 使う 














4 | -| 暫 | 還 





A A 


























人 @ 例 2 





・A セ ッ ト は 「 月 、 水 、 金曜日] に バッ クア ッ プ に 使う 
・B セ ッ ト は 「 火 、 木 、 土 曜日 ] に バッ クア ッ プ に 使う 














に は 遇 
A 


A | A 
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この 2 セッ トバ ッ ク ア ッ プ に は 


・ バ ッ ク ア ッ プ 媒体 が 破損 し た り 磁気 エラ ー が あっ た 
・ バ ッ ク ア ッ プ 媒体 を 紛失 し た 
・ バ ッ ク ア ッ プ 中 に ハー ド デ ィ スク が クラ ッシュ し た 


場合 に 別 な バックアップ 媒体 で 代用 で きる と いう 利点 が ある 。 

た だ 1 つの 欠点 は 媒体 が 2 倍 の 枚数 必要 と いう 点 だ が 、 媒体 の 価格 は 安い し 、 バ ッ 
クア ッ プ の 手間 も 普通 の バッ クア ッ プ と ほとん ど 変 わら な い の で 、 か な り 優 れ た バッ 
クア ッ プ 法 だ と いえ る 。 特 に MO ディ スク を バッ クア ッ プ 媒体 に し て いる な ら 、 こ れ ほ 
ど 完 璧 な バッ クア ッ プ 体制 は な い 。 

な お 、 フ ロッ ピー ディ スク の 場合 を 例 に する と 、 ラ ベル を つぎ の よう に 作っ て お く 
と よい 。 


バッ クア ッ プ ・ デ ィ ス ク 用 の ラベ ル 例 






パッ クア ッ フ プティ スク 


A-1 文書 デー タ スク 
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| バック アップ を と る コマ ンド 





バッ クア ッ プ を と っ た り 書 き 戻し た りす る コマ ンド に は 、 つ ぎの よう な も の が ある 。 


@COPY (コピ ー) 
お な じみ の ファ イル コピ ー コ マン ド 。 ま っ た く 同 じ フ ァイル を 作る 。 


@⑯XCOPY (エッ クス コピ ー) 

eXtended COPY を 略し た コマ ンド で その 名 の と お り COPY コ マン ド の 機能 拡張 版 。 
ファ イル に 加え ディ レク トリ 内 の ファ イル の コピ ー も で きる 。 ま た 、 新 規 作成 ・ 更 新 
され た ファ イル だ け を 選ん で コピ ー で きる の で 重宝 する 。 


人 @COPY2 (コピ ー ツ ウゥ) 

NEC の MS-DOS3.3 以 前 の バー ジョ ン に 用 意 き れ て いる コマ ンド (MS-DOS5.0 に 
は な い ) で 、 デ ー タ ベー ス フ ァ イル な ど ハ ー ド ディ スク に ある 大 き な フ ァイル を 数 枚 
の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に わけ て コピ ー す る こと が で き 、 そ れ を 1 つの ファ イル と し て 
ハー ド デ ィ スク に 書き 戻す こと が で きる 。 こ の コマ ンド で 作ら れ た ファ イル に は バッ 
クア ッ プ 情報 が 付加 され る 。 必 ず 同 じ コ マン ド で リス ト ア する 必要 が ある 。 


@BACKUP (バッ クア ッ プ ) 

主 に ハー ド デ ィ スク 全体 を 対象 と し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に バッ クア ッ プ を と る コ 
マン ド 。 サ ブ デ ィ レ クト リ 内 の ファ イル も コピ ー で きる 。MS-DOS3.3 で は 、 こ の コ 
マン ド で 作ら れ た ファ イル に は バッ クア ッ プ 情報 が 付加 され る 。MS-DOS5 .0 で は 、 
バッ クア ッ プ 情報 は 別 の ファ イル (CONTROL.XXX) に 保存 され る の で ファ イル の 
内 容 は 変わ ら な い (ファ イル 名 は BACKUP.XXX)。 い ずれ の バー ジョ ン で も 必ず 
RESTORE コ マン ド で リス ト ア する 必要 が ある 。 


@RESTORE (リス ト ア ) 


BACKUP と 対 に な っ て いる コマ ンド で 、 バ ッ ク ア ッ プ ディ スク か ら ハ ー ド ディ ス 
ク に 書き 戻す 。restore と は 「 再 び 格 納 す る | こと 。 


474 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 


COPY 


お な じみ の コピ ー コ マン ド 





お な じみ の コマ ンド だ が 、 ハ ー ド ディ スク の バッ クア ッ プ に あたっ て は 、 つ ぎの こ 
と を 考え て 使う と よい 。 

デー タフ ァイル を ハー ド デ ィ スク に 記録 し た ら 、 そ れ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に も コ 
ピー する 。 ワ ー プ ロ な ど て で 文書 ファ イル を 保存 する と き 、 フ ァイル 名 を 指定 する が 、 
同じ ファ イル 名 で ドラ イブ 指定 を 変え 0 る だ け で 、 フ ロッ ピー ディ スク に も 保存 する こ 
と が で きる 。 

また 、 同 じ フ ァイル を 別 な ファ イル 名 で ハー ド デ ィ スク に 記録 し て お く の も 手 だ 。 
そし て 定期 的 に バッ クア ッ プ を と る が 、 ル ー ト ディ レク トリ に ある ファ イル 以外 は 、 
サブ ディ レク トリ 単位 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に バッ クア ッ プ を と る と 便利 。 
COPY コ マン ド で は 、 つ ぎの よう に バッ クア ッ プ を と る と よい 。 


ルー トディ レク トリ の 全 フ ァイル を バッ クア ッ プ する の に よい (サブ ディ レク トリ の ファ イル 
は コピ ー さ れ な い ) 








Ai\>COPY * ょ Ci 回 











⑯ フ ァイル を 同じ ハー ド デ ィ スク に ファ イル 名 を 変え て 2 つ コ ピー する 








A:\COPY SALES.TXT SALES.BAK 
A:\>COPY SALES.TXT SALES.DATs3 











⑮ フ ァイル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 枚 か 2 枚 に 同じ ファ イル 名 で コピ ー す る 





A\>COPY REPORT.BUN CI 
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ディ レク トリ 単位 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー す る 








AWCOPY B:\JXW C:\JXWg 














一 太郎 の 文書 ファ イル すべ て を ドラ イブ C に コピ ー す る (C に は あら か じ め サ プ ブ デ ィ 
レク トリ <JXW> を 作っ て お く 必 要 が ある )。 ハ ー ド ディ スク で は 、 こ の ディ レク トリ 単 
位 で よく コピ ー を する の で 、 こ の 使い 方 を マス ター し て お こう 。 


ディ レク トリ 単位 で の コピ ー 
COPY パス 名 パス 名 
ドラ イブ A ドラ イブ B 
/( 」/ yio 









ルー トディ レク トリ ルー トディ レク トリ 
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ACOPY 





拡張 COPY コ マン ド 


XCOPY コ マン ド は 、 サ プ デ ィ レ クト リ の 中 の ファ イル 、 新 規 作 成 更 新 さ れ た ファ 
イル 、 あ る 日 より も あと に 作成 され た ファ イル な ど フ ァイル を 特定 し て コピ ー す る こ 
と が で きる (COPY に は こう し た 機能 は な い 。 ま た 、 コ ピー の 対象 と な る ファ イル 和 群 
の 内 容 を メモ リー 杯 に な る まで 読み 込ん で 、 そ れ か ら コ ピー する の で COPY よ り も 処 
理 速度 が 速い ) 。 

書式 は つぎ の と お り 。 


XCOPY 複写 元 の ドラ イブ 名 複写 先 の ドラ イブ 名 スイ ッ チ 


XCOPY は eXtended COPY (拡張 コピ ー) の 意味 で 、COPY コ マン ド を 拡張 し た 
も の 。 フ ァイル を 特定 し て コピ ー す る 機能 が 追加 され た 。 そ の た め フ ァイル 名 は 指定 
し な く て よく 、 ド ライ ブ 名 だ け を 指定 すれ ば よい 。 

つぎ に 、 主 な 使い 方 を あげ る 。 


ドラ イブ A の ファ イル で 新規 作成 また は 更新 され た ファ イル だ け を ドラ イブ C に コピ ー し て 、 
コピ ー し た あと は その 目印 を 取り 除く 








A:\>XCOPY Ai C:/ME 




















新た に 作ら れ た ファ イル と 既存 の ファ イル で 内 容 に 変更 が あっ た ファ イル に は 、 ア 
ー カ イプ 属性 と いう 印 が つく 。 これ を みて XCOPY は 新規 作成 更新 され た ファ イル 
だ け を コピ ー す る こと が で きる 。 


⑮ ド ライ ブ A の ファ イル で 新規 作成 また は 更新 され た ファ イル だ け を ドラ イブ C に コピ ー す る 。 
サブ ディ レク トリ 内 の ファ イル も 対象 に する 。 コ ピー し た あと は 、 そ の 目印 を 取り 除く 








A\XCOPY Ai C:/M/S 
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ドラ イブ A の ファ イル で 1994 年 4 月 1 日 以降 に 作成 され た ファ イル だ け を ドラ イブ C に コピ 
ー す る 。 サ ブ デ ィ レ クト リ 内 の ファ イル も 対象 に する 





A\XCOPY Ai: C:/D:1994-4-1 /S 回 














ドラ イブ A の ファ イル で 新規 作成 また は 更新 され た ファ イル だ け を ドラ イブ C に コピ ー す る 。 
コピ ー し た あと は 、 そ の 目印 は その まま に つけ て お く 。 こ れ で 同じ ファ イル を 別 な ディ スク に も 
コピ ー で きる 








A:\>XCOPY A: B:/Ad 








⑮XCOPY コ マン ド で の バッ クア ッ プ 





A:\>XCOPY C: D:/Md 新規 作成 更新 ファ イル だ け を C か ら D に コピ ー 





送り 側 の ファ イル を 読込 み 中 で す . . . 
C:COMMAND1.TXT 
C:COMMAND2.TXT 
C:COMMAND3.TXT 
C:COMMAND4.TXT 
C:COMMAND5.TXT 
5 個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 


Ai\>XCOPY C: D:/D:93-02-09 回 93 年 2 月 9 日 以 降 に 作成 きれ た 
送り 側 の ファ イル を 読込 み 中 で す . . . 

C:COMMAND3 

C:COMMAND4 

C:COMMAND5 





9 個 の ファ イル を コピ ー し まし た ., 
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XCOPY コ マン ド に は 機能 オプ ショ ン が あり 、 そ の 指定 は プ と アル ファ ベッ ト 1 文 
字 を 使う 。 ま ご つく と き が ある の で 、 次 に 頭 文 字 の フル ・ ス ペル と その 意味 も 説明 し 


で お おう 8 


⑯XCOPY コ マン ド の オプ ショ ン 





/S : Sub-directory 
(サブ プ デ ィ レ クト リ ) 


| サプナ ・ デ ィ レ クト リ も コピ ー す る 























/M : Modified アー カイ プ 属 性 の つい た ファ イル だ け を コピ ー す る 
(修正 ・ 変 更 さ れ た ) そし て アー カイ プ 属 性 を 解除 する 
/A : Archive アー カイ プ 属 性 の つい た ファ イル だ け を コピ ー す る 
(アー カイ ブ ) アー カイ プ 属 性 は 解除 し な い 
/P : Prompt 「 コ ピー し ます か <Y/N> ? 」 と いう プロ ンプ ト に よっ て 確認 


(プロ ンプ ト 表 示 ) 


を 求め な が ら コ ピー する 。 








/D :Date (日 付け ) 


ト u パ パパ パパ ーーー ーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーー 
指定 日 より あと に 作成 ・ 変 更 さ れ た ファ イル だ け を コピ ー す 
る 








/E :Empty ( 空 ) 


サ プ デ ィ レ クト リ が 空 で あっ て も コピ ー す る 


| 必ず /8 ス イッ チ と と も に 使う 





/V :Verifiy (照合 ) 


コピ ー を し た あと コピ ー 元 と コピ ー 先 の ファ イル の 内 容 が 一 
致し て いる か を 照合 する 





/W :Wait (待つ ) 


次 の メッ セー ジ を 表示 し て 、 コ ピー の 開始 を 待つ 
「 ど れ か キー を 押し て くだ さい 。 コ ピー を 始め ます 」 











拡張 コマ ンド MCOPY を 作る 


XCOPY コ マン ド で は 、 コ ピー 先 が フ ァイル か ディ レク トリ か を 自動 的 に は 判断 せ 
ず 、F (ファ イル ) か D (ディ レク トリ ) か を ユー ザー が 入力 し て 決め な けれ ば な ら な 


い 。 


⑯XCOPY で の ファ イル か ディ レク トリ か の 指定 







A:\>XCOPY DOS CDOS 回 


DOS は 受け 側 の ファ イル 名 で すか . それ と も ディ レク トリ 名 で すか . 
<F = ファ イル 名 , D = ディ レク トリ 名 >? 





第 4 章 @ 大 切な ファ イル を 壊さ な いた め に 一 一 479 


そこ で そう し た こと が 面倒 な 場合 や バッ チ フ ァイル 内 で XCOPY コ マン ド を 使う な 
ら ば 、MCOPY コ マン ド を 作っ て 利用 する と よい 。 MCOPY で は 自動 的 に コピ ー 先 が 
ファ イル か サブ ディ レク トリ か を 判断 し て コピ ー す る 。MCOPY コ マン ド は 、 つ ぎの 
よう に し て 作る (サブ プ デ ィ レ クト リ <DOS> に XCOPY.EXE が ある 場合 )。 


Ai:\yCD DOS 回 
A:\DOS>COPY XCOPY.EXE MCOPY.EXE:d 


同じ コマ ンド を 別 な ファ イル 名 に し た だ け だ が 、MCOPY を 実行 し た と き に は つぎ 
の よう な 規則 に 従っ て ファ イル を コピ ー す る の で ある 。 


・ コ ピー 元 が サ プ デ ィ レ クト リ な ら コ ピー 先 も サ プ デ ィ レ クト リ で ある と する 。 

・ コ ピー 元 に 複数 の ファ イル が 含ま れ て いる な ら ば 、 コ ピー 先 は サ プ デ ィ レ クト リ 
で ある と する 。 

・ コ ピー 先 を 示す 名 前 の 最後 に \ が つい て いれ ば 、 コ ピー 先 は サ プ デ ィ レ クト リ で 
ある と する 。 


その た め つ ぎの よう に 何 も 指定 する 必要 が な い (バッ チ フ ァイル 内 で MCOPY を 使 
う と 便利 )。 し か し 、 これ は MS-DOS3 .3 で 有効 で 、 MS-DOS5 .0 で は MCOPY コ マン 
ド を 作っ て も 、 や は り フ ァイル 名 か ディ レク トリ 名 を 聞い て る 。 


MCOPY コ マン ド で の コピ ー 例 





A:\>MCOPY BAT C:BAT 


送り 側 の ファ イル を 読込 み 中 で す . . . 
BAT\AP.BAT 
BAT\FEP.BAT 
BAT\JXW.BAT 
BAT\123.BAT 
BAT\CRD.BAT 
5 個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 
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UPY2 





大 き な フ ァイル の バッ クア ッ プ を と る 


ハー ド デ ィ スク と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 間 の ファ イル の 転送 に は 、COPY コ マン ド も 
使え を る が 、 デ ー タ ベー ス な どの 大 容量 の ファ イル を ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク に 転送 する と き に は 、 フ ロッ ピー ディ スク が 1 枚 で は 足ら ず 数 枚 い る こと が あ 
る 。 

その と き に 、COPY2 コ マン ド を 使う と 、1 つの 大 き な フ ァイル を 数 枚 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 分 け て 、 コ ピー する こと が で きる 。 ま た 、 逆 に 数 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
か ら ハ ー ド ディ スク に 戻す こと も で きる (COPY や XCOPY に は 、 こ うい う 機 能 は な 
い )。 

な お 、COPY2 コ マン ド は MS-DOS3.3 以 前 の バー ジョ ン に 含ま れ て お り 、MS- 
DOS5.0 に は な い 。MS-DOS5.0 で は BACKUP/RESTORE コ マン ド を 使っ て 大 き 
な ファ イル の バッ クア ッ プ プリ スト ア が で きる 。 


COPY2 の バッ クア ッ プ 機能 
ン ノ | コマ 6 ” ET 
ーGOpYR R 順 | こ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
リー ド デ ィ スク 
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使い 方 は つぎ の と お り 。 
COPY2 ハー ド デ イ スク : ファ イル 指定 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


た と えば 





A:\>COPY2 _B:\DAT\BCARDS.DBF C: 回 


と する と 、 ハ ー ド ディ スク B の サブ ディ レク トリ <DAT> に ある BCARDS.DBF と い 
う フ ァイル を ドラ イブ C に コピ ー す る 。 
この 逆 は 


COPY2 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ハー ド デ イ スク : ファ イル 指定 /R 
COPY2 C:BCARDS.DBF A:\DAT /RS 


と する と 、 ド ライ ブ C に ある BCRADS.DBF を ハー ド デ ィ スク の サブ ディ レク トリ の 
も と に コピ ー す る 。/R は 、Restore (復帰 ) の 頭 文 字 で 、 必 ずつ け な く て は な ら な い 。 

COPY2 は 、 フ ロッ ピー ディ スク 2 枚 以上 に わた る 大 き な フ ァイル だ け に 使う 。 それ 
以外 は 、COPY か XCOPY を 使う 。 そ れ は つぎ の よう な 理由 に よる 。 


・COPY2 は 、 小 さ な フ ァイル も 退避 で きる が 、 退 避 さ れ た ファ イル は オリ ジ ナ ル よ 
り も バイ ト 数 が 増え る 。 こ れ は バッ クア ッ プ 情報 が 付加 され る た め 。 

・ そ の た め 、 退 避 さ れ た ファ イル は オリ ジ ナ ル と 内 容 が 同一 で な い の で 、 そ の まま 
で は 使え な い 。 

・COPY2 で 退避 の 対象 と な る ディ スク に は 、 その 内 容 が すべ て 消さ れ た あと で 、 フ 
ァイル を 作る 。 フ ァイル を 追加 し て 退避 する こと は で き な い 。 
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つぎ の 例 は 、 約 1.5M バ イト の ファ イル NAMES.DBF を ドラ イブ B に 退避 ・ 復 帰す 
る も の 。 こ の と き は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 2 枚 必要 。 


@ 約 1.5M バ イト の NAMES.DBF の 退 避 








A\>DIR C:\DB\NAMES.DBF 回 
NAMES DBF 1599486 93-03-22 12: 08 


1 個 1599486 バイ ト の ファ イル が あり ます . 
81195008 バイ ト が 使用 可能 で す . 





AWCOPY2 C:\DB\NAMES.DBF Di 回 











COPY2 version 2.0 


1 番目 の ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か の キー を 押し て くだ さい 


2 番目 の ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か の キー を 押し て くだ さい 


ファ イル の 退避 が 終了 し まし た 











この 2 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ C、 D に 入れ て 、 ディ レク トリ を と っ て み 


た 。 同じ ファ イル 名 で 、 フ ァイル が 2 つ に わけ られ て バッ クア ッ プ され て いる の が わ 
か る 。 
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退避 し た ファ イル の 人 確認 








A\>DIR DI 紹 











ドラ イブ D: の ボリ ュー ムラ ベル は あり ませ ん . 
ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は 3B16-13CE 
ディ レク トリ は D*\ 


NAMES DBF 1245184 93-03-22 12: 08 
1 個 1245184 バイ ト の ファ イル が あり ます . 
4096 バイ ト が 使用 可能 で す . 


Ai\>DIR E 回 


ドラ イブ E: の ボリ ュー ムラ ベル は あり ませ ん . 
ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は 0316-13D0 
ディ レク トリ は E'\ 


NAMES DBF 354304 93-03-22 12:08 
1 個 354304 バイ ト の ファ イル が あり ます . 
694976 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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つぎ の 例 は 、 NAMES.JDBF を ハー ド デ ィ スク に 書き 戻し た も の 。 こ の と き 最 後に / 
R (Restore) を つけ る の を 忘れ な いよ うに 。 


ファ イル NAMES.DBF の 書き 戻し 








A:\>COPY2 D:NAMES.DBF C: /R 回 
COPY2 Version 2.0 


1 番目 の ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か の キー を 押し て くだ さい 


2 番目 の ディ スク を ドラ イブ D: に 挿入 し 
どれ か の キー を 押し て くだ さい 





ファ イル の 復帰 が 終了 し まし た 











な お 、PC-9800 シ リー ズ 用 以外 の MS-DOS に は COPY2 コ マン ド が な い の で 、 つ ぎ 
に 述べ る BACKUP コ マン ド と RESTORE コ マン ド を 使え ば 大 き な フ ァイル の バッ 
クア ッ プ ・ リ スト ア が で きる 。 
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BACKUP 


バハ ー ド ディ スク 全体 の バッ クア ッ プ を と る 





COPY2 は 、1 つの ファ イル を 対象 と し た コマ ンド だ が 、BACKUP は 主 に ハー ド デ 
ィ ス ク 全 体 を 対象 と する 。 が 、 フ ァイル 単位 や ディ レク トリ 単位 で も ファ イル の バッ 
クア ッ プ ・ リ スト ア が 可能 。 


ハー ド デ ィ スク 全体 の バッ クア ッ プ 


| 。 開 


ハー ド デ ィ スク 全体 
を 退避 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
ハー ド デ ィ スク 


サブ ディ レク トリ 単位 で の バッ クア ッ プ 





PERSONAL 


BUSINESS 





サ プ デ ィ レ クト リ 単 位 
で の 退避 
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ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク に バッ クア ッ プ する と き の 使 い 方 は 、 つ ぎ 


の と お り 。 


BACKUP ハー ド デ ィ スク : ファ イル 指定 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 機能 オプ ショ ン 


機能 オプ ショ ン 指 定 は 、 プ と アル ファ ベッ ト 1 文字 を 使う (覚え や すい よう に 、 頭 文 
字 の フル ・ ス ペル と その 意味 も 説明 し て いる )。 


⑮BACKUP コ マン ド の 機能 オプ ショ ン 





/S :Sub-directory 
(サブ ディ レク トリ ) 


サブ プ デ ィ レ クト リ も コピ ー す る 





/M :Modified 
(修正 ・ 変 更 さ れ た ) 


還 前 回 の バッ クア ッ プ 以降 に 変更 の あっ た ファ イル だ け を コピ 


ー す る 





/A :Add (追加 する ) 


すでに ある パッ クア ッ プ を 削除 し な いで 追加 する 





/P :Pack (詰め 込む ) 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入る だ けい っ ぱい に 詰 
DOS3.3 の み ) 


込む (MS- 





/F :Format 
(フォ ー マ ッ ト ) 





受け 側 デ ィ ス ク が 未 フ ォ ー マ ッ ト の 場合 フォ ー マ ッ ト を 行う 
(MS-D0S5.0 の み ) 





/D :Date (日 付け ) 


指定 日 より あと に 作ら れ た ファ イル だ け を コピ ー す る 





/T :Time (時 刻 ) 


| 指定 時 間 よ りあ と に 作ら れ た ファ イル だ け を コピ ー す る 





/L :Log (記録 、 日 誌 ) 


複写 し た ファ イル 名 の 一 覧 ファ イル が 作ら れる (いわ ば 、 バ 
ッ ク ア ッ プ 記録 で ファ イル が 指定 で きる )。 指 定 し な いと 、 
BACKUP.LOG と いう ファ イル 名 で 記録 ファ イル が 作ら れる 
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オプ ショ ン 機 能 が いろ いろ ある が 、 普 通 つ ぎの よう に 使う 。 


⑮ ハ ー ド ディ スク A の ルー トディ レク トリ の ファ イル を すべ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク C に バッ クア 
ッ プ する 








| ABACKUP A: Ca 

















⑱ ハ ー ド ディ スク A か ら フ ロッ ピー ディ スク C に 、 ハ ー ド ディ スク 全体 の ファ イル を すべ て バッ 
クア ッ プ する 








| A\>BACKUP Ai C:/S | 





⑮ ハ ー ド ディ スク A か ら フ ロッ ピー ディ スク C に 、 サ ブ デ ィ レ クト リ (BAT) の も と の ファ イル を 
すべ て バッ クア ッ プ する 








A:\>BACKUP \BAT Ci 回 | 








⑤ バ ハード ディ スク A か ら フ ロッ ピー ディ スク C に 、 サ ブ デ ィ レ クト リ (BAT〉) の も と の ファ イル で 
前 回 の バッ クア ッ プ 以降 に 変更 ・ 追 加 さ れ た ファ イル を すべ て バッ クア ッ プ する 








ABACKUP \BAT C:/M/ASi 

















(/A を つけ な いと 、C の ファ イル は すべ て 消さ れ て 、 あ ら た に ファ イル が バッ クア ッ 
プ さ れる の で 要 注 意 ) 
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つぎ の 例 は 、 ハ ー ド ディ スク A か ら フ ロッ ピー ディ スク C に 、 ハ ー ド ディ スク の ルー 
トディ レク トリ の ファ イル を バッ クア ッ プ する も の 。 


⑮ ハ ー ド ディ スク の ルー トディ レク トリ の ファ イル を バッ クア ッ プ 





A:\>BACKUP A:\ C 可 





バッ クア ッ プ ディ スク 01 を ドラ イブ C: に 挿入 し て くだ さい . 


警告 ! 
受け 側 ド ライ ブ C: に お いて , ルー トディ レク トリ の 下 は すべ て 消去 され ます . 
準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい . . . 


*** ファ イル を ドラ イブ C: に バッ クア ッ プ し ます . *** 


ディ スク 番号 : 01 
\CONFIG.SYS 
\AUTOEXEC.BAT 
\CONFIG.BAK 
\AUTOEXEC.BAK 
\ATOK7L.DIC 
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BACKUP コ マン ド は 、COMMAND.COM と シス テム ファ イル IO.SYS と MSDOS. 


SYS は バッ クア ッ プ し な いこ と に 注目 。 今 度 は 、 ハ ー ド ディ スク A か ら フ ロッ ピー ディ 
スク C に 、 サ プ デ ィ レ クト リ <BAT> の も と の ファ イル を バッ クア ッ プ し て みる 。 


サブ ディ レク トリ (BAT〉) の も と の ファ イル を バッ クア ッ プ 








A:\>BACKUP \BAT C 沿 ーBAT 内 の ファ イル を バッ クア ッ プ 


リリ アップ ディス ク 0| を ドラ イデ (0. に 擦 入 し て くだ さい . 
警告 ! 

受け 側 ド ライ ブ C: に お いて ,。 ルー トディ レク トリ の 下 は すべ て 消去 され ます . 
準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい 

+*! ファ イル を ドラ イブ (C: に パッ クア ッ プ し ます ・ い 
ディ スク 番号 : 01 

\BAT\FDEL.BAT 

\BAT\BU.BAT 

\BAT\FCOPY.BAT 

\BAT\APO.BAT 

\BAT\JDA.BAT 

\BAT\123.BAT 











バッ ンク アッ ファ イル は その まま で は 使 包 な い 

MS-DOS3.3 の BACKUP コ マン ド で 作ら れ た バッ クア ッ プ ファ イル は 、 オ リ ジ ナ 
ル と 同じ で は な い 。 バッ クア ッ プ の 記録 の た め に 情報 が 追加 され て いる (COPY2 と 同 
じ )。 その た め 、 バ ッ ク ア ッ プ ファ イル は その まま で は 使え な く て 、 RESTORE コ マン 
ド で 書き 戻す 必要 が ある 。MS-DOS5.0 で は バッ クア ッ プ ファ イル は オリ ジ ナ ル と ま 
っ た く 同 じ 内 容 だ が 、 フ ァイル 名 が BACKUP.XXX と な る (RESTORE の /D オ プシ 
ョ ン で ファ イル 名 を 表示 で きる )。 

この 点 が COPY お よび XCOPY と 異な る と ころ 。 バ パ バックアップ し た ファ イル を その 
まま 使い た いな ら ば 、COPY か XCOPY を 使う こと を 勧め る 。 

BACKUP コ マン ド も 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入り 切れ な い フ ァイル 和 群 を バッ 
クア ッ プ する と き に 使う 。 


490 一 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 


幸 EE EE ーー ーー EE 


RESTORE 


バッ クア ッ プ を ハー ド デ ィ スク に 戻す 






BACKUP コ マン ド で バッ クア ッ プ し た も の は 、 必ず RESTORE コ マン ド で リス ト 
ア し な けれ ば な ら な い 。 こ の 2 つ は 対 に な っ て いる 。 


使い 方 は 


RESTORE フロ ッ ピ ビー ディスク : ファ イル 指定 ハー ド デ ィ スク 機能 オプ ショ ン 


機能 オプ ショ ン 指 定 は 、/ と アル ファ ベッ ト 1 文字 を 使う 。 覚え や すい よう に 、 頭 文 
字 の フル ・ ス ペル と その 意味 も 含め て 解説 し て お く 。 


RESTORE コ マン ド の 機能 オプ ショ ン 





/S:Sub-directory 
( サ プ デ ィ レ クト リ ) 


サ プ デ ィ レ クト リ も 書き 戻す 





/P:Prompt (確認 ) 


読み 出し 専用 ファ イル に 書き 戻す か の 確認 を 求め る 





/B:Before (前 ) 


指定 日 より 前 に 変更 され た ファ イル を 書き 戻す 





/A:After ( 後 ) 


指定 日 より 後に 変更 され た ファ イル を 書き 戻す 





/E:Ever (これ まで に ) 


指定 時 刻 よ り 前 に 変更 され た ファ イル を 書き 戻す 





/L:Later (より 後 ) 


目 定 
指定 時 刻 よ り 後 に 変更 され た ファ イル を 書き 戻す 











/M:Modified 前 回 の バッ クア ッ プ より 後 で 変更 され た ファ イル だ け を 書き 
(修正 ・ 変 更 さ れ た ) 戻す 
/N:No (無い ) ハー ド デ ィ スク に 存在 し な い フ ァイル だ け を 書き 戻す 

| 
/D:Display バッ クア ッ プ され た ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 する (表示 だ け 
(表示 する ) で 書き 戻し は し な い : MS-DOS5.0 の み ) 
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これ も いろ いろ な オプ ショ ン 機 能 が ある が 、 通 常 使 う の は つぎ の よう な 例 。 


⑱ ハ ー ド ディ スク A に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク C か ら ル ー ト ディ レク トリ の ファ イル を リス ト ア する 
| ARESTORE C: A:/P 回 | 











⑱ ハ ー ド ディ スク A に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク C か ら ハ ー ド ディ スク 全体 の 内 容 を リス ト ア する 
| ARESOTHE C: A/S/P 

















谷 





⑮ ハ ー ド ディ スク A に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク C か ら サ ブ デ ィ レ クト リ (BAT〉) の も と の ファ イル を 
すべ て リス ト ア する 








人 











| kBACKUP C: \BA 








は じ め の 2 つの 例 で 、 最後 に /P を つけ る と 、 読み出し 専用 の ファ イル で 同じ ファ イ 
ル 名 が あっ た と き に ファ イル を 入れ 替え る か 、 も と の まま に し て お く か の 警告 と 確認 
の メッ セー ジ が 表示 され る 。 ここ で 、 入 れ 替 える 場合 に は [Y]、 入 れ 替 えな い 場合 は [N] 
を 入力 する 。 

CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT な どの ファ イル は 、 現 在 使っ て いる ほう が 新 
し い ほ うな の で 、 |N] で 入れ 替え を な いよ うに する と よい 。 な お 、 読み 出し 専用 に する に 
は つぎ の よう に する 。 











A:\>ATTRIB +R CONFIG.SYSsi | 
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つぎ の 例 は 、 さ き ほ ど バ ッ ク ア ッ プ し た ルー トディ レク トリ の ファ イル を リス ト ア 
する も の 。 


ルー トディ レク トリ の ファ イル を リス ト ア 





A\>RESTORE C: A 洋 


バッ クア ッ プ ディ スク 01 を ドラ イブ C: に 挿入 し て くだ さい . 
準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい . . . 


x+* ファ イル は , 1993-03-22 に バッ クア ッ プ され まし た . *** 


***・ ファ イル を ドラ イブ C: か ら リ スト ア し ます . *** 


ディ スク 番号 : 01 
\CONFIG.SYS 
\AUTOEXEC.BAT 
\CONFIG.BAK 
\AUTOEXEC.BAK 
\ATOK7L.DIC 
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つぎ の 例 は 、 き さきほど サブ ディ レク トリ <BAT> の ファ イル を バッ クア ッ プ し て いた 
も の を リス ト ア する も の 。 


サブ ディ レク トリ (BAT) の ファ イル を リス ト ア 





Ai\>RESTORE C: A:\BAT 回 “ーBAT に ファ イル を 書き 戻す 


バ パック アッ プ デ ィ ス ク 01 を ドラ イブ C: に 挿入 し て くだ さい . 
準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい . 


*** ファ イル は , 1993-6-24 に バッ クア ッ プ され まし た . ・ ぃ ・* 


*x* ファ イル を ドラ イブ C: か ら リ スト ア し ます . **: 
ディ スク 番号 : 01 
\BAT\FDEL.BAT 
\BAT\BU.BAT 
\BAT\FCOPY.BAT 
\BAT\AP0O.BAT 
\BAT\JDA.BAT 
\BAT\123.BAT 
\BAT\WORD.BAT 
\BAT\CRD.BAT 
\BAT\QE.BAT 











494 一 第 3 部 ⑯ こ うし て 活用 し よう 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に バッ クア ッ プ を と る と き の 注 意 
・20M や 40M も ある 内 容 を すべ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 移す に は 手間 暇 が か か る し 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク も 数 十 枚 必 要 に な る の で 、 そ の 体制 を 整え て か ら 始め る 。 次 に 


1.2M バ イト タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で の 必要 枚数 を 示す の で 目安 に する と い 
い 。 








ハー ド デ ィ スク の 容量 の ピー ディ スク の 枚数 











IO0M パ イト 9 
20M バ イト 18 
30M バ イト 27 
40M バ イト | 35 





・ い ちい ち フ ロッ ピー ディ スク を 差し 替え を な いと いけ な い の で 、 フ ロッ ピー ディ スク 
に は ラベ ル を 貼っ て お き 、 デ ィ ス ク に 番号 を つけ て お く 。 そ れ で バッ クア ッ プ を と 
っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 管理 を する 。 

・ フ ロッ ピー ディ スク の ファ イル は すべ て 消去 され る の で 、 必 要 な デー タ が 入っ た も 
の は 使わ な い 。 も し 、 追加 し て ファ イル を バッ クア ッ プ する に は 、 


A:\>BACKUP A: C:/S/A 加 
(ハー ド デ ィ スク A か ら フ ロッ ピー ディ スク C へ の 場合 ) 





と 最後 に /A (Add: 追 加 す る の 意 ) を つけ る 。 


新規 作成 ・ 更 新 し ん た ファ イル だ け の バッ クア ッ プ 


ee 

オー ル バ ッ クア ッ プ お よび 部 分 バッ クア ッ プ を し た な ら 、 あ と は 新規 作成 ・ 更 新 し 
た ファ イル だ け を バッ クア ッ プ すれ ば よい 。 手間 暇 が か か ら な く て よい 。 こ の バッ ク 
アッ プ の 方 法 を 


イン クリ メン タル ・ バ パ バックアップ 


と いう 。 
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イン クリ メン タル Gncremental) と は 「 増 分 の 、 増加 の ] と いう こと で 、「 増 や し 
て いく も の 」| を 表わす 。 つ まり 既存 の バッ クア ッ プ ファ イル に 追加 し て バッ クア ッ プ 
を と る の で ある 。 

その 方 法 は 、 た と えば バッ チ フ ァイル の サブ ディ レク トリ <BAT> の 場合 は 





A:\>BACKUP BAT C: /ME 











と 最後 に /M (Modified: 修 正 き れ た の 意 ) を つけ る 。 
な お 、 く BAT> に ある ファ イル の 合計 の 容量 が 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入る と き 
は 、 次 の よう に し て も よい 。 





A:\>XCOPY _A:\BAT C: /ME 











私 は ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ A と B の イン クリ メン タル ・ バ ッ ク ア ッ プ を 次 の バ 
ッ チ ファ イル を 実行 し て と っ て いる (バッ クア ッ プ ・ ド ライ ブ は E の サ プ デ ィ レ クト リ 
く HDD_A> と <HDD_B> で 媒体 は MO ディ スク )。 





ーーーー BA.BAT --- 
HDD BACKUP 

CD E:\HDD_A 

XCOPY A: E:/M/S 

CD E:\HDD_B 

XCOPY B: E:/M/S 

CD E\ 














また 、 つ ぎの よう に 日 付 で ファ イル を 選択 する こと も で きる が 、 毎 日 バッ クア ッ プ 
を と る 習慣 を つけ て お け ば 、 使 わな い 機 能 だ 。 


1994 年 10 月 18 日 以降 に 新規 作成 ・ 更 新 し た ファ イル だ け を バッ クア ッ プ 








人 





AXCOPY A: C: /D:94-10-18 

















496 一 一 一 第 3 部 こう し て 活用 し よう 


| バッ クア ッ プ の と り 方 と 
| 書 き 戻し 方 の まとめ 


ここ で 、COPY、XCOPY、COPY2、BACKUP を どん な と き に 使え を ば いい か を ま 
と め て みよ う 。 





・ 小 さ な フ ァイル や バッ クア ッ プ し た ファ イル を 使い た いな ら ば COPY か XCOPY 

・ 大 き な フ ァイル で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 枚 に 入り 切ら な いも の は COPY2 

・ た くさ ん の ファ イル 群 が あ り フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 に 入り 切ら な いも の は 
BACKUP 

・ 日 付け や 時 間 な ど を 指定 し て 細か く バ パ バックアップ し た いな ら ば BACKUP か 
XCOPY 


つぎ に ハー ド デ ィ スク を どん な ふう に バッ クア ッ プ し 、 も と に 戻し た ら よ いか ま と 
め て みた (ハー ド デ ィ スク が A で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が CO)。 


⑮ ハ ー ド ディ スク 全体 








バッ クア ッ プ Ai や BACKUP Ai C:/SEi 
リス ト ア A:\>RESTORE C: A:/S/P 














因 














⑮ ル ー ト ディ レク トリ の ファ イル 全部 








バッ クア ッ プ A: や >COPY *.*』 C 回 
リス ト ア Ai\COPY Cr * A 人 回 




















回 





バッ クア ッ プ A:\>XCOPY Ai C: 
リス ト ア A:\XCOPY C: Ai 











色 





バッ クア ッ プ ABACKUP A: Ci 回 
リス ト ア ARESTORE C: A:/Pa 














色 
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⑮⑤ ル ー ト ディ レク トリ の 新規 作成 ・ 更 新 フ ァイル 








バッ クア ッ プ A: や >BACKUP A: C:/ME 
リス ト ア A:\>RESTORE C: A:/MEi 





























⑮ サ ブ デ ィ レ クト リ 〈BAT) 内 の ファ イル 全部 








バッ クア ッ プ A: や COPY BAT C:\BATg 
リス ト ア Ai\>COPY C:\BAT AIBA 














因 











バッ クア ッ プ Ai や XCOPY BAT C:\BATJ 
リス ト ア A:\XCOPY C:\BAT A:BAT 











和 


バッ クア ッ プ A: や BACKUP \BAT B: 回 
リストア A:\ や RESTORE B: \BAT 

















サブ ディ レク トリ 〈BAT7〉 内 の 新規 作成 ・ 更 新 フ ァイル 








バッ クア ッ プ Ai や >XCOPY BAT C:\BAT /M 回 
リス ト ア Ai\XCOPY C:\BAT A:BAT /MEi 























⑮ 大 き な フ ァイル LIST.DBF の 場合 





バッ クア ッ プ Ai や COPY2 \DAT\LIST.DBF B: 回 
リス ト ア Ai\>COPY2 C:LIST.DBF ADAT /R 
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バッ クア ッ プ の 心得 集 
・ バ ッ ク ア ッ プ は 毎日 と ろう 
・ バ ッ ク ア ッ プ の 手順 





① オ ー ル バッ クア ッ プ を と る 

② ル ー ト ディ レク トリ の バッ クア ッ プ を と る 

⑬ サ プ ブ デ ィ レ クト リ 単 位 で バッ クア ッ プ を と る 

(《④ あ と は 毎日 、 更 新 し た ファ イル だ け を バッ クア ッ プ する 











・ バ ッ ク ア ッ プ 専用 の 媒体 を 用 意 し て お き そ の な か に バッ クア ッ プ の バッ チ フ ァイル 
を 入れ て お く 

・ 大 容量 の ハー ド デ ィ スク は 領域 を 2 つ に 分 割 し て 使う 。 片 方 を ベー ス に し て 他方 の 
バッ クア ッ プ と リス ト ア が で きる し 、 万 一 クラ ッシュ し て も 被害 が 半分 で すむ 場合 
が ある 

・ バ ッ ク ア ッ プ ファ イル は その まま で は 使え な い の で 、 フ ァイル 単体 の 内 容 を みた り 
使っ た り し た いな ら ば 、XCOPY で バッ クア ッ プ を と る の が よい 。 あ る 特定 の ファ イ 
ル が 必要 な と き に すぐ 取り出せ る 。BACKUP で バッ クア ッ プ し た ファ イル は 
RESTORE で ハー ド デ ィ スク に 戻し て か ら で な いと 使え な い 
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E 上 ) 』 
ハー ドッ ィ ス ク の 
効率 利用 





ハー ド デ ィ スク が 大 容量 だ か ら と いっ て 、 

むやみ に た くさ ん の ファ イル を 作っ て いた の で は 、 

使え な い 領域 や 無駄 な 領域 も ご ん ご どん 増え る こと に な る 。 
そし て 、 や た ら と ファ イル の 作成 ・ 削 除 を 繰り 返し て いる こ 
ディ スク の アク セス が 遅く な っ た り も する 。 

どう し て そう な る の か 、 そ の 理由 を 、 

この 章 で は 解明 し 、 ハ ー ド ディ スク の 領域 を 

効率 よく 利用 する ノウ ハウ を 紹介 する 。 





ディ スク は 


どう 区 分 けさ れ て いる か 


AU 、 te 











ここ で は 、 MS-DOS で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構造 が どう な っ て お り 、 デ ィ ス ク と 
ファ イル に 対し て どう いう 管理 が な され て いる か を 解説 する 。 こ れ に より 、 フ ァイル 
の 記録 の され か た が わか る だ ろう 。 な お 、 例 と し て わか りや すい よう に 1M バ イト ・ タ 
イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り あげ る が 、 ハ ー ド ディ スク で は 、 こ れ が も っ と 細か 
く 分割 き れ て いる と 考え る こと 。 


ディ スク の 構造 


MS-DOS で 1M バ イト ・ タ イプ の の フロッピー ディスク を フォ ー マ ッ ト す る と 、 つ ぎ 
の よう に な る 。 





人 フロッピー ディ スク の 構造 


トラ ッ ク 76、 サ イド 0 
トラ ッ ク 0、 サ イド 0 


Al 1 T 識 
中 導 トレー トラック 1、 サ イ F1 


トラ ッ ク 75、 サ イド 1 





サイ ド 1 ! 
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ここ で 使わ れ て いる 用 語 の 意味 は 、 つ ぎの と お り 。 


@⑱ ト ラッ ク (Track : 走路 、 円 周 ) 

ある 幅 を も っ た 円 周 の こと で 、 ト ラッ ク は デイ スク の 同心 円 状 に 区 切ら れ て お り 、 
外周 か ら 中 心 に 向かっ て 、 ト ラッ ク 0 、 ト ラッ ク 1 、 ト ラッ ク 2 .., と な っ て いる 。 陸 
上 競技 の トラ ッ ク と 同じ 意味 。 ハ ー ド ディ スク で は シリ ンダ と いう 用 語 を 使う 。 


信 セ クタ (Sector : 扇形 ) 
デイ スク の 中 心から 外周 に 向かっ て 、 扇 形 に 区 切ら れ て いる 部 分 を セク タ と いう 。 
セク タ は 、 右 に 向かっ て セク タ 1 、 セ クタ 2 … と な っ て いる 。 


@⑯ サ イド (Side : 面 ) 
ディ スク の 面 の こと で 、 表 と 裏 を 意味 する 。 ラ ベル が 貼っ て ある 面 が 裏 で サイ ド 1 。 
その 反対 面 が 表 で サイ ド 0 と いう 。 


ディ スク の 記録 密度 に もち よる が 、 こ の トラ ッ ク と セク タ の 数 に より 、1 面 に 記録 で 
きる 最小 の 単位 と 容量 が 決ま る 。 トラック と セク タ に より 区 切ら れ た 部 分 が 、 ト ラッ 
ク 0 の セク タ 1] と いう よう に 指定 ・ 特 定 で き 、 記録 する 位置 が 明確 に 決ま る わけ だ 。 

この トラ ッ ク と セク タ の 数 や 1 つの セク タ に どれ だ け の バイ ト 数 が 記録 で きる か に 
よっ て 、 デ ィ ス ク 1 枚 の 全体 の 記憶 容量 が 決ま る 。 

MS-DOS で は 、1M バ イト ・ タ イプ の ディ スク は 、 つ ぎの よう な 数 に な る 。 


・77 ト ラッ ク (0-76) 
・2 サ イド (0-1) 
・1 ト ラッ ク 8 セ クタ 
・1 セク タ 1024 バ イト 
その た め 全 容量 を 計算 する と 、 つ ぎの よう に な る 。 


77xX2x8X1024=1,261,568 ( 約 1.2M バ イト ) 
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ある ハー ド デ ィ スク (240M バ イト ) の 例 を あげ る と 、 つ ぎの よう に な っ て いる 。 


・1872 ト ラッ ク (シリ ンダ ) 
・4 面 
・1 ト ラッ ク 64 セ クタ 
・1 セク タ 512 バ イト 
その た め 、 全 容量 を 計算 する と つぎ の よう に な る 。 


1872X 4 X64X512=245,366,784 ( 約 245M バ イト ) 


⑯240M バ イト の ハー ド デ ィ スク の 構造 


トラ ッ ク 1871 
トラ ッ ク 1872 
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ファ イル の 管理 


ディ スク 上 に は 、 フ ァイル その も の の 内 容 を 記録 する デー タ 領 域 と 、 フ ァイル の 読 
み 書 き を 管理 する た め の デ ィ レ クト リ 領 域 と ファ イル 配置 情報 領域 が ある 。 

ディ スク の ファ イル 管理 は 、 デ ィ レ クト リ と ファ イル 配置 情報 一 覧 表 (FAT : ファ ッ 
ト : File Allocation Table) の 情報 を も と に 行わ れ て いる 。 

これ ら の 情報 は 、 デ ィ ス ク 上 で は つぎ の 位置 に ある 。 


ファ イル 情報 の 位置 


シス テム ディ スク 


MSDOS.SYS 


COMMAND.COM 
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ディ レク トリ (Directory : 名 簿 、 登 録 簿 ) 
これ に は 、 1 つの ファ イル に 関し て つぎ の 情報 が 記録 きれ て いる 。 


・ フ ァイル 名 (ファ イル 名 と 拡張 子 ) 

・ フ ァイル 属性 (読み だ し 専用 な ど フ ァイル の 性 質 ) 

・ フ ァイル 作成 日 (DATE コ マン ド で 設定 され た 日 付 ) 

・ フ ァイル 作成 時 刻 (TIME コ マン ド で 設定 され た 時 刻 ) 

・ ク ラス タ 番 号 (ファ イル が 記録 され て いる 最初 の セク タ 番 号 ) 
・ フ ァイル サイ ズ (バイ ト 数 で の 大 き さ ) 


DIR コ マン ド が 実行 きれ る と 、 こ の ディ レク トリ 部 が 参照 され 、 フ ァイル 名 、 フ ァ イ 
ル サ イ ズ 、 フ ァイル 作成 日 、 フ ァイル 作成 時 刻 が 表示 され る わけ だ 。 


ファ イル 配置 情報 一 覧 表 (FAT:File Allocation Table) 


これ に は 、 つ ぎの 情報 が 記録 きれ て いる 。 


・ フ ァイル や サブ ディ レク トリ が ディ スク の どの 位置 (どの セク タ ) に 記録 され 
て いる か 。 

・ そ れ が 、 ど の セク タ に また が っ て いる か (セク タ の 連結 状態 ) 

・ デ ー タ が な に も 書か れ て いな い 位 置 (空き セク タ ) 

・ デ ー タ の 読み 書き が で き な い 位置 (不良 セク タ ) 


ファ イル の 内 容 を 表示 する TYPE コ マン ド が 実行 され る と 、 まず ディ レク トリ 部 が 
参照 され 、 そ の ファ イル が 存在 する か を 調べ る 。 そ れ が 見 つか れ ば 、 ク ラス タ 番 号 を 
も と に ファ イル が 記録 され て いる 最初 の セク タ 番 号 を 得 て 、 そ こ か ら 記 録 き れ て いる 
内 容 を 表示 する 。 

そし て 、 そ の ファ イル が いく つも の セク タ に わた っ て 記録 きれ て いる 場合 は 、 FAT 
の セク タ の 連結 状態 を 調べ 、 順 を 追っ て 最後 まで その 内 容 を 表示 する こと に な る 。 
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ファ イル の 記録 の され か た 


es 

1M バ イト ・ タ イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は 、 1 つの ファ イル は 1K バ イト 単位 で 記 
録 き れる 。SCSI/IDE ハ ー ド ディ スク で は 11-64M バ イト の 領域 で は 、2K バ イト 、 
65-128M バ イト の 領域 で は 、4K バ イト の 単位 に な る 。 

これ は 、 デ ィ ス ク の 読み 書き の と き に こま か い 単 位 で 行う と それ だ け 時 間 が か か る 
た めで 、 あ る 程度 まとめ て 読み 書き し て いる か ら 。 こ の まとめ た 読み 書き の 単位 を ク 
ラス タ (cluster : ぶ と うな どの ふさ 、 和 群れ 、 集 団 の 意味 ) と いう 。 

次 の 表 は 、SASI と SCSI で の 標準 フォ ー マ ッ トン ノ 拡 張 フ ォ ー マ ッ で 容量 を 確保 し た 
場合 、 そ れ に 対す る クラ スタ サイ ズ を 比較 し た も の 。 


SASI で の フォ ー マ ッ ト に よる 容量 と クラ スタ サイ ズ (MS-DOS3.3/5.0) 





























ワ フォーマット 確保 容量 クジ 2 00 
標準 20M バ イト 8K バ イト 
拡張 1 て 5M バ イト 2K バ イト 
6 CI5M バ イト 4K バ イト 
16 て 30M バ イト 8K バ イト 
| 3! て 40M バ パイ ト I6K バ イト 





SCSI/IDE で の フォ ー マ ッ ト に よる 容量 と クラ スタ サイ ズ (MS-DOS3.3 ま で ) 

















LM 確保 容量 | ラス 外れ ズ 
拡張 1 > 5M バ イト 2K バ イト 
6 て 10M バ イト 4K バ イト 
日 て 64M バ イ 2K バ イト 
65 て 128M バ イト 4K バ イト 
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⑱SCSI/IDE で の フォ ー マ ッ ト に よる 容量 と クラ スタ サイ ズ (MS-DOS5.0A) 


且 MWW 科 MK | 確保 容量 グラ イズ 
拡張 128 て 255M バ イト 4K バ イト 























256->51IM バ イト 8K バ イト 
512 て 1023M バ イト I6K バ イト 
1024 て 2047M バ イト | 32K バ イト 





SASI で の 拡張 フォ ー マ ッ ト で 、15M バ イト 、30M バ イト 、40M バ イト の 3 つの 領域 
で 、1K バ イト の ファ イル を 作っ た と し よう 。 そ れ ぞ れつ ぎの よう に 記録 され る 。 


⑮1K バ イト の ファ イル を 作っ た 場合 





7K が 余っ て いる 


40M バ イト 
の 領域 


晶 514ele|7 elshollglellglel esx=eo 


15K が 余っ て いる 





15M バ イト の 領域 で は 3K バ イト 、3040M バ イト の 領域 で は 7K バ イト 余っ て いる が 
40M バ イト の 領域 で は 、 な ん と 15K バ イト も 無駄 に な る 。 小 さい ファ イル な ら 1 クラ ス 
タ が 4K バ イト の ほう が 効率 は よい 。 
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つぎ に 、10K バ イト の ファ イル を 作る と し よう 。 


10K バ イト の ファ イル を 作っ た 場合 


司 M イ ト em 
の 領域 上 


(EK ) 













(1 クラ スタ 目 ) 


(2 クラ スタ 目 ) 


EEE 





(スタ) イク ラス タ 使 っ て 6K 余 っ て いる 


15M バ イト の 領域 で は 3 クラ スタ を 使っ て いる が 、 あ まり は 2K バ イト 。 30M と 40M 
バイ ト の 領域 で は 6K バ イト が あま っ て いる 。 


と こう し て ファ イル を た くさ ん 作っ て いく と 、 実 際 に デー タ が 記憶 され て いな い 無 駄 
な 領域 も 増え て いく こと に な る 。 そ こ で な る べく 無駄 な 領域 が な く な る よう に と いう 
こと で SCSL/IDE で は クラ スタ サイ ズ が 2--4K バ イト に な っ て いる 。 それで も 1K バ 
イト 以下 の 小さ な ファ イル を た くさ ん 作る と 無駄 な 領域 は 生じ る も の で 、 そ れ を どう 
少な くす る か が ポイ ント に な る 。 

また 、SCSL/IDE で も 256M バ イト 以上 の 大 容量 を 確保 お れ ば 、 ク ラス タ サ イズ が 
8 、16、32K バ イト と 大 きく な り 、SASI の よう に 無駄 な 領域 が 増え て くる 。 
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バハ ー ド ディ スク の 病 域 を 効率 よく 使う に は 


ハー ド デ ィ スク の 領域 を 効率 良く 使う た め に 、 日 常 の 操作 で で きる こと を あげ る 。 


錯 小 さい ファ イル は まとめ る 

小さ きい ファ イル が いく つも ある 場合 、 ま と め て 1 つの ファ イル に し た ほう が 効率 は 
よく な る 。 文書 ファ イル で 関連 の ある も の は 、 ま と め て 作っ て お いた り 、 バ ッ チ ファ 
イル で は 、 こ ま か い も の が 数 本 ある な ら 、 こ れ ら を メニ ュー 形式 の も の に まとめ て 1 
本 の バッ チ フ ァイル に する な ど と いう こと が 考え られ る 。 


人 不要 な ファ イル は 、 こ まめ に 削除 する 

SASI ハ ー ド ディ スク の 場合 、 た と えば 4K バ イト の 不要 な ファ イル を 削除 する と 8K 
バイ ト の 空き 領域 が で きる 。 1 つ フ ァイル を 削除 する だ け で も 空き 領域 は グー ン と 増 
える こと に な る 。 特 に 拡張 子 に BAK が つい た バッ クア ッ プ ファ イル な ど は 不要 で ある 
こと が 多い の で 削除 する と よい 。 


ハー ド デ ィ スク は 、 高 密度 で 情報 を 記録 し て いる た め 、 デ ィ ス ク に 傷 が つく な どの 
原因 で 、 あ る 人 箇所 が 読み 書き が で き な く な る こと が ある 。 こ れ を 「 不 良 セ クタ | と ぃ 
う 。 ハ ー ド ディ スク で は 普通 、 デ ィ ス ク が 固定 され フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の よう に 記録 
媒体 で ある ディ スク を 交換 する こと が で き な い の で 修復 が で きず 、 そ の まま に な る 。 

その 特性 上 、 ハ ー ド ディ スク を 長 時 間 (長期 間 ) 使う うち 、 不 良 セ クタ が 発生 する 
可能 性 が ある し 、 出 荷 時 に いく つか の 不良 セク タ が 含ま れ て いる こと も ある 。 

ハー ド デ ィ スク を 使う と き は 、 不良 セク タ が つき まとう も の だ と 考え て お こう 。 そ 
れ で も ハー ド デ ィ スク は 、 不良 セ クタ が 見 つか る と 、 そ こ に は デー タ を 書か ず 、 他 の 
正常 な セク タ (代替 セク タ と いう ) に 書く よう な 設計 に な っ て いる の で 安心 し て よい 。 

この 不良 セク タ を 調べ た いと き は 、MS-DOS で は 、 デ ィ ス ク の 検査 を 行う CHKD- 
SK コ マン ド が 用 意 き れ て いる の で 、 そ れ を 実行 する 。 
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CHKDSK で 不良 セク タ を 調べ る 











A:\>CHKDSK 回 
ディ スク HD A は 1993-9-15 16:28 に 作成 され まし た . 
20217856 バイ ト : 全 ディ スク 容量 
98304 バイ ト : 6 個 の シス テム ファ イル 
270336 バイ ト : 31 個 の ディ レク トリ 
19611648 バイ ト : 604 個 の ユー ザー ファ イル 
16384 バイ ト : スキ ッ プ セク タ 
212992 バイ ト : 使用 可能 ディ スク 容量 
655360 バイ ト : 全 メ モリ 
401168 バイ ト : 使用 可能 メモ リ 











スキ ッ プ セク タ と いう と ころ が 不良 セク タ の 容量 だ が 、 メ ー カ ー が 正常 値 と いう 数 
で 、 全 体 の 容量 か ら 不 良 の 容量 を 差し 引い て 、 実際 に 読み 書き で きる 容量 (仕様 可能 
容量 ) を マニ ュ ア ル に の せ て いる 。200M バ イト の も の で あれ ば 、 正 常 値 が 200M バ イ 
ト 前 後 で あれ ば 、 問 題 な いと 考え て よい 。 

メー カー に よっ て は 、200M バ イト の も の な ら 200M バ イト 以上 、400M バ イト の も の 
な ら 400M バ イト 以上 の 正常 値 が な けれ ば 出荷 し な いと ころ も ある し 、400~500K バ 
イト くら い の 不 良 セ クタ が あっ て も 正常 だ と みる と ころ も ある 。 
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人 WAN 


ユー ザイ リ チ ィ ソリ フト 





の 活用 








い ご 








ハー ド デ ィ スク を 使っ て いる うち に 、 先 に あげ た 自衛 手段 を 用 いて も 、 デ ィ ス ク 領 
域 に 無駄 が で きた り 、 ア クセ ス が 遅く な っ た りす る も の だ 。 

こう し た 問題 を 解決 する た め の 専 用 の ユー ティ リティ ソフ ト が 市 販 さ れ て いる 。 ハ 
ー ド ディ スク を 使い こん で くる と 、 こ うし た ユー ティ リティ を 使う の も よい 。 こ こ で 
は 、 代 表 的 な も の で 、 つ ぎの よう な 効果 が ある も の を 紹介 する 。 





・ ハ ー ド ディ スク 操作 を や さ し く 快適 に する 
・ デ ィ ス ク の 読み 書き を 速く する 

・ バ ッ ク ア ッ プ を 高速 化す る 

・ デ ィ ス ク の 容量 を 倍増 する 


ハー ド デ ィ スク 操作 を や さ し く 快適 に する に は 


ハー ド デ ィ スク を 使う と き に 、 階 層 デ ィ レ クト リ 構 造 を ビジ ュ ア ル で 表示 し 、 サ ブ 
ディ レク トリ や その も と の ファ イル の 操作 を や さ し く 棋 適 に する ユー ティ リティ が あ 
る 。 代表 的 な も の に エコ ロジ ー (マイ クロ デー タ ) が ある 

「 エ コロ ジーII| は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ <UTL> の も と に ある と すれ ば 


PATH ..…:A:\UTL 
と し て お け ば 


A:\>EC 


因 





で 起動 する 。 
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ディ レク トリ 画面 






















































































EXTDSM 
PPPEND. 





この よう に 階層 ディ レク トリ の 構造 各 デ ィ レ クト リ の も と の ファ イル 一 覧 が 一 目 
で わか る よう に な る 。 こ の ディ レク トリ 画面 で は 、 コ マン ド の 頭 文 字 1 字 を 入力 すれ 
ば 、 つ ぎの 操作 が で きる 。 


・ 対 象 と する ドラ イブ 番号 の 変更 (Log disk) 
・ デ ィ レ クト リ の 削除 (Delete) 

・ デ ィ レ クト リ の 作成 (Makedir) 

・ デ ィ レ クト リ 名 の 変更 (Rename) 

・ デ ィ レ クト リ の エディ ッ ト (Edit) 

・ デ ィ レ クト リ 構 造 の プリ ンタ 出力 (Print) 
・COMMAND.COM の 起動 (Shell) 

・ デ ィ レ クト リ の 下 の フ ァイル ベリ ファ イ (Verify) 
・ デ ィ レ クト リ の 下 の フ ァイル コピ ー(Copy) 
・ デ ィ レ クト リ の 下 の フ ァイル 検索 (Find) 

・ ユ ー テ ィ リ ティ コマ ンド (Utility) 

エコ ロジ ー 終 了 (Quit) 
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ユー ティ リティ コマ ンド を 選ぶ と 、 つ ぎの 処理 が で きる 。 


・ デ ィ ス ク の ベリ ファ イ (Verify) 

・ フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト (Format) 
・ フ ロッ ピー ディ スク の コピ ー(Copy) 

・ デ ィ ス ク の エディ ッ ト (Edit) 

・ デ ィ ス ク の 情報 (Info) 

・ ボ リュ ー ム ラベ ル の 設定 (volume) 
・FAT の エディ ッ ト (FAT) 


ディ レク トリ 画面 で す プ ディ レク トリ を どれ か カー ソル で 選ん で 、 リ ター ン キ ー を 
押す と 、 つ ぎの よう な ファ イル 画面 に な る 。 





Copuright (C) 1988 bu MICRO DRTR Ine. 





た っ | 


= を ・ ま ・ こ キー 


> か > 
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この 画面 で は 、 フ ァイル に 関し て つぎ の 処理 が で きる 。 


・ 属 性 の 変更 (Attribute) 

・ フ ァイル 名 の 変更 (Rename) 
・ フ ァイル の 修復 (Undelete) 

・ フ ァイル の エディ ッ ト (Edit) 

・ フ ァイル の 削除 (Delete) 

・ フ ァイル 内 容 の 表示 (Type) 

・ フ ァイル 転送 (Copy) 

・ 表 示 フ ァイル の ソー ト (Sort) 

・ フ ァイル の 配置 状態 (Mapping) 
・ 表 示 フ ァイル の 設定 (grOpe) 

・ 表 示 フ ァイル の プリ ンタ 出力 (Print) 
・DOS コ マン ド の 実行 (eXecute) 


この 画面 で は 、 誤 っ て 消し て し まっ た ファ イル を 復活 させ る 「 フ ァイル の 修復 ] ( 消 


し た 直後 に 実行 する 必要 が ある ) や 、 フ ァイル 名 を ソー ト す る 「 表 示 フ ァイル の ソー 
ト 」 な ど が 役に立つ 。 
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ディ スク の 読み 書き を 速く する に は 

ディ スク 上 の ファ イル は 、 ど こ に あっ て どん な ふう に 記録 きれ て いる か に よっ て 、 
読み 書き の 速度 が 違っ て くる 。 

読み 書き が 速い の は 





・FAT の 近く に ある ファ イル 
・ セ クタ が 連続 し て いる ファ イル 


で 、 遅 い の は 


・FAT の 遠く に ある ファ イル 
・ セ クタ が と びと び ( 不 連 続 ) の ファ イル 


FAT の 近く か 遠く か に よっ て ファ イル の 読み 書き が 速く な っ た り 遅 く な っ た りす る 


FAT の 近く か 遠く か に よっ て ファ イル の 
読み 書き が 速く な っ た り 遅 く な っ た りす る 
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⑩ 1 つの ファ 0 ト 運 続 ) に な つて 放 で 
連続 し た クラ スタ (速い ) 不 連続 の クラ スタ (遅い ) 
4 2 





1 


ファ イル の 作成 と 削除 を 繰り 返し て いく と 、 つ ぎの よう に ファ イル が ディ スク 上 の 
ちこ ち に 散ら ば っ て くる 。 


⑯ 不 連続 の セク タ が 散ら ば っ 


< グ 


こう いっ た 状態 の ディ スク の ファ イル を 


・FAT の 近く に も っ て くる 
・ 連 続 し た セク タ に 書き 直す 


と いっ た ファ イル の 再 配置 を する (ファ イル 配置 を 最適 化す る ) ユー ティ リティ が あ 
る 。 ノ スト ラダ ム ス (マイ クロ デー タ ) で 、 ハ ー ド ディ スク を 使っ て いて 、 読 み 書き 
の 速度 が 落ち て きた か な と 感じ る な ら ば 、 こ れ を 利用 する と よい 。 機能 と し て は 


・ 対 象 ド ライ ブ の 全 フ ァイル の 最適 化 
・ 不 連続 ファ イル の み の 最 適 化 


を する こと が で きる 。 
「 ノ スト ラダ ム ス 」| は パス 設定 が し て ある な ら 


A:\>NOS 回 
で 起動 する 。 
つぎ の 例 は 、 は じ め の ファ イル 配置 画面 か ら 、 最 適 化 実行 中 の 画面 、 最 適 化 終了 後 
の 画面 。 
ファ イル 配置 画面 
Y ノストラダムス 空 飛ぶ ジュ ー タ ン U1.15 Copvright(C) 1988 MICRO DaTR / IE&a 


《 ファ イル マッ プ 》 13 ク ラス タ (26,624 バ イト ) 単位 
ファ イル 数 553 サブ ディ レク トリ 数 37 


> 位 OoOo 還 の 則 000628006502d レノ oooooooooooooooooooooooo 
衣 罰 本 O000O0000.500G80805GG08C -Oooo-00o0-oooo・・・OOOOoOOOOOoooooo-oo 


ooooooo--ooo-oc 四 900 
ey 光夫 ーーOOO・ 久 OOO---Oo 
連続 状態 91.5x (最適 化 状態 89.@%) 電 和 状 秀 9.5x 


[o] 寺 化 ファ イル [-] 続 ファ イル 剛 不 連続 ファ イル 
[H 2 商 ] に 用 エリ ア 呈 内 





[RETURN] モ ー ド 設定 
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@ 最 適 化 実行 中 の 画面 
ノストラダムス 空 飛 ジュ ー タ ン U1.15 Copuright(C)1988 MICRO DATR ノ IE8R 


《 動作 画面 》 [ 全 フ ァイル ] モー ド ノー マル 


ドラ イブ A 9 イル 数 3 196,496 バイ ト 
ンカ 宜 * トリ 数 37 77,884 バイ ト 
55 17,196,944 バイ ト 


第 3 段階 : ディ スク 最適 化 を 行なっ て いま す . 経過 時 間 5:39 


ル 容 量 17,156,996 バイ ト 
島谷 9,881,699 バイ ト 


Sg _ 69 7 89 99g 199% 


〔SPRCE] 中 蘭 共 





@ 最 適 化 終了 後 の 画 面 


Y ノストラダムス 空 飛ぶ ジュ ー タ ン U1.15 Copuright(C)1988 MICRO DaTR / NE&R 


《 動作 画面 》 [ 全 フ ァイル ] モー ド ノー マル 
バラ イブ A し ファ イル 3 バ 
了 M 9 ジテ 2 0 9 に 
(数 553 17, 8! 944 バイ ト 


第 5 段階 : ディ スク 最適 化 を 終了 し まし た ・. 経過 時 間 13:14 


ル 容 量 17,156,996 バイ ト 
17,156,996 バイ ト 
1,297,983 バイ トノ 分 


59 _ 69 79 589 99 


[RETURN] 最 適 化 マ ッ プ 一 
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バッ クア ッ プ を 高速 化す る に は 

前 章 で みた と お り 、 ハ ー ド ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ スク に バッ クア ッ プ する の は 、 
時 間 が か か る 。 そ こ で 、 バ ッ ク ア ッ プ と リス ト ア の 時 間 を 大 幅 に 短縮 し 、 し か も ビジ 
ュ ア ル な 操作 で わか りや すく 簡単 に する ユー ティ リティ が ある 。 代表 的 な も の が オー 
シャ ノ グ ラ フィ (マイ クロ デー タ ) で 、 い わ ば 高速 バック アッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ 
だ 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク の ファ イル を 圧縮 し て バッ クア ッ プ する の で 、 フ ロッ ピー 
ディ スク の 枚数 も 少な く て すむ と いう 特徴 も ある 。 

マイ クロ デー タ の デー タ に よる と 、 MS-DOS の BACKUP コ マン ド の 実行 速度 の 約 
8 倍 で 、 20M バ イト の ハー ド デ ィ スク 全体 を 6 分 台 で 、 40M バ イ ト で は 10 分 台 で バッ 
クア ッ プ で きる と いう こと だ 。 

「 オ ー シ ャ ノ グ ラ フィ II] は それ が ある サブ ディ レク トリ の パス 設定 が な され て いれ 
ば 


A:\>OG 加 
その あと は メニ ュー 画面 で カー ソル キー で 機能 を 選択 する 。 


ムン スン 
・ リ スト ア 
・ バ ッ ク ア ッ プ し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 確認 


バッ クア ッ プ は 、 ハ ー ド ディ スク 全体 、 デ ィ レ クト リ 指 定 、 フ ァイル 指定 、 日 付け 
別 の 指定 が で き て 便利 。 
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つぎ の 例 は 、 ハ ー ド ディ スク の 全 フ ァイル を バッ クア ッ プ し て いる と ころ と リス ト 
ア (復帰 ) し て いる と ころ 。 


⑱ 全 ファ イル の バッ クア ッ プ 画面 





⑯ 全 ファ イル の リス ト ア 画面 
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バハ ー ド ディ スク の 容量 を 倍増 する に は 


ハー ド デ ィ スク は 使い は じ め は 容量 に 余裕 が あっ た と し て も 、 い つの 間 に か ファ イ 
ル で いっ ぱい に な っ て し まう も の 。 そ ん な と き に 重 室 す る の が 、 容 量 を 2 倍 に する ユ 
ー テ イリ ディ だ 。 

その 基本 的 な 働き は 、 つ ぎの と お り 。 


・ ハ ー ド ディ スク の ある 領域 に 圧縮 ドラ イブ を 作成 する 

・ 圧 縮 ド ライ ブ は C: D: の よう に 通常 の ドラ イブ と し て 使え る 
(RAM デ ィ ス ク の よう に 1 つ ド ライ ブ が 増え る ) 

・ 圧 縮 ド ライ プ に ファ イル を 作る と 自動 的 に 約 半 分 に 圧縮 され る 

・ 圧 縮 ド ライ プ の ファ イル を 読み 出す と 自動 的 に 圧縮 が 解 か れる 


た と えば 100M バ イト の ハー ド デ ィ スク で 、 そ の ほとん ど を 圧縮 ドラ イブ に すれ ば 、 
ファ イル が 約 半分 に 圧縮 され て 記録 さき れる の で 、 ユ ー ザ ー に と っ て は 約 200M バ イト 
の 容量 が ある の と 同じ に な る 。 

ユー ザー は ファ イル の 圧縮 展開 を まっ た く 意 識 し な く て 、 フ ァイル を 作成 し た り 、 
コピ ー し た り で きる の で 便利 だ 。 

だ が 、 問題 は 圧 緒 展開 を する た め 、 通 常 より 約 1.5 倍 ほど 読み 書き の 速度 が 遅く な 
る こと だ 。 そ れ で も 、 実 用 上 は た いし た 問題 で は な いし 、 キ ャ ッシュ ディ スク を 組み 
込ん で いれ ば 、 読 み 出 し は そう 遅く は な ら な い 。 

代表 的 な も の に DiskXIll (エー・ ア イ ・ ソ フト 株 式 会 社 ) が ある が 、 こ れ は ソフ ト だ 
け で 圧縮 展開 し 、 そ の 速度 も 実用 上 本 色 が な く 、 コ スト パフ ォ ー マ ンス が 高い 。 高 
速 の CPU を 使っ た パソ コン で は 圧縮 展開 し て いる の が わか ら な いく らい だ 。 
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DiskXII の し くみ は 、 つ ぎの よう に な っ て いる 。 


・ ハ ー ド ディ スク の 中 に 特別 な が ファ イル (ボリ ュー ム フ ァ イル ) を 作る 

・ ボ リュ ー ム ファ イル を 圧縮 ドラ イブ と し て 使う 

・ ボ リュ ー ム ファ イル を 1 つの ドラ イブ と し て 扱い 、 フ ァイル 書き 込み の と き に 自 
動 的 に 圧縮 し 、 読 み 出 し の と き に 自動 的 に も と に 戻す 


DiskXII の し くみ 








作成 前 0 」 
圧縮 ドラ イブ 
と し て 使用 され る 
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圧 緒 ド ライ ブ の 作成 方 法 に は 、 つ ぎの 2 種類 が ある 。 


⑱ ハ ー ド ディ スク の 空い て いる 領域 を 使う 
対象 と な る ハー ド デ ィ スク の 空き 領域 を 使っ て ボリ ュー ム フ ァ イル を 作成 し 圧縮 ド 
ライ ブ に する 。 


人 @ ハ ー ド ディ スク の ほぼ 全体 を 使う 
対象 と な る ハー ド デ ィ スク に ある ファ イル を コピ ー し な が ら 圧 縮 ド ライ ブ を 作成 す 
る 。 


@ 圧 縮 ド ライ ブ の 作成 方 法 


この 空き 領域 を 
使用 する 





作成 前 作成 後 
A ド ライ ブ A ド ライ ブ 
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起動 の た め に 必要 な 


デー タ 二 空き 領域 
作成 前 作成 後 A ド ラ 
A ド ライ ブ A ド ライ ブフ の 
(起動 時 の A ド ライ ブ ) 


圧縮 ドラ イブ は DiskXII の イン スト ー ル の あと 自動 的 に メー ティ リティ が 起動 する 
の で 、 そ こ で 作成 する こと が で きる 。 が 、 ド ライ ブ や ゃ 割り 当て の 容量 な ど を 変更 し た 
い 場 合 は 、 つ ぎの よう に し て ユー ティ リティ を 起動 する 。 


A:\>DXUT 回 
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ここ で は 、 つ ぎの よう に 作成 し た 圧 緒 ド ライ ブ を 組み 込ん で みよ う 。 


・ ド ライ プ B の 容量 が 少な が く な っ た の で 、 そ の 空き 領域 30M バ イト を 約 60M バ イト に 
増やす 
・ 圧 縮 ド ライ プ は C に 割り 当て る 








DiskXII Driver DiskXIl Ver1.00 Copyright(C) ALI.SOFTJINC. 1992 
会 社名 ・ 団 体 名 : The Access 
氏名 : E. Fujita 


Volume File B:\XDISKVOL.000 ----> Extend Drive H ・・・・ Ok 
DiSKXII Driver & Cache ・・・・ 64K bytes (EMS 4 pages) 
Drive swapper XDRV.COM Ver 1.00 Copyright(C) AI.SOFTJINC. 1992 


ドラ イブ H: を ドラ イブ C: の 位置 に 挿入 し まし た 。 











これ で 圧 緒 ド ライ ブ が 作ら れ た 。 あ と は 、 こ の ドラ イブ で 使い た い フ ァイル を 作成 
また は コピ ー す れ ば よい 。 そ し て DIR コ マン ド を 実行 し て みる と 、 つ ぎの よう に 普通 の 
ドラ イブ と まっ た く 変 わり が な い 。 
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⑯DIR コ マン ド の 実行 結果 








A:\>DIR C: 回 


ドラ イブ C: の ディ スク の ポリ ュー ムラ ベル は HDD B 0 
ディ レク トリ は C*\ 


HDD2 PEN 371265 93-03-16 16:30 
WAKA TXT 860 92-10-23 12:44 
USERS TXT 1277 92-07-15 22:43 
HDD2 ATIT 28777 93-03-18 16:30 
BAD2ADD TXT 10013 92-11-1 13:10 
COM SEE TXT 8863 92-11-14 14:33 
HDD2 FRM 1024 93-03-18 16:30 
0SAWA TXT 1019 92-12-01 6:45 
DOS USA IXT 29757 92-12-02 1:30 
DOS MAC TXT 7 92-12-49 23 が 
XMAS TXT S53 92-12-160 1.20 
OUTLINE TXT 8313 92-12-17 16:39 
HAJIMENI TXT 4673 92-2-1/ 16.9 


BTOOL TXT 694 92-18-1( 6 4 
14 個 の ファ イル が あり ます . 
62029824 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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が 、DiskXII に は MS-DOS の DIR、CHKDSK な ど と 同じ よう な コマ ン ド が 用 意 き 
れ て お り 、 圧 縮 ド ライ ブ や ファ イル の 圧縮 状態 が わか る よう に な っ て いる 。 


⑯XDIR コ マン ド の 実行 例 





Ai\>XDIR 回 





ドラ イブ C: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は HDD B 0 
ディ レク トリ は C:\ 


HDD2 PEN 371265 93-03-18 16:30 1.71 ( 60% 


WAKA TXT 860 92-10-23 12:44 8.01 ( 12% め 
USERS TXT 電 字 92r07< 折 | y 埋 8.0:1 ( 12% 
HDD2 ATT 28777 93-03-18 16:30 16:1 ( 62% 
BAD2ADD TXT 10013 92-11-11 13:10 2.71 ( 37%) 
COM SEE TXT 6863 92-11-14 14 : 33 2.01 ( 50%) 
HDD2 FRM 1024 93-03-18 16:30 8.01 ( 12% 
0SAWA TXT 1019 92-12-01 08:45 6.01 ( 12% 
DOS USA TXT 29787 92-12=02 730 1.51 (68% 
DOS MAC TXT 70f 92-12-15 23:47 6.01 ( 12%) 
XMAS TXT 563 92-12-16 14:29 8.01 (12 め 
OUTLINE TXT 6313 92-12-17 16 : 39 271 ( 37%) 
HAJIMENI TXT 4673 92-12-17 16:39 4.011 ( 25% 


BTOOL TXT 17834 92-12-17 16 : 41 2.71 ( 37%) 
14 個 の ファ イル が あり ます . 
62029824 バイ ト が 使用 可能 で す . 








表示 ファ イル 全体 の 圧縮 比 = 2.0:1 (50%) 





大 き な フ ァイル ほど 圧縮 率 が 高い の が わか る 。 こ の 例 で は ちょ うど 半分 に 圧縮 され 
て いる 。 そのため 容量 は 2 倍 に な っ た の と 同じ だ 。 こ れ は 、 つ ぎの コマ ンド を 実行 し 
て みる と わか る 。 
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⑯XCHKDSK コ マン ド の 実行 例 


Ri\>XCHKDSK C: 
ディ スク HDD_B_9 は 1993-93-19 17:91 に 作成 され まし た . 


B:*DISKUOL.099 
31336448 バイ ト 
9 バイ ト ( 
31336448 9 ト (109. 
4996 バイ ト 


了 2 





圧 緒 ド ライ ブ を 使う 上 で の 注意 事項 を あげ て お く 。 


・MS-DOS の 起動 に 必要 な ファ イル (COMMAND.COM な ど ) は 圧縮 ドラ イブ に 
入れ て は いけ な い 

・ 圧 縮 ド ライ ブ が 破損 し た 場合 は 復旧 で き な い (その な か の すべ て の ファ イル が 読 
み 出 せな く な る ) 


な お 、 こ こ で 紹介 し た ユー ティ リティ ソフ ト の 他 に 、 高 速 リ ブー ト や 読み 書き 速度 
測定 な ど 、 ハ ー ド ディ スク で 使う と 便利 な も の が ある の で 付録 を 参照 の こと 。 
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。 
WMN ド ディ 直 ク 


活用 ヒン ト 集 





・ 起 動 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ シ ステ ム を 作っ て お こう 。 な ん ら か の 理由 で ハー ド 
ディ スク か ら 起 動 し な い 場 合 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら 起 動 す る し か な い 。 

その た め に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 、 つ ぎの ファ イル を 入れ た 緊急 起動 用 シス テム を 
作っ て お く と 便利 。 


MS-DOS の シス テム 
COMMAND.COM 
CONFIG.SYS 
AUTOEXEC.BAT 
MS-DOS の 外部 コマ ンド 
DISKCOPY.EXE 
FORMAT.EXE 
HDFORMAT.EXE 
SEDIT.EXE 
UNDELETE.COM 
UNFORMAT.COM 
XCOPY.EXE 
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・AUTOEXEC.BAT で パス 設定 を し て お こう 。 い ろ い ろ な アプ リケーション を イン 
スト ー ル し た な ら 、 つ ぎの よう に パス 設定 を し て お く と よい (PATH コ マン ド で は パ 
ス 名 の 追加 が で き な い か ら だ )。 


PATH A:\:A:\DOS:A:\WIN:A:\BAT:A:\JXW:A:\HANA:A:\123 


また 、 一 時 的 に パス 名 を 追加 し た いな ら 、 つ ぎの バッ チ フ ァイル を 実行 する と 便利 。 





ーーー- |PA.BAT ニーー 

PATH 追加 
ECHO OFF 
ECHO --- PATH 追加 --- 
IF NOT "%"=="” GOTO OK 
ECHO 使い 方 : PA パス 名 
GOTO END 
OK 
PATH=%PATH%% 
ECHO 次 の よう に 追加 し まし た 。 
PATH 
END 











・ 同 じ よ うな コマ ンド を 実行 する な ら 、 バ ッ チ ファ イル を 作っ て 実行 し よう 。 
・ 自 分 の ちっ て いる ソフ ト に あわ せ た 、 起 動 メ ニュ ー を バッ チ フ ァイル で 作る と 便利 。 


・CONFIG.SYS を いろ いろ 書き 換え る な ら 、 専 用 の も の を 作っ て お き 必 要 に 応じ て 
CONFIG.SYS に コピ ー し よう 。 


ATOK7 用 : CONFIG.AT 
1-2-3 用  : CONFIG.123 
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・ 日 本 語 FEP の 辞書 を と きど き フ ロッ ピー ディ スク な ど に バッ クア ッ プ し よう 。 更新 
され た 内 容 を 保存 する た め 。 


・ ル ー ト ディ レク トリ を COPY か XCOPY な ど で バ ッ ク ア ッ プ し て お こう 。 
DEL *. ょ で 消し て し まう こと が ある 。 


1 

硬 
り 
人 


・ デ ー タ は サブ ディレク トリ に 入れ て 保存 し 、 サ プ デ ィ レ クト リ 単 位 で バッ クア ッ プ 
し た ほう が 効率 が よい 。 


・ バ パ バックアップ 専用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 用 意 し て お き 、 そ の な か に バッ クア ッ プ 
を する た め の バ ッ チ ファ イル を 入れ て お く と よい 。 


・COPY2、 BACKUP で 作っ た バッ クア ッ プ ファ イル は その まま で は 使え な い 。 バッ 
クア ッ プ ファ イル を 直接 読み 書き し た い 場 合 は COPY か XCOPY で バッ クア ッ プ する 。 


・ ハ ー ド ディ スク を 他 の 人 と 共用 し て いる 場合 ファ イル を 保存 する と き 、 フ ロッ ピー 
ディ スク に も 保存 する 。 


・ 読 み 込み だ け の ファ イル で 変更 し な いも の は 、ATTRIB で 書き 込み ・ 削 除 防 止 す 
る 。 


A:\>ATTRIB +R CONFIG.SYSg 





・ 速 度 が や や 遅い ハー ド デ ィ スク に は キャ ッシュ ディ スク を 2M バ イト くら い 確 保 す 
る と 、 読 み 込み 速度 が 格段 に アッ プ す る 。 


・RAM デ ィ ス ク を ハー ド デ ィ スク と と も に 使う と な に か と 便利 。 


・RAM デ ィ ス ク を 置い た 辞書 を ハー ド デ ィ スク に 書き 戻さ な い の も テク ニッ ク 。 こ れ 
は 、 学 習 結果 を 変 た たく な い 場 合 に 有効 。 


・ ハ ー ド ディ スク 用 の ユー ティ リティ ソフ ト を 活用 し よう 。 
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付録 2 。 
一 ドナ ティ スク タク 


トラ ブル 対策 





ここ で は ハー ド デ ィ スク を 使う と き の 疑 問 点 や トラ ブル を あげ 、 そ の 対策 に つい て 
述べ る 。 具体 的 な 操作 の 説明 で は PC-9800 シ リー ズ 対 応 の ハー ド デ ィ スク を 例 に する 
(ドラ イブ の 割り 当て は ハー ド デ ィ スク が ドラ イブ を A、 新 し い MS-DOS の シス テム 
ディ スク が 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を C と する )。 





MS-DOS の シス テム を バー ジョ ン ア ッ プ し た い 
MS-DOS3.3C/D か ら 5.0 に バー ジョ ン ア ッ プ する に は 、 つ ぎの よう に し て 単に シ 
ステ ム を 転送 すれ ば よい (シス テム の サイ ズ が 同じ だ か ら )。 そ し て 新しい COM- 
MAND.COM を コピ ー す る (これ は SYS コマ ンド で は コピ ー さ れ な いた め )。 





C:\>SYS A: 回 ー シ ス テム ディ スク が ドラ イブ プ C て ハー ド デ ィ スク が ドラ イブ A 
C:\>COPY COMMAND.COM A: 回 

















@ 実 行 例 








C:\>SYS A 回 





SYS コマ ンド Version 2.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1988.1991 





シス テム が 転送 され まし た 
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また 、 外 部 コマ ンド や デバ イス ドラ イ バ な ども MS-DOS5.0 の も の を コピ ー し て 使 
う よ う に する 。 

MS-DOS3 .3C/D で は 1 領域 最大 128M バ イト まで し か 管理 で き な い の で 、 そ れ 以 
上 の 領域 を 確保 し た い 場 合 は 、 つ ぎの よう に する 。 


①⑪ 起 動 ド ライ プ の ファ イル を すべ て バッ クア ッ プ する 
②FORMAT /H で すべ て の 領域 を 解放 し 、 再 び 領 域 を 確保 する 
⑬ バ パッ クア ッ プ し た ファ イル を すべ て 起動 ドラ イブ に 戻す 


固定 ディ スク 起動 メニ ュー を バー ジョ ン ア ッ プ し た い 
① 起 動 ド ライ プ の ファ イル を すべ て バッ クア ッ プ する 
②FORMAT /H で その 領域 を 解放 し 、 再 び 領 域 を 確保 する 

⑬ こ の と き 「 シ ステ ム を 転送 する | を 選ぶ 

(《④ バ パッ クア ッ プ し た ファ イル を すべ て 起動 ドラ イブ に 戻す 





SYS コマ ンド で シス テム を バー ジョ ン ア ッ プ し て も 、 固定 ディ スク 起動 メニ ュー は 
前 の バー ジョ ン の まま な の で 、 再び シス テム を 転送 し て 更新 する し か な い 。 


領域 を わけ た 2 つ 目 に あと か ら シ ステ ム を 入れ た い 

① そ の 領域 の ファ イル を すべ て バッ クア ッ プ する 

②FORMAT /H で その 領域 を 解放 し 、 再 び 領 域 を 確保 する 

⑬ こ の と き 「 シ ステ ム を 転送 する 」 を 選び MS-DOS の シス テム ディ スク か ら シ ステ 
ム を 転送 する 

(《⑰ バ パ バックアップ し た ファ イル を すべ て その 領域 に 戻す 





シス テム を 転送 し な か っ た 領域 に は 、 シ ステ ム を 入れ る スペ ー ス が な い の で 、 こ の 
手順 を ふむ し か な い 。 
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ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 し な い 
①⑪① ま ず SWITCH コ マン ド で 、BOOT 装 置 が 次 の いずれ か に 設定 され て いる か どう か 
を 確認 する 。 


固定 ディ スク #1 固定 ディ スク #2 SCSI 固 定 デ ィ ス ク 


② つ ぎ に FORMAT/H コ マン ド の 「 マ ッ プ ] で 状態 が 「 ア クティ ブ 」 に な っ て いる 
か 、 ま た BOOT が 「 可 ] に な っ て いる か を 確認 する (116 ペ ー ジ 参照)。 





人 一 ド デ ィ スク か ら の 起動 が か ストップ し た 
CONFIG.SYS の 設定 ミス 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 同 士 の 相性 の 悪 き な ど で ハ ー ド ディ 
スク か ら の 起動 が 途中 で 止ま っ て し まう こと が ある 。 そ の と き は つぎ の よう に する 。 


(① デ ィ ッ プス イッ チ の 2-5 を OFF に する 

⑦② リ セッ ト す る 

⑬ フ ロッ ピー ディ スク の ドラ イブ 1 に MS-DOS の シス テム ディ スク を 入れ る 

(④ フ ロッ ピー ディ スク か ら 起 動 す る 

ディ ッ プ スイ ッ チ の 2-5 を ON に する 

⑯ ハ ー ド ディ スク の シス テム や CONFIG.SYS フ ァイル を 修正 し て 、SWITCH コ マ 
ンド で BOOT 装 置 を ハー ド デ ィ スク に し た り 、RS-232C の 設定 を し な お す ( こ う 
し た 設定 は ディ ッ プ スイ ッ チ の 2-5 を OFF に し た ら す べ て 初期 値 に 戻る た め ) 

⑦ 再 び リ セッ ト す る と ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 す る 





外 付 け ま た は スロ ッ ト 内 蔵 の ハー ド デ ィ スク が 起動 し な い 
パソ コン 本 体 の 拡張 スロ ッ ト に ハー ド デ ィ スク の イン ター フェ イス ボー ド を 差し 込 
ん で ハー ド デ ィ スク を 接続 し た り 、 拡 張 ス ロッ ト に イン ター フェ イス が 一 体 と な っ た 
カー ド タ イ プ の ハー ド デ ィ スク を 差し 込ん で 使う 場合 、 拡張 スロ ッ ト に EMS ボ ー ド 、 
RAM ボ ー ド 、 FM 音源 ボー ド な ど が 差し 込ま れ て いる と 、 ハー ド デ ィ スク が 起動 し な 
いこ と が ある 。 

そう し た ボー ド は 「INT 番号 ] と いう 割り 込み の 番号 、DMA チ ャ ン ネ ル 、 ロ ー カ 
ル メ モリ アド レス が 重なる と 動か な い 。 各 ボー ト に は 、 デ ィ ッ プス イッ チ が つい て お 
り 、 設 定 が 重 な ら な いよ うに 変更 で きる の で 、 各 ボー ド の マニ ュ ア ル を 参照 する こと 
(64 ペ ー ジ 参照 ) 。 
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EAN と i 有 アン ん 3 の 712 と 合 す 注 川 際 過 


(①SWITCH コ マン ド で 、BOOT 装 置 を 固定 ディ スク に する 

② 固 定 デ ィ ス ク 起 動 メ ニュ ー で 「 自 動 的 に 起動 する 」 の 設定 は し な い 

③ 固 定 ディ スク 起動 メニ ュー で 、 カ ー ソ ルキ ー と リタ ー ン キー て で 固定 ディ スク # 1 、 
#2 、SCSI 固 定 ディ スク を 選択 で きる (詳し いこ と は 184 ペ ー ジ 参照 ) 


2 つ 以 上 の 領域 を 切り 替え て 起動 し た い 


領域 を 2 つ 以 上 確保 し て いる 場合 は 、 固 定 デ ィ ス ク 起動 メニ ュー で 自動 起動 し た い 
領域 に ま を つけ て お け ば 、 そ こ か ら 常 に 起動 され る (182 ペ ー ジ 参照 。 し か し 、 そ れ 


が 働か な く て 、 起 動 領域 を 指定 で き な く な る 場合 が ある 。 そ の 場合 、 2 番目 、 3 番目 
の 領域 な ど 特定 の 領域 か ら 起動 する に は つぎ の よう に する 。 





①FORAMT /H で 「 状 態 変更 ] を 選ぶ 
② 起 動 し た い 領 域 の 「BOOT」 を 「 可 |」 に する 
③ そ の 他 の 領域 は 「BOOT] を 「 不 可 ] に する 


固定 ディ スク 起動 メニ ュー を 表示 し た い 


固定 ディ スク 起動 メニ ュー で 「 自 動 起動 ] に し て いる 場合 に 、 起動 メニ ュー を 表示 
する に は 次 の よう に する 。 





① パ ソコ ン の リセ ッ ト ボ タン を 押す ( ピ ポ と いう 音 を 確認 ) 

②MEMORY 640KB + XXXXXKB OK の メモ リ チ ェ ッ ク が 終わ る まで 待つ 
③ 終 わっ た 直後 に ITAB| キ ー を 押し 続け る (ピピ ピ と 鳴っ た ら は な す ) 

(④ 少 し 待つ と 固定 ディ スク 起動 メニ ュー が 表示 され る 
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パソコ ン 本 体 の ハー ド デ ィ スク ・ ア クセ ス ・ ラ ンプ が つい た まま で 起動 し な い 
つぎ の 接続 の 接触 不良 が 考え られ る の で 2 3 回 抜き 差し し て みる 。 


・ パ ソコ ン 本 体 と ハー ド デ ィ スク と の 接続 
・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド 、 ケ ー ブ ル 、 コ ネ ク タ な どの 接続 


また 、 複 数 の ハー ド デ ィ スク や SCSI 機 器 を 接続 し て いる 場合 は 、 各 機 宮 の SCSI-ID 
が 0 、1、2 と 順番 に 設定 され て いる か を 確認 する (97 ペ ー ジ 参照 )。 


MS-DOS 起 動 時 に デバ イス ドラ イ バ 組 み 込み メッ セー ジ が 表示 





れ て ハン グ ア ッ プ ず る 

1 回 も フォ ー マ ッ ト し た こと の な い 新 品 の ハー ド デ ィ スク を 接続 し た 場合 は 、 デ バ 
イス ドラ イ バ と 相性 が 悪い こと が ある 。 そ の デバ イス ドラ イ バ を 組み 込ま な いよ うに 
し て 再度 起動 する 。 

また 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド の 設定 が 間違っ て いる 場合 も ある の で 、 マ ニュ アル 
を みて 設定 を し な お す (182 ペ ー ジ 参照 )。 





画面 に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され て 起動 し な い 
PARITY ERROR、DISK ERROR、I/OERROR な どの エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 
きれ る こと が ある 。 そ の 場合 は 


ロ パソ コン 本 体 
と あと 
・ 拡 張 ボー ド 


な ど に 故障 が ある 。 

パソ コン 本 体 だ け で 起動 し て みる な ど 個 別 で 起動 を 確認 する 。 複 数 の ハー ド デ ィ ス 
ク や SCSI 機 器 を 接続 し て いる 場合 は 、 ハ ー ド ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド の 割 
り 込 み レ ベル 、DMA チ ャ ン ネ ル 、 ロ ー カ ル メ モリ アド レス な ど が 重複 し て いな いか 確 
認 す る (182 ペ ー ジ 参照 ) 。 
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MS-DOS の 最初 の メッ セー ジ が 表示 され て 、 そ の あと 起動 し な い 
原因 は MS-DOS の シス テム ファ イル が 破壊 され て いる 可能 性 が 高い 。 フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク で 起動 し た あと 、 つ ぎの よう に し て シス テム を 転送 し 直す 。 





CSYS A 可 


SYS コマ ンド Version 2.00 
Copyright (C) NEC Corporation 1988.1991 


シス テム が 転送 され まし た 


アプ リケーション を 終了 し た と き な ど 、 つ ぎの メッ セー ジ が で て キー を 受け つけ な 
く な る こと が ある 。 
COMMAND.COM が 見 つか り ま せん 
COMMAND.COM の 入っ た ディ スク を カレ ント 
ドラ イブ に 差し 込み 、 ど れ か キー を 押し て 〈 く だ さい 
そう いう 場合 は つぎ の よう に する 。 











① リ セッ ト し て 再起 動 す る 。 
⑨②AUTOEXEC.BAT に 次 の 1 行 を 入れ て 、 実行 する 。 


SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 
また は 、CONFIG.SYS に 次 の 1 行 を 追加 し て 再び 起動 する 。 
SHELL=A:\COMMAND.COM A:\ /P 


以上 の 指定 は 、 起 動 ド ライ プ が A で その ルー トディ レク トリ に COMMAND.COM 
が ある も の と 想定 し た も の 。 起動 ドラ イブ 名 が 違う な ら ば 、 自 分 の シス テム に あわ せ 
る こと (196、214 ペ ー ジ 参照 )。 

な お 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 同 士 の 相性 が 悪い と に き な ど も プロ グラ ム が 暴走 し て キー を 
受け 付け な く な る こと が ある が 、 そ の と きも リセ ッ ト す る 以外 に 方 法 は な い 。 
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誤っ て 大 切な ファ イル を 削除 し て し まっ た 

バッ クア ッ プ が と っ て ある な ら 、 そ れ を ハー ド デ ィ スク に 書き 戻す 。 も し 、 な いな 
ら 新 た に ファ イル を 作ら な いよ うに し て 、 フ ァイル を 復活 させ る 。 フ ァイル 復活 は MS 
-DOS5.0 な ら UNDELETE コ マン ド を 使う 。 ま た 、 市 販 の ユー ティ リティ ソフ ト 「 エ 
コロ ジーII| や 「 ノ ー ト ン ユ ー テ ィ リ ティ ー ズ | な ど で フ ァイル が 復活 で きる 。 


A:\>UNDELETES 





STOP キ ー を 押さ ず に 電源 を 切っ て し まっ た 
① そ の まま に し て ハー ド デ ィ スク を 動か さ な い よう に する 
② す ぐ ハ ー ド ディ スク を 起動 する 

⑧⑬ 終 了 す る と き に |STOPI| キ ー を 押す 

(④ 電 源 を 切る 














最近 の ハー ド デ ィ スク は 性 能 が よい の で [SToP| キ ー を 押さ な く て 電源 を 切っ て も 、 
ディ スク 面 を 傷つけ る こと は な い 。 

前 記 の 処置 を 取れ ば 問題 な い が 、 ハ ー ド ディ スク を 運ぶ 必要 が ある と き や ハ ー ド デ 
ィ ス ク に 体 を ぶつ けた り 地 震 な ど で ハ ー ド ディ スク が 揺れ る こと も ある の で 、 電 源 を 
切る 前 に は や は り [SToP| キ ー を 押し て ヘッ ド を 退避 ゾー ン へ 移動 させ て お く の が よい 。 




















ハー ド デ ィ スク 使用 中 に 停電 し た 

《① ハ ー ド ディ スク を 動か さ な い 

② 電 源 の 復旧 を まっ て シス テム を 再起 動 す る 

⑬CHKDSK で FAT が 正常 か チェ ッ ク を する 

④ FAT が 異常 で あれ ば 、 そ の ファ イル を 削除 し て 、 バ ッ ク ア ッ プ ファ イル か ら コ ピ 
ー す る 

バッ クア ッ プ ファ イル が な けれ ば 、 ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 「 エ コロ ジー 中 」 や 「 ノ 
ー ト ン ユ ー テ ィ リ ティ | な ど で フ ァイル を 修復 する 


停電 が 心配 な 地域 、 場 所 で は 無 停電 電源 凌 置 を 使う の が よい 。 これ を 通し て 電源 を 
確保 し て お く と 停電 の 場合 、 無 停電 電源 装置 の バッ テリ に 瞬時 に 切り 変わ る 。 最 近 で 
は CRT デ ィ ス プレ イ の 下 に 設置 で きる 薄型 で 停電 保持 時 間 5 分 間 く らい で 価格 も 数 
万 円 と 手頃 な も の が 登場 し て いる 。 5 分 間 あ れ ば 大 切な デー タ を 保存 で きる 。 
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不良 セク タ の サイ ズ が か な り の バイ ト 数 に な っ た 
① ハ ー ド ディ スク の ファ イル を すべ て バッ クア ッ プ する 

②⑦② ハ ー ド ディ スク を 再び 初期 化す る 

⑬ 玖 域 を 確保 する 

④ CHKDSK て 不良 セク タ を 調べ る 

バッ クア ッ プ し た ファ イル を すべ て ハー ド デ ィ スク に 戻す 





こう し て も 不良 セク タ の 数 が 少な く な ら な か っ た ら 、 ハ ー ド ディ スク の 調子 が お か 
し いよ うだ 。 メ ー カ ー か 販売 店 に 相談 し た ほう が よい 。 















に た 


ハー ド デ ィ スク 全体 また は 一 部 が 読め な く な っ た 


(① ハ ー ド ディ スク を 再び 初期 化す る か 領域 解放 と 確保 を する 
(② バ ッ ク ア ッ プ ファ イル か ら フ ァイル を ハー ド デ ィ スク に コピ ー し な お す 





MY 


こう いう と き の 場 合 の た め に 、 オ ー ル バッ クア ッ プ や 部 分 バッ クア ッ プ を 必ず と っ 
210M バ イト を 128M+82M バ イト で 使い た い 


フォ ー マ ッ ト 直 後 な ら 、 領 域 確保 を すれ ば いい が 、 す で に プロ グラ ム や デー タ が 入 
っ て いる な ら 、 つ ぎの よう に する 。 





(《① ハ ー ド ディ スク の ファ イル を すべ て バッ クア ッ プ する 

(② 領 域 を すべ て 開放 する 

③ 額 域 を 128M バ イト と 82M バ イト 確保 する 

《⑭⑰ バ パ バックアップ し た ファ イル を すべ て ハー ド デ ィ スク に 戻す 


に AtSKetS)OS】L ル 2 は :: 2/ 旧 


SASI の ハー ド デ ィ スク が 内 蔵 で あれ 外 付け で あれ 、SCSI の ハー ド デ ィ スク を 追加 
し て いっ し ょ に 使う こと が で きる 。 そ し て SCSI の ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 す る こと が 
で きる が 、 PC-9800 シ リー ズ で は 、 起 動 時 に SASI の ハー ド デ ィ スク が 先 に 認識 され る 
の で 、SCSI の ハー ド デ ィ スク を ドラ イブ A と し て 起動 する こと は で き な い 。 
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SASI と SCSI で SCSI を ドラ イブ A に し た い 

両方 を 同時 に 使い た い 場 合 は 、 SCSI を ドラ イブ A に する こと は で き な い 。 つ ぎの い 
ずれ か の 方 法 で SASI の ハー ド デ ィ スク を 使わ な いよ うに する と 、SCSI の ハー ド デ ィ 
スク を ドラ イブ A に し て 起動 で きる 。 


・SASI ハ ー ド ディ スク の 領域 を スリ ー プ に し て 起動 する 
・ デ ィ ッ プス イッ チ の 2-6 を ON に する 


ディ ッ プ スイ ッ チ の 2-6 を ON に する と 、 内 蔵 お よび 拡張 用 (2 台 目 ) の ハー ド デ ィ 
スク は 切り 離さ れ て 使え なくなる が 、SCSI ハ ー ド ディ スク は 使え る 。 


拡張 スロ ッ ト に 差し 込む カー ド 型 ハ ー ド ディ スク を 使い た い 
と の タイ プ の ハー ド デ ィ スク は 普通 SCSI イ ンター フェ イス ボー ド と 一 体 に な っ て 
お り 、 拡 張 ス ロッ ト に すっ か り 納 まる 。 場 所 を と ら ず 、 別に 電源 も いら な い の で 、 パ 
ソコ ン 本 体 の 電源 ON だ け で 起動 で きる の が 便利 。 さ ら に 読み 書き の 速度 は 速い し 、 音 
も 静か で ほとん ど パ ソコ ン 本 体 の ファ ン の 音 だ けし か 聞こ えな い 。 

使用 上 の 問題 は 、 他 の ボー ド を 使っ て いる と き に バッ テイ ング し て 起動 し な いこ と 
が ある こと 、 パ ソコ ン 本 体 に SASI の ハー ド デ ィ スク が 内 蔵 き さき れ て いれ ば そちら が 優 
先 さ れ て 起動 され る こと 。 








市 販 ソ フト の 起動 を スピ ー ド アッ プ し た い 
一 大 郎 Ver.4、Lotus1-2-3 R2.3]、TheCARD Ver.5 と いっ た 比較 的 大 き な プ ログ 
ラム を た び た び 切り 替え て 使う と き 、 ハ ー ド ディ スク か ら メ モリ に 読み 込ん で 起動 す 
る まで の 時 間 が 遅い と 感じ る も の 。 そん な と き は 、 ま よわ ず 2M バ イト くら い の キ ャ ッ 
シュ ディ スク を 使う と よい 。 1 度目 の 起動 は 普通 の 速 さだ が 2 度目 か ら は 、 キ ャ ッ シ 
ュ デ ィ ス ク か ら 読 み 出 され る の で 起動 は アッ と いう 間 。 そ の 速 さ に 驚い て 何 度 も 起動 
し た く な る (436 ペ ー ジ 参照 ) 
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ハバ ハードディスク の 動作 中 に 定期 的 に カリ カリ と いう 音 が な る 
すべ て の ハー ド デ ィ スク が そう いう 音 を た て る わけ で は な い 。 あ る メー カー の ハー 
ド デ ィ スク で は 読み 書き ヘッ ド の 位置 決め の 精度 を 高め る た め に 、 ド ライ ブ 自 身 が 音 
を た て て いる 。 故障 で は な い の で 心配 は いら な い 。 し か し 、 こ の と き は 読み 書き の 速 
度 が 遅く な る 。 








全体 的 に ハー ド デ ィ スク の 音 が うる さい 
ディ スク の 回 転 音 が 気 に な る な ら 、 す こし 離れ た 場所 に 置く と よい 。 ま た 、 他 人 の 
迷惑 に な ら な いな ら BGM を な ら す の も よい 。 





ハード ディ スク 使用 中 に 地震 を 感じ た ら 
すか さ ず 、 つ ぎの よう に する 。 





① ハ ー ド ディ スク の 読み 書き を や め る 
②|STOP| キ ー を 押す 
③ 大 切な デー タ が メモ リ 中 に あれ ば フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 する 














ハー ド デ ィ スク に アク セス し て いる 最 中 に ハー ド デ ィ スク が 揺れ る と 致命 的 な の で 
直ちに アク セス を や め る 。 フ ロッ ピー ディ スク な ら 少 々 揺れ て いて も アク セス し て も 
問題 な い の で 、 大 切な デー タ を 作成 中 な ら そ れ に 保存 する 。 


ヽ 
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誤っ て 領域 開放 を し た 
領域 を 2 つ 以上 わけ て いる 場合 、 誤っ て 開放 し て は いけ な いり 領域 を 開放 する こと が 
ある 。 そ の と き は 、 つ ぎの よう に する 。 





① リ セッ ト し ない (メモ リ 内 に パー ティ ショ ン 情 報 が ある た め ) 
② 必 要 な ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー す る 

③⑬ も う 1 度 、 領 域 を 確保 する 

④ 必 要 な ファ イル を コピ ー し な お す 


MS-DOS5.0 を 使っ て いる な ら 、 つ ぎの よう な 防衛 策 を と っ て お く と よい 。 


A:\>MIRROR /PARTN 





これ で ハー ド デ ィ スク の パー ティ ショ ン 情 報 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に だ 保存 で きる 。 
これ は 定期 的 に 保存 し て お く と よい 。 そ し て 、 誤 っ て 領域 を 開放 し た り 、 ソ フト 的 に 
ファ イル が 読み 出せ な く な っ た ら 、 つ ぎの よう に する と 復活 で きる 。 





A:\>UNFORMAT /PARTNS3 
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付録 3 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 機種 一 




















機種 名 FD ド ライ ブ 内 工 HD ド ライ ブ TEL 際 障 休 ) 
天久 ト トップ タイ ジ 

PC-9821Ap/U7 3.5 イ ンチ IMB | 台 120MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 600,000 
PC-9821As/U8 3.5 イ ンチ IMB 1 台 240MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 580,000 
PC-9821Ae/M7 5 イン チ IMB | 台 120MB | 台 | NEC | ns-3452-8000 445,000 
PC-9821BA/U6 3.5 イ ンチ IMB 1 台 80MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 388,000 
PC-9821BX/U6 3.5 イ ンチ IMB 1 台 80MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 288,000 
PC-9821modelS2 3.5 イ ンチ IMB 2 台 40MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 438,000 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナ ーーーーーーーーーー ナ イオ ーーーーーーーー ト ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 






































FM TOWNS || モデ ル UR80 | 3.5 イ ンチ IMB 2 台 80MB | 台 | 富士通 03-3646-0816 | 358,000 
FMR-70HL 5 イン チ /3.5 イ ンチ IMB 2 台 120MB | 台 | 富士 通 03-3730-81II1 | 438,000 
PC-486GRP 5E/2E 5 イン チ /3.5 イ ンチ IMB 2 台 I00MB | 台 | エプソン | 03-3377-353| | 438,000 
PC-486GRS 5E/2E 5 イン チ /3.5 イ ンチ IMB 2 台 I00MB | 台 | エプソン | 03-3377-353| | 548,000 
PS/V モ デル 2410-NVB | 3.5 イ ンチ |.44MB | 台 170MB | 台 | 日 本 IBM | 0I20-04-1992 | 498,000 
PS/V モ デル 2405-WWB| 3.5 イ ンチ | .44MB 1 台 170MB | 台 | 日 本 IBM | 0120-04-1992 | 398,000 
用 ツ ト ツ ブタ イプ ノノ ー ト タイ プ 

PC-980INS/RI20 3.5 イ ンチ IMB 1 台 120MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 428,000 
PC-980INAI20 3.5 イ ンチ IMB 1 台 I20MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 488,000 
PC-980INAI20/C 3.5 イ ンチ IMB 1 台 1I20MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 638,000 
PC-H98T model2 3.5 イ ンチ IMB 2 台 I20MB | 台 | NEC 03-3452-8000 | 980,000 
Think Pad 9552-YOB | 3.5 イ ンチ |.44MB | 台 I20MB | 台 | 日 本 IBM | 0120-04-1992 | 782,000 
Think Pad 5523-V28 | 3.5 イ ンチ |.44MB | 台 80MB | 台 | 日 本 IBM | 0120-04-1992 | 683,000 
Think Pad 2437-YVB | 3.5 イ ンチ |.44MB | 台 120MB | 台 | 日 本 IBM | 0120-04-1992 | 454,000 
DynaBook V486E 3.5 イ ンチ |.44MB | 台 120MB | 台 | 東芝 03-3457-2930 | 638,000 

J3I00 VSI2ITD 
DynaBook V486C 」 3.5 イ ンチ |.44MB | 台 I20MB | 台 | 東芝 03-3457-2930 | 878,000 


J3100 VSI2ITD 
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付録 4 
ハー ド デ ィ スク 製品 一 覧 





単位 容量 :M バ イト 、 ド ライ ブ : イ ンチ 、 ア クセ スタ イム : ms、 価 格 : 円 
・ イ ンタ ー フ ェ イ ス :⑨ イン ター フェ イス お よび ケー ブル 付属 

〇 イン ター フェ イス の み 付 属 

へ ケー ブル の ら み 付 属 

無 男 イン ター フェ イス お よび ケー ブル は 別売 

ー 不要 


アイ シー エム (TELO06-648-4702) ※ 全 製品 EO0 シ ステ ム 添付 ・ フ ォ ー マ ッ ト 済 み 











































































STRIDE FT-|20 120 3.5 118,000 | 外 付け 型 ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 無 は \|08,000 
STRIDE FT-|80 170 35 158,000 | 外 付け 型 ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 無 は \|48,000 
STRIDE FT-240 220 3.5 188,000 | 外 付け 型 ・ イ サイ ンター フェイス 無 は \|78,000 
INTER-|20A 9 3.5 53,800 | 98MATE 内 蔵 型 

INTER-240A 234 3.5 93,800 

INTER-500A 500 3。5 198,000 

INTER-|20B 119 3.5 49,800 | 98FELLOW 内 蔵 型 

INTER-240B 234 きら 89,800 

NTER-500B 500 3.5 194,000 

NTER-|20G 120 3.5 118,000 | EPSON 内 蔵 弄 

NTER-180G 170 3.5 4 ー | 158,000 

NTER-240G 220 3.5 16 ー | 188,000 

NTER-300G 310 剛 3.5 12 ー | 398,000 

NTER-500G 460 3.5 12 ー | 498,000 

C FLAT-40 40 2.5 | 23 | 一体 | 88.000 | 98 イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ド 型 

C FLAT-80 80 2.5 | 23 | 一体 | 18,000 

C FLAT-|20 120 2.5 19 | 一体 | 128,000 
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2.5 | js | - | saoo| 98NOTE 内 蔵 型 








Pack NR-|20 





gsln|-| am 





Pack NR-200 





eg| | 











cs g| = | 








Pack ER-340 


ーー EPSON NOTE 内 蔵 型 

aselg] = | we 

回 本 EX 
0 2 | - | 













138 ,000 


















@ イ ンタ ー マ ー ト シス テム ズ (TELO03-3499-8031) 





KERNEL RM42N 








容量 | ドラ イプ | アク セス | イン タ - 
タイ ム | フェ イス 
42 2.5 ー 


14.5 











98,000 





KERNEL RM42SA 





98NOTE 内 蔵 型 。NS/T、/E、NA、NA/C、NS/R に 











42 6) I23,000 | 98NOTE、 デ スク トッ プ と も に 対応 





KERNEL RMI05SA 
KERNEL RMI05SAW 
KERNEL RMI05SAF 





SyQuest SQ88 
SyQuest SQ88W 
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158,000 | 98NOTE、 デ スク トッ プ と も に 対応 
258,000 | 105MB の ドラ イブ を 2 基 搭 載 








258,000 Pr トリ ッ ジ 式 の 他 に |20MB の 固定 ディ スク 








88 





89,000 | 対応 キッ ト 別 売 

















88 x2 I68,000 | 5 イン チ ド ラ イブ を 2 基 搭 載 
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@ NEC (TEL03-3452-8000, 06-943-9800) 








備 考 
































98FELLOW 内 蔵 型 ・ オ ー ト リト ラク ト 付 


98MATE 内 蔵 型 ・ オ ー ト リト ラク ト 付 


ファ イル スロ ッ ト 型 ・ オ ー ト リト ラク ト 付 


PC-HD300F 300 3.5 | 14 148,000 
































型式 名 容量 | ドラ イブ | アク セス | イン タ - | 標準 価格 (円) 
PC-980IB-36 80 3.5 | 25 ー | 60,000 
PC-9801B-37 120 3.5 | 19 ー | 140,000 
PC-9801B-38 240 3.5 | 14 ー | 140,000 
PC-9821A-E05 120 3.5 | 16.5 70,000 
PC-9821A-E06 240 3.5 | 14 70,000 
PC-9821A-E07 510 3.5 | 12 ー | 290,000 
PC-HDIOOFB I00 3.5 | 19 @ ぐ | 78,000 
PC-HDI70FB 170 3.5 |I6.5| ⑥ ぐ | 98,000 
PC-HD300FB 300 3.5 | 14 ⑨ | le6,000 
PC-HDI00F 100 3.5 | 19 ム へ | 60,000 
PC-HDI70F 170 3.5 |i6.5| A | 80,000 
人 へ 
PC-HD400R 400 3.5 | 14 へ | 368,000 
PC-HD400RB 400 3.5 | 14 ② ぐ | 395,000 
PC-HD300R 300 3.5 | 14 ム | 298,000 
PC-HD300RB 300 3.5 | 14 ② ぐ | 325,000 
PC-HDI70R 170 3.5 |I6.5| へ | 1I58,000 
PC-HDI70RB 170 3.5 |16.5| ⑨O | 185,000 
PC-HDI00R 100 3.5 | 19 ム へ | 98,000 
PC-HDI00RB 100 3.5 | 19 ② ぐ |l25,000 
PC-HD040R 40 3.5 | 25 ム A | 83,000 
PC-HD040RB 40 3.5 | 25 ⑨ ぐ | Il0,000 


PC-980INS/E-35U 


100,000 


外 付け 型 ・ オ ー ト リト ラク ト 付 


98NOTE 内 蔵 型 ・: オ ー ト リト ラク ト 付 








PC9801-NA-37 





120 


2.5 | 肝 











ー | 150,000 
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⑱ キ ャ ラベ ル デ ー タ シス テム (TELO3-5561-9361) 














ドラ イブ | アク セス | イン タ - | 標準 価格 (円 ) 




































AV-|20J 中 7 3.5 |19 70,000 | 外 付け 型 

AV-170J 169 3.5 | 19 80,000 | 」 シ リー ズ は JA、JB そ れ ぞ れ バ パス ダイ レク ト 
方 式 SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス 付 と 標準 SCSI 

AV-200J 200 3.5 115 98,000 | イン ター フェ イス 付 が ある 

AV-240J 233 3.5 18,000 

AV-6016HG 600 5 550,000 








AV-|2016HG 
AV-|20F 








880,000 
49,000 









98FELLOW 内 蔵 型 


























AV-|70F 169 3.5 |17 64,000 
AV-250F 243 3.5 | 14 84,000 
AV-530F 198 ,000 









AV-120M 
AV-170M 
AV-250M 








53,000 









98MATE 内 蔵 型 





68,000 


















AV-530M 















98NOTE 内 蔵 弄 

















AV-040SE 78.000 
AV-080SE 80 88,.000 
AV-125SE 125 | i08.000 








AV-200SE 
AV-040NS 
AV-080NS 











AV-|25NS 
AV-200NS 
AV-040AR 
AV-080AR 
AV-|25AR 
AV-200AR 












78,000 





ー | 88.000 








125 2.5 | 16 





200 2.5 | 12 











ー | 108,000 
ー | 148,000 









98SX 内 誠 型 











EPSON 386NOTE 内 蔵 型 
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⑱ テ ィ ア ッ ク (TEL0422-52-5013) ※ 全 機種 、MS-DOS フ ォ ー マ ッ ト 済 





































































外 付け 型 、 タ ー ミ ネー タ 内 蔵 


外 付け 型 


外 付け 型 、 バ スマ スタ 方 式 
外 付け 型 、FDD と の 一 体型 





外 付け 型 、 ミ ラー リン グ 機 能 付 
外 付け 型 、 ス トリ ー マ ー 付 
98FELLOW 内 蔵 型 

98MATE 用 内 蔵 型 

内 誠 弄 


FH-IIOIN 100 Ssoi [9 ー | 108.000 | ファ イル スロ ッ ト 型 











型式 名 

HD-12IA @⑥ 99,800 
HD-241A 200 35.| 17 ぐ | 138,000 
HD-IIOIN 100 3.5 | 19 ぐ | 118,000 
HD-1121 120 3.5 | 15 ⑨ | II8,000 
HD-1201 」 200 3.5 |17 〇 | 168,000 
HD-1501 500 3.5 | 12 @ ] 348,000 
HD-BI241 240 3.5 | 16 〇 ぐ | 158,000 
DD-I10I 100 3.5i | I9 ⑥ ぐ | 128,000 
DD-112I 120 39) | 15 〇 | 138,000 
DD-1201 200 ド 仙 に 才 | 略 上 ぐ | 168,000 
MH-1101 100 3.5.L19 ぐ | 258,000 
MH-1201I 200 Sa5i ⑥ ぐ | 368,000 
MH-1341 300 3.5 [| 15 ⑥ | 698,000 
MH-1501 500 3.5 | !Z ⑥ | 948,000 
DS-I101I 100 3.5: | 19 ⑥ | 358,000 
DS-1201 200 35 15 ⑥ | 450,000 
DS-1341 340 3.5 1105 ぐ | 575,000 
I 旧 -FI00 100 Ss5. | 9 46,800 
IH-FI20 . 120 | 335 サ 還 ] | 49,800 
IH-F240 240 3s8 |[ 和 ーー 84,800 
I-MI00 100 3.5 |19 ー | 49,800 
IH-MIZ0 120 3.5 |15 53,800 
I-M240 240 95 | 1 ー 88,800 
旧 -1IOIN 100 SL5~| 19 〇 | 108,000 
旧 -1121 120 る 5. | 5 〇 | 108,000 
旧 -1201 200 | 3.5 17 〇 5 
旧 -1501 500 3.5 | iz 〇 | 348,000 
FH-|121 120 | 3 5 ー | 108,000 
FH-1201 還 200 3.5 國 二 ea.0w 
FH-1501 500 3.5 | 12 ー | 348,000 
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PH-80A 80 | z.5 88,000 | 98NOTE 内 蔵 弄 

PH-130A is |z.5|i7 | - ioaooo 

PH-200A 200 |z.5liz | ー | izs.0oo 

PH-340A 340 29 ト MS 1 

PH-80L | 83 | 2.5 5 [ ー | 94.800| 98NOTE 内 蔵 型 、NS/ 専 用 











人 @ 緑 電子 (TEL044-989-1441) 










































型式 名 容量 |『 ラ イガ アク セス | イン タ -| 隊 馬 | 備 考 

タイ ム | フェ イス 
NOVA V-040 44 3.5 | 19 | @ 85,000 | オリ ジ ナ ル IPL「MEIPL」、HD ユ ー テ ィ リ ティ 「3S.0. | 添付 
NOVA V-I00 i02 |s.5|is @ ぐ | 76,800 
NOVA V-I20 127 3.5 | 15 (@) 8l,800 | 
NOVA V-200 212 3.5 | 15 @ ぐ | Il,8000 
MARINE M-100 104 3.5 | 13 ⑨⑥ | 88,000 | オリ ジ ナ ル IPL「MEIPL]、HD ユ ー テ ィ リ ティ [S.0.3] 
MARINE M-200 210 3.5 | 13 ⑥ | 18,000 | I/F 設 定 ソ フト 「 ぐ っ と 楽 」 添 付 
DAIGO GH-I20 ⑨ | !28,000 | オリ ジ ナ ル IPL「MEIPL]、HD ユ ー テ ィ リ ティ [S.0.S| 活 付 
DAIGO GH-200 207 3.5 | 12 ぐ | 1!58,000 
DAIGO GH-300 332 3.5 | I2 ⑨ ぐ | 238,000 
DAIGO GH-500 497 3.5 | 1I2 〇 | 298,000 
POKEDY2.5 PR40 42 2.5 | 23 79,800 | 別 鞍 の ベース ユ ニッ ト (PBO\I49.800 ま た は PB02Y69,800) が 必要 
POKEDY2.5 PR80 86 2.5 | 19 89,800 人 DPtU RG 0 で 
POKEDY2.5 PRI20 128 2.5 | 15 | 99,800 | オリ ジ ナ ル IPL「MEIPL」、HD ユ ー テ ィ リ ティ 「S.0.S| 添 付 













































POKEDY R2-C4 40 3.5 | 25 89,800 | 別売 の ベース ユ ニッ ト (SD2-ILY57,800 ま た 
POKEDY R2-CI0 103 3.5 | 20 28,000 | は WD2-IL\67,800) が 必要 

びる と N BLT-N40 40 2.5 | 23 ー | 98,000 | 93NOTE 内 蔵 烈 また ファ イル スロ ッ ト 対応 の ベー ス ユニ ッ ト 

びる と N BLT-N80 82 | 2.5 | !9 ー | 108,000 | (HermitCrab HS-FBEKAN\9,800) に も 対応 

びる と N BLT-NI20 | 124 2.5 117 ー | 128,000 | オリ ジ ナル IPL「MEIPL」、HD ユ ー テ ィ リ ティ [「S.0.S| 添 付 
びる と N BLT-N200 | 203 2.5 |12 ー | 138,000 

CARGO CG-EAI60C 162 3.5 |17 ー | 54,800 | 98MATE 内 蔵 型 

CARGO CG-EA230C | 233 3.5 | 14 ー | 94,800 | オリ ジ ナ ル IPL「MEIPL」、HD ユ ー テ ィ リ ティ [「S.0.S| 活 付 
CARGO CG-EBI60C |162 3.5 |17 | - | 49.800| 98FELLOW 内 六 型 

CARGO CG-EB230C 84,800 | オリ ジ ナル IPL「MEIPL」、HD ユ ー テ ィ リ ティ [3S.0.S| 活 付 
DEOLA DH-300 322 3.5 | 12 ] ⑥ | 478,000 | オリ ジ ナ ル IPL「MEIPL、HD ユ ー テ ィ リ ティ 「S.0.S| 添 付 
DEOLA DH-500 507 3.5 |12 @⑥ | 57a,0o0 




















ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナ ーー パパ ハハ へ Wnn 
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Ia 








NAVAII V2-I00 2.5 | iz 79,800 
NAVAI V2-200 2.5 | jz 99,800 


オリ ジ ナ ル IPL「MEIPL」、HD ユ ー テ ィ リ ティ 「S.0.S] 
IF 設定 ソフ ト 「 ぐ っ と 楽 」 添 付 





⑱ ロ ジテ ッ ク (TEL03-5600-1411) 

暫 芝 5 
タイ ム | フェ イス 

489 3 の 5 | 用 (@) 


231 
15 















標準 価 格 (円) 


LHD-S500 


LHD-B240H 
LHD-BI20H 
LHD-SI00NJ2 
LHD-MA240P 


⑥ | 129,800 
⑥ 99,800 


99,800 



















LHD-MAI20P 
LHD-FE240K 


中 7 3.5 53,800 


84,800 







LHD-FEIZ20K 




















SHD-B240 ⑥ | 109,800 
SHD-BI20 121 3.5 113 (⑥ 74,800 
| SHD-SI00J 100 345 | 19 (@⑨ 69,800 










LHD-NS200 


LHD-NSI30J 
LHD-NS80J 
LHD-NS40J 
LHD-NSL80 
LHD-NSL40 
LHD-S240HF 











79,800 
59,800 


46,800 
64,800 
| | sam 


149,800 































298,000 
添付 












外 付け 型 ・ ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 「DiskPilot」 


久 N 


98MATE 内 蔵 型 ・ ユ バー ティ リティ ソフ ト 「Dis- 
kPilot」 転 送 済 





98FELLOW 内 蔵 型 ・ ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 
「DiskPilot」 転 送 済 





社 付 け 型 ・ ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 「DiskPilot」 


の 





際 療 型 . ユ ー テ ィ リティ ソフ ト 「DiskPilot」 転 


7 


ファ イル スロ ッ ト 型 ・ ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 
「DiskPilot」 添 付 
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EE お) 
ユー ティ リティ ソフ ト - 





























製品 名 機能 会 社名 TEL 備考 
エコ ロジ ーー ファ イル 管理 マイ クロ デー タ | 03-3232-980| | PC-9800 シ リー ズ 
削除 ファ イル の 回 復 PC-286・386・486 シ リー ズ 
ノストラダムス 空 飛 ぶ 紋 季 版 | アク セス タイ ム の 高速 化 | マイ ク ロ デ ー タ | 03-3232-980| | PC-9800 シ リー ズ 
PC-286・386・486 シ リー ズ 
| J-3100、PS/55、FMR シ リー ズ 
オー シャ ノ グ ラ フィ | | 高速 バックアップ マイ クロ デー タ | 03-3232-980| | PC-9800 シ リー ズ 
| PC-286・386・486 シ リー ズ 
File Master ファ イル 管理 カノ ー プ ス 電 子 | 078-411-5292 | PC-9800 シ リー ズ 
ファ イル コン バー ト PC-286・386・486 シ リー ズ 
MET's File driver 3 自動 イン スト ー ル メッ ツ 03-5410-2795 | PC-9800 シ リー ズ 
メニ ュー 起動 
FEP 登 録 
ファ イル 管理 
全 略 ハー ド デ ィ スク 殿 | 自動 イン スト ー ル ハドソン 札幌 本 社 PC-9800 シ リー ズ 
Ver.2.5 メニ ュー 起動 0II-59|-4635 | PC-286・386・486 シ リー ズ 
FEP 登 録 東京 本 社 
シッ ピン グ 03-3260-4742 
ファ イル 管理 
ノー トン ・ ユ ー テ ィ リ | ファ イル 管理 が の な 03-5827-7922 | PC-9800 シ リー ズ 
ティ ー ズ Ver.6.0 削除 ファ イル の 回 復 | ジャ パン J-3100、PS/55 シ リー ズ 
破損 ディ スク の 復旧 
アク セス タイ ム の 高 
速 化 
Newton-98 Ver.2.0 ファ イル 管理 アド ミラ ル 0482-52-4646 | PC-9800 シ リー ズ 
ファ イル 復活 シス テム PC-286・386・486 レ リー ズ 
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Disk XI Ver.2.0 


ディ スク 容量 倍増 
ハー ド デ ィ スク 
RAM デ ィ ス ク 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


| 光ディスク 


エー・ ア 
ソフ ト 


イ ・ 


0424-85-7444 | PC-9800 シ リー ズ 
PC-286・386・486 シ リー ズ 





VIEW 


Lotus、 一 太郎 、 松 、 
LHA の ファ イル 内 容 





表示 





オー ツー 








1 [| 


048-262-2930 | PC-9800 シ リー ズ 
PC-286・386・486 シ リー ズ 
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ATOK7 PPPPULUOLDUULLLLYULLLYTLPCLLLCLCCLLPLLCPCLY 278 
AUTOEXEC.BAT DCCCPPCLLLLPLPLLLYYKYYLYPPFPLTT 186 
B 

BACKUP 

BOOT 装 軒 

BUFFERS 

C 

(上 AGREEISYS ee 444 
GACFIEEP SS で eaueussasaikrssess 444 
CALL COUCDOOCLCULLULLLLLPLUPOULKKYLCPLPPL PL アイ 4 
CD 154 
CD-ROM ド ライブ … 和 ーー ドド ドー 96 
COMSPECO oo 213 
CONFIG.SYS PODUULLCUUCLDCPLPLLLLLLYLCKYYYYYKYEY TI 186 
OO ae 474 
COPY2 OUUULULCLLYPYPLPPPTLYYTTPYPPLPYYLYYPYPETPYFTT 474 
D 

DC10 EXE OOCOULCOULLLPLPPLUPOULYYYYY TP 440) 
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DEL eneeeen1sereeeedeerasesaazeoesaeyes 289 
19BWIUCOE) edeohactlegzses2RWOESO2iNSSSBesdenms 187 
DEBVIGRRIGT own eewkese 193 
TS1E20 Seekaseaeeeineissseees 303,522 
RMA チッ キジ ネル ynsevssdesayoseewoysssrsos 70 
DMA 転 送 方 me 30 
DOSIDI 了 Renaesnsneesaneandeeseesesssss 213 
08 osseersssikssi 197,384 
E 

1 0 EGGPPPEL 227 
WS 論 425,444 
EMIM386 .EXE EEEULUCPPCCDCCCCPCPEPPPFTTYYYET 425,444 
BBMS966LSYSN eee 444 
RMSATSS に 444 
HBMSGCACREISIM 人 eeeeeeeeans 444 
RMSDISIKISYS me 444 
EMS メ モリ ーー ドド ドド < 58,423 
MS 老人 ボ 一 全  <eemmeaeviesaessesezs 421 
F 

FAT OCTLKTEEYTECCYCPYYCPPPPEPITTEPYPPTPYEPPPPPPYTT 505 
RE 有人 S 32zeNhtervsbteeanarzsknessses 人 vsgess 187 
BOTRC2INES2HDDGetaeaerakyasnsdeednaeaaitn38pSpes 227 
G 

(GOO "comwoezuezgeasuknstsspaeidecdtedspdss 227 
H 

還 IMIENSNM 人 SeesaadeeskR22eson 425 
蔽 MA treoerArasaneodreSMEtSBesftnarepees 424 





IBM フォ ー マ ッ ト oe 466 
IDE イ ンタ ーー フェイス OPCHEYEYYTYYPPPPTEEYESYYS ッ 4 
ID ナシ ペー 66 









IOS10 - EXE PCECPCUCCCLLCCLLLLLCULLLULLULULMLULLU 433 
IOS10R.EXE REPPPPPPLPCLLLECPCLLLLLLCLLLLLUUULULL 433 
I/O 転 送 方 式 EEEPEPPCLLPLCCCOCOLULCLLCLLLLCCCLLLLL 30 
IS0 ラ フォー マッ ト "oe 465 
J 

JGVer.3 AKKOUCCULLUUUUUUUUCLUKLLLLLD 303 
TON 206 
K 

KKCFUNC.SYS CPUPCPCUPLLCLLLLLLLLLLLCCLKLLC い LU 278 
KKCSAV.SYS PTPPCCELLLCKLLLLLLLLLLLLULLULLLU 278 
上 

LASTDRIVE 

Lotus1-2-3R2.3J] oe 303 
M 

MCOPY コ マン NOOCCOCCOEUHKEEGG 480 
MD 153 
MELCACHE1.SYS 440 
MELCACHE2.SYS 

MELDISK.EXE CPUCLPLLLLLPLLLLLULEKCLKCULCLLL 
MELWARE Ver.5 

MEMORY SERVER … oeoeerernr 425 
MO ディ スク 

mmS eeerrrrn 

MS-DOS3.3D 

MS-DOS5.0 

P 

PT iii 206,209 




















R 

RAMDISKJSYS Too 433 
RAMDRIVESYS oieoeereeerenit 433 
RAM ヂ ディ スク 0 "oreeenernnererreer 58,423 
Ri 227 
RENDIR ooo 162 
RESTORE rho 474 
S 





SCSI-ID 
SCSI イ ンター フェイス ボー ド 
SELKKC 
SET 


SHIFT 
SMARTDRIVE.EXE で … で ri の mem(_l 
SMARTDRIVESYS oiriien 
SMARTDRVJSYS … ぐ eeeirieieeeeen 
SUBST hh 
SWITOE 
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TEMP 


VJE-/Ver.3.0 
VJE-/Ver.3.1 
VzEditor 
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W 
WWINGOWSS ] oneszssztsssnesoe3rssisneaesssssss 270 
Windows ア プリ ケー ショ ンド …………………・ 353 
Works2.5 
WXIIH+2.5 
X 
merreaeaiv4iawileXaiKSiEaSreSneliess 474 
XSCACHIEIEBX yeaskayuapormssrsanssses 440 
XXMSEDISIKE 光 esse 433 
誠 MSX モ see 422 
あ 行 
アー カイ プ 属 性 ROUDOUUCKYTYPPPPPPPLPLLPPKLLLTTT 477 
アク デ ティ デー… い mr・ 中 eee estsvenssonsssiieas 103 
アジ ス トカ ルク グ て hmasemessaooesstzasaiescsoieicess5 303 
アプ リケーション の 自動 的 検索 登録 ……… 406 
デジ ロト noaeeassenssssssi 25 
一 太郎 Ve oo 303 
旋光 250 
Ss 149 
303,512 
オー シャ ノ グ ラ フィ II …………… 251,303,520 
オー ル バ ッ クア タプ し ooo 470 
か 人 行 
カー トリ ッ ジ 刑 ROLCPCCLUULULLPCCLCPTPYLPPPPYYTPPPEY 44 
階層 ディ レク トリ ee 151 
外部 コマ ンド 上 上 ひら i の m ド ドド ee 139 
拡張 スロ タッ ト ト ee 62 
拡張 スロ ッ ト 内 蔵 弄 43 
拡張 フォ マッ トド に oo 28 
拡張 メ モリ の ii 446 
確保 容量 DODCOUUCCCCLPLLPLLLPLLPLLPTPPPPPPTTTTTTLYYT 112 
のみ セ ド スト リー イマ 1 入 96 
仮想 EMS メ モリ ee 422 
仮想 UMB ドー 424 
仮想 ドラ イプ つの の ーー ド に 215 
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仮想 ッ パ シンク タメ 和 モモ eeeoeoansssasaeReSsessesais 422 
環境 変 
環境 変数 領域 
起動 ドラ イブ 





グラ タッシ ジュ 
高速 転送 方 式 
固定 ディ スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム …… 181 
コマ ンド デ ロ も セツ hreeddesstedoaeds 197 





で 行 


サザ サ プ デ ィ レ クト Um 150 
辞書 ラ ァ イル … の で ee 139 





ピッ シグ esseaesasesassassaeee が out 25 
ジ タ ピ ジグ ザー ツレ m meeeeeerssas 款 款 導 上 25 
終端 抵抗 OULXIUULLHLLKLLLKOLLPOOLZYLYYIY て PF 73 
. ド 級 セ ッ ト ア タン 271 
常駐 部 HCLYNLPLLLKYTTTYYYYYYTPPY と YY に 201 
初期 作 和 eermeeheoessnete icdioke 115 
初 油 痢 衝 ド ア タプ eeene 270 
シリ ング ダ ee 112,503 
スキ ッ プ セ クタ ee 511 
スト リー マー 内 蔵 で …Ge に 研い 36 
スコ リープ aksaeeas ae 103 





た 行 

ター ミネ ーー クタ eeeeeeeeeeesrsesieski。 73 
タス クス ワッ ピ デ eeeeeeee 坂 記紀 も 400 
ツリ ー 構 造 ( 木 構造 ) … ぐ … に tt 152 
デイ ツ プ スイ タナ チト eeeeeeeessssoacsssesnsss 62 
ディ レク トリ 








デー タ 転 送 方 式 PLLLLLCLOLCLLLCLULLLUULLU 29 
デパ イス ドラ イク の oe 144 
ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル で meme 139 
ドラ イベ ボブ フイ イル "omron 139 
ドラ イブ の 割り 当て EEPPPPPLTPLLLLLCCCCULLLULTD 251 
1 アル EGGOGEECOOOOTECOOUUTHOOOKEOO 
トラ ッ ク 先 読み バッ ファ 

な 行 

内 部 メモ リ と 拡張 メモ リ … で eo 446 
日 本 語 FEP EPCCCCOOCCCCLCCUCCLLCOLUUUULLOLLL 278 
フス トラ ダーi 518 
は 行 
パン 103 
ハー ドウ ェ ア EMS OU の oooeeee 427 
ハー ド デ ィ スク の 起動 メニ ュー POPCCPLLLLLLLD 181 
ハー ド デ ィ スク パッ ク oil 44 
バス マス タ 転 送 方 式 oo 30 
ムシ を PROCOPRRECEEOOCEOCEOCEOEOEO 157 
バッ クア マップ omomeremerererrrerrre 26.452 
バッ チ 処 理 コ マン ド … rmeenerernrerrrre 226 
バッ チ フ ァイル moe 139,186 
バッ チ フ ァイル の スタ イル …eiemennreeei 243 





光 磁 気 ディ レン 人 0ECOCECOCCOCCCECCTETEE 96,460 
非常 駐 部 間 PEPPPPPPLCCCCCCCOLLCKOLLCLCCCUDLCLLLLLLU 201 
標準 セッ ト ア ッ プ rmerrennrnrnrrrr 271 
標準 フ ォ オォ ーー 28 
アシ 人 / ア EECOOOOUEHYEPPPCRRETTEEEOOO 149 
ファ イル スロ ッ ト 内 蔵 型 FPPEPPPEPPCCPPPYYPPTD 42 
ファ イ ル 配 置 情報 一 覧 表 EPCPTPPTPLLLLPCLLLCLLO 505 
ファ イル マネ ーー ジャ rme 405 
フォ ー マ ッ ト 形 式 oe 109 
フォ ー マ ッ トコ マン ド の oooeeneeenerrrrrr 107 
物理 セク タ で errorrerereernrrrrrrrrr 辿 115 





物理 フォ ー マ ッ ト 
部 分 バッ クア ッ プ 
グリ シタ スプ ブー ラ 












プロ グラ ム ア イ コン < ぐ で で eeerereeerer 405 
プロ グラ ムー フイ イル で ooo 139 
プロ グラ ム 名 指定 登録 で ooooirolioeennr 406 
プロ テク トメ モリ ooo 

プロ テク トモ キー ド "oeoeoeeeerrrerrrerrr 
平均 アク セス 時 部 oe 


平均 アク セス タイ ム 
平均 シーク タイ ム 
ヘッ ドク ラッ シュ 
ヘッ ド 自 動 退避 mooeieieererreeeer 
ボリ ュー ムラ ペル omeeeeee 





本 体 前 面 内 蔵 弄 

本 体内 蔵 弄 PCKYECKLCOUDOUCOUCOCOLCOLLLLLL 
ま 行 

まい と て Ve iii 303 
松 Ver6 ee 
松 iiiiiii 
松茸 V3 

マッ プ awaiesasieatiaiyeeidiiea 

未 使 用 領 虹 ・ 

無 停電 電源 装置 TTPLDCLLLLLLLLCULCOLCTT 539 
メニ ュー ライ イル oe 139 
メモ リ 管 理 ユ ー テ ィ リ ティ で "oone 425 
メモ リマ ネー ジャ の oreeeeeerrrre 425 
や 行 

ュー ザー イン ター フェ イス で omoroeoernrnenrr 197 
ら 行 

リス ii 452 
リト ラク タク トー "oe 25 
領域 解放 ee 114 
領域 確保 時 て POOLLLLLLOLLOULKLLL 102,111 
ルー トディ レク トリ oooereeeerrerree 150 
ロー カル メモ リア ドレ スー oerereernreren 75 
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今や パソ コン を 使い こなす に は , ハ ー ド ディ スク を うま く 活 用 する の が | 鍵 だ. 
その た め に は , い ろ い ろか な 知識 と ノウ ハウ を 学び , テ クニ ッ ク を 身 に つけ な け 
れ ば な ら な い . 

本 書 で は , ハ ー ド ディ スク を 活用 する た め の 実 用 的 な こと が ら を 全面 的 に 押 
し 出し , 基礎 か ら 応 用 まで を 解説 し いる. 解説 に あたっ て は , 特 に 次 の よう 
な 特徴 を も た せ て いる . 


@ ハ ー ド ディ スク に 関す る すべ て を これ 1 冊 に まとめ た 

@ ハ ー ド ディ スク に 関す る 実用 情報 を 盛り 込ん だ 

@ ハ ー ド スク 活用 の ノウ ハウ と ヒン ト を 数 多く 紹介 し た 
@ 説 明 に 際 し て 豊富 な 操作 画面 や 操作 例 . イ ラス ト を つけ た 


また , ハ ー ド ディ スク に 関し て 必要 な MS-DOS の 知識 を すべ て 解説 し て いる 
の で , ハ ー ド ディ スク を 通じ て MS-DOS を 追求 し , そ の 機能 を 最大 限 に ひき 
だ すこ と が で きる . 

本 書 は , 主 に ビジ ネス ソフ ト を は じ め 各 種 市 販 ソ フト を 利用 する 方 を 中 心 と 
し て , 次 の よう な 方 を 読者 対象 と し て いる . 


@ ハ ー ド ディ スク を 初め て 使う 方 

@ ハ ー ド ディ スク の 初級 / 中 級 者 

@ ハ ー ド ディ スク を さら に 活用 し た い 上 級 者 
@MS-DOS の 階層 ディ レク トリ を 理解 し た い 方 
@MS-DOS の 環境 設定 の し か た を 理解 し た い 方 
@MS-DOS の バッ チ フ ァイル を 活用 し た い 方 
@EMS メ モリ な ど ご 拡張 メモ リ を 活用 し た い 方 
@RAM デ ィ ス ク と キャ ッシュ ディ スク を 活用 し た い 方 


本 書 は , ハ ー ド ディ スク が 使え る パソ コン ・ シ ステ ム で あれ ば , ど ん な も の で も 
活用 で きる . 基本 的 に は PC-9800 シ リー ズ 「 ハー ドス ク - MS-DOS 
バー ジョ ン 3.3/5.0(- Windows 3.1) と いう シス テム を 例 に し て 解説 し て い 
る が , ハー ド デ ィ スク が 使え MS-DOS を OS と し て いる パソ コン で あれ ば 機 
種 は 問わ な い . 98 ユ ー ザ ー で あれ ば , こ の 本 の 内 容 が 120% 活 用 で きる し , 
その 他 の 機種 の ユー ザー で も , こ の 本 を 100% に 限り な く 近 く 活 用 で きる だ 
ろう . 

初め か ら 順次 読み すす ん で いけ ば , ス ムー ズ に ハー ド デ ィ スク の こと が 理解 で 
寺 , 活 用 で きる よう に な っ て いる . ま た., 各 部 が 独立 し て こおり, 読み た いと ころ 
が すぐ に わか る 構成 に な っ て いる の で 読者 の 興味 と 必要 に 応じ て 読む と 
よい 


